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資料１－１－①－１：学則として定められた本校の目的 

学則：第１章 本校の目的 

第１条 本校は、教育基本法（昭和 22 年法律第 25 号）の精神にのっとり、及び 

学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業 

に必要な能力を育成することを目的とする。 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p.7）

 

資料１-１-①-２：本校の教育理念 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 見開き）

 

資料１－１－①－２（続き）：補足説明 

 

                開校式並びに第１回入学式の校長告辞は「本校 

の直接の目的は技術者の養成であるが、技術者 

たる以前に“人間として”成長することが第一義である。諸君には科学の狭い領 

域のみを追求するScientistになることではなく、尊敬に値する人間になることを 

志望しながら科学を学んでいく人Man of Scienceになることを望みたい」とい 

う内容でした。 

つまり「技術者である前に人間であれ」ということです。「人間である」ことは、 

一人一人が自立した市民であること、他人を思いやることのできる豊かな心を持 

つことです。本校の教育方針に「健やかな心身」・「豊かな人間性」を掲げている 

のは、このような意味があります。 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p.1-2）
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資料１－１－①－３：教育方針・育成する人材像に関する記述 

 

■教育方針と育成する人材像(Ａ:準学士課程、Ｓ:専攻科課程) 

① 豊かな人間性の涵養； 

 豊かな教養と専門知識を基礎にして、技術者としてふさわしい人格を有し、社会に貢献できる人材の育成を目指し

ている。 

①-Ａ★社会人となるための素養を身につけ、環境・福祉に配慮し工業技術が自然や社会に与える影響を認識 

できること。 

① -Ｓ★社会・経済と工業技術の共生に配慮し、工業技術者としての社会的責任と倫理観を自覚すること。 

 

資料１－１－①－３（続き） 

 

② 豊かな感性と創造力の育成； 

 ものづくりを基本とする実験実習を通じて製作・設計能力を育むことに加え、新しい工学的発想につながる感性と

チャレンジ精神を培い、豊かな創造力・デザイン能力・実践力を有する人材の育成を目指している。 

②-Ａ★実験実習に自主的に取り組み観察力・解析力を養い、新しい発想やアイデアを提案する習慣を身につける

こと。 

②-Ｓ★専門分野にとらわれず工業技術全般に対し知的好奇心をいだき、工業技術に関する研究計画・設計・製作

およびその評価までの全プロセスをデザインできること。 

③ 自然科学・数学・英語・専門基礎科目の学力向上； 

 高度化する専門知識・技術の修得に必要な自然科学・数学・英語・専門基礎科目の十分な学力を有する人材の育成

を目指している。 

③-Ａ★自然科学・数学・英語の基礎知識を身につけ、専門分野の基礎知識を修得していること。  

③-Ｓ★自然科学・数学・英語の応用知識を身につけ、専門分野の工学理論を理解していること。 

④ 高度な専門知識と問題解決能力の育成； 

 専門分野に関する高度な知識と問題解決能力を有し、技術革新に柔軟に対応できる人材の育成を目指している。 

④-Ａ★実践的技術者としての高度な専門分野の知識を修得し、与えられた技術的課題を解決できる能力を身につ

けること。 

④-Ｓ★開発型技術者としての高度な専門分野の課題に対する問題点を自ら発見し、その解決方法をデザインし研

究を遂行できる能力を身につけること。 

⑤ 情報技術力の向上； 

 コンピュータの利用能力に留まらず、新しいアイデアを具体化し設計するための情報技術力を有する人材の育成を

目指している。 

⑤-Ａ★情報技術に関する基礎知識と情報処理能力を有し、コンピュータを利用して適切な内容の報告書を作成で

きること。 

⑤-Ｓ★情報技術の応用力を身につけ、コンピュータを利用して解析力と設計力を身につけること。 

⑥ コミュニケーション能力と国際感覚の育成；  

  優れたコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を養い、社会環境や文化の枠を超えて活躍出来る、国

際感覚豊かな人材の育成を目指している。 

⑥-Ａ★講義・実験・卒業研究の内容について日本語で口頭発表・質疑応答ができることと、基本的な技術英語の

文章を理解し国際的視野を身につけること。 

⑥-Ｓ★特別研究を含む専門分野の内容を学内・学外において日本語で口頭発表・質疑応答ができることと、高度

な専門分野に関する技術英語の文章を理解し国際社会で活躍できる基礎能力を身につけること。 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 見開き裏面） 
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資料１－１－①－４：準学士課程の学科毎の教育目標 

別表第１ 

各学科等の教育方針と育成すべき人材像（教育目標） 

一般科 一般科が主に担当する教育の中では、人間形成に必要な思考力、倫理的
判断力や感性を育むと共に、各専門学科での教育に対する準備としての
基礎学力を修得させる。これにより大学教養課程レベルの知識を養い、
さらに、卒業後に技術者として継続的に学習をするために必要な基礎力
（文章構成力、社会への正しい認識力、専門に適合した数理的能力、国
際的コミュニケーション能力等）を養うことに重点をおいた教育を行
う。 

機械工学科 ロボットやエンジンなどの機械と、機械を含むさまざまなシステムの設
計・製造・制御などの分野で，実践的に活躍できる技術者の育成を目標
としている。そのため、数学、物理などの基礎科目と機械工学の主要科
目の連携による基礎学力の養成、工作実習や機械設計製図、機械工学実
験を通じての技術力の錬磨、応用科目を通してのプロセス把握能力の教
授を行う。卒業研究や輪講などを通して科学の研鑽と創造力の育成を目
指す。 

電気電子創造 
工学科 

低学年においては理数系及び英語ならびに専門基礎科目を中心に習熟度
別の授業を行い、基礎学力の向上に努める。高学年においては演習スパ
イラル教育により基礎学力を補完しつつ、「環境共生エネルギーコー
ス」、「制御システムコース」及び「情報デザインコース」の３分野の
コースに分かれ、それぞれの専門分野の授業、実験及び卒業研究を通し
て、創造力・問題解決能力・コミュニケーション能力を養い、国際的に
活躍するための基礎力を有し、科学技術の融合化・複合化に対応できる
技術者の育成を目指す。 

物質工学科 新素材、化成品、生体物質等の関連分野で活躍する人材の育成を目指
す。専門基礎、実験科目により化学と工学の基礎を修得させ、その上に
材料や生物の専門的内容を選択させて、関連する学力の向上を図る。最
終学年では、教員の直接指導により、発表能力を向上させ創造的な卒業
研究の完成を目指す。 

建築学科 低学年からの実習を通じて建築学の基本を修得させ、建築学と工学の基
礎学力の向上のみならず、プロジェクトの企画能力の育成を目指す。高
学年では専門基礎科目の修得の重要性を強く認識させ、最終学年の卒業
研究を通じて、建築学の諸分野において活躍できる、創造性と問題解決
能力およびコミュニケーション能力を有する実践的技術者の育成を目指
す。 

電気情報 
工学科 
 

 

 

電気情報工学の基礎知識について、演習を含めたスパイラル教育により
修得させる。高学年では電気・電子・情報分野の３コースを設置し高度
な専門知識を修得させる。ものづくりを主眼とするプロジェクトワーク
・コース別実験・卒業研究等を通じて、創造力・問題解決能力・コミュ
ニケーション能力に優れた実践的技術者の育成を目指す。 

電子制御 
工学科 

専門基礎科目を通じて本学科導入教育を行い基礎学力の充実を図る。専
門科目では基礎学力を補完し専門分野の知識技術を修得させる。専門応
用科目では電子・計測・制御・情報分野の既存知識と最新知識を修得さ
せ、卒業研究、輪講を通じて自立能力、解決能力、創造能力、発表能
力、実践能力等の育成を目指す。 
 

                                                  （出典：平成 25 年度学生便覧 p. 20）
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資料１－１－①－５：専攻科課程の教育目標 

       

                               （出典：平成 25 年度学生便覧 p. 30）
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資料１-１-①-６：学校教育法第 115 条に規定された高専の目的と本校の教育目標との対比 

 

区分 教育目標等 「深く専門の学芸を教授する」 「職業に必要な能力を育成する」 

小 

山 

高 

専 

全 

体 

教育理念 

教育方針 

『技術者である前に人間であれ』 

(１）健やかな心身、(２) 豊かな人間性、(３) 科学技術の研鑽と創造 

 

教育目標 

③自然科学・数学・英語・専門基礎科目の

学力向上 

④ 高度な専門知識の教授 

⑤ 情報技術力の向上 

① 豊かな人間性の涵養 

② 豊かな感性と創造力の育成 

④ 問題解決能力の育成 

⑥ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力と国際感覚の育成 

準 

学 

士 

課 

程 

 

教育目標 

③-Ａ：自然科学・数学・英語の基礎知識

を身につけ、専門分野の基礎知識を修得し

ていること。 

④-Ａ：実践的技術者として高度な専門分

野の知識を修得すること。 

⑤-Ａ：情報技術に関する基礎知識と情報

処理能力を有し、コンピュータを利用して

適切な内容の報告書を作成できること。 

 

①-Ａ：社会人となるための素養を身につ

け、環境・福祉に配慮し工業技術が自然

や社会に与える影響を認識できること。 

②-Ａ：実験実習に自主的に取り組み観察

力・解析力を養い、新しい発想やアイデ

アを提案する習慣を身につけること。 

④-Ａ：実践的技術者として与えられた技

術的課題を解決できる能力を身につける

こと。 

⑥-Ａ：講義・実験・卒業研究の内容につ

いて日本語で口頭発表・質疑応答ができ

ることと、基本的な技術英語の文章を理

解し国際的視野を身につけること。 

専 

攻 

科 

課 

程 

 

 

教育目標 

③-Ｓ：自然科学・数学・英語の応用知識

を身につけ、専門分野の工学理論を理解し

ていること。 

④-Ｓ：開発型技術者としての高度な専門

分野の課題に対する問題点を自ら発見でき

ること。 

⑤-Ｓ：情報技術の応用力を身につけ、コ

ンピュータを利用して解析力と設計力を身

につけること。 

 

①-Ｓ：社会・経済と工業技術の共生に配

慮し、工業技術者としての社会的責任と

倫理観を自覚すること。 

②-Ｓ：専門分野にとらわれず工業技術全

般に対し知的好奇心をいだき、工業技術

に関する研究計画・設計・製作およびそ

の評価までの全プロセスをデザインでき

ること。 

④-Ｓ：開発型技術者としての高度な専門

分野の課題に対するその解決方法をデザ

インし研究を遂行できる能力を身につけ

ること。 

⑥-Ｓ：特別研究を含む専門分野の内容を

学内・学外において日本語で口頭発表・

質疑応答ができることと、高度な専門分

野に関する技術英語の文章を理解し国際

社会で活躍できる基礎能力を身につける

こと。 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧より整理）

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準１ 

 - 6 -

資料１-１-①-７：学校教育法第 115 条に規定された高専の目的と、各学科・各コースの 

教育目標との対比（その１） 

（準学士課程） 

区分 学科名 「深く専門の学芸を教授する」 「職業に必要な能力を育成する」 

準 

学 

士 

課 

程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般科 

 

○各専門学科での教育に対する準備として

の基礎学力を修得させ、大学教養課程レベ

ルの知識を養う。 

○卒業後に技術者として継続的に学習をす

るために必要な基礎力（専門に適合した数

理的能力）を養う。 

○人間形成に必要な思考力、倫理的判断

力や感性を育む。 

○卒業後に技術者として継続的に学習を

するために必要な基礎力（文章構成力、

社会への正しい認識力、国際的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

能力等）を養う。 

機械工学科 

 

○数学、物理などの基礎科目と機械工学の

主要科目の連携による基礎学力を養成す

る。 

○工作実習や機械設計製図、機械工学実験

を通じての技術力の錬磨、応用科目を通し

てのプロセス把握能力を教授する。 

○ロボットやエンジンなどの機械と、機

械を含むさまざまなシステムの設計・製

造・制御などの分野で，実践的に活躍で

きる技術者を育成する。 

○卒業研究や輪講などを通して科学の研

鑽と創造力の育成を目指す。 

電気電子創造 

工学科 

 

○低学年では理数系及び英語ならびに専門

基礎科目を中心に習熟度別授業を行い、基

礎学力の向上に努める。 

○高学年ではスパイラル教育により基礎学

力を補完する。 

○電気エネルギー・制御・情報分野の３コ

ースを設置し高度な専門知識を修得させ

る。 

○電気、電子、情報、制御系の分野で活

躍する技術者の育成を目指す。 

○卒業研究、輪講を通じて創造力、解決

能力、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力等の育成を目指す。

 

物質工学科 

 

○専門基礎、実験科目により化学と工学の

基礎を修得させ、その上に材料や生物の専

門的内容を選択させて、関連する学力の向

上を図る。 

 

○新素材、化成品、生体物質等の関連分

野で活躍する人材の育成を目指す。 

○最終学年では、教員の直接指導によ

り、発表能力を向上させ、創造的な卒業

研究の完成を目指す。 

建築学科 

 

○低学年からの実習を通じて建築学の基本

を修得させ、建築学と工学の基礎学力の向

上を目指す。 

○高学年では専門基礎科目の修得の重要性

を強く認識させる。 

○低学年からプロジェクトの企画能力の

育成を目指す。 

○５学年の卒業研究を通じて、それぞれ

の専門分野において活躍できる、創造性

と問題解決能力およびｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を有

する実践的技術者の育成を目指す。 

電気情報工学科 ○電気情報工学の基礎知識を、演習を含め

たスパイラル教育により修得させる。 

○電気・電子・情報分野の３コースを設置

し高度な専門知識を修得させる。 

○ものづくりを主眼とするプロジェクト

ワーク・コース別実験・卒業研究等を通

じて、創造力・問題解決能力・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

能力に優れた実践的技術者の育成を目指

す。 

電子制御工学科 

 

○専門基礎科目を通じて本学科導入教育を

行い基礎学力の充実を図る。 

○専門科目では基礎学力を補完し専門分野

の知識技術を修得させる。 

○専門応用科目では電子・計測・制御・情報分

野の既存知識と最新知識を修得させる。 

○卒業研究、輪講を通じて自立能力、解

決能力、創造能力、発表能力、実践能力

等の育成を目指す。 

 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧より整理）
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資料１-１-①-７：学校教育法第 115 条に規定された高専の目的と、各学科・各コースの 

教育目標との対比（その２） 

（専攻科課程） 

複 

合 

工 

学 

専 

攻 

コース名 育成する人材目標 主な特別研究テーマ 

機械工学 

コース 

高度に発展を続ける産業社会の構造に

適した知識と技術の基礎と応用力を、

講義・演習・実験を通じて教育する。

そして、特別研究・実務研修・ゼミナ

ールを通して、細分化、複合化、する

具体的な課題に対して、柔軟に対応で

きる知識を持ち、かつ環境にも配慮で

きる技術者の育成を目指す。 

○昆虫型ロボットの製作研究 

○機械用材料の応力解析 

○小型ホーバクラフトの運動解析 

○加熱面上の液滴の蒸発の研究 

○カオス振動の判定に関する研究 

○自動車用高速応答アクチュエータの研究 

○新しい素子を用いた高感度センサの研究 

○ＬＥＤを用いた速度分布測定用光源の開発

電気情報工学 

コース 

電気・電子・情報工学に関する専門性

を深めつつ、広い技術に柔軟に対応で

き、専門性を発揮できる人材の育成を

目指す。一例として、ロボットや情報

ネットワーク、半導体（ＩＣ）などに

かかわる技術の修得や研究を通して、

自己の能力を向上することを目指すそ

れぞれの研究成果は、広く学会等にお

いて公表されて社会に貢献している。 

○新しい高温超伝導体探求のための量子物理

○風力用永久磁石式同期発電機のベクトル 

制御方式の研究 

○可視光造形装置の性能の評価と改善 

○人間の聴覚特性に関する研究 

○医療情報システムに関する研究 

○無声放電を用いたオゾン生成に関する研究

○直列接続太陽電池アレイに適した最大電力

点追尾制御法に関する研究 

電子制御工学 

コース 

高度な科学技術や知識を教授すること

を目的とする。システム構築・ソフト

ウェア・ハードウェアの３つを基本と

して、情報工学、計測システム制御理

論、電子回路、電子工学、計算機応

用、電磁エネルギー、光波応用等の広

範囲な技術の基礎および応用力の修得

を目指す。 

○イメージセンサを用いる車輪の設定点検出

に関する研究 

○パルスオキシメータ対応型呼吸循環器系 

動的シミュレータの作成 

○高機能・高効率スイッチング電源の研究 

物質工学 

コース 

高専本科の物質・化学系準学士課程で

修得した専門性を活かし、技術の複合

化が進む産業社会に適応可能な知識・

技術を広く教授する。さらに、材料化

学・生物工学・化学工学に関する高度

技術の基礎及び応用力の修得を目指

す。 

○orobanche minor のβ-グルコシダーゼ 

遺伝子のクローニングの研究 

○温度応答性と pH 応答性を持つ新規グラフ

ト-ブロックポリマーの合成と応用の研究 

○新規ルテニウム錯体を触媒に用いるポリハ

ロアルカンの高選択的原子移動型ラジカル

付加反応の研究 

建築学コース 

 

建築学の諸分野である計画･意匠、構

造･材料、環境･設備、設計、まちづく

り等に柔軟に対応できる基礎学力を講

義・設計を通じて修得させ、それらを

発展させた専門知識および技術の修得

を目指す。また、特別研究及び実務研

修等により、研究目標に関する課題の

提起、研究の実務と成果の分析・評価

までを自ら遂行する能力を養い、チャ

レンジ精神とリーダーシップを有する

開発型技術者の育成をめざす。 

○地震防災教育に関する研究 

○高齢者・障害者関連施設計画に関する研究

○地域施設計画に関する研究 

○メーソンリー建築の施工法に関する研究 

○室内環境評価に関する研究 

○鉄筋コンクリート造建物の耐震性能評価に

 関する研究 

○建築工法に関する研究 

○既存ＲＣ造見物の制震補強効果に関する 

研究 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧より整理）
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資料１-２-①-１：教育目標の校内掲示（正面玄関入り口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：校内掲示 写真）

 

資料１-２-①-２：「教育目標カード」 

表                     裏 

 

（出典：「教育目標カード」Scan copy） 
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資料１-２-①-３：教職員に対する周知 

平成 25 年 4 月 1 日

教職員会議配付資料

■ 小山高専の教育に関する基本理念 

  小山高専は、創設時から以下のような理念のもとに教育を進めています。 

「技術者である前に人間であれ」 

◎ 健やかな心身 

◎ 豊かな人間性 

◎ 科学技術の研鑽と創造 

  小山高専は、これまで４０年以上に亘り、約６，０００名の卒業生を送り出し、企業における中堅技術者の育成を通

して日本の産業の発展を支え、社会的要請に応えてきました。しかし、現今の技術の高度化・情報化にともない技術

者として様々な能力が要求されるようになってきています。 

 このような社会変革の中にあっても、依然として高専卒業生に対する企業の期待は大きく、これまでの高専教育の

利点を維持しつつ、即戦力としての役割ばかりでなく深い知識と問題解決能力を兼ね備えた技術者を育成し、新たな

時代の要請に応えていく必要があります。 

 小山高専の教育目標は、準学士課程（学科）においては５年間の早期ものづくり教育を通して培った実践力と専門

基礎力を有する有能な各学科卒業生を新しい時代にふさわしい中堅技術者として社会に輩出することにあり、専攻科

課程においてはそれに加え問題解決能力と豊かな創造力を兼ね備えた「開発型技術者(テクノロジスト)」としての修了

生を世に送り出すことにあります。 

 ■ 教育方針と育成する人材像 

① 豊かな人間性の涵養； 

豊かな教養と専門知識を基礎にして、技術者としてふさわしい人格を有し、社会に貢献できる人材の育成を目指し

ています。 

② 豊かな感性と創造力の育成； 

ものづくりを基本とする実験実習を通じて製作・設計能力を育むことに加え、新しい工学的発想につながる感性と

チャレンジ精神を培い、豊かな創造力・デザイン能力・実践力を有する人材の育成を目指しています。 

②  自然科学・数学・英語・専門基礎科目の学力向上； 

高度化する専門知識・技術の修得に必要な自然科学・数学・英語・専門基礎科目の十分な学力を有する人材の育成

を目指しています。 

④ 高度な専門知識と問題解決能力の育成； 

専門分野に関する高度な知識と問題解決能力を有し、技術革新に柔軟に対応できる人材の育成を目指しています。 

⑤ 情報技術力の向上； 

コンピュータの利用能力に留まらず、新しいアイデアを具体化し設計するための情報技術力を有する人材の育成を

目指しています。 

⑥ コミュニケーション能力と国際感覚の育成；  

優れたコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を養い、社会環境や文化の枠を超えて活躍出来る、国際

感覚豊かな人材の育成を目指しています。 

 

（出典：平成 25 年度第１回教職員会議配付資料）
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資料１－２－①－４：学生に対する周知（その１） 

 

 

 

（出典：各教室における掲示） 

 

資料１－２－①－５：学生への周知（その２） 

      

（出典：新入生ガイダンス用資料） 
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資料１－２－①－６：教育目標周知調査のアンケート実施内容 

 

 

（出典：平成２５年度教育に関するアンケート（学生版）） 
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資料１-２-①-７：教育目標周知調査のアンケート結果（在校生および教職員） 

 

 

（出典：平成２５年度教育に関するアンケート） 
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資料１－２－②－１：教育目標の公表（その１）「ホームページ」 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料１-２-②-２：ホームページのアクセス件数 

Usage Statistics for www.oyama-ct.ac.jp 

 

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料１-２-②-３：教育目標の公表（その２）「学校要覧」 

 

（出典：学校要覧 2013、p.2）
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資料１－２－②－４：教育目標の公表（その３）「教育目標用資料」 

             表                裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教務係資料）

 

資料１－２－②－５：教育目標等の掲載状況 

     

資料名 教育理念 

(校是) 

教育理念

(３項目)

教育方針･人材像

(６項目) 

準学士課程○ 

専攻科課程◎ 

主な配付先等

ホームページ ○ ○ ○ ○，◎ 学内・学外 

学生便覧 ○ ○ ○ ○，◎ 学内 

学校要覧 ○ ○ ○ ○，◎ 学外 

教育目標用資料 ○ ○ ○ ○，◎ 学外 

専攻科ﾘｰﾌﾚｯﾄ    ◎ 学外 

学校案内 ○ － － － 中学生 

 

（出典：各種パンフレット等より作成）

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準１ 

 - 19 -

資料１－２－②－６：学校要覧配布先一覧（H24,H25年度） 
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（出典：総務係資料） 
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資料１－２－②－７：入試説明会実施状況（H25 年度） 

（出典：教務係資料）

 

資料１－２－②－８：「学校説明会（合同説明会を含む）」実施状況（H25 年度） 

（出典：教務係資料）

 

資料１－２－②－９：オープンキャンパス・文化祭（入試相談コーナー）実施状況（H25 年度） 

（出典：教務係資料）
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資料１－２－②－10：中学校訪問 実施状況（H22～25 年度） 

（出典：教務係資料）
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資料２-１-①-１：学科の構成；小山工業高等専門学校学則 
 

 
 

第３章 学科、学級数、入学定員及び教職員組織 
学科、学級数及び入学定員は、次のとおりとする。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧、p.8）

学     科 学級数 入学定員 

機 械 工 学 科 1 40 人 

電気電子創造工学
科 2 80 人 

物 質 工 学 科 1 40 人 

建 築 学 科 1 40 人 
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資料２-１-①-２：電気電子創造工学科の設置についての概要 

設置の趣旨・必要性 
Ⅰ 設置の趣旨・必要性                    

(a) 産業界を取り巻く状況と高等専門学校への役割 

 現在、我が国の企業の製造拠点やマーケットがグローバル化する中で、国際的に技術力と競争力を向上させる必要

性に迫られている。そのためには大企業はもとより中堅・中小企業においても、生産力を向上させるとともに、イノ

ベーションにより様々な産業を振興していくことが不可欠である。こうした状況の中で、実践的・創造的技術者を養

成する高専の果たす役割はますます重要になってきている。 

(b) 電気電子系学科を取り巻く緊急課題への対応策としての高度化再編 

 本校の電気電子系の２学科（電気情報工学科、電子制御工学科）については、以下に記す緊急課題があり、早急に

学科再編とカリキュラム整備が必要である。 

(b-1)電気電子系学科における緊急性の高い課題 

・先進技術の複合化・融合化が進む中で、新たな分野・領域の教育研究が重要となり、電気電子情報系技術における

イノベーションの動向も見据えた先進的・学際的領域をカバーする学科編成・カリキュラム編成が必要である。 

・必要とされる技術分野は、新エネルギー技術や最新ロボット技術および情報デザイン技術等であり、最新の科学技

術の集結が求められている。  

(b-2) 地域産業界のニーズ 

・栃木県においては、地域産業の競争力強化と経済活性化を図るために「とちぎ産業振興ブログラム」を平成 19 年

に策定(平成 23 年 3 月最終改訂）し、県内産業で特に大きな生産高と関連事業の裾野を持っている環境・自動車・航

空宇宙・医療機器・光学の各産業を「重点５分野プロジェクト」として、分野ごとに振興協議会を立ち上げている。

各振興協議会は、その活動目標の第一に産業界、自治体と本校を含む高等教育機関等のネットワーク構築を掲げ、本

校等に関連の研究開発支援や人材育成・確保支援等の協力を要請している。 

・上記の５分野のうち、環境関連産業は太陽光発電、風力発電等の「新エネルギー関連産業」及び環境負荷低減に資

する技術等の「スマート・エコ産業」としているが、東日本大震災以来、県内では小水力発電、地熱発電等も含めて

この分野への関心が急速に高まり、これに対応する研究開発・試験研究や技術者養成が急務とされるようになった。

本校はこれら新エネルギー技術等に関する県産業界の要請に対応する準備をしつつ、地元小山市においては企業と連

携して「メガソーラプロジェクト」を推進している。また、小山市当局との「包括的連携協定」（平成 24 年 1 月締

結）に基づき、連携事業の１つとして「太陽光発電や小水力発電等自然エネルギーに関する共同研究」の実施を急い

でいる。（環境共生エネルギー関連） 

・自動車・航空宇宙・医療機器の分野では、生産の効率化のためのロボット、福祉・医療や災害支援にかかる高性能

で安全性の高いヒューマン・インターフェイスに優れたロボット等の制御システム開発、及び人材養成の強い要望が

ある。（制御システム関連） 

・また、上記の５分野のすべてにおいてネットワーク技術、ディジタルデザイン等情報デザインにかかる技術やソフ

トの開発及び人材養成を求める声が強く聞かれる。（情報デザイン関連） 

・これら地域産業界等の動きやニーズについては、上記各分野の振興協議会の議論や本校への求人企業からの聞き取

り、栃木県電気電子工業会・小山市工業会からの要望書等にもよく現れている。 

・以上のように、地域産業界及び地元行政において電気電子関連の新分野・融合分野への関心が急速に高まり、今

日、当該分野についての本校の教育研究のさらなる充実・発展が強く求められる状況となっている。 

(b-3) 本校の電気電子系学科の高度化再編―「電気電子創造工学科」の創設  

  これらの課題を解決し、社会の負託に応えるため、本校は電気情報工学科、電子制御工学科の両学科を統合・高度

化再編し、新たな構想の下、「電気電子創造工学科」を創設することとする。その主な内容は以下の通りである。 

(1)電気電子情報系技術者に対する地域産業界のニーズに応える教育体制の構築 

     ―ジェネラリスト基盤を持つスペシャリストの養成― 

・電気電子情報系技術に関して基盤となる広範な知識・技術を習得した上で、グローバルな視野を有し、創造性豊か

な実践力を持つ「エレクトリカル・ジェネラリスト」を養成する。 

・最近の産業界のニーズを踏まえ、新分野を含めた新エネルギー分野・ロボット制御分野・情報デザイン分野の専門

性を深化させ、それぞれの分野におけるスペシャリストとしての能力の兼ね備えた実践的・創造的技術者を養成し

て、地域の企業等に送り出す教育体制を確立する。                       

2)新学科において養成すべき技術者の基本的資質および人材像 

  産業界を取り巻くグローバル化やイノベーション創出の必要に対応するために、新たに創設する電気電子創造工学

科の養成すべき技術者の資質・人材像は次のように定める。 

   (A) 豊かな人間性を有し、常に技術分野で社会に貢献する技術者 

   (B) 創造力とデザイン力を有し、常に新しい技術開発にチャレンジする技術者 

   (C) 自然科学・数学・英語の基礎学力を有し、電気電子情報分野の基礎知識を有する技術者 

   (D) 電気電子情報分野における専門領域の深い知識技術を習得し、問題解決能力を有する技術者 

   (E) コミュニケーション能力と国際的視野を有し、国際的に活躍出来る技術者 
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Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色 

(a)教育課程編成の基本的考え方 

・新学科における教育目標は、次の２つに集約される。 

 ①低学年における十分な基礎学力の習得 

 ②高学年における地域産業界のニーズに適合した専門教育の充実 

・各学年における教育内容の概要及び特色は下記のとおりである。 

 １年次                                                  

  ○専門導入教育：専門基礎知識の習得と工学的モチべーションの育成  

  ○一般教養教育：コミュニケーション能力・英語力の育成（集中講座）―全学年で実施 

 ２年次 

  ○専門基礎教育：専門基礎知識の習得と技術者倫理等の育成 

  ○習熟度別授業の導入：理数系一般科目・英語・専門基礎科目の学力向上―３年次（一部は４年次）まで実施 

 ３年次 

  ○専門基礎教育：専門基礎理論の習得とキャリア意識の育成 

  ○技術者実践教育：プロジェクト型実習、英語による専門基礎授業の実施 

 ４年次 

  ○専門共通教育：各コースの共通基盤となる知識の習得(ジェネラリスト教育)  

  ○コース別教育：各コースに特化した知識・技術の習得(スペシャリスト教育)  

  ○デザイン教育：「エレクトリカル・デザイン」等による企画力と創造力の育成 

 ５年次 

  ○専門共通教育：複合融合領域技術の習得、マネジメント能力等の育成(ジェネラリスト教育) 

  ○コース別教育：新分野・新領域を含む深化した知識・技術の習得(スペシャリスト教育) 

  ○デザイン教育：「コロキウム＆ラボラトリワーク」等による複眼的視野を養う創造性教育 

  ○卒業研究：地域密着型研究テーマ、フィールドワーク手法による研究等、独創的な研究の促進 

 

 

(b) 低学年における教育の特色 

(b-1)少人数教育の確保 

・定員80名を２クラスに編成し、少人数教育（40名クラス）を確保する。 

・クラス分けは、１年次・３年次で実施し、学力が均等になるよう配慮する。 

(b-2)習熟度別授業の実施 

・数学と物理は、専門科目に必要な高い学力と学力格差の是正のため、習熟度別授業とする。 

・英語は、習熟度別授業に加え、十分な国際コミュニケーション能力を習得させるため、全学年で「インテンシブ･

イングリッシュ」（集中英語）を実施する。 

(b-3)専門基礎科目の充実 

 以下の新科目を配置し、工学的興味を喚起すると共に、電気電子創造工学科共通の専門知識、技術者としての心構

えやスキルを養う。 

 〇「エンジニアリング数学」：専門基礎数学 

 〇「エンジニアリング・イントロダクション」：学科全体の鳥瞰・技術入門 

 〇「エンジニアリング・スキル」：基本技術、PBL入門 

 〇「エンジニアリング・エシックス」：技術者倫理、自然・社会・文化との関わり 

(c) 高学年における教育の特色 

 低学年において習得した知識技術に加えて、高学年では専門共通科目により創造性豊かな実践力を持つ「エレクト

リカル・ジェネラリスト」を養成する。さらに、専門の３コースを設置し、それぞれの専門コース科目を教授するこ

とにより、スペシャリストとして活躍できる人材の養成を目指す。各コースの主な科目と養成する人材像を以下に示

す。なお、専攻するコース以外の科目の履修も推進し、より幅広い専門知識・技術の習得を促す。 

（出典：総務課総務係資料）
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資料２-１-①-３：学科の教育目標とカリキュラム概要(抜粋) 
 
１．一般科  
一般科が主に担当する教育の中では、人間形成に必要な思考力、倫理的判断力や感性を育むと共に、各専門学科での
教育に対する準備としての基礎学力を修得させる。これにより大学教養課程レベルの知識を養い、さらに、卒業後に
技術者として継続的に学習をするために必要な基礎力（文章構成力、社会への正しい認識力、専門に適合した数理的
能力、国際的コミュニケーション能力等）を養うことに重点をおいた教育を行う。 
 
２．機械工学科 
教育目標 

ロボットやエンジンなどの機械と、機械を含むさまざまなシステムの設計・製造・制御などの分野で，実践的に活
躍できる技術者の育成を目標としている。そのため，数学，物理などの基礎科目と機械工学の主要科目の連携による
基礎学力の養成，工作実習や機械設計製図，機械工学実験を通じての技術力の錬磨，応用科目を通してのプロセス把
握能力の教授を行う．そして，卒業研究や輪講などを通して科学の研鑽と創造力の育成を目指す。 
 
カリキュラム概要 
 １学年では，様々な工学的現象や工業技術に興味・関心を持つことに重点を置き，そのための専門への導入教育の
充実を図るため，前期に「機械工学基礎」の科目を開設し，「工作実習」や「機械製図」などの実技科目とともに専
門導入科目を形成している。 
 ２学年では，工学的現象や工業技術と授業科目との関連を見いだすことに重点を置き，「工作実習」に平行した
「機械工作法」の学習や、文字情報や数値情報の処理のため「情報処理」の科目を実施している.さらに，静力学を
内容 
 
とした「工業力学Ⅰ」開設して，力学教育の充実を図っている．  

３学年では，工学的現象や工業技術の原理を理解し，該当する法則が適用できる基礎力が身に付くことに重点を置
き，「材料力学」，「工業力学Ⅱ」をはじめ，「機械工学実験Ⅰ」などを通して，目的の達成を目指している． 
 ４学年では，工学的現象や工業技術に課題を見いだし，解決するための基礎力を持つことを重点に置き，「熱力
学」や「水力学」などの基礎科目のほか，「機械設計製図」や「機械工学実験Ⅱ」，「輪講」などの科目のなかで，
実際の製品を意識した教育を充実させる． 
  
５学年では，工学的現象や工業技術に関する問題の発見とその解決能力の獲得に重点を置き，「機械力学」などの基
礎的科目のほか，「制御工学」「材料強度学」「メカトロニクス実験」など，より専門的な科目も選択できるように
してある．「卒業研究」では，問題発見と解決能力獲得の達成を目指す．特に，「卒業研究」では，まとめる能力，
表現力の養成のために，３回の発表会を設けて，能力向上を目指している． 

（出典：平成25年度学生便覧及び各学科資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準２ 

- 27 - 

資料２-１-②-１：学則より専攻科について 

 
第８ 章  専 攻 科 

第 39 条 本校に、専攻科を置く。 
第 40 条 専攻科は、高等専門学校における教育の基盤の上に立ち、より深く 
高度な専門の知識及び技術を教授し、もって広く地域社会並びに産業界で活躍 
できる実践的かつ創造的な技術者の育成を目的とする。 
第 41 条 専攻科の専攻及び入学定員は次のとおりとする。 
 

学   科 入学定員 

 
複合工学専攻 

 
20 人 

 
第 41 条の２ 専攻科の教育方針と育成すべき人材像については別表第４に定める。 
第 42 条 専攻科に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 
 一 高等専門学校を卒業した者 
 二 短期大学を卒業した者 
 三 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 132 条の規定により大学に編入学することができる者 
 四 外国において、学校教育における 14 年の課程を修了した者 
第４１条 専攻科の専攻及び入学定員は次のとおりとする。 

五 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育におけ
る 14 年の課程を修了した者 

 六 我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 14 年の課程を修了した
とされる者に限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ
て、文部科 
学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

七 その他本校専攻科が、高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 
第 43 条 校長は、入学志願者に対して、別に定めるところにより選考の上、入学を許可する。 
第 44 条 専攻科の修業年限は、２年とする。ただし、４年を超えて在学することができない。 
第 45 条 専攻科学生の休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度として休学の

延長を認めることができる。 
２ 休学期間は、通算して２年を超えることができない。 
３ 休学の期間は、前条に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 

第 46 条 開設する授業科目及びその単位数は、別表第５のとおりとする。 
２ 履修方法については、別に定めるところによる。 

第 47 条 専攻科に２年以上在学し、所定の授業科目のうち 62 単位以上を修得した者については、修了を認定する。
２ 校長は、修了を認定した者に対して、所定の修了証書を授与する。 

第 48 条 専攻科学生については、第３条から第６条、第 12 条、第 19 条、第 21 条、第 23 条から第 25 条、第 26 条
の３、第 26 条の５第１項及び第２項、第 28 条第１項、第 29 条から第 38 条の規定を準用する。この場合にお
いて、第 26 条の３中「30 単位」とあるのは「16 単位」と、第 26 条の５第２項中「外国の高等学校又は大
学」とあるのは「外国の大学」と、第 38 条第２号中「第 22 条」とあるのは「第 45 条」と読み替えるものと
する。 

第 49 条 本章に定めるもののほか、専攻科に関する必要な事項は、別に定める。 
 

（出典：小山工業高等専門学校学則）
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資料２-１-②-２：専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

小山工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

制  定 平成 11 年４月１日
最終改正 平成 23 年４月１日

（目   的） 
第１条 この規程は、小山工業高等専門学校学則（昭和 40 年４月１日制定）第 46 条第２項の規定に基づき、小山工

業高等専門学校専攻科における授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定について定めることを目
的とする。 

（授   業） 
第２条 専攻科の授業は、１単位時間を標準 50 分とする。 

２  授業は講義、演習、実験及び実習のいずれか、又はこれらの併用により行うものとする。 
（単   位） 
第３条 各授業科目の１単位あたりの学修時間は、45 単位時間を標準とするが、授業の方法に応じ、当該授業によ

る教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮し、次の各号により単位数を計算するものとする。 
一 講義については、15 単位時間の授業をもって１単位とする。 
二 演習については、30 単位時間の授業をもって１単位とする。 
三 実験及び実習については、45 単位時間の授業をもって１単位とする。 

（履修方法） 
第４条 授業科目の受講に当たっては、各学期の始めに各科目毎の受講届を提出しなければならない。 
（大学等における授業科目の履修） 
第５ 条 大学等で開設されている授業科目を履修した者が、当該科目の単位（以下「学外単位」という。）の認定

を受けようとするときは、成績証明書等、単位の修得を証明する書類を添えて期限までに校長に申請するもの
とする。学外単位は、４単位を限度として、専攻科における授業科目を修得したものとみなすことができる。

（成績の評価） 
第６ 条 学業成績は、授業科目毎に評価する。 

２ 成績の評価は、試験の成績及び平素の成績等を総合して、100 点法により評価する。 
３ 特別研究及び実務研修の成績は、合否で評価する。 
４ 各科目とも欠課時数が授業時間数の３分の１を超えるものに対しては、評価は行わない。 

第７ 条 各授業科目の成績は、評価を次のとおり区分し、評語で表す。 
評 語 評    価 

Ｓ   90 点以上 
Ａ   80 点以上 90 点未満 
Ｂ   70 点以上 80 点未満 
Ｃ   60 点以上 70 点未満 
Ｄ   60 点未満 

（単位の認定） 
第８ 条 前条の規定に基づき、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣに評価された授業科目については、当該単位数を認定する。 

２ 学業成績を学外に通知する場合は、修得科目のみ単位数及び評語で通知する。 
３ 単位が認定されなかった授業科目については、次年度以降に再履修することができる。 
４ 本科４年及び５年における開講科目について、科目担当教員の許可を受けて履修することができる。ただ

し、当該認定単位数は専攻科修了要件のための修得単位数には含めない。しかし、技術者教育プログラム中
の授業時間数として認めることができる。  

５ 前項３及び４により再履修する場合も、第４条に規定する手続きを行うものとする。 
（試   験） 
第９ 条 定期試験は、各学期末に実施する。なお、平素の成績で評価し得る授業科目については、定期試験を実施し

ないことがある。 
２ 定期試験に病気（医師の診断書がある場合に限る。）、忌引、その他止むを得ない理由により試験を受けられ

なかった者については、本人の願い出により担当教員が許可した場合、追試験を受けることができる。 
３ 正当の理由がなく試験を受けなかった者又は懲戒処分の為試験を受けなかった者の当該試験の成績は０点とす

る。 
４ 試験中不正行為を行った者は、当該試験期間中における全科目の試験成績を０点とする。 
（修了の認定） 
第 10 条 修了の認定は、所定の単位を修得し、かつ、本校の複合工学系技術者教育プログラムに必要とされる単位

を満たした者に対して、小山工業高等専門学校判定会議の議を経て、校長が行う。 
附 則 

以下省略 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-１-②-３：専攻科の学年別配当単位数 

 
別表第５

1年前 1年後 2年前 2年後
応用英語　１ 選択 2 2
応用英語　２ 選択 2 2
日本語概説 選択 2 2
技術者倫理 必修 2 2

8 4 2 2 0
6

複素関数論 選択 2 2
応用解析学 選択 2 2
応用科学 選択 2 2
化学数学 選択 2 2
建築数学 選択 2 2

10 4 6 0 0
4

システムデザイン 必修 2 2
産業財産権 必修 2 2
環境技術 必修 2 2
プロジェクトデザイン 必修 2 2
経営学 必修 2 2
特別研究　 必修 14 1 2 5 6
実務研修　 必修 2 2
電子システム概論 選択 2 2
工学システム概論 選択 2 2

30 9 8 7 6
26
36

力学特論 選択 2 2
流体力学 選択 2 2
熱移動論 選択 2 2
エネルギー工学 選択 2 2
塑性力学 選択 2 2
応力解析特論 選択 2 2
生産システム工学 選択 2 2
シーケンス制御 選択 2 2
現代制御理論 選択 2 2
計算力学 選択 2 2
機械工学専攻演習 必修 2 1 1
機械工学専攻実験 必修 2 2
機械工学ゼミナール 必修 2 1 1
開設単位計 26 8 10 4 4
電機システム制御 選択 2 2
ネットワーク構成論 選択 2 2
電気磁気学特論 選択 2 2
光制御工学 選択 2 2
電気材料特論 選択 2 2
電気エネルギー工学 選択 2 2
画像情報工学 選択 2 2
光デバイス工学 選択 2 2
情報記録工学 選択 2 2
人工知能 選択 2 2
固体電子論 選択 2 2
電気情報工学演習 選択 1 1
電気情報工学ゼミナール 必修 2 1 1
電気情報専攻実験 必修 2 2
開設単位計 27 9 6 6 6
電子回路特論 選択 2 2
電子工学特論 選択 2 2
計算機応用論 選択 2 2
情報科学 選択 2 2
計測システム論 選択 2 2
システム同定論 選択 2 2
画像デバイス特論 選択 2 2
電磁エネルギー工学 選択 2 2
光波応用工学 選択 2 2
電子制御工学演習 選択 1 1
電子制御工学実験 必修 2 2
電子制御工学ゼミナール 必修 2 1 1
開設単位計 23 9 10 4 0
分子構造論 選択 2 2
機器分析特論 選択 2 2
金属化学特論 選択 2 2
複合材料 選択 2 2
腐食工学 選択 2 2
分離工学 選択 2 2
有機合成化学 選択 2 2
有機材料 選択 2 2
生物機能化学 選択 2 2
立体化学 選択 2 2
触媒化学 選択 2 2
生物化学工学 選択 2 2
生命工学 選択 2 2
物質工学ゼミナールⅠ 必修 2 1 1
物質工学ゼミナールⅡ 選択 1 1
物質工学ゼミナールⅢ 選択 1 1
物質工学演習 必修 2 1 1
物質工学専攻実験 必修 2 1 1
開設単位計 34 5 17 5 7
まちづくり論 選択 2 2
近代建築思潮史 選択 2 2
文化財保存論 選択 2 2
地域施設計画論 選択 2 2
居住地計画論 選択 2 2
環境デザイン論 選択 2 2
設備システム論 選択 2 2
合成構造論 選択 2 2
建築耐震設計論 選択 2 2
建築構造解析学 選択 2 2
都市防災論 選択 2 2
バリアフリー・デザイン論 選択 2 2
建築弾塑性力学 選択 2 2
建築高機能材料工学 選択 2 2
地域設計Ⅰ 選択 2 2
地域設計Ⅱ 選択 2 2
建築ＣＡＤ・ＣＧ 選択 2 2
開設単位計 34 12 8 10 4

単位
数

学年別配当
備　　　　考

開設単位数

           授  業  科  目

一

般

科

目 開設単位数
修得単位数

機械工学コース

必修選択の

別

電気情報工学コース

電子制御工学コース

物質工学コース

開設単位数
修得単位数
以上合計修得単位数

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

専

門

科

目

専門基礎科目

修得単位数

建築学コース

コース共通科目

 

（出典：平成25年度学生便覧、pp.31-32）
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資料２-１-②-４：専攻科の趣旨、沿革等についての資料（その１） 

 

 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料２-１-②-４：専攻科の趣旨、沿革等についての資料（その２） 

 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料２-１-③-１：図書情報センター規程（抜粋） 

                                制  定 平成１６年４月１日

                                最終改正 平成２３年４月１日
 

（設置） 

第１条 小山工業高等専門学校学則第１１条の規定に基づき小山工業高等専門学校図書情報センター（以下

「図書情報センター」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 図書情報センターは、学生その他利用者の知識・教養を高めるとともに、教育・研究・調査等に寄

与し、もって図書館活動の健全な発展を図ることを目的とする。 

第３条 図書情報センターは、次の資料を管理する。 

一   一般図書 

二   貴重図書 

三   辞書、事典類 

四   視聴覚資料 

五   新聞、雑誌等定期刊行物 

（個人情報の漏えい防止） 

２ 図書情報センターにおいて管理する歴史的若しくは文化的な資料又は学術研究用の資料に記録されてい

る個人情報（公文書等の管理に関する法律 施行令第４条第５号で規定する個人情報をいう。）について

は、独立行政法人国立高等専門学校機構個人情報管理規則（機構規則第６５号第４０条）の規定に基づ

き、その漏えい防止のための措置を講ずるものとする。 

（利用者） 

第４条 図書情報センターを利用できる者は、次に掲げる者とする。 

一  本校の学生 

二  本校の教職員及び名誉教授 

三  本校以外の者で図書情報センターの利用を申し出た一般の利用者 

（開館時間及び閉館日） 

第５条 図書情報センターの開館時間は、毎日午前９時から午後５時までとする。ただし、次の各号に掲げ

る日は閉館とし、臨時の閉館等についてはその都度定める。 

一   国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

二   土曜日・日曜日 

三   年末年始（12月28日から翌年１月４日まで） 

２ 前項の規定にかかわらず、時間外開館については、別に定める。 

（図書情報センター長） 

第６条 図書情報センターには図書情報センター長を置く。 

２   図書情報センター長は、校長が任命する。 

３   図書情報センター長の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４   図書情報センター長は、校長の命を受けて次の事項を掌理する。 

一   学生の図書情報センター利用を推進するとともに、図書情報センター資料の整備に関すること。 

二   図書情報センター整備計画及びその達成に関すること。 

三   図書情報センター運営委員会に関すること。 

四   その他図書館活動に関すること。 

（図書情報センター運営委員会） 

第７条 図書情報センターの円滑な管理運営及び著作権等に関する諸問題を処理するため、校長の諮問機関

として図書情報センター運営委員会を置く。 

２  図書情報センター運営委員会に関する必要事項は、別に定める。 

（閲覧及び貸出） 

第８条 図書情報センターに備え付けの開架資料は、自由に閲覧することができる。 

２  図書情報センターの資料は、無断で館外に持ち出してはならない。 

第９条 資料の館外貸出（以下「貸出」という。）は通常貸出、一夜貸出、卒研貸出及び長期貸出に分け、

貸出冊数及び期間等は次のとおりとする。 

一  通常貸出 図書 １人３冊 ２週間   雑誌 １人２冊 ２週間 

二  一夜貸出 １人１ 冊 辞書、事典を放課後から翌朝まで（冊数は通常貸出に含む。） 

三  卒研貸出 卒研生 専攻科生 １人３冊 １ヵ月 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-１-③-２：蔵書構成表 

平成26年３月31日現在

  

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

計 
総記 哲学 歴史 

社会 

科学 

自然 

科学 
工学 産業 芸術 語学 文学 

学

生

用 

和書 2,725 2,511 5,505 5,896 15,329 21,093 832 3,507 3,434 10,599 71,431

洋書 141 14 30 45 898 1,053 5 52 972 236 3,446

小計 2,866 2,525 5,535 5,941 16,227 22,146 837 3,559 4,406 10,835 74,877

教

員

用 

和書 319 640 1,030 638 1,671 3,533 181 333 938 893 10,176

洋書 12 1 7 4 271 350 1 12 295 52 1,005

小計 331 641 1,037 642 1,942 3,883 182 345 1,233 945 11,181

合

計 

和書 3,044 3,151 6,535 6,534 17,000 24,626 1,013 3,840 4,372 11,492 81,607

洋書 153 15 37 49 1,169 1,403 6 64 1,267 288 4,451

小計 3,197 3,166 6,572 6,583 18,169 26,029 1,019 3,904 5,639 11,780 86,058

割合（％） 3.7% 3.7% 7.6% 7.6% 21.1% 30.2% 1.2% 4.5% 6.6% 13.7% 100% 

（出典：図書館管理システム）

 

資料２-１-③-３：学年別貸出数一覧 

平成26年３月31日現在

   平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

  図書 雑誌

視 聴

覚 資

料 計 図書 雑誌

視聴覚

資料 計 図書 雑誌 

視聴覚

資料 計 

１年 1,073 9 9 1,091 1,298 25 23 1,346 580 16 18 614

２年 656 25 2 683 691 53 2 746 662 22 5 689

３年 1,376 84 32 1,492 1,485 31 15 1,531 1385 85 0 1,470

４年 1,509 93 2 1,604 1,917 78 8 2,003 1534 45 4 1,583

５年 2,331 151 1 2,483 1,454 48 2 1,504 1835 44 0 1,879

専攻１年 486 13 3 502 658 44 2 704 240 5 0 245

専攻２年 293 10  303 382 2 384 635 82 0 717

教職員 700 144  844 852 133 7 992 605 132 10 747

一般 212 28  240 181 27 208 232 43   275

名誉教授・

他 
89 3  92 88 9 7 104

102 2 7 111

計 8,725 560 49 9,334 9,006 450 66 9,522 7810 476 44 8,330

 

（出典：図書館管理システム）
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資料２-１-③-４：小山工業高等専門学校情報科学教育研究センター規則（抜粋） 

 

制  定 平成15年４月１日

最終改正 平成24年10月17日
 
 （設置） 

第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）における、情報処理教育・研究を推進するとともに、学外

の諸機関との連絡・調整及び情報ネットワークの管理運営を行うために、情報科学教育研究センター（以下「情報

センター」という。）を置く。 

 （業務） 

第２条 情報センターにおいては、次の各号に掲げる業務（以下「センター業務」という。）を行う。 

 一 情報センター内の施設・設備に関する管理運営及び保守に関すること。 

 二 情報ネットワークの管理運営及び保守に関すること。 

 三 情報処理及び関連技術に関する教育・研究及び助言を行うこと。 

 四 情報処理に関する外部機関との連絡・調整を行うこと。 

 五 情報処理に関連した公開講座の実施及び課外活動等の支援に関すること。 

 （センター長） 

第３条 情報科学教育研究センター長（以下「センター長」という。）を置き、本校の専任教員のうちから校長が任

命する。 

２ センター長は、前条の業務を掌理する。 

３ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合は、前任者の残任期間とする。 

 （センター員） 

第４条 情報センターの業務を円滑に行うために、情報科学教育研究センター員（以下「センター員」という。）を

置く。 

２ センター員は、センター長を補佐するとともに、センター業務の企画立案及びその業務の遂行にあたる。 

３ センター員は、本校の教職員のうちから校長が任命する。 

４ センター員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期

間とする。 

 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

資料２-１-③-５：情報科学教育研究センター組織図 

 

 

（出典：情報科学教育研究センター運営委員会資料）
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資料２-１-③-６：部屋別利用状況（情報科学教育研究センター） 

 
部屋名称  情報センター第１演習室 【平成 25 年度前期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限 情報工学Ⅲ   機械設計製図Ⅰ  

2 3E   3M  
3 電子計算機実習 情報処理Ⅱ 情報処理実習 I
4 2C 3A 1C 
5   構造設計 情報工学Ⅰ 1E 情報処理 制御工学
6 工作実習 5A 2M 5E 
7 3M 数値解析 情報工学Ⅱ  
8   4M 2E  

 
【平成 25 年度後期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限 情報処理実習 I 電気電子製図 情報処理 情報工学Ⅲ

2 1C 1E 2M 3E 
3 機械設計製図Ⅰ 情報処理Ⅱ 機械設計製図Ⅱ 電子計算機実習
4 3M 3A 4M 2C 
5   機械設計製図Ⅲ 情報工学Ⅰ（１Ｅ） 情報工学Ⅱ 数値計算法
6 工作実習 5M 2E 5E 
7 3M    
8      

 
部屋名称  電子ＰＣ室 第２演習室 【平成 25 年度前期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１時限 情報工学 プログラ
ムⅢ プログラムⅠ ソフトウェア工学Ⅰ コンピュータ 

2 1SD  ３D 2D 4D ３Ｄ 
3 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ 輪講Ⅰ 電子制御工学実験 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ
4 1R 5D 1SD 1L 

5 デザイン工学実験  

ソフトウ
ェア工学

Ⅲ 
５D 

ソフトウェア工学Ⅱ 工学実験 制御工学 

6  5D  4D 4D 5E 

7   
 電気電
子創造工
学実験Ⅰ 

    

8    1R 電子制御工学実験   
 
【平成 25 年度後期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限    デジタル工学  

2    5D  
3 通信工学Ⅰ 輪講Ⅱ 通信工学 プログラムⅣ
4  4D 5D 4D 3D 
5 アセンブラ プログラムⅡ 工学実験  
6 ３Ｄ 2D 4D  
7     
8     

 
部屋名称  電物棟 多目的ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教育室 第３演習室 【平成 25 年度前期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限      

2      
3 情報ネットワーク論   電気情報専攻実験  
4 ５E   １SE  
5      
6 工作実習    
7 3M    
8      

 
【平成 25 年度後期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限     集積回路設計  

2   エレクトロニクス・デザイン 5E  
3   4E  
4      
5     エレクトロニクス・デザイン 
6 工作実習   4E
7 3M 情報工学Ⅳ 
8   4E  

（出典：特別教室時間割表）
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資料２-１-③-７：情報科学教育研究センターの時間外利用状況（その１） 

【学年別利用状況】 

年 月 
本科 専攻科 

計 
1 2 3 4 5 1S 2S 

2014 3 13 2 10 131 8     164 

2014 2 77 23 139 247 106   2 594 

2014 1 21 147 370 515 192     1245 

2013 12 15 114 228 297 122     776 

2013 11 49 144 341 352 80     966 

2013 10 57 95 556 357 247     1312 

2013 9 248 5 50 47 7     357 

2013 8 147 48 14 49 17     275 

2013 7 380 293 814 173 177     1837 

2013 6 135 216 419 143 161 10   1084 

2013 5 324 301 358 154 154   1 1292 

2013 4 178 56 414 51 75     774 

2013 3 5 15 10 37 18     85 

2013 2 75 113 264 229 213     894 

2013 1 244 172 153 465 233     1267 

2012 12 303 157 210 266 153     1089 

2012 11 237 198 313 311 50 13   1122 

2012 10 205 215 363 323 303     1409 

2012 9 64 197 140 62 75 2 1 541 

2012 8 37 19 30 13 4     103 

2012 7 139 143 142 59 42     525 

2012 6 144 236 271 134 86 2 2 875 

2012 5 289 297 482 189 66 26 1 1350 

2012 4 210 96 361 53 171     891 

2012 3               0 

2012 2 87 8 314 154 117 6   686 

2012 1 350 263 366 224 272 13   1488 

2011 12 270 272 359 140 202 2   1245 

2011 11 269 179 287 194 109 3   1041 

2011 10 375 404 397 143 200 3   1522 

2011 9 231 329 333 79 119 11 1 1103 

2011 8 13 26 37 1 2 1   80 

2011 7 279 301 393 46 121     1140 

2011 6 245 187 308 90 107 1 3 941 

2011 5 198 43 332 52 158 2   785 

2011 4 56 3 65 6 12     142 

                    

計 5969 5317 9643 5786 4179 95 11 31000 

 

（出典:情報科学教育研究センター）
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資料２-１-③-７：情報科学教育研究センターの時間外利用状況（その２） 

【曜日別利用状況】 

年 月 
曜日 

計 
日 月 火 水 木 金 土 

2014 3   45 32 38 35 14   164 

2014 2   123 109 135 106 121   594 

2014 1   81 276 149 421 318   1245 

2013 12   88 168 88 253 179   776 

2013 11   122 153 99 275 317   966 

2013 10   154 323 93 449 293   1312 

2013 9   113 20 58 74 92   357 

2013 8   42 7 53 78 77 18 275 

2013 7   157 534 443 265 438   1837 

2013 6   153 286 242 203 200   1084 

2013 5   95 166 282 421 328   1292 

2013 4   55 247 72 115 285   774 

2013 3   19 18 7 24 17   85 

2013 2   273 183 108 156 172 2 894 

2013 1   143 325 325 371 103   1267 

2012 12   137 230 395 207 120   1089 

2012 11   163 229 265 316 149   1122 

2012 10   278 323 388 291 129   1409 

2012 9   46 80 162 107 146   541 

2012 8 2 4 6 62 15 14   103 

2012 7   95 98 131 130 71   525 

2012 6   143 156 195 213 168   875 

2012 5 6 199 254 348 410 133   1350 

2012 4   66 95 220 284 226   891 

2012 3               0 

2012 2   143 127 181 157 77 1 686 

2012 1   195 448 253 302 290   1488 

2011 12   211 287 261 359 127   1245 

2011 11   107 321 213 172 228   1041 

2011 10   303 340 373 205 300 1 1522 

2011 9   231 183 235 196 258   1103 

2011 8   5 19 39 5 12   80 

2011 7   59 80 403 242 356   1140 

2011 6   82 77 421 191 170   941 

2011 5   104 59 342 119 161   785 

2011 4     9 100 33     142 

                    

計 8 4234 6268 7179 7200 6089 22 31000 

 

（出典:情報科学教育研究センター）
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資料２-１-③-７：情報科学教育研究センターの時間外利用状況（その３） 

【利用時間状況】 

年 月 

利用時間 

計 
0～30 分 

30 分～ 

1 時間 

1 時間～

1 時間

30 分 

1 時間

30 分 

～2 時間

2 時間～

2 時間

30 分 

2 時間

30 分 

～3 時間 

3 時間以

上 

2014 3 84 26 24 12 6 9 3 164 

2014 2 206 105 71 57 51 21 83 594 

2014 1 869 127 57 104 36 20 32 1245 

2013 12 584 50 35 92 2 6 7 776 

2013 11 747 79 60 35 25 11 9 966 

2013 10 1026 101 47 84 9 41 4 1312 

2013 9 77 42 141 41 35 11 10 357 

2013 8 111 85 30 15 18 8 8 275 

2013 7 1090 193 240 234 50 15 15 1837 

2013 6 692 96 120 120 45 4 7 1084 

2013 5 954 103 66 162 3 2 2 1292 

2013 4 674 29 57 7 5   2 774 

2013 3 33 12 10 5 10 6 9 85 

2013 2 290 158 141 123 64 26 92 894 

2013 1 1026 90 30 71 25 6 19 1267 

2012 12 829 79 49 106 5 5 16 1089 

2012 11 761 96 88 127 19 16 15 1122 

2012 10 1144 124 72 58 10   1 1409 

2012 9 325 70 85 38 3 11 9 541 

2012 8 45 23 7 9 6 2 11 103 

2012 7 398 49 17 31 6 5 19 525 

2012 6 686 70 41 56 5 5 12 875 

2012 5 1014 84 80 89 31 11 41 1350 

2012 4 736 47 94 6 3 2 3 891 

2012 3               0 

2012 2 249 111 91 84 40 29 82 686 

2012 1 1022 129 99 121 50 16 51 1488 

2011 12 926 120 51 92 33 11 12 1245 

2011 11 465 175 144 193 30 12 22 1041 

2011 10 1149 153 107 69 24 15 5 1522 

2011 9 381 166 189 272 26 16 53 1103 

2011 8 16 10 9 13 12 3 17 80 

2011 7 836 109 50 88 46 7 4 1140 

2011 6 682 99 87 35 25 5 8 941 

2011 5 555 90 57 49 22 6 6 785 

2011 4 131 7 1   1 2   142 

                    

計 20813 3107 2547 2698 781 365 689 31000

 

（出典:情報科学教育研究センター）
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資料２-１-③-８：小山工業高等専門学校ものづくり教育研究センター規則 

 

制    定  平成15年４月１日

改  正 平成16年４月１日

最終改正 平成24年４月１日

 

 （設置） 

第１条 小山工業高等専門学校（以下｢本校」という。）に、総合的なものづくり教育･研究を実施するため

に、学内共同利用施設としてものづくり教育研究センター（以下「センター」という。）を置く。 

  （業務） 

第２条  センターにおいては、次の各号に掲げる業務を行う。 

 一  センターにおける学生の教育指導に関すること。 

  二  ものづくりに関する技術の研究・開発及び普及に関すること。 

 三 センターを利用した公開講座の実施に関すること。 

 四 センターを利用するにあたっての技術支援に関すること。 

 五 センターの機械・機器類・諸材料の運用及び保守に関すること。  

 六  その他必要と認めること。 

  （センター長） 

第３条 センターにものづくり教育研究センター長（以下「センター長」という。）を置き、本校専任教員

のうちから校長が任命する。 

２ センター長は前条の業務を掌理する。 

３ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者

の残任期間とする。 

 （センター員） 

第４条 センターの管理運営を円滑に行うために、ものづくり教育研究センター員（以下 

「センター員」という。）を置く。 

２ センター員は、センター長を補佐するとともに、第２条のセンター業務の企画立案及びその業務の遂行

に当たる。 

３ センター員は、本校の教職員のうちから校長が任命する。 

４ センター員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者

の残任期間とする。 

 （センター職員） 

第５条 センター担当の技術職員を技術室に置く。 

２ 技術職員は、センター長の指示を受けて第２条の業務に従事する。 

  （設備担当者） 

第６条 センター設備の安全運用及び保全管理を行うために設備毎に設備担当者を設置する。 

２ 設備担当者は、技術職員のうちからセンター長が任命する。 

  （運営委員会） 

第７条 センターの運営に関する重要事項を審議するため、小山工業高等専門学校ものづくり教育研究セン

ター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 (事務) 

第８条 センターに関する事務は、教育研究技術支援部技術室第1グループが行う。 

 （雑則） 

第９条 センターの利用に関し必要な事項は別に定める。 

   附  則 

１ この規則は、平成15年４月１日から施行する。 

２ 小山工業高等専門学校実習工場運営規則（昭和52年６月１日制定）は、廃止する。 

   附  則 

  この規則は、平成16年４月１日から施行する。 

附  則 

  この規則は、平成24年４月１日から施行する。 

出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-１-③-９：平成25年度ものづくり教育研究センター時間割 

 

前期 月 火 水 木 

1         

2         

3       2E 電気情報工学実験  （ラホ

ック、石原、小林（幸）、小林

（康）） 
4       

5       

1M 工作実習（川村） 6 
3M 工作実習（北

條） 

2M 工作実習（田中

（好）） 

  

7   

8     

 

後期 月 火 水 木 

1         

2         

3         

4         

5   
2M 工作実習（田中

（好）） 

  

1M 工作実習（川村） 6 
3M 工作実習（北

條） 

  

7   

8       

 

（出典：特別教室時間割表）
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資料２-１-③-10：ものづくり教育研究センターを利用した卒業研究・特別研究一覧 
平成 22 年度 
 卒業研究テーマ 

自走車いすのパワーアシストに関する研究 

ジェットホバーMT の運動性能 

手作りハンドベルに関する研究―キャスティングとスタンドの設計・製作 

プラスチック製品の溶接に関する基礎研究―超音波溶接法を用いた場合 

プラスチック製品の溶接に関する基礎研究―電熱線加熱による場合 

小型気泡ポンプの揚水管内二相流におけるボイド率の測定 

LED アレイを光源とする可視化用シート光発生装置の開発 

軸力―ねじり複合加重下でのオーステナイト系ステンレス鋼の塑性崩壊評価 

実験力学手法を用いた弾性接触応力評価 

オーステナイト系ステンレス鋼の疲労き裂進展と開口挙動評価 

その場観察用フレッティング摩耗試験機の開発 

トライポロジーに関する教材開発 

 特別研究テーマ 

小型 ACV の方向特性 

ACV の運動シミュレーション 

自作ハンドベルの研究 

平成 23 年度 

 卒業研究テーマ 

小型気泡ポンプ性能測定装置の改良 

半自動プラスチック溶接装置の開発 

鋳造による自作ハンドベル製造装置の開発 

切削によるハンドベルの製作研究 

ねじ検査の自動化及び小型化に関する研究 

スターリングエンジン教材開発 

階段を上る機構の製作 

Stave 工法によるドラム制作 

その場観察用フレッティング摩耗試験装置の開発 

コマを用いたトライポロジー教材の製作 

手巻ウインチを用いたトライポロジー教材の製作 

エアボードの設計と製作 

改良型車いすの試作と性能評価 

ヘッドマウントディスプレイの PIC による制御の試み 

 特別研究テーマ 

自走車いすのパワーアシストに関する研究 

自作ハンドベルに関する研究 

SUS304 鋼配管の機械的特性に及ぼす軸力‐ねじり複合荷重下での負荷履歴の影響 

アルミニウム合金製ラジエータ用フィンの二次圧縮加工機の開発と評価 

羽ばたきにより発生する空気力に関する研究 

小型 ACV の運動特性 

平成 24 年度 

 卒業研究テーマ 

アルミニウム合金の疲労き裂進展と開口挙動評価 

軸力-ねじり複合荷重下でのオーステナイト系ステンレス鋼配管の機械的特性評価 

圧力容器型負荷損傷試験によるプラスチック材料の強度特性評価 

歩行時と負荷時の応力解析を目的とした強度試験システムの構築 

衝撃波による壁面せん断力の測定 －センサの校正－ 

衝撃波管内に置かれた障害物に作用する力の測定 

改良型車いすの性能評価 

自走車いすのパワーアシストに関する研究 

エアボードの改良と性能評価 

ものづくり講座用二足歩行ロボット教材の開発 

線形切欠き力学による切欠き材の破壊の予測（ＡＮＳＹＳによる解析） 

衝撃波管の製作及び性能評価に関する研究 
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横スロッシング装置の製作及び液面振動に関する研究 

回転体による液体の微粒化に関する研究 

杖先ゴムの摩擦係数測定機の製作 

独楽を用いたトライボロジー教材の改良 

電磁石エンジンの製作 

磁場環境下における往復摩擦摩耗試験機の製作 

プラスチックの溶接に関する研究（接合現象について） 

半自動プラスチック溶接装置の開発 

鋳造によるハンドベル製造装置の開発 

ショットピーニングおよび 700℃熱処理が ZrO2/SiC セラミックスの強度に及ぼす影響 

応力比が単一過大曲げモーメントを負荷されたばね鋼の疲労限度に与える影響 

簡易型パルスジェットエンジンの性能に関する研究 

特別研究テーマ 

過大曲げモーメント負荷による応力集中部にキズを有する構造用材料の疲労限度向 

負荷形態の異なるプラスチック材料の強度と破壊評価 

平成 25 年度 

 卒業研究テーマ 

アルミニウム合金の疲労き裂進展と開口挙動評価 

シェルモールド法によるハンドベル製造装置の開発 

自作ハンドベルに関する基礎研究－ハンドベルの設計・製作－ 

自作ハンドベルに関する研究（ベル固定用のテーブル製作とその評価） 

図書館案内ロボットの製作と社会評価 

図書館案内ロボットの製作と社会評価 制御編 

エアボードの製作と性能評価 

レゴマインドストーム NXT を使用した教材の開発 

犬との共存を目的としたシルバーカーの開発（磁気ブレーキの試作） 

犬との共存を目的としたシルバーカーの開発（段差乗越え機構の製作） 

杖先ゴムの静摩擦係数測定器の製作 

金属製下肢装具用継手の負荷試験システムの製作 

磁場環境下における往復摩擦摩耗試験機の製作 

地面効果翌機を用いた工学教材の作製 

気泡ポンプの性能予測モデルの改良（気泡上昇速度の測定） 

衝撃波による壁面せん断力の測定－測定部の改良－ 

衝撃波による壁面せん断力の測定－センサの校正－ 

超音波ピーニングによるき裂を有する SM490A の疲労限度向上 

過大荷重負荷とショットピーニングが疲労強度に与える影響に関する研究 

負の応力比が単一荷重を負荷したばね鋼の疲労限度に与える影響 

負荷時の足アーチの変形解析を目的とした強度評価システムの構築 

医療用利用を目的とした足部検査システムの開発 

圧力容器型負荷損傷試験によるプラスチック材の強度評価 

軸力とねじりを受けるオーステナイト系ステンレス鋼の強度評価 

衝撃波管管端に発生する衝撃波の可視化 

トンボの羽形状を用いた小型プロペラ風車に関する研究 

特別研究テーマ  

オ－ステナイト系ステンレス鋼の疲労き裂進展と開口挙動変化 

軸力とねじりを受けるオ－ステナイト系ステンレス鋼配管の塑性崩壊評価 

溶接止端部にき裂を有する構造用圧延鋼のピーニングによる疲労限度向上およびき裂の無害化 

磁場環境下におけるフレッティング摩耗現象のその場観察 

往復摩擦・摩耗における磁場の影響 

（出典：ものづくり教育研究センター運営委員会資料）
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資料２-１-③-11：小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則 
制  定 平成 20 年 4 月 1 日
最終改正 平成 23 年 9 月 1 日

（設置） 
第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、産学官連携の拠点及び学内共同利用教育研究施設として、本校にお
ける教育･研究並びに地域企業等との共同研究や技術交流等を推進するとともに、地域との連携活動を通して地域社会に貢献するた
めに、地域連携共同開発センター（以下「センター」という。）を置く。 
（業務） 
第２条 センターにおいては、次に掲げる業務を行う。 
一 産学官連携に関すること。 
二 地域企業等との技術相談に関すること。9 
三 共同研究、受託研究及び受託試験の実施に関すること。 
四 地域企業等と連携した共同教育の促進支援に関すること。 
五 学内共同研究の推進に関すること。 
六 公開講座に関すること。 
七 地域の教育文化活動及び生涯学習活動等の支援に関すること。 
八 先進的キャリア教育推進室に関すること。 
九 センターの施設・設備の管理運営に関すること。 
十 その他センターが必要と認めたもの 
 
（部門及び室） 
第３条 センターに業務遂行のための組織として、次の部門及び室を置く。 
一 産学官連携部門 
二 研究開発部門 
三 教育文化活動支援部門 
 四 先進的キャリア教育推進室 
（センター長） 
第４条 センターに、地域連携共同開発センター長（以下「センター長」という。）を置き、本校専任教員のうちから校長が任命
する。 
２ センター長は、第２条の業務を掌理する。 
３ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
（部門長及び室長） 
第５条 第３条に定める各部門及び室に、部門長又は室長を置く。 
２ 部門長及び室長は、本校専任教員のうちから、校長が任命する。 
３ 部門長及び室長は、当該部門又は室の業務を統括する。 
４ 部門長及び室長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とす
る。 
（センター員） 
第６条 センターの業務を円滑に行うために、次の各号に掲げる地域連携共同開発センター員（以下「センター員」という。）を
置く。 
 一 各学科から各２名 
 二 一般科から２名 
 三 総務課長 
 四 評価・地域連携係長 
五 教育研究技術支援部技術長 
六 教育研究技術支援部技術室第３グループ長 
 七 その他校長が必要と認めた者 
２ センター員は、第２条（第２条第１項第８号を除く）に定める業務の企画立案及びその業務の遂行にあたる。 
３ センター員の所属部門は、センター長が別に定める。 
４ センター員は、校長が任命する。 
５ 第１項第１号、第２号及び第７号のセンター員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任
期は、前任者の残任期間とする。 
（室員） 
第７条 先進的キャリア教育推進室の業務を円滑に行うために、次の各号に掲げる先進的キャリア教育推進室員（以下「室員」と
いう。）を置く。 
 一 部門長から１名 
 二 教務主事補から１名 
三 学生主事補から１名 
四 専攻科コース主任から１名 
五 四年次担任 
六 総務課長 
七 学生課長 
八 その他校長が必要と認めた者 
２ 室員は、第２条第１項第８号の企画立案及びその業務の遂行にあたる。 
３ 室員は、校長が任命する。 
（センター職員） 
第８条 センターに、センター担当の技術職員（以下「センター職員」という。）を置く。 
２ センター職員は、センター長の指示を受けて第２条の業務を遂行する。 
（設備担当者） 
第９条 センター設備の安全運用及び保全管理を行うために設備ごとに設備担当者を置く。 
２ 設備担当者は、本校の専任教員のうちからセンター長が依頼する。 
（運営委員会） 
第１０条 センターの運営に関する重要事項を審議するため、小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター運営委員会（以下
「委員会」という。）を置く。 
２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 
（事務） 
第１１条 センターに関する事務は、総務課及び教育研究技術支援部の技術室第３グループが協力して行う。ただし、先進的キャ
リア教育推進室に関する事務は、総務課及び学生課が協力して行う。 
（雑則） 
第１２条 センターの利用に関し必要な事項は、別に定める。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-１-③-12：小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター運営委員会細則 
 

制  定 平成２０年４月 １日
最終改正 平成２４年４月２５日

（趣旨） 
第１条 この細則は、小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則（平成 20 年４月１日制定）（以下「規則」という。）
第１０条第２項の規定に基づき、地域連携共同開発センター運営委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について定め
る。 
（組織） 
第２条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
一 地域連携共同開発センター長（以下「センター長」という。） 
二 規則第５条に規定する各部門長（以下「部門長」という。）及び室長 
三 規則第６条に規定するセンター員のうち、各学科及び一般科の専任教員各１名 
四 総務課長 
五 教育研究技術支援部技術長 
六 教育研究技術支援部技術室第３グループ長 
七 その他校長が必要と認めた者 
２ 前項第３号及び第７号の委員は、校長が任命する。 
３ 前項の委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
（委員長及び会議の開催） 
第３条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 
２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
３ 委員長に事故があるときは、委員長の指名する部門長がその職務を代行する。 
４ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を会議に出席させることができる。 
（審議事項） 
第４条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 
一 センターの管理・運営の基本方針に関すること。 
二 センターにおいて行う業務の企画立案及び実施計画に関すること。 
三 地域企業等他の機関とセンターとの連携協力に関すること。 
四 センターに係る規則、規程、細則等に関すること。 
五 その他センター長が必要と認めたこと。 
（委員会の事務） 
第５条 委員会に関する事務は、総務課及び教育研究技術支援部技術室第３グループが協力して行う。 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

資料２-１-③-13：地域連携共同開発センターの教育研究活動組織図 

 

技術者対象の 

公開講座実施 

 共同研究・受託研究の 

促進および技術相談の 

対応強化 

産学官の連携強化 

シーズ発表会の開催 

 

 

 

 

各科教官との共同研究に

よる研究の活性化、 

研究年報の発行 

 学内共同研究施設 

地域連携共同開発センター

 学生の開発型実践技術者

への育成・先端技術教育 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：地域連携共同開発センター運営委員会資料）

工業安全確保のための新

機器や工業材料の開発 

ＩＴ化社会に関連した情

報通信および電子技術開

発 

環境問題に関連した環境

保全およびリサイクル技

術開発 

未来社会を考えた福祉防

災都市づくりの研究 
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資料２-１-③-14：小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター利用規程 
 

制  定 平成２０年 ４月 １日
最終改正 平成２４年 ４月２５日

（趣旨） 
第１条 この規程は、小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則（平成 20 年４月１日制定）第 12 条の規定に基づき、
地域連携共同開発センター（以下「センター」という。）の利用に関し、必要な事項を定める。 
（利用資格） 
第２条 センターを利用することができる者は、次のとおりとする。 
一 本校の教職員 
二 本校の学生 
三 本校と共同研究などを行う民間企業等の研究員 
四 その他地域連携共同開発センター長（以下「センター長」という。）が小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター運営
委員会（以下「委員会」という。）の議を経て適当と認めた者 
（利用の日時） 
第３条 センターを利用できる日及び時間は、次のとおりとする。 
一 利用できる日 月曜日から金曜日まで（国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日及び年末年始
（12 月 28 日から翌年の１月４日まで）を除く。） 
二 利用できる時間 ８時 30 分から 17 時まで 
２ 前項の規定にかかわらず、センター長は、特に必要と認めたときは、利用日時を変更することができる。 
（施設等の利用手続） 
第４条 センターの施設及び設備を利用しようとする者（以下「利用者」という。）は、あらかじめ別紙様式に定める事項を記入
し、センター内の技術管理室に提出しなければならない。 
（利用申請者） 
第５条 センターの施設及び設備の利用に関する申請者は、第２条第１号及び第３号に定める者とする。 
（経費負担等） 
第６条 センターの設備の利用に係る経費は、原則として利用者の負担とする。 
第７条 センターの設備の取り扱い及び使用料に関する事項は、別に定める。 
（遵守事項） 
第８条 利用者は、センターの利用に当たっては、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 
一 センター長及び施設担当者並びに技術職員の指示に従うこと。 
二 センター内に教育・研究目的に使用する場合を除いて危険物を持ち込まないこと。 
三 センターの施設、設備、資料等を汚損し、又は破損しないこと。 
四 センター内の実験装置等の故障を発見した場合は、速やかにセンター長又は施設担当者に報告すること。 
五 その他、他の利用者の妨げとなる行為をしないこと。 
（利用の制限） 
第９条 センター長がセンターの管理運営上必要と認める場合は、センターの利用の一部又は全部を制限することができる。 
（損害の弁償） 
第 10 条 利用者は、故意又は重大な過失により、施設、設備、資料等を汚損し、又は損傷したときは、遅滞なく原状に復し、若
しくはその損害を弁償しなければならない。 
（その他） 
第 11 条 この規程に定めるもののほか、センターの利用に関し必要な事項は、委員会の議を経て、センター長が定める。 
附 則 
１ この規程は、平成 20 年４月１日から施行する。 
２ 小山工業高等専門学校地域共同開発センター利用規程（平成 15 年４月１日制定）は、廃止する。 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

資料２-１-③-15：地域連携共同開発センターを利用した卒業研究・特別研究（その１） 

地域連携共同開発センターを利用した特別研究(物質工学科) 

年度 研究テーマ名 

平成22年度 異なるグラフト鎖を同一分子中に有する新規グラフトポリマーの合成と応用 

 機能性ナノカプセルを目指した温度及びpH応答性を有する新規ｸﾞﾗﾌﾄﾎﾟﾘﾏｰの合成 

 水熱処理ハイドロキシアパタイフィルターのろ過特性 

 溶融塩薄膜下における材料の耐食性評価 

平成23年度 ﾊﾞｲｵﾏﾃﾘｱﾙの高機能化を目指したﾍﾃﾛﾃﾚｹﾘｯｸﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙの精密合成 

 ホウ素ｴﾗﾉｰﾄを用いるmeso-2,4-ｼﾞﾒﾁﾙｸﾞﾙﾀﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞのAnti-選択的不斉ｱﾙﾄﾞｰﾙ反応 

 Pd触媒を用いるｱﾘﾙ型スズ反応剤とmeso-3,5-ｼﾞﾒﾁﾙｸﾞﾙﾀﾙ酸無水物の立体選択的非対称化

平成24年度 α-アミノオキシカルボン酸誘導体の合成と化学的性質 

 架橋型フルオレニルアミドチタン錯体による1-アルケンとｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝの共重合 

 meso-2,4-ｼﾞﾒﾁﾙｸﾞﾙﾀﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞのanti-選択的不斉ｱﾙﾄﾞｰﾙ反応 

 機能性医用材料への展開を目指した末端にﾒﾙｶﾌﾟﾄ基を有するﾍﾃﾛﾃﾚｹﾘｯｸPEGの合成 

平成25年度 生分解性および生体親和性を有する新しい多成分系ポリマーの合成と有用性検討 

 機能性表面創製を目指したPEG含有ブロックポリマーの精密合成 

 パラジウム触媒により発生させたスズ反応剤を経由するフェノール類のハロゲン化 

（出典：物質工学科資料）
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資料２-１-③-15：地域連携共同開発センターを利用した卒業研究・特別研究（その２） 

 

 

（出典：物質工学科資料）
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資料２-１-③-15：地域連携共同開発センターを利用した卒業研究・特別研究（その３） 

平成２５年度

コラーゲン関連物質の機能化のための水溶性ポリマーの開発

PEG鎖および複数のポリアミノ酸を有するペンタブロックポリマーの合成と応用

機能性トリブロックポリマーを用いたナノカプセルの物性評価と有用性検討

PEG鎖および2種類のポリアミノ酸を有するトリブロックポリマーの合成と応用

感光性を有する新しい機能性ブロックポリマーの合成

ハーフチタノセン錯体を用いたイソプレンの立体特異性重合

新規架橋型フルオレニルアミドチタン錯体の合成とその重合触媒作用

環境負荷低減に貢献するエチレンープロピレンゴム合成技術の開発

種々のアリル化剤およびルイス酸を用いるグルタル酸無水物のアリル化

meso-2,4-ジメチルグルタルアルデヒドのanti-選択的不斉アルドール反応

meso-2,4-ジメチルグルタルアルデヒド＝ジメチルアセタールの不斉アルドール反応

meso-2,4-ジメチルペンタン-1,5-ジオールの立体選択的アリル化

水酸化カルシウムアパタイトへのナトリウムの添加効果の検討

炭酸含有アパタイト合成法の検討

疑似体液試験による炭酸含有アパタイトの溶解挙動の評価

研究テーマ名

 

（出典：物質工学科資料）

 

資料２-１-③-16：地域連携共同開発センター設備機器一覧 

 

設備機種名 規格 機器の説明 
５㌧疲労試験機 

 

島津製作所製･max5 ㌧ 

EHF-EA5 

動的静的試験が可能。疲労試験、クリープ試験等 

１㌧疲労試験機 島津製作所製・max1 ㌧ 

EHF-EA1 

動的静的試験が可能。疲労試験、クリープ試験等 

２.５㌧疲労試験機 インストロンジャパン・max2.5 ㌧

8874 

動的静的試験が可能。疲労試験、クリープ試験、捻り試

験等 

曲げ捻り試験機 

 

島津製作所製・TB―10B 

1000rpm 

簡易な疲労試験に最適 

核磁気共鳴装置 日本電子製・ex-270 適当な溶媒に可溶な物質の構造等の分析が可能 

リサイクル分取液体クロマト

グラフ  

日本分析工業製 LC-908 示差屈折計及び紫外線よる検出が可能 

オージェ電子分光分析装置 島津製作所製 ESCA-750 光電子のエネルギー分布を測定し，その物質の化学結合

に関するデータを得る 

ＩＣＰ発光分光分析装置 セイコー電子工業製・sps1200AR 無機・有機物の微量元素分析が可能 

極低温クライオスタット 太陽計測（株）製 超伝導体の臨界温度（15~300K）を測定 

プラズマ溶射装置 

 

 

プラズマダイン社製 SG-100 ｱﾙｺﾞﾝやﾍﾘｳﾑｶﾞｽをﾌﾟﾗｽﾞﾏ化し、高融点粉体を導入、溶射

し、基材に吹きつけ、表面をｺｰﾃﾝｸﾞする 

超高温ホットプレス 島津製作所製 VHL-GR18/15 セラミックの製造装置、max20 ㌧のプレスで、2000℃で

焼結。 

薄膜Ｘ線回折装置 マックサイエンス社製 MXP-3V Ｘ線を試料に当て、回折散乱線を計測し、構造解析が可

能 

デジタルマイクロ顕微鏡 

 

ハイロックス社製 200~2500 倍 

KH-2､90 万画素 

深い被写界深度で、鮮明な立体画像が可能 

近赤外分析計 東陽テクニカ製 HN1100 型 電磁波を可変振動させて定量分析ができる 

産業用ロボット 安川電機製 UP50-A30/XRC プログラムを入力することにより、福祉機器などの  

強度試験や耐久性試験を行うことができる。 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-２-①-１：小山工業高等専門学校教務委員会規程 
 

制  定 昭和４２年４月１日
最終改正 平成２５年４月１日

（設置） 

第１条 小山工業高等専門学校に、小山工業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 副校長（教務主事） 

二 教務主事補 

三 各学科から１名（電気電子創造工学科は、２名） 

四 学生課長 

五 その他校長が必要と認めた者 

２ 委員会に委員長を置き、副校長（教務主事）をもって充てる。 

（審議事項） 

第３条 委員会は、校長の諮問に応じ次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 教育課程の編成及び改廃に関すること。 

二 授業時間割の編成に関すること。 

三 学校の行事に関すること。 

四 入学者の選抜に関すること。 

五 学生の試験に関すること。 

六 教育改善に関すること。 

七 その他教務に関すること。 

（会議） 

第４条 委員会は、副校長（教務主事）が招集し、その議長となる。 

第５条 委員会は、必要に応じ委員以外の者を出席させることができる。 

（学科間連携教育専門部会） 

第６条 委員会に一般科と専門学科間の連携教育を効果的に実施するため、および専門学科間の連携教育を実施するために、学科

間連携教育専門部会を置く。 

２ 学科間連携教育専門部会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事または教務主事補から１名 

二 各学科及び一般科から各１名 

三 その他校長が必要と認めた者 

３ 前項の構成員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 学科間連携教育専門部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

（時間割編成専門部会） 

第７条 委員会に授業時間割の編成作業等を実施するため時間割編成専門部会を置く。 

２ 時間割編成専門部会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事補から１名 

二 各学科から各１名及び一般科から２名 

３ 前項の構成員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 時間割編成専門部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

（ｅ-learning 専門部会） 

第８条 教務委員会にｅ-learning の活用と推進を図るため、ｅ-learning 専門部会を置く。 

２ ｅ-learning 専門部会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事補から１名 

二 各学科及び一般科から各１名 

三 技術室から１名 

四 その他校長が必要と認めた者 

３ 前項の構成員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ ｅ-learning 専門部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

６ ｅ-learning 専門部会は、次に掲げる事項を所管する。 

一 ｅ-learning の活用と推進に関すること。 

二 教材資料作成室の運用に関すること。 

三 教材資料作成室の設備・備品等の管理に関すること。 

四 ｅ-learning に係わる機器等の整備に関すること。 

五 その他ｅ-learning の運用等に関すること。 

（インターンシップ専門部会） 

第９条 委員会にインターンシップを円滑に実施するためインターンシップ専門部会を置く。 

２ インターンシップ専門部会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事補から１名 

二 各学科第４学年学級担任 

三 専攻科担当教員から１名 

四 進路支援室員から１名 
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五 その他校長が必要と認めた者 

３ 前項の構成員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ インターンシップ専門部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

（事務） 

第１０条 委員会及び専門部会に関する事務は、学生課教務係において処理する。 

附 則 

この規程は、昭和４２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、昭和５１年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、昭和５３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ 小山工業高等専門学校ファカルティ・ディベロップメント(FD)委員会規程（平成１３年４月１日制定）は、廃止する。 

附 則 

この規程は、平成１６年１１月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 小山工業高等専門学校ｅ-learning 運営委員会規程（平成１８年６月１４日施行）は、廃止する。 

附 則 

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

（出典：学校要覧より作成）

 

資料２-２-①-２：小山工業高等専門学校専攻科運営規則 
 

制  定 平成 11 年４月１日 
最終改正 平成 23 年４月１日 

 
（趣旨） 
第１条 この規則は、小山工業高等専門学校学則第 49 条の規定に基づき、専攻科の組織及び運営に関し必要な事項を

定めるものとする。 
（専攻科長） 
第２条 専攻科に、専攻科長を置く。 

２ 専攻科長は、校長の命を受け、専攻科に関する事項を掌理する。 
３ 専攻科長は、専攻科を担当する教授の中から、校長が選任する。 
４ 専攻科長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、専攻科長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任
者の残任期間とする。 

（コース主任） 
第３条 専攻科にコース主任を置く。 

２ コース主任は、専攻科長の職務を助け、専攻の運営に関することを総括する。 
３ コース主任は、専攻を担当する教授又は准教授の中から、専攻科長の推薦に基づき、校長が指名する。 
４ コース主任の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、コース主任に欠員が生じた場 
合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（専攻科委員会） 
第４条 専攻科に、校長の諮問に応じて、専攻科に関する基本的事項を審議し、その円滑な 
運営を図るため、小山工業高等専門学校専攻科委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 
（雑則） 
第５条 この規則に定めるもののほか、専攻科の運営に関し必要な事項は、委員会の議を経て校長が定める。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-２-①-３：小山工業高等専門学校専攻科委員会規則 
 

制  定 平成 11 年４月１日
最終改正 平成 23 年４月１日

（目的） 
第１条 この規則は、小山工業高等専門学校専攻科運営規則第４条第２項の規定に基づき、小山工業高等専門学校専

攻科委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 
（審議事項） 
第２条 委員会は、校長の諮問に応じて、次に掲げる事項を審議する。 

一 教育課程の編成及び実施に関すること。 
二 教育計画及び授業時間の編成に関すること。 
三 入学者選抜に関すること。 
四 入学、退学、転学、休学、復学及び修了に関すること。 
五 試験及び学業成績に関すること。 
六 学生の進学及び就職に関すること。 
七 学生の厚生補導に関すること。 
八 その他専攻科の運営に関すること。 

（組織） 
第３条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

一 専攻科長 
二 コース主任 
三 一般科で専攻科を担当する教員１名 
四 学生課長 
２ 前項第３号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。 
３ 前項の委員に欠員を生じたときの後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き、専攻科長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
（副委員長） 
第５条 委員会に副委員長を置く。 

２ 副委員長は、委員の互選による。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、副委員長が、その職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 
第６条 委員長が必要と認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、意見を求めることができる。 
（委員会の運用） 
第７条 委員会は、他の委員会と密接な関連があり調整を必要とする場合、又は他の委員会で審議することがふさわ

しいと判断した場合は、それぞれ調整し、又は審議を依頼することができる。 
（事務） 
第８条 委員会の事務は、学生課において処理する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-２-①-４：教務委員会議事要録（抜粋） 

 
平成２5 年度４月教務委員会議事録 

 
日 時： 平成２５年４月３日（水）  １５時００分～１６時２０分 
場 所： 管理棟３Ｆ３０１ゼミ室 
出席者： 教務委員 
議  題 
［ 報告事項 ］ 
１．再評価について                                     【資料－１】
 小堀主事より、資料１に基づき次の事柄について説明があり、締切日までに提出願いたい旨の依頼があった。 
○新２～５年生の該当学生には別紙のような「再評価確認書」を使用します。教員には別紙確認票を配布して確認し
て頂きます（４月９日(火)配付予定）。なお、非常勤講師への再試験・再評価の周知は教務係で行います。 
○提出期限は、４月２６日（金）とします。 
［ 依頼事項 ］ 
１．平成２５年度校外研修及び専門研修実施計画について                    【資料－２】
 小堀主事より、資料２に基づき次の事柄について説明があり、締切日までに提出願いたい旨の依頼があった。 
○校外研修、専門研修について実施計画を提出して下さい(実施の有無については、期限までに確定し、未定箇所に
ついては確定しだい連絡願います)。 
○提出期限：４月２６日（金）までに教務係宛。 
２．平成２５年度特別講演実施計画について                          【資料－３】
 小堀主事より、資料３に基づき次の事柄について説明があり、締切日までに提出願いたい旨の依頼があった。 
○一般科におきましては、昨年同様に特別講演についての実施計画を提出して下さい(実施の有無については、期限
までに確定し、未定箇所については確定しだい連絡願います)。 
専門学科 3～5 年におきましては、特別講演の実施予定を提出してください。 
なお、「先進的キャリア教育推進室」でも各学科２件ほどの講演依頼が来る予定です。 
○提出期限４月２６日（金）までに教務係宛。 
３．平成２５年度ジュニア科学リーグの計画について                      【資料－４】
 小堀主事より、資料４に基づき次の事柄について説明があり、締切日までに提出願いたい旨の依頼があった。 
○「資料４」の通り、提出願います。 
（各科実施担当者の連絡：４月２６日（金）まで。中学校配布用ポスター原稿締切：５月２８日（火）。） 
４．新カリキュラムに伴う各学科の対応について 
 小堀主事より、次の事柄について説明があり、締切日までに提出願いたい旨の依頼があった。 
○留年生の再履修免除および先取り履修科目について読み替えが必要な場合は、読替一覧を提出して下さい。必要の
無い場合も連絡して下さい。 
○提出期限：４月２６日（金）までに教務係宛にお願いします。 
［ 審議事項 ］ 
１．平成２６年度入学者選抜検査関係日程表（案）について         
 本多主事補より、資料７に基づき次の事柄について説明があり、審議の結果承認された。また、今後何か気づいた
点等あれば、お知らせ願いたい旨の依頼があった。 
＜入学者対策室報告＞ 
１．平成２５年度学校案内およびリーフレットの更新 
 本多主事補より、次の事柄について説明があった。 
○業者へデザイン委託／色の変更：「えんじ色」⇒「ブルー」にする。 
＜教育改善推進室報告＞  
 久保主事補より、次の事柄について説明があった。 
１．Ｈ２３学生による授業評価アンケート冊子を配布します。 
２．活動状況・引き継ぎ予定を報告します。 
 

（出典：教務委員会議事要録）
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資料２-２-①-５：専攻科委員会議事要録（抜粋） 
平成 25 年度  第 １ 回 専 攻 科 委 員 会 

日 時  平成２５年４月３日（水） １５時１０～ 
場 所  管理棟 1 階  小会議室 
出席者  専攻科委員 
議 題 
２．専攻科検査問題作成要領について【審議事項】                    資料２ 
◇千田委員から資料に沿って説明がなされた。 
・専攻科検査問題作成要領(案)                                      
 ※4 月 24 日(水)本科編入学試験問題作成説明会と併せて説明会を行う。 
  語句について  → 追加事項  句読点は、「、」、「。」に統一する。 
４．「専攻科全体で推薦２０名」について【審議事項】                資料４ 
◇千田委員から資料に沿って、前提条件、手順、問題点について説明がなされた。 
（１） 小山高専平成 24 年度中期計画について【審議事項】 
◇委員長から本校中期計画の中から専攻科に関する重点事項の説明がなされた。 
※平成 25 年度計画（案）における専攻科重点事項 
・(１)入学者確保 ⑦その他、４年次編入学者・専攻科入学者確保の取組 
a．本科４年生に卒業研究および専攻科特別研究発表会を引き続き聴講させて専門領域への関心を高めるとともに、
専攻科説明会の実施により専攻科受検を勧める。 
b．これまでの専攻科 1 年生対象の大学院説明会を、本科 4 年生対象に拡大して開催し、 
大学院進学を更に勧める。 
c．後援会・保護者会などでも専攻科の現状を報告し、そのアピールに努める。 
d．専攻科の大学院進学状況および就職状況等の情報を HP 等により公開する。研究内容等 
の情報公開は継続して検討する。 
（２） 専攻科パンフレットの更新について【審議事項】 
※担当  北條恵司、橋本彼路子 
《主な更新事項》 
 ・教育課程 
 ・各コース研究テーマ  特定の年度を表さない“方向性”とする。 
 ・進路状況 

                                        （出典：専攻科委員会議事要録） 

 

資料２-２-①-６：小山工業高等専門学校運営会議規程 
制    定  昭和５６年４月１日
最終改正  平成２２年４月１日

 （目的） 
第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校の管理運営等に関する事項について審議し、校
務の円滑な運営を図るため、小山工業高等専門学校運営会議（以下「運営会議」という。）を置く。 
  （審議事項） 
第２条  運営会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 
  一  本校の運営組織の設置・廃止に関する事項 
  二  他の運営組織の所管に属さない事項 
  三  校務運営上重要でかつ連絡・調整を要する事項 
  （組織） 
第３条 運営会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
一 校長 
二 副校長（総務主事）、副校長（教務主事）、副校長（学生主事）及び副校長（寮務主事） 
三 専攻科長 
四 学科長 
五 図書情報センター長 
六 情報科学教育研究センター長 
七 地域連携共同開発センター長 
八 ものづくり教育研究センター長 
九 教育研究技術支援部長 
十 国際交流推進室長 
十一 事務部長 
十二 総務課長及び学生課長 
    （会議） 
第４条  運営会議は、校長が招集し、主宰する。 
２  運営会議は、原則として毎月１回開催するものとする。ただし、必要に応じて臨時に開催することができる。
３  校長が必要と認めたときは、構成員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができる。 
  （事務） 
第５条  運営会議に関する事務は、総務課総務係が処理する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-２-①-７：運営会議議事要旨 

第１回運営会議議事要旨 
       
       
日 時  平成２５年 ４月１０日（水） １５：００～１６：００   
場 所  中会議室   
議 題       
【審議事項】      
1 教務関係    

1) 平成 26 年度入学者選抜検査関係日程表（案）について    副校長（教務主事） 資料１ 
副校長（教務主事）から、資料１に基づき、日程等の説明があり、了承された。 
委員から、推薦選抜検査を土曜日に変更するよう提案があり、今後、検討することになった。    

2)  教育改善推進室員について                  副校長（教務主事） 資料なし 

   副校長（教務主事）から、今年度の校務分掌一覧表中、未定だった教育改善推進室員は、教務委員会メンバーが兼任する旨

の説明があり、了承された。 

 3)  専攻科棟１Ｆ多目的ホールの使用に関して           副校長（教務主事） 資料なし 

   副校長（教務主事）から、専攻科棟１階の多目的ホールをロボコンプロジェクトの専用部屋とする旨の説明があった。 

委員から、９月から、建築学科棟改修工事に伴い、教室として占有化したい。また、来年度の電気電子創造工学科の改修

工事の際にも同様に利用したい。校長から、アイデア等の打ち合わせの部屋として利用を勧めるが、占有化は難しい等の意

見があり、了承されなかった。 

2 運営関係    

1) 小山工業高等専門学校創立 50 周年記念事業実行委員会規程（案）について  総務課長 資料２ 

総務課長から、資料２に基づき、趣旨と委員の選考について説明があり、了承された。 
４月 24 日（水）の開校記念日に、キックオフ・ミーティングを開催する旨の説明及び各種アイデアを提案してほしい旨の

依頼があった。       
【依頼事項】      
1 運営関係    

1) 香港ＶＴＣ（香港専門教育学院）の来校に伴う協力依頼について  国際交流推進室長  資料３ 

国際交流推進室長から、資料３に基づき、訪問スケジュールの説明及び学生の交流を中心に実施したい旨の協力依頼があ

った。 
【報告事項】      
1 寮務関係                           副校長（寮務主事） 資料なし 
  副校長（寮務主事）から、下記について報告があった。    

・平成 25 年度入寮・開寮 

４月３日に開寮、43 名（1 年生 38 名、２年生 2 名、専攻科生・留学生 3 名）が入寮し、計 143 名となった。 

・学寮行事について                      
・４月 6 日(土)１年生交流会（体育館ドッチボール・ゲーム） 

・４月 18 日(木)寮生歓迎会（食堂） 

・４月 20 日(土)ソフトポール大会 

・当直における依頼事項 

 休日の日直の業者委託に伴い、日直者と宿直者との引き継ぎ等の連携を密にするため、宿直者が当直に着く前に、日直者に電

話連絡をし、確認する。16 時 30 分までに電話がない場合は、寮務関係者が緊急体制をとる。 

・特命教授の配置 

 元一般科の新井教員が、特命教授として、月～木曜、17 時～20 時、学寮に配置され、寮生の各種相談、数学の勉強の補佐等

にあたる。 

校長から、点呼の取り方を統一するよう要望があり、副校長（寮務主事）から、寮長及び宿直者が確認するよう指導する旨

の回答があった。    
2 運営関係  
 1) 平成 25 年度科学研究費助成事業(科研費)の申請結果について        総務課長 資料４ 

      総務課長から、資料４に基づき、新規 8 件、継続３件が採択され、件数及び金額とも昨年度を上回った旨の報告があった。 

校長から、技術職員２名の採択を評価する。今後も、獲得に向け努力してほしい旨の意見があった。 
2)  研究紀要第 46 号発行日程について                        図書情報センター長 資料５ 

   図書情報センター長から、資料５に基づき、発行日程の説明及び原稿は完全原稿とし、提出期限を厳守して欲しい旨の協力

依頼があった。 
3)  平成 25 年度設備整備マスタープランについて            課長補佐（財） 資料６ 

   課長補佐（財）から、資料６に基づき、補正予算の関係で、平成 25 年度分が前倒しで実施されたため、第３期中期計画に基

づき、平成 26 年度からの５ヶ年についてのマスタープランとなる。 

   更新は、20 件申請できるところ 15 件しか申請がなく、新規は、21 件の申請があったため、審議の結果、５件を採択し、３

月 25 日に高専機構に提出した旨の報告があった。 

その他    

省略 

 

（出典：運営会議議事要旨）
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資料２-２-②-１：一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携の記録等 
  
１．H19 年度以降 電気情報工学科と一般科目（担任） 

クラス担任が主体的に行う生活指導までは踏み込まないとしながらも専門学科の教員の立場から助言する、あるい
は学生指導上の問題を共有する橋渡し的な役目として専門アドバイザーを１，２年生のクラスに置いた。 

２．H22 年 1 月 28 日（木）  機械工学科と一般科目数学との連絡会 
機械工学科の専門科目で扱う数学の分野、内容の確認および一般科の数学で扱う数学の内容と扱う時期の確認を行
った。その結果、数学の進度が、専門科目で扱う数学に追い付いていない部分があることが確認された。また複素
関数は、今現在応用数学の内容から除外していることや専攻科に複素関数論という科目が設置されていること、フ
ーリエ変換の一部については時間不足のため本科では扱えないことなどを確認した。 

３．H22 年以降  物質工学科と一般科目化学との会議  
物質工学科の基礎化学担当教員と一般科化学担当教員との間で物質工学科学生の使用教材について協議し、従来、
２年次に購入していた副教材（参考書）を１年次に購入することにした。内容の充実した副教材を所持することに
よって、自発的に自主学習する学生が増加した。  
以降、毎年使用教材について検討・確認を重ねている。  

４．H22 年以降  物質工学科 2 年の｢物質工学入門Ⅱ｣と一般科目｢一般理科｣について 
重複する内容の情報交換をし、単元による内容の扱い方について検討する事を確認した。 

５. H23 年以降  物質工学科と一般科目化学との会議  
物質工学科低学年の補講担当教員と一般科化学担当教員との間で、補講で使用する教材および学習範囲や重点課題
について検討している。 

６．H24 年 3 月 21 日（木）  一般科（上村）と物質工学科（上田）との生物系教科の情報交換  
生物系教科全般の位置づけの確認を行った。主に２Ｃ｢一般理科｣と３Ｃ｢生物化学｣の講義内容に関する詳細な情報交
換を行い、H25 年度より新しく上田教員が担当する３Ｃ｢生物化学｣の講義計画の上で、タンパク質の分子構造や 遺
伝子関係の内容の基礎部分は｢一般理科｣が担当し、炭水化物や脂質等のその他分野に関しては｢生物化学｣で主に扱う
ことし、今後も細部にわたった情報交換していくことを確認した。 
７．H24 年 11 月  物質工学科と一般科目化学との会議  
物質工学科の分析化学担当教員と一般科化学担当教員との間で、酸化還元滴定の単元の指導法について検討し、表現
方法のすり合わせをした。 
8．H25 年 4 月  全専門学科と一般科目(担任) 
 １,２年生のクラスに専門アドバイザーを置いた。 
9. H25 年 10 月 一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携の記録等 

一般科物理では，毎年 10 月に専門学科の教務委員と協議を行い、 物理、応用物理について今年度実施内容と次年
度計画の検討を行った 。 
 

                               （出典：教務委員会資料）
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資料２-２-③-１：平成 25 年度 小山工業高等専門学校学級担任一覧 

 
学級担任（○：学年主任）      

学科名 １  年 ２  年 ３  年 ４  年 ５  年 
機 械 工 学 科 長田 朋樹 関根 健雄 山下  進 増渕  寿 伊澤  悟 

電気電子創造情報工学科(Ｌ) 阿部 弘樹     
電気電子創造情報工学科(Ｒ) 岡田  崇 

電気情報工学科   有坂 顕二 北野 達也 小林 康浩 山田 靖幸
電子制御工学科   宮城  信 大島 心平 鹿野 文久 笠原 雅人
物 質 工 学 科 ○森下佳代子 須甲 克也 川越 大輔 笹沼いづみ 酒井  洋 
建 築 学 科 上野 哲 ○上村  孝 横内  基 堀  昭夫 中山 昌尚

                                                                                                

                          （出典：平成25年度学生便覧、p.182）

 

資料２-２-③-２： 小山工業高等専門学校学級担任業務（その１） 

昭和４７年４月１日
学  級  担  任  業  務 

 
Ⅰ 各教科授業に関係あるもの 
 １ 学業成績についての授業科目担当教員との連絡助言 
  ２ 出席状況についての助言 
 ３ 学級日誌および出席簿の点検 
 ４ 工場見学等の計画と実施 
 ５ 実務研修等についての助言 
  ６ 指導要録の作成 
 
Ⅱ 各教科授業以外に関係あるもの 
 １ ホームルーム活動・学友会活動・クラブ活動等の奨励 
 ２ 学級会主催の指導ならびに助言（ＨＲ室等の整理，整頓，清掃および掲示物に対する助言） 
 ３ 学校行事への参加 
 ４ 学生準則の理解と学生会活動についての助言 
 ５ 非行誘因研究とその対策および指導 
  ６ 交通違反行為の防止と補導 
  ７ 校則等に定められた諸届・願等提出に関する助言 
 
Ⅲ 厚生関係 
 １ 奨学生および授業料免除生の選考・推薦 
 ２ 入寮希望者の理由調査とその連絡 
 ３ 就職その他の進路指導の連絡調整 
 
Ⅳ その他 
 １ 学生の個性観察とその記録 
 ２ 必要ある場合の家庭連絡 
 ３ 保護者会等での保護者との懇談 
 ４ 卒業生との連絡（同窓意識の高揚） 
 ５ その他 
 

（出典：教務関係資料）
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資料２-２-③-２： 小山工業高等専門学校学級担任業務(その２) 

 

（指導項目および指導要領） 
５．学校行事関係 

 

（１）全校集会時における指導 

担任教員はクラスの学生の体育館あるいはグラウンドへの定時集合、整列指導を行う。なお、学年別のプラカードの有無に関

わらず、学年別学科別に縦一列に並ばせ、整列させる。また、集会中は講話等に集中させるとともに姿勢や私語、携帯電話の使

用はさせない、等の注意指導を行う。 

 

（２）球技大会時の指導（体育委員会） 

  朝の出席は原則として 1 時限目担当教員が取ることとなっているが、非常勤講師の場合は担任が出席を取ることになってい

る。球技大会は体育の授業１回分に加味されるため、学生による出席確認はしない。ただし、夕方の出席確認はクラス代表者委

員が行い、名票を担当主事補経由担任に渡すこととする。 

体育委員を体育委員会に参加させるように指導する。委員会の開催については事前に連絡が入るので、見落としや聞き漏らし

が無いようにさせる。体育委員会は大会数週間前から必要に応じて開催されるので、大会開催に当たっての準備を行わせる。特

に、大会前日および当日は、準備、運営、および後片付け等があるので行動を徹底させる指導を行う。 

前期球技大会においては、出場希望種目（サッカーまたはソフトボールから 1 つ、バレーボールまたはバスケットボールから

1 つ） 

 

 

をクラスにて決定させた上で体育委員会に参加させ、他クラスとの調整の上で出場種目が決定される。また、後期球技大会に

ついては、前期行わなかった 2 種目に自動的に出場することとなる。 

なお、競技種目については年度によって変更される場合があり、平成 25 年度では、1,2 試合目で負けたクラスを対象にドッジ

ボール大会を開催した。負けた後も積極的に競技に参加するように指導する。 

 

（３）工陵祭時の指導（工陵祭実行委員会） 

クラスの学生が工陵祭へ積極的に関わるよう参加を促し、特にクラス単位の企画については、高専の学園祭として相応しい企

画となるよう準備段階から指導助言する。また、工陵祭準備から後片づけまでの期間においては、学生の参加状況の把握・確認

と、必要な物品の借用や購入といった場合の助言や手続き指導を行う。 

なお、準備期間も含めて工陵祭期間中の学生の怪我や来校者とのトラブル、登下校時間や交通事故については特に注意指導す

る。 

 

（４）学生総会（学生会執行部） 

  総会は年 1 回 5 月の前期球技大会前に行われている（学生便覧 p.127）。総会は会員（学生）の過半数の出席を持って成立す

るため、担任は学生総会への積極的な参加を促すようにする。 

  なお、総会当日は原則として 1 時限目担当教員が出席を取ることとなっているが、非常勤講師の場合は担任が出席を取ること

になっている。 

 

（５）学生会選挙（選挙管理員会） 

  選挙管理委員を定期的に開催される選挙管理委員会に出席させるようにする。開催は事前に連絡が入るので、見落としや聞き

漏らしが無いようにさせる。現状では選挙は年 1 回、12 月に行われることになっているが（学生便覧 p.131）、選挙の公募締め

切り日までに立候補者が 3 名に満たない場合は第 2、3 学年の各学級から１名以上推薦することとなっている。したがって、担任

は立候補者状況を把握しておき、その都度クラスに適切な指導、助言を与える。 

  なお、開票は投票当日（従来は後期中間試験最終日）に選挙管理委員会が行うため、予め指定した場所および時間

に開票作業に参加できるように指導する。 

（出典：平成26年度学生関係資料）
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資料２-２-③-２： 小山工業高等専門学校学級担任業務(その３) 

 

学級担任業務 年間指導関係項目概要表 

学

年 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

備 

考 

1

年 

入 学 式

・ 始 業

前 期 球

技大会 

1 年 生

保 護 者

 全 校 集

会 

 工 陵 祭

準備 

工陵祭 

保 護 者

学 生 会

選挙 

 全 校 集

会 

 校 外 研

修 

2

年 

入 学 式

・ 始 業

前 期 球

技大会 

  全 校 集

会 

 工 陵 祭

準備 

工陵祭 

保 護 者

学 生 会

選挙 

 全 校 集

会 

 校 外 研

修 

3

年 

入 学 式

・ 始 業

前 期 球

技大会 

3 年 生

保 護 者

 全 校 集

会 

 工 陵 祭

準備 

工陵祭 

保 護 者

学 生 会

選挙 

 全 校 集

会 

 校 外 研

修 

4

年 

入 学 式

・ 始 業

前 期 球

技大会 

  全 校 集

会 

 工 陵 祭

準備 

工陵祭 

保 護 者

学 生 会

選挙 

 全 校 集

会 

 校 外 研

修 

5

年 

入 学 式

・ 始 業

前 期 球

技大会 

  全 校 集

会 

 工 陵 祭

準備 

工陵祭 

後 期 球

学 生 会

選挙 

 全 校 集

会 

卒業式

修了式

進 路 指

導 

備 

考 

 

 

  地 区 体

育大会 

全 国 体

育大会

全国体

育大会

ロ ボ コ

ン 地 区

ロ ボ コ

ン 全 国

コ ン テ

ス ト 関

定 期 演

奏会 

 語 学 研

修 

 

 

（出典：平成26年度学生関係資料）
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資料２-２-③-２： 小山工業高等専門学校学級担任業務（その４） 

                    授業実施記録 

 

（出典：教務関係資料）
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資料２-２-③-３：学科会議における担任支援状況（例） 

 

建築学科教室会議の議事録(敬称略) 
 

日時：2013.07.10 10：35～ 

場所：建築学科 2Ｆ会議室 

出席者：尾立、中山、川上、橋本、堀、大島、佐藤、豊川、永峰 

欠席者：高橋、本多、横内、 

○佐藤先生（教務） 

・前期成績入力締切時期について（検討中） 

・補習授業について（橋本先生担当） 

・学校パンフレット完成 

・後期時間割（作業中） 

・e ラーニング、河合塾英語講座→学生周知 

○大島先生（学生） 

・ＨＲ掲示物、ゲームなど禁止事項について→注意を促す 

日時：2013.10.2 14:00～ 

場所：大会議室 

出席者：尾立、中山、橋本、堀、佐藤、大島、豊川、本多、永峰 

欠席者：高橋、川上、横内、 

○大島先生 

（引越） 

・建築学科棟の旧各研究室の鍵は各自保管のこと 

・ゲート制作のため、プレハブ作業ルート確保 

・デザコン模型製作のため、一般製図室確保 

・建築学科棟への戻りレイアウト希望者は各自制作（２月まで） 

・引越し３月１２日～１７日のうち３日間 

（予算、資料あり） 

・家具など耐震補強費用学科共通予算から支出の懸念 

（２年アドバイザー） 

前期面接から、第二希望での入学者もなんとか建築分野に関心を持てそうな様子 

○中山先生 

（１年生アドバイザー） 

部活、通学などで自宅学習時間１時間ほどとすくない 

日時：2013.11.06 14:00～ 

場所：大会議室 

出席者：尾立、中山、川上、佐藤、豊川、大島、堀、本多、横内、永峰 

欠席者：高橋、橋本、 

○尾立先生 

・予算執行について（１２月中）、共通経費約３５万円の使途 

・カリキュラムについて、１１月中決定予定 

・私費留学生受け入れについて 建築学科 １名（男女） 

○横内先生 

・メンタルヘルスチェック結果について 

 ケアの必要な学生への対応お願いします 
 

（出典：学科会議議事録）
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資料２-２-③-４：平成 25 年度新入生ガイダンス日程表 

（出典：学生課教務係資料）

 

資料２-２-③-５：平成 25 年度「専門アドバイザー」について 

○専門アドバイザー 

  １Ｍ（担任 長田） 川村     ２Ｍ（担任 関根） 那須 
１Ｌ（担任 阿部） 鈴木     ２Ｅ（担任 有坂顕）石原 
１Ｒ（担任 岡田崇）笠原     ２Ｄ（担任 岡田晃）鹿野  
１Ｃ（担任 森下） 飯島     ２Ｃ（担任 須甲） 糸井 
１Ａ（担任 上野） 中山     ２Ａ（担任 上村） 大島 

（出典：各学科会議議事要旨）
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資料２-２-③-６：小山工業高等専門学校学生支援室規則 

 

制  定 平成１３年１月１５日

最終改正 平成１６年４月 １日

 （設置の目的） 

第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、学生の様々な悩みに応えることにより、学生が本校に

おいて円滑な学生生活を送ることができるように、適切な助言及び援助等を行うこと（以下「学生支援」とい

う。）を目的として学生支援室（以下「支援室」という。）を置く。 

 （支援室の業務）  

第２条 支援室においては次に掲げる業務を行う。 

 一 修学に係る学生の個人的な相談・支援に関すること。 

 二 奨学金や学費等の経済的な問題の相談・支援に関すること。 

 三 進学や就職等の進路の相談・支援に関すること。 

 四 セクシュアル・ハラスメントの相談・支援に関すること。 

 五 学生の個人的な精神・心理的な心因性の問題の相談に関すること。 

 六 前各号の業務の実施に必要な資料の作成及び調査研究に関すること。 

 七 その他学生の相談・支援に関すること。 

 （相談員） 

第３条 支援室には次の相談員を置く。 

 一 室長 １名 

 二 カウンセラ－ 若干名 

 三 室員 若干名 

２ 室長及び室員は、本校教員の中から校長が任命する。 

３ カウンセラ－は、カウンセリングに関する専門的知識や経験を有する者を当て、校長が委嘱する。  

 （任期） 

第４条 室長の任期は２年とし、室員及びカウンセラ－の任期は１年とする。 

２ 相談員は、これを再任することができる。 

 （支援室業務の処理） 

第５条 室長は、校長の命を受け、支援室の業務を掌理する。 

２ 室員は室長を補佐し、支援室の業務に従事する。 

 （相談員の義務） 

第６条 相談員は、業務上知ることができた秘密を漏らしてはならない。相談員を退いた後といえども同様とする。 

２ 相談員は、必要に応じてカウンセリング等に関する専門的な研修を受けるものとする。 

 （委員会の設置） 

第７条 支援室の運営に関する事項を審議するため、本校に学生支援室運営委員会（以下「委員会」という。）を置

く。 

 （委員会の組織） 

第８条 委員会は次の委員をもって組織する。 

 一 室長 

 二 室員 

 三 学生課長 

 四 学生係長 

 （委員長） 

第９条 委員会に委員長を置き、室長をもって充てる。 

 （会議） 

第１０条 委員長は、必要に応じて委員会を招集し、議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めたときは委員以外の者を委員会に出席させることができる。 

 （事務） 

第１１条 支援室及び委員会に関する事務は、学生課学生係において処理する。 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料２-２-③-７：平成 25 年度学生支援室相談受付状況 

支援室員 学生相談件数（Ｈ２５年度）    
  学業 

健康相

談 
精神面 

対人関

係 
その他 計 

  

4 月 53 0 1 19 0 73 【学業】修学・進路（休退学含）・課外活動等 

5 月 78 0 2 21 0 102      

6 月 75 0 1 27 2 103 【健康相談】体調不良・食欲不振等・不眠 

7 月 74 0 5 18 4 101 【精神面】 

8 月 26 0 1 17 0 44     心の病（うつ等）・自分の性格・孤立（無視）

9 月 27 0 4 4 4 49   クラスに不適応・不登校・情緒不安      

10 月 61 0 5 20 1 87   リストカット・アームカット      

11 月 85 0 6 7 1 99   引きこもり等 

12 月 84 0 7 10 4 105

1 月 88 0 4 7 2 101 【対人関係】友達・異性・教員・クラブ顧問等 

2 月 69 0 3 6 0 78

3 月 43 0 0 3 6 52

計 763 0 39 159 24 994 【その他】経済面・家族問題・寮生活 

      交通事故等 

  

 

 

学業 健康相談 精神面 
対人関

係 
その他 

763 0 39 159 24

 

 

（出典：学生支援室資料）
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資料２-２-③-８：平成25年度 学生会各部指導教員一覧 

 
（出典：平成26年度学生便覧、p.185）
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資料２-２-③-９：外部顧問関係一覧 

外部顧問に関する規程等は特になし。 
平成２５年度外部コーチ実績 

クラブ名 氏名 指導内容 

バスケットボール部 野澤唱子 練習メニュー作成および部員への個別指導等 

空手道部 岩田純明 部員への基本動作・組手等の指導 

硬式テニス部 

渡辺 浩崇 

 

日常的な実技指導および大会等での現地指導 

清水 竜太 

今橋 裕 

藤野 敦士 

堀江 達良 

船橋 隆之 

ソフトテニス部 日向野 学 技術指導等 

ハンドベル部 鈴木久美子 日常指導および演奏会等の演奏指導 

茶道同好会 

岡田 裕 

定期指導およびイベント等での作法指導 吉田美弥子 

齊藤恵子 

 

（出典：学生委員会資料）

 

資料２-２-③-10：平成２５年度後援会支出実績） 
 

月 日 件      名 支  出  額 

4 10 課外活動指導費（３月分） 27,200 

4 10 課外活動指導費（宿泊費３月分） 8,820 

4 20 全国高等専門学校連合会年会費 15,000 

4 20 体育大会全国大会分担金 350,000 

4 20 デザコン分担金 60,000 

4 20 プレコン分担金 7,000 

4 25 １年生日帰り研修 296,520 

5 2 名刺 8,400 

5 9 地区大会分担金 81,000 

5 10 課外活動指導費（４月分） 40,800 

5 10 課外活動指導費（宿泊費４月分） 2,940 

5 10 課外活動旅費（４月分） 29,960 

5 22 課外活動旅費（４月分）追加 11,760 

5 28 文化発表会経費 520,000 

5 28 地区大会ソフトテニス参加費 10,000 

5 28 地区大会卓球参加費 9,000 

5 29 地区大会野球参加費 18,000 

5 29 地区大会サッカー参加費 17,000 

6 8 課外活動指導費（５月分） 69,700 

6 8 課外活動旅費（４月分） 43,640 

6 11 地区大会バスケットボール参加費 27,000 

6 11 地区大会柔道参加費 8,000 

6 12 高専地区大会旅費（卓球他） 781,100 

6 12 プロコン分担金 45,000 

6 13 平成 24 年度工陵祭予算 400,000 

6 13 地区大会バレーボール競技参加費 14,000 

6 14 地区大会バドミントン競技参加費 10,000 

6 14 地区大会テニス競技参加費 19,000 

6 14 高専地区大会旅費（バスケットボール他） 568,300 

6 15 関東高専サッカー連盟分担金 10,000 

6 19 地区大会水泳競技参加費 19,000 

6 19 高専地区大会旅費（水泳競技） 114,380 

6 19 課外活動旅費（５月分）追加 7,440 

6 22 地区大会剣道競技参加費 7,000 

6 25 課外活動旅費（５月分）追加 28,480 
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6 27 高専地区大会旅費（バドミントン）追加 36,000 

6 28 高専地区大会旅費（剣道競技） 50,040 

7 4 地区大会保険料 7,217 

7 4 地区大会陸上競技参加費 29,000 

7 6 課外活動指導費（６月分） 53,400 

7 6 課外活動旅費（６月分） 56,180 

7 17 地区大会バレーボール菓子代 1,575 

7 17 地区体育大会旅費（バスケットボール）戻入 -29,240 

7 18 地区体育大会旅費（サッカー）戻入 -54,000 

7 19 地区大会バレーボール弁当・氷代 77,900 

7 20 地区大会陸上競技飲料代 47,520 

7 23 全国大会剣道競技参加費 2,123 

7 23 地区大会陸上競技補助員謝金戻入 -10,500 

7 23 全国大会バドミントン競技参加費 6,369 

7 23 全国大会水泳競技参加費 19,800 

7 24 全国大会テニス競技参加費 3,092 

7 25 地区大会陸上競技弁当・氷代 119,800 

7 25 全国大会陸上競技参加費 20,261 

7 25 地区大会テニス競技参加費戻入 -7,685 

7 27 高専全国大会旅費 1,781,500 

7 30 地区大会保険料 47,029 

7 31 地区大会保険料戻入 -7,532 

8 8 課外活動指導費（７月分） 54,400 

8 8 課外活動指導費（宿泊費７月分） 55,540 

8 8 課外活動旅費（７月分） 57,600 

8 27 ロボコン 2012 地区大会負担金 95,000 

9 3 全国大会保険料戻入 -2,584 

9 7 課外活動指導費（８月分） 74,800 

9 7 課外活動指導費（宿泊費８月分） 38,680 

9 7 課外活動旅費（８月分） 100,740 

9 12 英語弁論大会分担金・参加費 17,100 

9 12 英語弁論大会学生旅費 23,240 

9 12 英語弁論大会弁当代戻入 -2,100 

9 13 課外活動指導費（8 月分）戻入 -5,100 

9 13 課外活動指導費（8 月分）追加 1,700 

9 26 プロコン参加学生旅費 183,840 

10 1 ロボコン参加学生旅費（選手・写真部） 103,100 

10 1 ロボコン参加学生旅費（製作学生） 8,700 

10 9 課外活動指導費（９月分） 45,900 

10 9 課外活動指導費（宿泊費９月分） 5,880 

10 9 課外活動旅費（９月分） 109,400 

10 30 ロボコン立替払金（田中先生分） 134,136 

10 30 ロボコン立替払金（学生分） 96,608 

10 30 ロボコン地区大会輸送費 56,700 

10 30 ロボコン全国大会応援旅費 54,500 

11 2 高専 50 周年記念式典学生旅費 2,880 

11 2 ロボコンチーム物品（刺繍ワッペン） 79,590 

11 6 課外活動指導費（１０月分） 34,000 

11 6 課外活動旅費（１０月分） 97,880 

11 13 ロボコン全国大会応援旅費（製作学生・写真部） 7,800 

11 21 ロボコン全国大会応援旅費（製作学生・写真部）追加 7,800 

11 22 ロボコン全国大会応援旅費（製作学生）追加 7,800 

11 26 ロボコン全国大会法被送料 2,960 

11 26 ロボコン全国大会メンテナンス費 32,130 

11 26 ロボコン全国大会メンテナンス費 7,182 

11 26 ロボコン全国大会メンテナンス費 23,886 

11 26 ロボコン全国大会メンテナンス費 124,986 

12 4 ハッピ・鉢巻きクリーニング代（全国大会） 23,200 

12 11 課外活動指導費（１１月分） 44,900 

12 11 課外活動指導費（宿泊費１１月分） 20,500 

  
12 11 課外活動旅費（１１月分） 91,560 

2 14 ロボコン全国大会メンテナンス費 19,235 
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12 19 名刺 8,400 

12 19 文化発表会経費（戻入） -14,670 

12 21 ロボコン全国大会輸送費 115,500 

12 26 ロボコンイベント旅費 46,120 

12 26 ロボコン立替払金（田中先生分） 37,726 

12 26 ロボコン立替払金（学生分） 8,222 

1 8 英語プレコン参加学生旅費 16,800 

1 8 課外活動指導費（１２月分） 20,400 

1 8 課外活動旅費（１２月分） 26,240 

1 18 外部コーチ指導費（空手、バスケ、ソフトテニス） 134,000 

1 25 英語プレコン参加学生旅費(戻入) -16,800 

2 4 課外活動指導費（１月分） 37,400 

2 4 課外活動旅費（１月分） 95,440 

2 7 外部コーチ指導費（茶道同好会） 42,000 

2 22 平成２５年度関東信越地区高等専門学校体育協会会費 5,000 

3 1 課外活動指導費（２月分） 1,700 

3 22 交流ロボコン 2013 参加学生旅費 129,640 

3 26 外部コーチ指導費（ハンドベル） 50,000 

（出典：小山工業高等専門学校後援会支出決議書）

 

資料２-２-③-11：公開授業 

2013.11.20
教員各位 

教育改善推進室

後期授業公開実施のお願い 
 
 

教員各位 
 
教育改善室から平成 25 年度後期授業見学週間についてご案内いたします。 
 
【実施期間】１２月１１日(水)～１７日(火) 
 
【授業見学アンケート】提出期限：１月１５日（水）教務係まで 
 
※クラス担任の先生方には、教室掲示用の用紙をポスト配布いたしますので、中間試験終了後に掲示願います。 
上記期間１週間前より教室出入口等に、告知掲示を致します。 
対象授業 ： 上記期間に本校で実施されているすべての授業（講義・実験・実習） 
この期間は原則として、参観者は、授業担当者に事前連絡することなく、自由に授業参観をできることとしますの
で、授業担当者はその旨をご承知おき下さい。ただし、授業担当者の都合、例えば参観者への配布物を用意する等で
参観者人数を知りたい場合や、授業を参観する際の注意事項等がある場合は、ご面倒でも、事前にその旨をメール等
で全教員へ配信願います。（非常勤講師の方は、教務係へご連絡下さい） 
 

（出典：教務委員会資料）

 

資料２-２-③-12：教育改善研修会                         2013.2.19 

平成２４年度 後期 教育改善研修会教育改善推進室 

 

日時：2013 年２月７日（木）１５時～１７時 
場所：管理棟２F 会議室 
内容： 
 １．講演会 講師：高屋先生：香港の教育システムと IVE の教育プログラム 
 ２．講演会 講師：市村先生：UIC での在外研究を終えて 
目 的 ： 小山高専の教育改善に関して自由に情報交換をすることを目的とします。 
 

（出典：教務委員会資料）
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資料２-２-③-13：小山工業高等専門学校事務組織規程（抜粋） 
 

制    定  昭和４０年４月１日
最終改正  平成２３年４月１日

 
   第１章  総則 
第１条  独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成15年10月１日制定）第12条及び小山工業高等専門学校学則

（昭和40年４月１日制定）第11条の規定に基づく小山工業高等専門学校事務組織及び事務分掌は、この規定の
定めるところによる。 

      第２章  事務組織   
第２条  事務部に総務課、学生課を置く。 
第３条  総務課に総務係、人事係、図書情報係、評価・地域連携係、財務係、用度係及び施設係を置く。 
第４条  学生課に教務係、学生係及び寮務係を置く。 
第５条  事務部に事務部長を置く。 
２  事務部長は、校長の命を受けて事務部の事務を処理する。 
第６条  総務課及び学生課に課長を置く。 
２  課長は、上司の命を受けその課の事務を処理する。 
第６条の２  総務課及び学生課に課長補佐を置く。 
２  課長補佐は、課長の命を受け課の事務を処理する。 
第６条の３  総務課及び学生課に専門職員を置くことができる。 
２  専門職員は、上司の命を受け高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理する。 
第７条  係に係長又は主任を置く。 
２  係長及び主任は、上司の命を受けその係の事務を処理する。 
      第３章  事務分掌 
第８条  総務課課長補佐（総務担当）は、次の事務をつかさどる。 
 一 総務関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 
  二  中期計画・年度計画及び組織整備に関すること。 
 三 その他総務関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関するこ

と。 
２ 総務課課長補佐（財務担当）は、次の事務をつかさどる。 
  一  財務関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 
 二 収支予算計画に関すること。 
 三 基準額以上の監査、内部監査・外部監査に関すること。 

四  その他財務関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関するこ
と。 

３ 総務課課長補佐（施設担当）は、次の事務をつかさどる。 
  一  施設関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 
 二 施設の計画及び整備の総括に関すること。 
 三  その他施設関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関するこ

と。 
４  総務係においては、次の事務をつかさどる。 
 一  学則その他諸規程の制定改廃に関すること。 
  二  儀式及び他の係に属さない諸行事に関すること。 
  三  公印（財務関係及び学生課の公印を除く。）の管守に関すること。 
  四  会議に関すること。 
  五  公文書の収受、発送に関すること。 
  六  文書及び諸規則等の整理保存に関すること。 
  七  日誌及び沿革史等の記録に関すること。 
  八  秘書事務に関すること。 
  九 渉外に関すること。 
  十 電話交換その他電話の取扱いに関すること。 
  十一  情報公開に関すること。 
 十二 個人情報の保護に関すること。 
 十三 事務が保有する電子ファイルの管理及び運用に関すること。 
 十四 広報に関すること。 
  十五 教職員の海外渡航に関すること。 
  十六  校内の警備に関すること。 
  十七 遺伝子組み換えＤＮＡに関すること。 
  十八  総務担当職員及び教員の労働時間、休暇及び出張に関すること。 
  一九  国際交流推進室（学生課の所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料３-１-①-１：一般科目教員の配置 
教員の研究分野と担当科目（二重下線は専攻科科目） （一 般 科） 

科目

等 
職名 学位 氏名 研究分野 主な研究テーマ 平成 25 年度担当科目 

国語 

教授 
修士（言語・

文化学） 
井上 次夫 日本語学 

言語形式に託された語彙的意味お
よび文法的意味の関係性 

 
教員交流中（奈良高専） 

准教授 修士（文学） 
柴田 美由

紀 

日本近代文学

国語教育 

泉鏡花における白山信仰の受容 
コミュニケーション力育成のため
のメソッドと教材の開発 

国語、文学、日本語概説 

講師 
博士 

（言語学） 
宮城 信 

日本語文法

国語教育 

日本語文法，表現法, 国語教育，
方言と教育 

国語、文学  （前期） 

社会 

准教授 修士（史学） 酒入 陽子 在地構造論
日本中近世移行期における支配層
の交代と在地社会の変容 

歴史、歴史学、人間と科学Ⅰ
・Ⅱ 

講師 博士（文学） 上野 哲 応用倫理学
応用倫理学（科学技術倫理・倫理
教育方法論） 

倫理社会、哲学、人間と科学
Ⅱ、技術者倫理 

数学 

教授 博士（理学） 佐藤 巌 グラフ理論

グラフのゼータ関数 基礎数学 A，微分積分学，代
数・幾何学，解析学，線形代
数，複素関数論，応用解析学

教授 修士（理学） 須甲 克也 
数学教育 

教育工学 

数学問題解法時の方略的知識，教
科教育の環境支援 

基礎数学 A，微分積分学，代
数・幾何学，解析学，線形代
数，複素関数論，応用解析学

准教授 博士(工学) 中川 英則 
応用力学 

応用確率解析

分岐モードの選択確率評価を取 
入れた有限変形スペクトル確率 
有限要素法の構築 

基礎数学 A・B，微分積分
学，線形代数，応用数学，複
素関数論，応用解析学 

講師 博士（理学） 阿部 弘樹 代数学 

 
多元環の表現論 

基礎数学 A，微分積分学，解
析学，確率統計，複素関数
論，応用解析学 

講師 
Ph.D. 

（数学） 
岡田 崇 代数幾何学

超ひも理論やブラックホールに関
する幾何学（導来圏と安定性条
件）,多元環の表現論 

基礎数学 B，代数・幾何学，
解析学，確率統計，応用数学

講師 
博士（数理

学） 
小笠原 健 代数学 

 
整数論 

基礎数学 A・B，微分積分
学，確率統計，複素関数論，
応用解析学 

理科 

教授 修士（理学） 上村 孝 
酵素工学 

生態学 

プロテアーゼを利用した新奇物質の合

成，野生動植物の生態調査 一般理科，化学Ⅰ，応用科学

教授 博士（理学） 柴田 洋一 
音響物理学

物理教育 

楽器の構造と音響特性に関する解
析 物理，応用物理Ⅱ，応用科学

准教授 博士（工学） 
森下 佳代

子 

化学工学 

反応工学 

金属廃液からの有価金属の回収 化学Ⅰ，化学Ⅱ 

保健 

体育 

教授 
Ph.D. 

（教育学） 
三原 大介 体育社会学

子どものスポーツ集団の問題点に
ついて 

保健体育 

講師 

修士 

（スポーツ健

康科学） 

長田 朋樹 運動生理学

低酸素環境における無酸素エネル
ギーの生理学的研究（エネルギー
代謝），日常身体活動量につい
て，筋痛，体力測定 

保健体育 

 

 

 

 

 

英語 

准教授 
修士 

（教育学） 
有坂 顕二 

（日英）比較

言語学 

各言語，特に日本語と英語の構文
や表現の統語的比較 

英語ⅠA，英語Ⅱ，英語演習
Ⅰ   英語演習Ⅱ 

准教授 
M.A. 

（Education）
山西 敏博 

言語社会学

英語教育学

アメリカ研究，言語政策，時事英
語，辞書学，Testing 

英語Ⅲ，英語演習Ⅰ，英語演
習Ⅱ、応用英語Ⅰ,応用英語
Ⅱ 

講師 
博士 

（言語学） 
杉山 桂子 英語学 英語法助動詞の意味・語用論 

英語ⅠA，英語Ⅱ，英語表現
Ⅱ，応用英語Ⅰ，応用英語Ⅱ

講師 修士（文学） 
有坂 夏菜

子 
中世英文学 中世英国ロマンスについて 

英語ⅠA，英語Ⅱ，ライティ
ング A，ライティング B，英
語Ⅲ 

 

 

 

講師 
博士 

（英語学） 
岡田 晃 中世英語学

否定接頭辞付加派生語の通時的研
究 

 
英語ⅠA、ライティング A 
英語表現、英語演習Ⅰ 

 

 

 

講師 
修士（教育

学） 
関根 健雄 

アメリカ文化

アメリカ先住

民文学 

アメリカ映画におけるマイノリテ
ィ（ネイティヴ・アメリカン）の
表象，ネイティヴ・アメリカン文
学 

英語１A，英語Ⅲ，英語演習
Ⅰ 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-１-①-２：一般科目非常勤講師の配置 

 

科  目 氏 名 担当科目 備  考 

国  語 

中田 伸一 国語、文学 小山工業高等専門学校名誉教授 

佐藤 元紀 国語 常総学院高等学校非常勤講師 

尾高 悠一 国語 筑波大学大学院博士課程人文社会学研究科文芸・言語専攻 

H25 10 着任
伊澤 亮平 国語 筑波大学大学院教育研究科教育専攻 

H25 10 着任

社  会 

岩 佐 富 男
政治・経済 

人間と科学Ⅱ 
足利短期大学教授 

岡 田 一 郎 政治・経済 財団法人社会経済生産性本部社会労働部労働研究センター研究員 

山 本   大 
政治・経済 

人間と科学Ⅰ 
駿河台予備学校論文科添削講師 

原   啓 介 地  理 立正大学非常勤講師 

横 山 俊 一 地  理 立正大学非常勤講師 

山 田 康 弘 歴 史 学 学習院大学大学院人文科学研究科博士後期課程修了 

田 村   航 歴 史 学 早稲田大学日本宗教文化研究所招聘研究員 

種 村   剛 
倫理・社会 

人間と科学Ⅰ・Ⅱ 
中央大学非常勤講師 

数  学 

玉 木 正 一 応用数学 小山工業高等専門学校名誉教授 

新 井 一 道

基礎数学 B, 代数

・幾何学，線形

代数，応用数学 

小山工業高等専門学校名誉教授 

 

 

理  科 
青 木   潔 

化学Ⅰ、物理 

応用物理Ⅰ 

物理

元栃木県立高校教諭 

首 藤 健 太 物  理 日本大学大学院理工学研究科物理学専攻 

保健体育 

 

森   慎太郎 保健体育 常磐短期大学幼児教育体育学科助教 

植  田  俊 保健体育 筑波大学大学院博士課程人間総合科学研究科 

剱 持 佑 起 保健体育 白鴎大学講師 

芸  術 

 

齋 藤 千 明 美  術 国際テクニカルデザイン専門学校非常勤講師 

鈴 木 久美子 音  楽 ピアノ教育家 

外国語 

D･R･ヤズダニ 英 会 話 ニューデースクール専任講師 

小 野 雄 一 英語ⅠB 筑波大学大学院人文社会科学研究科助教 

津 谷 雅 子 英語Ⅱ 元東京都公立中学校教諭 

一 戸 克 夫 ライティングＡ 筑波大学非常勤講師 

佐 藤 千 裕 ドイツ語演習 ハイデルベルグ大学ドイツ語学科言語学専攻修了 

日本語 足 立 サカヱ

日本事情（留学

生） 

日本語（ 〃 ） 

白鴎大学非常勤講師 

 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-１-②-１：専門学科の教員の研究分野と担当科目（１／４） 

教員の研究分野と担当科目（二重下線は専攻科科目） 

（機械工学科） 

職 名 学 位 氏  名 研究分野 主な研究テーマ 
平成 25 年度 

担当科目 

教 授 
博士 

(工学) 
田中 好一 

機械工作 

溶接工学 
ハンドベルの効率的工作方法の検討

精密ねじ締め付け装置の開発 

機械工作法 
工作実習 

機械工学実験Ⅱ 

教 授 
博士 

(工学) 
朱 勤 非線形力学 

機械システムに発生するカオス振動に
関する研究 

機械力学、制御工学 
力学特論 

教 授 
工学博士 

技術士 
鈴木 栄二 メカトロニクス 衝撃波による廃棄物処理に関する研究

電子工学概論 
電気工学概論 

准教授 工学修士 山下 進 計算力学 異材接合体の応力解析 
情報処理、数値解析 

機械工学基礎、工業力学Ⅱ、
機械工学実験Ⅱ，計算力学

准教授 
博士 

（工学） 
伊澤 悟 材料強度学 

軸力とねじりを受けるステンレス鋼配
管の塑性崩壊評価 

材料力学 
塑性力学 

准教授 
博士 

(工学) 
北條 恵司 機械材料学 

セラミックスのき裂治癒および金属材
料の疲労限度向上 

材料学 
材料強度学 

准教授 
博士 

(工学) 
増淵 寿 流体工学 気泡ポンプの設計法に関する研究 

水力学、工業数理、 
流体力学 

講 師 
博士 

(工学) 
川村 壮司 破壊力学 

き裂および切欠き材の強度評価パラメ
ータ決定手法に関する研究 

工作実習 
機械工学演習Ⅱ 
機械設計製図Ⅰ 

応力解析特論 

講 師 
博士 

（工学） 
那須 裕規 機械設計 フレッティング摩耗に関する研究 

機械製図 
機械設計法 
トライボロジー 

講 師 
博士 

（工学） 
加藤 岳仁 

エネルギー 

工学 
環境エネルギー変換素子 

に関する研究 
機械工学実験Ⅰ 

熱移動論 

助 教 
博士 

(工学) 
山崎 敬則 制御工学 

工作機械の運動制御 
質量の連続測定 

工業力学 
応用物理 

現代制御理論 

 

助 教 

 

工学修士 藤井 敬士 
熱力学 

内燃機関 
内燃機関の燃焼解析に関する研究 

熱力学 
機械製図 

機械工学実験Ⅱ 
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資料３-１-②-１：専門学科の教員の研究分野と担当科目（２／４） 

 

（電気情報工学科:電気電子創造工学科） 

職 名 学 位 氏  名 研究分野 主な研究テーマ 
平成 25 年度 

担当科目 

教 授 工学博士 森 夏樹 固体物理学 高温超伝導の臨界現象 
電子工学 
量子力学 

固体電子論 

教 授 
工学博士 

技術士 
甲斐 隆章 電力工学 風力発電、太陽光発電の制御方式 

電気回路学Ⅱ 
電力システム工学 
電気エネルギー工学 

教 授 工学博士 土田 英一 レーザ工学 
 

レーザ加工の高精度化 

電子回路Ⅰ・Ⅱ 
フォトニクス材料 
光制御工学 

教 授 
博士 

(工学) 
小林 幸夫 音響工学 

 
音響工学・画像工学に関する研究 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学 
電気回路学Ⅰ 
画像情報工学 

教 授 
博士 

(工学) 
石原 学 情報工学 

ネットワークを利用した仮想現実とユ
ーザビリティに関する研究 

コンピュータ工学 
情報ネットワーク論 
ネットワーク構成論 

教 授 
博士 

(工学) 
千田 正勝 高周波工学 高周波での電磁工学応用技術の研究

電磁波工学 
情報通信工学 
情報記録工学 

准教授 工学修士 今成 一雄 情報工学 
高機能情報処理集積回路を応用した教

育実習機器の開発・評価 

ディジタル回路 
集積回路設計 
人工知能 

准教授 工学修士 田中 昭雄 放電工学 
 

放電法を利用したオゾン発生器の高効
率化 

電子物性 
情報デバイス工学 
電気材料特論 

准教授 
博士 

(工学) 
北野 達也 電力工学 

電力平衡／リミットサイクル動作に基
づく新エネルギーの制御方式 

過渡現象論 
電気数学Ⅱ 

電機システム制御 

准教授 
博士 

(工学) 
鈴木 真ノ介 

電磁界 

超音波応用 
電磁界・超音波を用いた非侵襲電力

・情報伝送システムの開発 

応用物理 
電気磁気学Ⅱ 

電気磁気学特論 

助 教 
博士 

(工学) 

サム アン 

ラホック 
移動ロボット

環境認識に基づく自律移動ロボットの
ナビゲーション法の開発に関する研究

情報工学 II 
制御工学 

電気情報工学実験 I,II 

助 教 
博士 

(情報科学) 
小林 康浩 情報工学 

３次元画像解析システムの高精度化お
よび高速化に関する研究 

コンピュータ入門，電気電子
工学演習１，電気電子計測

講 師 
博士(情報

科学) 
山田 靖幸 超伝導工学 

高温超伝導薄膜の作製およびデバイス

応用に関する研究 

電子デバイス工学 
電気電子工学演習Ⅱ 
電気情報工学演習 

 

 

（電子制御工学科:電気電子創造工学科） 

  

教 授 工学博士 小堀 康功 
ﾊﾟﾜエレ関係

アナログ回路

スイッチング電源 

モータ駆動回路 

制御工学Ⅰ・Ⅱ 

システム演習Ⅵ 

教 授 
博士 

(理学) 
渡邉 達男 

非線形物理 

プラズマ物理
カオス時系列の予測問題 

応用物理Ⅲ、Ⅳ 

電気回路Ⅲ、Ⅳ 

教 授  南斉 清巳 情報工学 情報ネットワーク応用システム 

ソフトウェア工学Ⅰ,Ⅲ 

プログラムⅠ,Ⅱ、アセンブ

ラ、計算機応用論 

教 授 
博士 

(工学) 
久保 和良 

計測制御工学

音響工学 

電気工学 

信号領域の不確定性原理の研究 

楽器減衰特性の研究 

ＡＢＥＴ対応可能な技術者教育 

システム工学 

計測工学Ⅰ 

工学システム概論 

准教授 工学修士 鹿野 文久 
半導体工学 

エネルギー工学

太陽光発電システムの高効率化 

燃料電池を用いた省エネルギーシステ

ム 

電磁気学Ⅲ 

電磁気学Ⅳ 

光波応用工学 

准教授 
博士 

(工学) 
市村 智康 ロボット工学

接地点情報を用いる三次元ジャイロオ

ドメトリ 

情報工学 

応用制御工学 

情報科学 

講 師 工学修士 笠原 雅人 制御工学 プロセス系への自動制御の適用 

制御工学Ⅲ、計測工学Ⅱ 

電子システム工学演習 

システム同定論 
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講 師 
博士 

(工学) 
平田 克己 信号処理 音環境認識システムの構築 

コンピュータ基礎 

プログラム 

電子制御工学演習 

講 師 
博士 

（工学） 
大島 心平 高周波工学

高周波フィルタ及びマルチプレクサの

研究 

電子回路Ⅱ、電気回路Ⅳ 

通信工学Ⅰ、デジタル工学

電子回路特論 

助 教 
博士 

（工学） 
飯島 洋祐 高速伝送 

高速ディジタル伝送技術の研究 

電力モニタリング技術の開発 

電磁気学Ⅰ・Ⅱ、電磁工学

電子制御工学基礎Ⅱ 

 

 

資料３-１-②-１：専門学科の教員の研究分野と担当科目（３／４） 

 

（物質工学科） 

職 名 学 位 氏  名 研究分野 主な研究テーマ 
平成 25 年度 

担当科目 

教 授 
博士 

(工学) 
糸井 康彦 腐食工学 

電気化学ノイズ解析法による金属の局

部腐食評価に関する研究 

金属化学 

金属化学特論 

教 授 理学博士 亀山 雅之 有機合成化学
高選択的な新規炭素－炭素結合生成反

応の開発 

有機化学 II・III  

有機合成化学 

教 授 
博士 

（農学） 
上田 誠 

酵素工学 

応用微生物 
酵素不斉合成 

酵素工学 

生物有機化学 

生物機能化学 

准教授 
博士 

（工学） 
武 成祥 金属工学 

生体適合プラズマ熔射 HAp コーティン

グに関する研究 

材料工学 

腐食工学 

准教授 
博士 

（理学） 
酒井 洋 界面化学 

気液界面に吸着する界面活性剤の構造

評価 

物理化学Ⅲ 

分子構造論 

准教授 
博士 

（農学） 
笹沼いづみ 生物化学 

生物間でのβ— グルコシダーセの多様

性とその役割 

細胞工学 

遺伝子工学 

食品化学 

生命工学 

准教授 
博士 

(工学) 
渥美 太郎 固体物理 

新規セラミックスの合成と電気的性質

の解明 

物理化学 

化学熱力学 

機器分析特論 

准教授 
博士 

（工学） 
飯島 道弘 高分子化学 機能性高分子化合物の精密合成と応用

高分子化学 

高分子材料 

有機材料 

准教授 
博士 

（工学） 
田中 孝国 生物化学工学 産業排水の効果的処理法に関する研究

化学工学、 

反応工学、 

生物化学工学 

講 師 
博士 

(学術) 
川越 大輔 

セラミックス

工学 

再生医療に向けたバイオセラミックス

の作製 

無機材料 

複合材料 

講 師 
博士 

(工学) 
西井 圭 有機金属化学 有機金属錯体を用いた材料合成 

有機化学Ⅰ 

環境化学 

     触媒化学 

助 教 
博士 

（工学） 
髙屋 朋彰 微生物工学 

微生物を利用した有用物質（抗菌成

分）の生産に関する研究 

微生物工学 

生物資源工学 

生物素材工学論 

助 教 
博士 

（生物資源
工学） 

加島 敬太 化学工学 生体ポリマーによる高度分離膜の開発

化学工学Ⅱ、分離工学、分析
化学実験、材料化学実験Ⅰ

化学数学、物質工学入門Ⅱ、
生物工学実験Ⅰ  
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資料３-１-②-１：専門学科の教員の研究分野と担当科目（４／４） 
 

（建築学科） 

職 名 学 位 氏  名 研究分野 主な研究テーマ 
平成 25 年度 

担当科目 

教 授 
博士 

(工学) 
尾立 弘史 

建築計画 

地域計画 

家族の在り方・アクティブシニアと建

築計画 

地域施設の建築計画・配置方式 

建築計画Ⅰ、創造演習Ⅱ、建

築設計ⅡＢ、建築意匠、まち

づくり論 

教 授 
工学博士 

技術士 
中山 昌尚 建築構造 

環境振動の評価法 

架構のクリープ現象 

応用物理Ⅱ、鋼構造 建築合

成構造論 

教 授 

博士 

（工学） 

技術士 

堀 昭夫 建築構造 
立体骨組の弾塑性大変形解析，高温崩

壊解析，解析モデルや解析手法の開発

構造設計，創造演習ⅢA，建

築応用力学，創造演習 I，建

築実験，プロジェクトデザイ

ン 

教 授 
博士 

（工学） 
橋本 彼路子 

建築計画 

建築設計 

高齢者・障がい者などの住環境整備 

住まいのユニバーサルデザイン，被災

地復興支援（被災地の暮らし調査、建

築計画の提案） 

インテリアデザイン、建築設

計ⅠA、建築計画ⅠA、福祉住

環境、地域設計Ⅰ、バリアフ

リーデザイン論 

教 授 工学士 川上 勝弥 材料・施工 
溶融スラグ骨材のコンクリートへの有

効利用 

建築材料、建築施工、木構

造、建築実験、建築高機能材

料工学、環境技術 

准教授 
博士 

(工学) 
佐藤 篤史 

建築環境工学

建築設備 

居住者の住まい方が室内環境形成に及

ぼす影響について（熱環境・空気環

境） 

建築環境工学Ⅰ・Ⅱ、建築設

備、設備ｼｽﾃﾑ論、環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ

論 

准教授 
博士 

(工学) 
大島 隆一 建築構法計画

建材、建築部品、建築構法に関する性

能等の研究 

創造演習 I、建築構造システ

ム、創造演習 II、創造演習

IIIA、建築 CAD・CG 

准教授 
博士 

(工学) 
本多 良政 建築構造学 

RC 造建物の耐震性能、RC 造有開 

口耐震壁の耐震性能 

建築構造力学Ⅰ、建築構造力

学演習、応用物理Ⅱ、建築実

験、合成構造論、建築耐震設

計論 

准教授 
博士 

(工学) 
豊川 斎赫 建築計画 

建築意匠、伝建地区のデザイン、市民

参加型まちづくり 

設計製図ⅡA、地域設計Ⅱ、

現代建築論、文化財保存論 

講 師 
博士 

（工学） 
横内 基 建築構造学 

歴史的建造物の耐震性能 

歴史的町並みの総合防災 

建築構造計画、建築実験、建

築構造力学Ⅲ、構造力学演

習、建築概論、木構造 

助 教 
修士 

（家政学） 
永峰麻衣子 

建築計画 

建築設計 
建築計画、環境心理学、建築設計 

建築意匠 、建築設計 IA、イ

ンテリアデザイン、創造演習

IIB  

建築設計 IA  

嘱 託 

教 授 

博士 

(工学) 
高橋 純一 建築構造学 

建築構造物の地震時特性 

地震動特性、都市防災 

建築構造力学Ⅱ、鉄筋コンク

リート構造、建築耐震構造、

都市防災論、建築構造解析学

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-１-②-２：専門科目非常勤講師の配置 

 

教員（非常勤講師）の研究分野と担当科目 

（機械工学科）

学位等 氏名 専門分野 本務先 平成25年度担当科目

博士（工学） 橋　本　誠　司 制御工学 群馬大学大学院工学研究科准教授 応用物理　応用物理Ⅰ

修士 安ヶ平　和　一 流体工学 元宇都宮大学工学部助教 流体機械

博士 山　城　光　雄 生産システム工学　粉粒体工学 足利工業大学教授 生産工学　生産システム工学

工学博士 菊　地　吉　郎 小山工業高等専門学校名誉教授 熱機関

博士（工学） 神　村　一　幸
空調設備の計測・制御

エネルギー工学
計測工学

博士（工学） 堀　　三　計 筑波大学研究基盤総合センター准教授 技術論

（電気電子創造工学科）

学位等 氏名 専門分野 本務先 平成25年度担当科目

学士 佐　藤　広　人 (株)高岳製作所小山工場 高電圧工学

学士 栗　原　二三夫 (株)高岳製作所小山工場 電気材料

博士（工学） 荻　窪　光　慈 電子工作　電子回路　電子材料 埼玉大学教育学部技術教育講座准教授 物性工学　量子工学

技術士（機械部門） 金　子　聞　司
ディーゼル機関設計・試験・評価

エネルギー使用の合理化
金子技術士事務所代表 制御工学Ⅳ　システム演習Ⅳ

理学修士 齋　藤　　智 素粒子論　宇宙論 学習塾教育指導研究会講師　外 応用物理　応用物理Ⅰ　応用物理Ⅱ

博士（工学） 落　合　政　司 パワーエレクトロニクス サンケン電気株式会社技術本部技師長 電子回路Ⅰ　電子工学Ⅱ

工学修士 久　芳　頼　正 足利工業大学准教授 数値計算法

博士（工学） 森　　大　毅 音声言語情報処理 宇都宮大学大学院工学研究科准教授 情報工学Ⅳ

修士 稲　葉　雄　一 (株)高岳製作所小山工場 電気法規

修士 D.R.ヤズダニ ニューデースクール専任講師 インテンシブイングリッシュ

修士（教育学） 小　野　雄　一 英語学　教育工学　e-learning 筑波大学大学院人文社会科学研究科助教 インテンシブイングリッシュ

田　中　隆　治 異文化理解教育 日本工業大学英語教育センター准教授 インテンシブイングリッシュ

修士 NGUYEN VAN TRIET 筑波大学大学院博士後期課程在籍 インテンシブイングリッシュ

Ph.D in Humanities and Social Sciences (Linguistics) KUMARI NIVEDITA 筑波大学外国語センター非常勤講師 インテンシブイングリッシュ

Ph.D in International Studies PRAMILA NEUPANE 筑波大学外国語センター非常勤講師 インテンシブイングリッシュ

八津谷　マリアフェ ニューデースクール専任講師 インテンシブイングリッシュ

（物質工学科）

学位等 氏名 専門分野 本務先 平成25年度担当科目

学士 猪　瀬　善　郊 小山工業高等専門学校名誉教授 工学概論

修士（農学） 横　田　正　仁 分子生物学　微生物学　化学 埼玉県立高等学校非常勤講師 基礎科学　化学演習Ⅰ　生物資源工学

工学博士 吉　田　裕　志 化学工学 小山工業高等専門学校名誉教授 プロセス工学

博士（理学） 塚　原　啓　太 生物環境修復学 国立環境研究所准特別研究員 細胞工学

（建築学科）

学位等 氏名 専門分野 本務先 平成25年度担当科目

一級建築士　工学修士 羽　鳥　芳　之 建築設計 羽鳥芳之建築設計事務所所長 建築計画Ⅲ

一級建築士 岡　田　豊　子 岡田建築設計事務所専務取締役 建築法規

修士 稲　益　祐　太 西洋建築史・都市史 法政大学研究開発センター研究補助者 建築史

一級建築士 米　野　雅　之 スタジオ　ア・ノード一級建築士事務所　主宰 福祉住環境　創造演習ⅢB

一級建築士 慶　野　正　司 建築設計 アトリエ慶野正司所長 建築設計ⅠB　創造演習Ⅱ

測量士 永　盛　宏　文 建築測量

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-１-②-３：技術士等技術関係資格者 

 

専門知識に関する資格を有する教員（平成 26 年３月） 

 

 

 

 

 

 

（出典：総務課人事係資料）

資 格 名 技術士 １級建築士 １種情報処理技術者 

人   数 ４ ６ ３ 

所属学科 

機械工学科 

電気電子創造工学科 

建築学科 

建築学科 
一般科 

電気電子創造工学科 
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資料３-１-③-１：教員の企業経験年数 

 

(22名)

企業経験年数 (13名) (10名)

 柴田 美由紀 企業経験年数 企業経験年数

 宮 城　　信  土 田 英 一  小 堀 康 功 28

 酒 入 陽 子  小 林 幸 夫 8  渡 邉 達 男

 上 野 　 哲  甲 斐 隆 章 28  南 斉 清 巳 0.25

 佐 藤    巌  石 原 　 学  久 保 和 良 3

伊 藤 益 生 1.83  千 田 正 勝 19  鹿 野 文 久

 須 甲 克 也 田 中 昭 雄 市 村 智 康

中 川 英 則 今 成 一 雄 笠 原 雅 人

 岡 田    崇  北 野 達 也 2 平 田 克 己

 阿 部 弘 樹  鈴木 真ノ介  大 島 心 平 11

小笠原　 健 山 田 靖 幸 飯 島 洋 祐 4

 柴 田 洋 一 小 林 康 浩 5 経験者数 5

 上 村    孝 ｻﾑ ｱﾝ ﾗﾎｯｸ

 森下 佳代子 2 森　 夏 樹

 三 原 大 介 経験者数 5

 長 田 朋 樹

 有 坂 顕 二 (13名) (12名)

 山 西 敏 博 0.33 企業経験年数 企業経験年数

 杉 山 桂 子 2  糸 井 康 彦 2  尾 立 弘 史

 有坂 夏菜子  亀 山 雅 之 川 上 勝 弥

関 根 健 雄  上 田　  誠 27.5  中 山 昌 尚 27.83

岡 田 　晃 4.08  武    成 祥 1 堀　  昭 夫 29

経験者数 5  笹沼 いづみ 橋本 彼路子 22.08

 渥 美 太 郎 佐 藤 篤 史

(12名)  酒 井 　 洋  大 島 隆 一

企業経験年数  飯 島 道 弘 1.5 本 多 良 政 7

 田 中 好 一  田 中 孝 国 3.83  豊 川 斎 赫 5.58

 朱　　　 勤  川 越 大 輔  横 内 　 基 8.5

 鈴 木 栄 二  西 井 　 圭 5 永峰 麻衣子 9.67

 山 下　　進  髙 屋 朋 彰  高 橋 純 一

 伊 澤    悟 加 島 敬 太 経験者数 7

 北 條 恵 司 6.92 経験者数 6

 増 淵    寿 2

 川 村 壮 司

加 藤 岳 仁 5.42

 那 須 裕 規

藤 井 敬 士 37

 山 崎 敬 則

経験者数 4

 建  築  学  科  

 電子制御工学科　

 一　  般  　科　

電気情報工学科

電気電子創造工学科（23名）

 機 械 工 学 科  

 物 質 工 学 科  

 

（出典：総務課人事係資料）

 

 



   小山工業高等専門学校 基準３ 

- 80 - 

資料３-１-③-２：長期海外教育研究経験者 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構「在外研究員」派遣状況一覧 

平成１７年度 

氏 名 所 属 職名 滞在国 受入研究機関 派遣期間 備 考 

亀山 雅之 物質工学科 助教授 ｱﾒﾘｶ合衆国 ﾋﾟｯﾂﾊﾞｰｸﾞ大学 

H18.3.26

～ 

H18.10.1 

  

平成２０年度       

氏 名 所 属 職名 滞在国 受入研究機関 派遣期間 備 考 

奥冨 利幸 建築学科 准教授 ｱﾒﾘｶ合衆国
ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学 

ﾊﾞｰｸﾚｰ校 

H21.3.29

～ 

H22.3.25 

  

平成２３年度 
   

氏 名 所 属 職名 滞在国 受入研究機関 派遣期間 備 考 

市村 智康 
電子制御工

学科 
講師 アメリカ イリノイ大学シカゴ校

H23.9. 6

～ 

H24.9. 3 

  

平成２４年度 
    

氏 名 所 属 職名 滞在国 受入研究機関 派遣期間 備 考 

飯島 道弘 物質工学科 准教授 アメリカ 
アラバマ大学 

ハンツビル校 

H24. 8.20

～

24.12.21 

区分 A 

平成２５年度 

氏 名 所 属 職名 滞在国 受入研究機関 派遣期間 備 考 

髙屋 朋彰 物質工学科 助教 香港 香港 VTC 

H25. 9.1

～ 

H25.11.29 

区分 B 

 

長期海外勤務経験者 

○亀山 雅之 オタワ大学（カナダ）博士研究員（昭和 63 年 7 月～平成 2 年 3 月） 

 ○鈴木 栄二 米国イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校客員研究員（平成 3 年 12 月～平成 5 年 3 月） 

 ○酒入 陽子 慶應義塾ニューヨーク学院高等部教諭（平成 13 年 2 月～平成 17 年 3 月） 

 ○市村 智康 イリノイ州立大学（アメリカ）研究員（平成 13 年 7 月～平成 14 年 8 月） 

○本多 良政 青年海外協力隊 建築隊員 ブータン王国学校計画建築課（平成 13 年 7 月～平成 15 年 7 月） 

 ○岡田 崇  マックスプランク数学研究所（ドイツ）客員研究員（平成 18 年 9 月～平成 19 年 10 月） 

        フランス高等科学研究所客員研究員（平成 19 年 12 月～平成 20 年 2 月） 

オーストラリア国立大学 助手（平成 20 年 5 月～平成 21 年 4 月） 

 ○永峰麻衣子 オランダ設計事務所 MVRDV（平成 11 年 12 月～平成 12 年 7 月） 

        オランダ ユトレヒト大学客員研究員(平成 15 年 5 月～平成 15 年 11 月) 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-１- ③-３：教員の国際学会での発表（平成25年度） 

 

25 

小山 1 アメリカ合衆国 25 4 6 ～ 25 4 10
Hilton Riverside Hotel 

(245th ACS) 
飯島 道弘

小山 1 トルコ 25 5 12 ～ 25 5 19
Wow Hotel Istanbol 

(IEEE Powereng  2013) 
小堀 康功

小山 1 アメリカ合衆国 25 7 22 ～ 25 7 28
Mirage Hotel 

（HCI International 2013） 
石原 学 

小山 1 シンガポール 25 8 23 ～ 25 8 28
Hotel Fort Conning 

(PEEE2013) 
小堀 康功

小山 1 アメリカ合衆国 25 10 27 ～ 25 11 2
Hilton San Francisco Hotel 

(国際電気化学会議) 
武 成祥 

小山 1 インドネシア 25 11 19 ～ 25 11 23
バリ島 Grand Inna Bea 

（ICCE2013） 
石原 学 

小山 1 台湾（中華民国） 25 11 20 ～ 25 11 21
Sheraton Grande Taipei 

Hotel 

（A i P ifi S i

山崎 敬則

小山 1 オーストラリア 25 12 4 ～ 25 12 10
メルボルン大学 

（南太平洋州教育哲学会） 
上野 哲 

小山 1 オーストラリア 25 12 6 ～ 25 12 11
Rydges Bankstown 

（ICLLL2013) 
岡田 晃 

小山 1 アメリカ合衆国 26 1 10 ～ 26 1 13

ワイキキビーチマリオットア

ンドスパ 

（Hawaii International 
岡田 晃 

小山 1 アメリカ合衆国 26 1 16 ～ 26 1 20

ボルチモアコンベンションセ

ンター 

（AMS Special Session） 

佐藤 巌 

小山 1 南アフリカ 26 2 1 ～ 26 2 8
ラグーンビーチホテル 

（IMEKO) 
山崎 敬則

(出典：総務課総務係資料)
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資料３-１-④-１：教員の年齢構成 

0

1

2

3

4

5

6

7

28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65

小山高専教員の年齢構成

（平成26年3月31日現在）

年齢

人数

 

(出典：総務課人事係資料)
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資料３-１-④-２：教員公募の例（H25年度）

 

(出典：総務課人事係資料)
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資料３-１-④-３：採用時(助教)の平均年齢 

 

採用時(助教)の平均年齢 

H24年度採用者（助教）
採用日 学科 採用時年齢
24.4.1 電気情報工学科 32
24.4.1 電子制御工学科 31
24.9.1 機械工学科 33

平均年齢 32

H25年度採用者（助教）
採用日 学科 採用時年齢
25.4.1 機械工学科 61
25.4.1 物質工学科 27
25.4.1 建築学科 39

平均年齢 42.3  

(出典：総務課人事係資料)

 

資料３-１-④-４：教員公募の実施状況 

 

平成 20 年度以降教員の公募状況 

 

 平成 20 年度採用者  ２名（平成 19 年度退職教員２名の欠員補充に伴う教員公募２件） 

 平成 21 年度採用者  ５名（平成 20 年度退職教員５名の欠員補充に伴う教員公募５件） 

 平成 22 年度採用者 １０名（平成 21 年度退職教員１０名の欠員補充に伴う教員公募９件） 

 平成 23 年度採用者  ４名（平成 22 年度退職教員４名の欠員補充に伴う教員公募５件） 

 平成 24 年度採用者  ９名（平成 23 年度退職教員９名の欠員補充に伴う教員公募９件） 

 平成 25 年度採用者  7 名（平成 24 年度退職教員７名の欠員補充に伴う教員公募６件） 

 

 (出典：総務課人事係資料)
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資料３-１-④-５：小山高専教員表彰規則 

 

小山工業高等専門学校教員表彰規則 

                                                  制    定   平成２３年４月 １日 

                                   一部改正  平成２３年９月１４日 

  （趣旨） 

第１条  この規則は、小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教員で教育、研究、学生指 

 導及び地域連携等に関して、特に顕著な功績を挙げた者を表彰するため定めるものである。 

  （表彰対象者） 

第２条  表彰対象者は、全教員とする。但し、第５条に規定する表彰選考委員会委員は除くものとする。 

  （表彰対象分野） 

第３条  表彰対象分野は、次の各号の一に掲げるものとする。 

（１）「教  育」分野：教育活動に顕著な功績があった者 

（２）「研  究」分野：研究活動に顕著な功績があった者 

（３）「学生指導」分野：学生指導に顕著な功績があった者 

（４）「地域連携」分野：地域社会等の発展に顕著な功績があった者 

（５）「その他」      ：特に顕著な功績があったと認められる者 

  （表彰候補者の推薦） 

第４条 表彰候補者の推薦は、各表彰対象分野毎に次の各号に掲げる者を推薦者とし、別紙様式１によ 

 り校長宛推薦するものとする。 

（１）「教  育」分野：副校長（教務主事）、副校長（学生主事）、副校長（寮務主事） 

（２）「研  究」分野：副校長（総務主事）、副校長（教務主事）、専攻科長 

（３）「学生指導」分野：副校長（学生主事）、副校長（寮務主事）      

（４）「地域連携」分野：副校長（総務主事）、地域連携共同開発センター長 

（５）「その他」  ：副校長（総務主事）、副校長（教務主事）、事務部長 

２ 表彰候補者の推薦者数は、各分野１名とは限らないものとする。 

３ 国立高等専門学校機構が実施する「国立高等専門学校教員顕彰」へ推薦された教員は、表彰候補者 

 とするものとする。 

 （表彰選考委員会） 

第５条 表彰選考委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織し、校長を委員長とする。 

（１）校長 

（２）各副校長 

（３）専攻科長 

（４）地域連携共同開発センター長 

（５）事務部長 

  （被表彰者の選考） 

第６条 校長は、第４条により推薦された表彰候補者について、表彰選考委員会の議を経て決定するも 

 のとする。 

  （表彰の時期） 

第７条 表彰は７月末日までに行うものとする。 

  （表彰の条件） 

第８条  表彰は、各表彰対象分野毎に原則１名とし、各年度原則５名以内とする。 

 

 

２ 同一年度における同一教員の複数分野の表彰は行わないものとする。        

３ 本規則により受賞歴のある教員にあっては、受賞次年度から３年間は同一分野の表彰は行わない 

 ものとする。 

  （表彰） 

第９条  表彰は、校長が別紙様式２による表彰状を授与することにより行う。なお、副賞として教育研 

 究経費２０万円の配分をすることができる。 

  （事務） 

第１０条  表彰に関する事務は、総務課において処理する。 

  （雑則） 

第１１条  この規則に定めるもののほか、表彰の実施に関し必要な事項は、校長が別に定める。 

 

                                     （出典：総務課人事係資料）
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資料３-１-④-６：小山高専教員表彰規則による表彰の実績 

 

教員の表彰については、平成２２年度まで、高専機構が行う教員顕彰の実施結果を基に、本校教員表彰規則に基づ

く教員表彰選考委員会を開催し、表彰を受ける者を決定していたが、平成２３年度以降は、小山高専教員表彰規則に

基づき、被表彰者を決定している。 

 

（高専機構が行う教員顕彰への推薦者） 

  平成２２年度 一般部門：田中昭雄 若手部門：田中孝国 

  平成２３年度 一般部門：田中昭雄 若手部門：大島隆一 

  平成２４年度 一般部門：田中昭雄 若手部門：大島隆一 

  平成２５年度 一般部門：伊澤 悟 若手部門：平田克己 

 

 

（本校規則に基づき表彰を受けた者） 

  平成２２年度 田中孝国 

  平成２３年度 教育分野：田中昭雄 研究分野：鈴木真ノ介 学生指導分野：大島隆一 

         地域連携分野：山下 進 その他：井上次夫 

  平成２４年度 教育分野：伊澤 悟 研究分野：森下佳代子 学生指導分野：須甲克也 

         学生指導分野：川越大輔 地域連携分野：飯島道弘 

  平成２５年度 教育分野：上野 哲 研究分野：西井 圭 学生指導分野：田中昭雄 

         地域連携分野：平田克己 その他：武 成祥 

 

 

 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-２-①-１：校長面談の実施について(その１) 

 

 

校長面談の実施について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：総務課人事係資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年５月１４日 

 

 教員各位 

                                                            校  長 

 

 

教員各位との個別面談の実施について（依頼） 

 

 

標記のことについて、下記により実施しますので、ご理解・ご協力をお願いします。 

 

記 

 

１ 目的 

 各教員が、教育活動、研究活動、校務活動等について、どのように行い、今後どのようにしていきたい

かなどについて、個別に聴取し、教員のモチベーションの涵養や今後の配置、学校運営などについての検

討資料とする。 

２ 方法 

１）各教員は別紙の「個別面談表」に必要事項を記載し、５月２９日（水）までに総務課人事係へ提出す

ること。 

２）個別面談は、おおむね１５分間とし、面談の日程は、人事係と調整の上、決定する。 

３）面談にあたって、前述の「個別面談表」及び５月初旬に提出された「研究業績」を参考資料とする。 
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資料３-２-①-１：校長面談の実施について(その２) 

教員と校長との面談日程(抜粋) 

特別時間割 特別時間割
10:00 10:15 10:00 10:15 小林（康） 10:00 10:15 笠原 10:00 10:15
10:15 10:30 10:15 10:30 ラホック 10:15 10:30 平田 10:15 10:30
10:30 10:45 10:30 10:45 鈴木（真） 10:30 10:45 10:30 10:45
10:45 11:00 10:45 11:00 10:45 11:00 10:45 11:00
11:00 11:15 11:00 11:15 11:00 11:15 飯島（洋） 11:00 11:15 川越
11:15 11:30 11:15 11:30 11:15 11:30 大島（心） 11:15 11:30 笹沼
11:30 11:45 11:30 11:45 11:30 11:45 11:30 11:45 鹿野

13:10 13:25 小林（幸） 13:10 13:25 土田 13:10 13:25 久保 13:10 13:25 小堀
13:25 13:40 石原 13:25 13:40 北野 13:25 13:40 13:25 13:40 渡邉
13:40 13:55 今成 13:40 13:55 有坂（夏） 13:40 13:55 市村 13:40 13:55 南斉
13:55 14:10 田中(昭） 13:55 14:10 13:55 14:10 13:55 14:10
14:10 14:25 14:10 14:25 14:10 14:25 14:10 14:25 田中（孝）
14:25 14:40 　 14:25 14:40 14:25 14:40 14:25 14:40
14:40 14:55 14:40 14:55 14:40 14:55 14:40 14:55
14:55 15:10 14:55 15:10 14:55 15:10 14:55 15:10
15:10 15:25 15:10 15:25 甲斐 15:10 15:25 15:10 15:25
15:25 15:40 15:25 15:40 千田 15:25 15:40 15:25 15:40
15:40 15:55 15:40 15:55 山田 15:40 15:55 15:40 15:55
15:55 16:10 15:55 16:10 15:55 16:10 15:55 16:10
16:10 16:25 16:10 16:25 16:10 16:25 16:10 16:25
16:25 16:40 16:25 16:40 16:25 16:40 16:25 16:40
16:40 16:55 16:40 16:55 16:40 16:55 16:40 16:55

H25.6.17現在

平成２５年度　教員と校長との面談日程

総務会議

平成２５年６月３日（月） 平成２５年６月４日（火） 平成２５年６月５日（水） 平成２５年６月１０日（月）

 

 

（出典：総務課人事係資料）

 

資料３-２-①-２：教育改善推進室規程 

制  定 平成１６年１１月１日
最終制定 平成２２年  ４月１日

（設置の目的） 
第１条 教育の改善活動に対して組織的・継続的に支援し、教授方法の改善・向上を促進することを目的として、小

山工業高等専門学校教育改善推進室(以下「推進室」という。）を置く。 
（組織） 
第２条 推進室は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事補 
二 教務委員若干名 
三 その他校長が必要と認めた者 

２ 室員は、校長が任命する。 
３ 第１項各号の室員の任期は１年とし、再任を妨げない。 
４ 推進室に室長を置き、教務主事補をもって充てる。 
（任務） 
第３条 推進室は、次に掲げる業務を行う。 

一 教育方法の評価と改善に関すること。 
二 教育技術の向上に関すること。 
三 研修に関すること。 
四 教育貢献評価方法の調査研究に関すること。 
五 カリキュラム改革に関すること。 
六 その他教育改善の推進に関すること。 

（事務） 
第４条 推進室に関する事務は、学生課において処理する。 
（雑則） 
第５条 この規程に定めるもののほか、推進室の運営に関し必要な事項は、推進室が別に定める。 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料３-２-①-３：教育改善推進室活動記録 

 

教育改善推進室 活動状況（H25年度） 

 

 

Ｈ２５ 

（2013） 

年度 

学生による評価 

１ 学生による授業評価アンケートの実施 

 4・5年生及び専攻科生を対象に（低学年は希望による）、１月に実施、業者によるマークシ

ート集計作業を経て、教員に戻しコメント記入。業者による入力作業対応。 

２ 前年度分授業評価アンケートの編集と配付。 

  前年度分の冊子編集作業と年度内の担任・学内関係者への配付。 

同僚による評価と自己見学研修 

１ 授業公開の実施（教員への通知日：11月20日） 

実施：12月11日（水）～12月17日（火）報告書締切：1月15日（水） 

教員自身による自己点検 

１ 授業実施記録の提出 

  依頼日：2月6日、提出締切：3月末 

２ ＦＤアクションレポートの提出 

  依頼日：2月6日、提出締切：3月末 

校内研修会 

１ ＦＤ講演会の実施（11月27日（水）15：00～17：00、視聴覚室） 

  講師：京都教育大学 准教授 谷口和成 

  題名：相互作用型授業の意義と方法 

その他 

１ 次年度シラバスの作成依頼 

依頼日：2月5日 HP掲載締切：3月末 

２ 会議 教務委員会［教育改善推進関係］（主だった検討内容等） 

  ・6月教務委員会：教育改善に関する各種取組の再構成について、議論・検討を行った。  

  ・12月教務委員会：平成26年度用シラバスの記入内容とシラバスチェック方法について検

討を行い、書式を作成した。 

  ・2月教務委員会：ＦＤアクションレポートの様式を、様々な改善点について記述できるよ

う改訂した。 

（出典：教育改善推進室資料）
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資料３-２-①-４：学生による授業評価アンケート報告書 

     

   報告書表紙（平成25年度）          報告書目次（平成22年度の例示） 

専攻科科目の例示（Ｈ23年度）  

 本科科目の例示（Ｈ25年度） 

 （出典：平成 22～25 年度 学生による授業評価アンケート報告書）
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資料３-２-①-５：教員の教育業績等の自己評価（一部）（１／２） 

 

教員の教育業績等の自己評価 

                                                                               
第１部  経歴、教育業績、学校運営等に係る評価 

 

自己評価項目についての留意事項 

  (1) 多くの項目は５年間の平均値を基に記入して下さい。 

  (2) 着任後５年未満の教員は，その年数の平均値を基に記入して下さい。 

  (3) 完全にあてはまらないような設問，回答に対しては適宜判断して答えて下さい。 

  (4) 小数点が出るような場合，小数点以下を四捨五入して下さい。 

 

                                                                          配点 

Ａ．授業等の担当                                                    ［４９］ 

１．授業について【評価点の和が６点を超える場合は６点とする。】            ［６］ 

  （１）週当たりの授業単位時間数はどれだけですか？最近５年間の平均値で答えて下さい。 

（１単位時間；約 50 分。実験，実習等を含む。専攻科の授業を含む。卒業研究は含まない。） 

      １）１７単位時間以上：[４点] 

   ２）１５～１６単位時間以上：［３点］ 

      ３）１２～１４単位時間：[２点] 

      ４）１１単位時間以下：[１点] 

  （２）正規の授業のほかに補習授業をやっていますか？（不定期に実施しているものを含む。） 

      １）進学・就職希望者，資格試験受験者及び達成度の低い学生に実施している： [３点] 

      ２）進学・就職希望者及び資格試験受験者について実施している：[２点] 

      ３）達成度の低い学生についてのみ実施している：[２点] 

      ４）正規の授業で十分理解されていると自信をもっているので，補習授業は行っていない：[１点] 

      ５）補習授業をまったく考えていない：[０点] 

 

２．授業内容・方法                                                       ［１１］ 

  （１）シラバスはありますか？また，有効に利用していますか？ 

      １）シラバスの内容を学生によく説明し，講義や成績判定に利用している：[３点] 

      ２）シラバスはあり，およその目安としている：[２点] 

      ３）シラバスはあるが，あまり利用していない：[１点] 

      ４）シラバスはまだ作成配布していない：[０点] 

  （２）教科書及び参考書は使用していますか？ 

      １）自著の教科書・参考書及び自分で開発した最新の教材を使用している：[３点] 

      ２）標準的な教科書あるいは参考書と自分で開発した教材を使用している：[２点] 

３）自分で作った教材を用いるので，教科書・参考書は使用していない：[２点] 

      ４）標準的な教科書あるいは参考書を使用している：[１点] 

  （３）教育方法の工夫 

１）グループ学習，ディスカッションなど新しい教育方法を実践している：[３点] 

２）一方的な授業ではなく，双方向型の授業になるように工夫している：[２点] 

      ３）通常の講義形式で授業を行っている：[１点] 

 （４）学生による評価の取り入れ 

１）授業の中で学生が学習到達度を自己点検できるような工夫をしている：［２点］                                    
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資料３-２-①-５：教員の教育業績等の自己評価（一部）（２／２） 

 

学校名：　　　　　　　　高専 学科：　　　　　　　　　　科

氏名：

第１部 （注）各項目内の小数字は満点を示す。Ａ．５～６を除く場合は合計１５３点。

Ａ．授業等の担当

１．授業について

（１） 3 （２） 3 計 6

２．授業内容・方法

（１） 3 （２） 3 （３） 3 （４） 2 計 11

３．成績評価

（１） 3 （２） 3 （３） 3 計 9

４．授業に関連する指導

（１） 3 （２） 3 計 6

５．卒業論文指導の状況等

（１） 2 （２） 3 （３） 3 （４） 3 計 11

６．留学生の指導等

（１） 2 （２） 2 （３） 2 計 6

Ａの合計 49

Ｂ．ＦＤ活動，地域貢献

１ 10 ２ 10 ３ 12 ４ 8 Ｂの合計 40

Ｃ．学生生活指導

１．課外活動

（１） 2 （２） 8 （３） 2 （４） 2 計 14

２．厚生補導

（１） 2 （２） 2 （３） 3 （４） 6

（５） 2 （６） 4 計 19

３．進路指導及び学外活動

（１） 2 （２） 2 （３） 2 （４） 2 計 8

Ｃの合計 41

Ｄ．経歴関係

１ 5 ２ 5 ３ 20 ４ 10 Ｄの合計 40

Ａ 49 Ｂ 40 Ｃ 41 Ｄ 40 合　計 170

評　　　価　　　集　　　計　　　表

集　　　計　　　表

 

 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-２-①-６：自己評価書提出実績 

 

教員の教育業績等の自己評価（平成２５年度） 

  

教員

数 

教 育 業 績 研 究 業 績 

合計点 

提出者数 提出率 点数 提出者数 提出率 点数 

人 人 ％ 

(７０点満点) 

人 ％

（３０点満点） (１００点満点)

(提出者の平均点) (提出者の平均点) (平均点) 

一般科 20 14 70 43 19 95 5 48 

機械工学科 12 8 67 45 11 92 5 50 

電気情報工学科 12 11 92 54 12 100 7 61 

電子制御工学科 10 8 80 52 9 90 8 60 

物質工学科 13 12 92 47 13 100 7 54 

建築学科 11 8 73 44 11 100 3 47 

合計 78 61 78 47 75 96 6 53 

 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-２-②-１：人事委員会規程 

制  定   平成１６年４月１日

最終改正 平成２２年４月１日

（趣旨） 
第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、教職員の採用及び配置計画等を円滑に進めるため、小

山工業高等専門学校人事委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（任務） 
第２条 委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

一 教職員の採用に係る基本方針に関すること。 
二 人事評価の方針及び基準に関すること。 

（組織） 
第３条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

一 副校長（総務主事）、副校長（教務主事）、副校長（学生主事）及び副校長（寮務主事） 
二 各学科長 
三 事務部長、総務課長 
四 その他校長が必要と認めた者 

２ 前項第４号の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 
３ 委員会に、専門の事項を審議するため、専門委員会を置くことができる。 
第４条 委員会に委員長を置き、副校長（総務主事）をもって充てる。 
２ 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 
３ 委員会に副委員長を置き、副校長（教務主事）をもって充てる。 
第５条 委員会は、必要と認めるときは、委員以外の者に所掌事項について説明を求めること 

ができる。 
（事務） 
第６条 委員会に関する事務は、総務課人事係が行う。    

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料３-２-②-２：小山高専教員選考規則 

                                        
小山工業高等専門学校教員選考規則 

 
制  定 平成１４年３月１３日

最終改正  平成２５年６月１２日

 

 （趣旨）                

第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教員の選考は、高等専門学校設置 

基準（昭和３６年８月３０日文部省令第２３号）によるもののほか、この規則に定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この規則において「教員」とは、独立行政法人国立高等専門学校機構教職員就業規則第３条第２号に掲げる者をいう。 

２ この規則において「選考」とは、教員の採用、昇任及び配置換をいう。 

 （公募の原則） 

第３条 前条第２項に規定する採用の選考は原則として公募とする。 

 （申し出） 

第４条 学科長は、教員選考の必要が生じた場合は、校長に申し出るものとする。 

 （選考委員会の設置） 

第５条 校長は、第４条に掲げる申し出があったときは、速やかに教員選考委員会（以下「選考委員会」という。）を設置するも

のとする。 

（選考委員会の構成） 
第６条  選考委員会の構成は、次のとおりとする。                                
  一 校長 
  二 副校長（教務主事）  
  三 副校長（学生主事） 
  四 選考を行おうとする学科長 １名 
  五 選考を行おうとする学科の教授又は選考しようとする専門分野の教授 ２名 
  六 その他校長が必要と認めたもの 
２ 講師、助教又は助手を選考する場合において、校長が必要と認める時には、前項第５号に定める教授を教授又は准教授と読

み替えることができる。                               
３ 選考委員会は、選考を行おうとする学科毎に設置するものとする。  
４ 昇任及び配置換に関する選考委員会の構成については、第１項の構成委員に、副校長（総務主事）を加えるものとする。     
  （委員長） 
第７条 選考委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。                       
  （任務）  
第８条 選考委員会は、次の事項を処理する。                                   
  一 公募に関すること。      
  二 候補者の審査に関すること。 

２ 選考委員会は、別に定める「小山工業高等専門学校教員の選考に関する審査要領」に基づき、審査を行う。 

（候補者の決定） 

第９条 校長は、選考委員会の審査結果に基づき、採用等候補者を決定する。 

  （審査の基準） 
第１０条 審査の基準は、次によるものとする。       
  一 選考される者の資格が、高等専門学校設置基準に定める教員の資格を有していること。 
  二 本校の教育、研究に強い意欲があること。 

 三 学生の指導に理解と情熱があること。 
  四 その他選考委員会が必要と認めること。 

 （事務）   
第１１条 選考委員会の事務は、総務課において処理する。 
 （その他） 
第１２条 この規則に定めるもののほか、選考に関し必要な事項は、校長が別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成２５年６月１２日から施行する。 

２ 小山工業高等専門学校教員選考委員会規程（平成１４年３月１３日制定）は廃止する。 

                                         （出典：総務課人事係資料） 
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資料３-２-②-３：教育業績一覧及び高専における教育についての抱負 

                                        
様式７  

教育業績一覧及び高専における教育についての抱負 

 

 学科名  申請職名  

氏 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期       間 事           項 備   考 

学校・会社・地域等における教職歴・教育歴 

自：平成  年  月  日 

至：平成  年  月  日 

 

 

 

 

自：平成  年  月  日 

至：平成  年  月  日 

  

 

自：平成  年  月  日 

至：平成  年  月  日 

 

 

 

 

（高専における教育についての抱負） 

（出典：総務課人事係資料）

 

資料３-２-②-４：学生等指導歴一覧及び高専における学生指導についての抱負 

 
様式８  

学生等指導歴一覧及び高専における学生指導についての抱負 

 

 学科名  申請職名  

氏 名  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期       間 事           項 備   考 

学校・会社・地域等における学生等指導歴 

自：平成  年  月  日 
至：平成  年  月  日 

 
 

 
 

自：平成  年  月  日 
至：平成  年  月  日 

 
 

 
 

自：平成  年  月  日 
至：平成  年  月  日 

 
 

 
 

（高専における学生指導についての抱負） 
 
 
 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-２-②-５：地域貢献活動歴一覧及び高専における地域貢献活動についての抱負 

 

様式９  
地域貢献活動歴一覧及び高専における地域貢献活動についての抱負 

 
 
 

学科名  申請職名  

氏 名  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区   分 番 号 事            項 

地域貢献活動 
 
（過去５年間
の実績につい
て記入） 

    １ 
    ２ 
 
 
 

 
 
 
 
 

（高専における地域貢献活動についての抱負） 
 
 
 
 

（出典：総務課人事係資料）

 

資料３-２-②-６：専門関連業績等一覧 

 
 
 様式１０  

専 門 関 連 業 績 等 一 覧 

 
 

学科名  申請職名  

氏 名  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区   分 番 号 事            項 

科研費等外部資金
獲得状況 
（過去１０年間の
実績について記入
） 

１ 
２ 

 
 

 
 
 
 
 

特  許 
 

１ 
２ 

 
 

意匠登録 
 

１ 
   ２ 

 
 

各賞受賞歴 
 

１ 
２ 

 

その他 
 

１ 
２ 

 
 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-２-②-７：小山工業高等専門学校非常勤講師任用の基準 

 

制  定  昭和５４年１１月２４日

最終改正  平成２３年 １月 １日

（趣旨） 

１ 非常勤講師の任用については、教育効果の向上と適切な人事管理を図るため、この基準の定めるところによる。

（任用基準） 

２ 非常勤講師は、すぐれた識見をもち、本校の教育方針に添った教育指導のできる者で、次の各号に該当する者と

する。 

 一 高等専門学校講師となる資格を有していること。 

 二 任用期間中において満６９才以下であること。 

 三 心身共に健全であること。 

 四 上記各号の基準により難い場合は、選考の都度、協議するものとする。 

（任期） 

３ 非常勤講師の任用は、年度毎に更新するものとし、再任を妨げない。 

（選考） 

４ 任用は、選考により行う。 

５ 選考は、本基準及び年度計画に基づき作成された「任用候補者一覧表」（以下 

「一覧表」という。）の中から、校長が行う。 

６ 一覧表は、副校長（教務主事）が学科長及び専攻科長の協力を得て、作成するものとする。 

７ 選考に必要な書類は、次の各号に掲げるものとする。 

 一 履歴書（教育指導歴・研究歴を含む。） 

 二 健康診断書。ただし、本務勤務先等で定期的に健康診断を受診している者は、除く。 

 三 その他必要と認める書類 

８ この事務処理は、総務課人事係において行う。ただし、一覧表作成に関する事務は、学生課教務係において行

う。 

 

（出典：総務課人事係資料）
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資料３-３-①-１：小山工業高等専門学校の事務組織と学習支援のための組織 

（出典：学校要覧2012 p.4、小山高専ＨＰ）
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資料３-３-①-２：小山工業高等専門学校事務組織規程（抜粋） 

 

小山工業高等専門学校事務組織規程 

制    定  昭和４０年４月１日

最終改正  平成２３年４月１日

 

   第１章  総則 

第１条  独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成15年10月１日制定）第12条及び小山工業高等専門学校学

則（昭和40年４月１日制定）第11条の規定に基づく小山工業高等専門学校事務組織及び事務分掌は、この規

定の定めるところによる。 

      第２章  事務組織   

第２条  事務部に総務課、学生課を置く。 

第３条  総務課に総務係、人事係、図書情報係、評価・地域連携係、財務係、用度係及び施設係を置く。 

第４条  学生課に教務係、学生係及び寮務係を置く。 

第５条  事務部に事務部長を置く。 

２  事務部長は、校長の命を受けて事務部の事務を処理する。 

第６条  総務課及び学生課に課長を置く。 

２  課長は、上司の命を受けその課の事務を処理する。 

第６条の２  総務課及び学生課に課長補佐を置く。 

２  課長補佐は、課長の命を受け課の事務を処理する。 

第６条の３  総務課及び学生課に専門職員を置くことができる。 

２  専門職員は、上司の命を受け高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理する。 

第７条  係に係長又は主任を置く。 

２  係長及び主任は、上司の命を受けその係の事務を処理する。 

      第３章  事務分掌 

第８条  総務課課長補佐（総務担当）は、次の事務をつかさどる。 

 一 総務関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 

  二  中期計画・年度計画及び組織整備に関すること。 

 三 その他総務関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関するこ

と。 

２ 総務課課長補佐（財務担当）は、次の事務をつかさどる。 

  一  財務関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 

 二 収支予算計画に関すること。 

 三 基準額以上の監査、内部監査・外部監査に関すること。 

四  その他財務関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関するこ

と。 

３ 総務課課長補佐（施設担当）は、次の事務をつかさどる。 

  一  施設関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 

 二 施設の計画及び整備の総括に関すること。 

 三  その他施設関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関するこ

と。 

４  総務係においては、次の事務をつかさどる。 

 一  学則その他諸規程の制定改廃に関すること。 

  二  儀式及び他の係に属さない諸行事に関すること。 

  三  公印（財務関係及び学生課の公印を除く。）の管守に関すること。 

  四  会議に関すること。 

  五  公文書の収受、発送に関すること。 

  六  文書及び諸規則等の整理保存に関すること。 

  七  日誌及び沿革史等の記録に関すること。 

  八  秘書事務に関すること。 

  九 渉外に関すること。 

  十 電話交換その他電話の取扱いに関すること。 

  十一  情報公開に関すること。 

 十二 個人情報の保護に関すること。 

 十三 事務が保有する電子ファイルの管理及び運用に関すること。 

 十四 広報に関すること。 

  以下略 

                               (出典：小山高専ＨＰ)
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資料３-３-①-３：技術室規程 

 

小山工業高等専門学校技術室規程 

 
制   定 平成20年 4月 1日

最終改正 平成20年11月12日

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）教育研究技術支援部規則第４条第２項の規

定に基づき、技術室の組織及び運営について定める。 

（業務） 

第２条 技術室においては、次の業務を行う。 

一 学生の実験実習の技術的指導及び安全管理に関すること。 

二 卒業研究に関する技術的指導及び安全管理に関すること。 

三 教育教材作成の支援に関すること。 

四 教員の研究活動に伴う技術的支援に関すること。 

五 技術の研究、改善、継承及び保存に関すること。 

六 技術研修に関すること。 

七 民間等との共同研究、地域連携業務及び公開講座の実施等に伴う技術的支援に関すること。 

八 学生の課外活動の技術的支援に関すること。 

九 実験実習機器の管理保全に関すること。 

十 技術室職員の労働時間、休暇及び出張に関すること。 

十一 情報科学教育研究センターに関すること。 

十二 地域連携共同開発センターに関すること。 

十三 ものづくり教育研究センターに関すること。 

十四 その他教育及び研究の支援に関すること。 

（技術長） 

第３条 技術室に、技術長を置き、技術専門員又は技術専門職員をもって充てる。 

２ 技術長は、教育研究技術支援部長の推薦に基づき、校長が任命する。 

３ 技術長は、上司の命を受け、技術室の業務を統括する。 

（グループ） 

第４条 技術室に次のグループを置く。 

一 第１グループ 

二 第２グループ 

三 第３グループ 

２ 前項の各グループに、グループ長を置き、技術専門職員をもって充てる。 

３ グループ長は、教育研究技術支援部長の推薦に基づき、校長が任命する。 

４ グループ長は、上司の命を受け、グループの業務を処理する。 

（グループの業務分掌） 

第５条 第１グループは、主として機械工学科及びものづくり教育研究センターの第２条に掲げる業務を行う。 

２ 第２グループは、主として電気情報工学科、電子制御工学科及び情報科学教育研究センターの第２条に掲げる業

務を行う。 

３ 第３グループは、主として物質工学科、建築学科、一般科及び地域連携共同開発センターの第２条に掲げる業務

を行う。 

４ 各グループは、他のグループから業務に関する協力依頼があった場合は、可能な限り他グループの業務を支援す

るものとする。 

（研修） 

第６条 技術長は、技術室職員の研修に務めなければならない。 

２ 研修は、職務の遂行に必要な知識及び技術等を修得させ、職員の能力及び資質等を向上させる内容のものとす

る。 

（事務） 

第７条 技術室に関する事務は、同室において処理する。 

（その他） 

第８条 技術室に関し必要な事項については、別に定めることができる。 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料３-３-①-４：技術室の組織図 

 

教育研究技術支援部技術室 組織図 

  

    
 

 

出典：平成25年度 技術室年報）
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資料３-３-①-５：技術室の各グループの役割について 

 

技術室の各グループの役割 

 

        
 

        
   

        
 

   

（出典：平成25年度 技術室年報）
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資料４-１-①-１：入学者受入方針   
 

【準学士課程入学者受け入れ方針】  
開校以来、本校では、“技術者である前に人間であれ”を教育方針として、人間教育に基づく実践的技術者の育成に
努めてきました。この教育方針をふまえ、社会で活躍貢献できる豊かな人間性を有し、創意・工夫できる技術者を育
成することを目指します。この目標を達成するために、つぎのような若人の入学を望みます。（キーワード）  
  (1) 科学技術に興味があり、基礎的な学力をもつ人（科学技術への興味と基礎的学力）  
  (2) モノづくりや実験が好きで、自らのアイデアで、積極的に取り組める人（モノづくりや実験への積極性）  
  (3) 部活動、特別活動、ボランティア活動等で活躍し、協調性があり、仲間づくりのできる人（課外活動と協調
性）  
 
機械技術を活かしたモノづくりを学ぶ機械工学科  
機械工学科では、力、エネルギー、熱、流れなどに関する基礎と、加工技術や製図などのモノづくりの基礎を勉強し
ます。本学科では、つぎのような人の入学を期待します。  
①数学、理科、技術が好きで、得意な人  
②自ら考え、手を使って、行動できる人  
③環境や資源を配慮した機械作りに取り組みたい人  
 
電気電子技術を活かしたモノづくりを学ぶ電気電子創造工学科※  
電気電子創造工学科では、電気エネルギー、電気電子回路、情報通信、電子材料、コンピュータやプログラムなどの
基礎を学び、それらを活かした新エネルギー技術、最新ロボット技術やシステム作りとその応用を勉強し。社会のた
めに努力しようとする人の入学を期待します。  
①数学、理科、技術が好きで、好奇心旺盛な人  
②自分で考え、アイデアにあふれ、モノを作ることが好きな人  
③最先端技術分野や先進的システムに興味があり、将来ものづくりで社会に貢献しようと思う人  

※平成 25 年４月に電気情報工学科及び電子制御工学科を改組し、電気電子創造工学科を新設しました。  
 
化学や生物に関する科学技術を活かしたモノづくりを学ぶ物質工学科  
物質工学科では、化学および生物の基礎と、それを応用することを勉強します。本学科では、つぎのような人の入学

を期待します。  
①化学や生物に興味を持つ人  
②自然現象に興味を持ち、好奇心旺盛で、実験が好きな人     
③人間生活と自然環境との関わりについて関心のある人  
 
建築技術を活かしたモノづくりを学ぶ建築学科  
建築学科では、すまい、都市などを計画・設計するための知識と、建物のしくみ、造り方などのモノづくりの基礎を

勉強します。本学科では、つぎのような人の入学を期待します。  
①数学や理科に興味があり、技術や美術が好きな人  
②人々の生活環境を学び、快適な建物を設計してみたい人  
③建物のしくみに関心を持ち、安全な建物づくりに取り組みたい人  
 
【編入者受け入れ方針】  
小山高専では次のようなアドミッションポリシー（入学者受入方針）を定めています。  
 (1)自然科学及び工業技術に対する興味・関心が高く、その基礎学力を有し、自ら学ぶ意欲がある人  
 (2)モノづくりに対する関心が高く、自らのアイデアで、主体的に取り組める人  
 (3)日本語及び英語の基礎学力を有し、自分の考えを伝えることのできる人  
 
機械工学科：機械技術を活かしたモノづくりを学ぶ  
機械工学科では、材料、振動、熱、流れに関する力学と、製図、電気・電子、コンピュータ、計測などを学び、エン

ジンやロボットなどの機械と、それらの機械を含むさまざまなシステムの設計・製造・制御の基礎を勉強します。本

学科では、つぎのような人の編入学を期待します。  
① 数学、物理など自然科学の基礎学力を有し．自発的に学ぼうとする強い意欲のある人  
② 機械工学を含む工業技術全般に興味があり、自分のアイデアを活かしたモノづくりに取り組んでみたい人  
③ 機械や技術に関して自分の考えや意見を表現できる能力を有し、国際的な事柄にも興味がある人  
 
電気情報工学科：電気や情報技術を活かしたモノづくりを学ぶ  
電気情報工学科では、電気、エネルギー、情報、通信、半導体などに関する基礎と、ロボットやコンピュータ・プロ

グラム、携帯電話や超 LS I などの最先端のモノづくりへの応用技術を勉強します。本学科では、つぎのような人の

編入学を期待します。  
① 数学・電気・情報の基礎を身につけ、向学心旺盛な人  
② ハードウェアからソフトウェアまで幅広く興味があり、自分のアイデアを実現したい人  
③ 電気・電子・情報工学に関して自分の考えや意見を表現できる能力を有し、国際的な事柄にも興味がある人  
 
電子制御工学科：電子技術や制御技術を活かしたモノづくりを学ぶ  
 電子制御工学科では、電子回路、電子材料、コンピュータなどのハードウェアの基礎と、情報、通信、プログラム

などのソフトウェアの基礎を活かしたシステム作りとその応用を勉強します。  
本学科では、つぎのような人の編入学を期待します。  
① 数学、物理、電気・電子基礎、情報技術基礎が好きな人  
② 自分で考えることのできる人、モノを作ることが好きな人、アイデアをたくさん出せる人  
③ 電予・計測・制御・情報分野に関して自分の考えや意見を表現できる能力を有し、国際的な事柄にも興味がある

人  
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物質工学科：化学や生物化学、材料に関する科学・技術を活かしたモノづくりを学ぶ  
 物質工学科では、化学および生物化学の専門的基礎と、新しい材料、バイオ関連物質、地球環境の持続等に関する

工学的応用を学びます。本学科では、つぎのような人の編入学を期待します。  
① 化学や生物化学、材料に関する科学に興味を持ち、その基礎知識のある人  
② 実験等に自主的に取り組むことができ、観察力のある人  
③ 化学に関して自分の考えを伝える能力を持ち、国際的な事柄にも興味のある人  
 
建築学科：建築技術の専門基礎を学ぶ  
 建築学科では、モノづくりの応用として、住居や都市、安全で経済的な構造、快適な居住環境、建物の歴史などを

学びます。本学科では、つぎのような人の編入学を期待します。  
① 自然科学などの基礎学力を有し、工業技術や美術・意匠にも意欲がある人  
② モノづくりへの関心が高く、自らの考えによる建物の設計や安全な建物づくりに取り組みたい人  
③ 建築に関して自分の考えや意見を表現できる能力を有し、国際的な事柄にも興味がある人  
 
【専攻科課程入学者受け入れ方針】  
本校専攻科では、教育方針“技術者である前に人間であれ”を堅持し、地域社会や産業界とともに、21 世紀の国際

社会で活躍貢献できる個性と人間性豊かで実践的能力を備えた高度な技術者を育成することをめざします。この目標

を達成するために、つぎの学力を有し、人間性豊かな人の入学を望みます。  
(1)工学に対する関心が高く、工学についての基礎学力と自然科学についての学力を有し、自ら学ぶ意欲がある人  
(2)モノづくりに対する関心が高く、体験してきた人  
(3)学んだことを自らのことばで伝えることのできる日本語の能力、および英語の基礎学力を有している人  
 
各コースの受け入れ方針（アドミッションポリシー）  
 
○機械工学コース  
 数学、物理はもとより、機械工学に関連する分野の基礎学力を持ち、基礎を応用して、より高度な技術を、自ら身

に付けようという意欲のある人、機械に興味を持ち、実際に手を動かしてモノづくりを体験してきた人、専門分野の

知識や得られた成果を、簡潔に説明ならびに発表できる人、  
 
○電気情報工学コース  
 電気・電子・情報に関する体系的な工学に関心があり、その分野の基礎学力を有し、自学意欲のある人。  
 
○電子制御工学コース  
 電子制御工学におけるハードウェア・ソフトウェアや、ものづくりに関心が高く、その分野ならびに数学・物理学

・英語の基礎学力を有し、自ら学ぶ意欲があり、成果を的確に発表できる人。  
 
○物質工学コース  
 材料工学や生物工学等の諸分野に関する化学の基礎学力を持ち、専門知識を発展させ、より高度な技術と問題解決

能力を会得しようとする意欲があり、学んだ成果の的確に表現・発表できる人、  
 
○建築学コース  
 建築学における、生活に密接に関わる安全・快適な建築物および居住環境や都市空間について関心があり、これら

の分野の基礎的な学力を有し、自ら学ぶ意欲がある人。  
 

（出典：学生課教務係資料）
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資料４-１-①-２：入学者受入方針の校内掲示（正面玄関入口）   

 

（出展：校内掲示 写真）
 

 

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準４ 

- 112 - 

資料４-１-①-３：入学者受入方針の掲載資料 

 

 

（出典：平成 26 年度入学者募集要項）
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資料４-１-①-４：準学士課程入学者受入方針の周知状況     

（出典：小山高専 HP）

 

資料４-１-①-５：入学者受入方針の公表（平成 25 年度）  

 

入学者受入方針の公表(平成25年度)

冊子名 配布方法 参加者数または学校数
中学校訪問 162校
入試説明会(5回) 73名
学校説明会(11回) 428名
学校説明会(学習塾1回) 20名
オープンキャンパス 976名
入試相談コーナー 125名
郵送 1174校

募集要項
学校案内

公表の方法

准学士課程

編入学

募集要項
学校案内

リーフレット

郵送

受入方針を明記した冊子

254校

（出典：学生課教務係資料）
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資料４-１-①-６：入試に関する説明会日程表    

（出典：入試関係説明資料）
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資料４-１-①-７：平成 25 年度入試説明会、学校説明会実施要領（１／２）  

入  試  説  明  会  実  施  状  況
（平成25年９月10日～20日）

1　県別参加人数 単位：　人

区　　　　　分 栃木県 茨城県 群馬県 埼玉県 千葉県 計

小山高専会場(9/10) 34 4 0 0 0 38

矢板会場(9/11) 4 0 0 0 0 4

宇都宮会場(9/17) 12 0 0 0 0 12

筑西会場(9/18) 0 12 0 0 0 12

足利会場(9/20) 5 0 2 0 0 7

　 　　計 55 16 2 0 0 73  

２　実施年度別参加中学校数の推移 単位：　校

区　　　　　分 平成２３年度 平成２４年度 平成２5年度

筑西市会場 8 13 12

宇都宮市会場(瑞穂野) - － －

宇都宮市会場(東市民) 24 29 12

那須塩原市会場 - － －

矢板市会場 6 6 4

足利市会場 6 9 7

小山高専会場 32 21 38

　 　　計 76 78 73

案 栃 木 県 166 170 171

内 茨 城 県 196 176 174

発 埼 玉 県 441 447 446

送 群 馬 県 176 147 147

校 千 葉 県 28 45 45

数 そ の 他

　 　　計 1007 985 983   

入 試 説 明 会　(学習塾対象)  実 施 状 況

1　実施年度別参加学習塾数の推移 単位：　校

区　　　　　分 平成２2年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

小山高専会場 20校(２０名) 26校(26名) 20校(20名) 20校(20名)

学習塾宛案内発送数 80 80 167 167  

学  校  説  明  会  実  施  状  況
（平成25年7月6日～12月7日）

１　県別参加人数 単位：　人

区　　　　　分 栃木県 茨城県 群馬県 埼玉県 千葉県その他 計

小山高専会場7/6 (土) 97 65 7 30 6 205

矢板会場9/14(土) 4 4

大宮会場10/5(土) 2 8 2 12

小山高専会場10/13(土) 39 21 3 15 4 82

足利会場10/12(土) 9 2 11

岩瀬会場10/26土) 2 2

古河会場10/26土) 12 12

栃木会場(サテライトキャンパス)11/24(日 6 2 8

小山高専会場12/7(土) 28 12 4 8 4 56

　　計 197 100 14 65 16 392  
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資料４-１-①-７：平成 25 年度入試説明会、学校説明会実施要領（２／２）  

２　参加者内訳 単位：　人

区　　　　　分 中学生 保護者 教　員 計

小山高専会場7/6 (土) 104 101 0 205

矢板会場9/14(土) 2 2 0 4

大宮会場10/5(土) 5 7 0 12

小山高専会場10/13(土) 43 39 0 82

足利会場10/12(土) 6 5 0 11

岩瀬会場10/26(土) 1 1 0 2

古河会場10/26(土) 6 6 0 12

栃木会場11/24(日) 4 4 0 8

小山高専会場12/7(土) 31 25 56

　　計 202 190 0 392   

入試相談コーナー（工陵祭）実施状況  

入試相談コーナー（工陵祭）実施状況
　 （平成25年11月3日・4日）

1　実施年度別参加者数の推移 単位：　組

区　　　　　分 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

１日目 33             20               7               21             22             36

２日目 26 15 22 11 20 36

　　計 59 35 29 32 42 36

2　県別参加組数 単位：　組

区　　　　　分 栃木県 茨城県 群馬県 埼玉県 その他 計

11月3日（日） 13 2 2 0 17

１1月4日（月） 12 6 0 1 3 22

　　計 25 8 2 1 3 39

3　参加者内訳 単位：　人 参考：8/9，10オープンキャンパス

区　　　　　分 中学生 保護者他 計 入試相談コーナー

11月3日（日） 18 18 36 中学生 28

１1月4日（月） 21 15 36 ※小学生1名 保護者 25

　　計 39 33 72 計 53  

（出典：教務委員会資料）
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資料４-１-①-８：入試説明会用パワーポイント    

 
（出典：教務委員会資料）

 

 

資料４-１-①-９：編入学者受入方針     

 
（出典：小山高専ＨＰ）
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資料４-１-①-10：専攻科課程入学者受入方針    

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料４-２-①-１：入学者受入方針と入学者選抜試験時の面接質問内容  

  

（準学士課程入学者選抜） 

【準学士課程入学者選抜試験】 

 

（出典：平成 25 年度入学者対策室資料）
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資料４-２-①-２：準学士課程入学者選抜方法   

１． 募集 定員  

募集定 員は以 下の通り(予定)。 

学科  機械工 学科  
電気電 子創

造工学 科  
物質工 学科  建築学 科  

定員  40 名 80 名 40 名 40 名

※平成 25 年より，電気 情報工 学科と電子制 御工学 科を電気電子 創造 工 学科に統合した。 

２． 推薦 入試  

(1) 出願 資格  

調査書の「学習 の記録」欄の評 定が１年、２年 及び３年の国 語、社 会、数学 、理科、英 語 の 5 教科を 5 段階 評価と

して、評 定の合 計が 60 以上（平 均 4.0 以上）であること。     

(2) 選抜 方法  

面接及び調 査 書により合格 者 を選考する。ただし、面接と調査書の配点 比 率は、面接 点 40％、調査 書 60％とする。 

※補足  

調査書の評 定 合計点の算 出 について調査 書 の評定合計 点 は、１年、２年及び３年の国 語、社会、数 学 、理科及び英

語の５教科を対象とし、数学 、理科及び英語 を傾斜配点（評定点を２倍する）して算出する。       

(3) 募集 人員  

推薦選 抜の募 集人員は、定員 の４割程度とする。 

第 1 志望のみ 

（４）倍  率 

年　　　　　　 　度  平成21年度  平成22年度  平成23年度  平成24年度  平成25年度

機械工学科 2.3 3.1 1.8 1.4 2.4

電気情報工学科 2.8 2.3 2.9 2.3

電子制御工学科 3.5 2.6 2.6 1.9

電気電子創造工学科 2.7

物質工学科 4.4 2.3 2.6 2.7 3.2

建築学科 2.3 1.4 1.5 1.5 1.7

合            　  計 3.1 2.3 2.3 2.0 2.6  

※エントリー基 準は、平 成 15 年度までは 3.8 以上、平 成 16 年度からは平 均 4.0 以上。 

(4) 推薦 選抜で不 合格となった場合  

不合格の場 合、推薦出 願の際「入学願 書」に所 定の手続きが済 んでいる者については、自動 的 に学力選抜 試 験を

受検できる（再度の入学願 書 等の書類提 出 や入学検定 料 を必要としない）。その場合、学 力選抜を希望し、かつ第２

志望まで希望する者は推薦選抜 出願時に第２志 望学科 名も記入しておくこと。（願書受 付後の志望学 科の変 更は認

めません。） 

(5) 一次 判定（足切 り）について 

一次判 定（足切 り）は、行わない。 

３． 学 力選 抜  

(1) 選抜 方法  

学力試 験（国語 、社会、数学、理科、英語）の成績及び調 査 書により選抜する。学力 試験の配点（数 学、理 科及び

英語は、1.5 倍する傾斜配 点とする）は、数 学（150 点）、理科（150 点）、英語（150 点）、国語（100 点）、社会（100 点）

の計 650 点満 点とする。 また、調査書の評 定 合計点は、１年、２年及び３年の国語、社会、数学、理科 及び英語の

５教科を対象とし、数学、理 科 及び英語を傾斜配点（評定 点 を２倍する）して算出する。 従 って、学力試 験 と調査書

との配点比率は、学力検 査 84％、調査 書 16％となる。 

(2) 募集 人員  

各学科 定員－推薦合 格者 数（定員の４割程 度 ）＝定員の６割程度  

第２志望を認める。  

（出典：平成 26 年度入試関係説明資料）
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資料４-２-①-３：入学者受入方針と入学者選抜試験時の面接質問愛用（編入学者選抜） 

【編入学者選抜試験】 

 小山高専の入学者受入れ方針（編入学） 

Ｔ① 自然科学および工業技術に対する興味・関心が高く、その基礎学力を有し、学ぶ意欲がある人 

Ｔ② モノづくりに対する関心が高く、自らのアイデアで、主体的に取り組める人 

Ｔ③ 日本語及び英語の基礎学力を有し、自分の考えを伝えることのできる人 

 

入学者受入れ方針と入学者選抜試験時の面接質問内容   

学科  項目 質問内容  

 Ｔ① ・アドミッションポリシーの説明 

機械工学科  Ｔ②
・高専に編入したら取り組みたいこと 

・卒業後の進路 

 Ｔ③ ・好きな科目，嫌いな科目についての説明  

 Ｔ①
・電気系で使う（高校で学んだ）補助単位の呼び方と大きさについての説

明  

電気情報工学科  Ｔ②
・高校でハードウェアなりソフトウェアなりを自分のアイデアを入れて作

ったことがあるか？  

 Ｔ③
・エンジニアは若くても海外出張するケースがあることについての意見に

ついて  

 Ｔ①
・科学技術に関してテレビや新聞において最近関心を持ったニュースにつ

いてと，その理由  

電子制御工学科  Ｔ②
・これまでに作ってきたものについての説明と感想  

・コンテストへの参加の有無  

 Ｔ③
・当日の英語の試験についての感想  

・英語の必要性についての説明  

 Ｔ①
・最近の気になるニュース（科学的な）についての説明  

・高専に編入したら取り組みたいこと  

物質工学科  Ｔ②
・これまでに作ってきたものについての説明と感想  

・これまでに行った実験についての説明と感想  

 Ｔ③
・好きな科目，嫌いな科目についての説明  

・国際交流についての経験，意見  

 Ｔ①

・最も勉強したのは何か (科目ほか )。それをどのくらい勉強したか  

・東日本大震災で起きた事は？  

建築学科  Ｔ② ・今まで経験した挫折や克服について話して下さい。  

 Ｔ③
・あなた自身の，良い習慣と悪い習慣を 1 つずつあげて下さい。  

・卒業後の進路はどう考えているか。  

（出典：平成 25 年度入学者対策室資料）
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資料４-２-①-４ ：入学者受入れ方針と入学者選抜試験時の面接質問内容  

【専攻科課程入学者選抜試験】  

小山高専の入学者受入れ方針（専攻科課程）  

Ｓ① 工学に対する関心が高く、工学についての基礎学力と自然科学についての学力を有し、自ら学ぶ意欲がある人  

Ｓ② モノづくりに対する関心が高く、体験してきた人  

Ｓ③ 学んだことを自らのことばで伝えることのできる日本語の能力、および英語の基礎学力を有している人  

入学者受入れ方針と入学者選抜試験時の面接質問内容  

学科  項目  質問内容  

機械工学  

コース  

Ｓ①  ・専攻科を志望した理由について教えてください。  

・得意な科目について教えてください。  

・専攻科でどのような研究テーマに取り組むのか説明してください。  

Ｓ②  ・最近の国内外のニュースで関心を持っているものを教えてください。  

・卒業研究を含め、いままで自分で作った製品・作品があれば教えてください。  

Ｓ③  ・本校技術者教育プログラムの学習・教育目標の達成基準について知っていますか。  

 （外部発表・TOEIC400 点と同等以上の義務など）  

・専攻科に入学した場合の通学方法について教えてください。  

電気情報工学  

コース  

 

Ｓ①  ・専攻科を志望した理由について教えてください。（なぜ他大学ではなく、専攻科

を？）  

・本校教育方針の「技術者である前に人間であれ」とはどのような意味だと考えていま

すか。  

Ｓ②  ・これまでのもの作りの経験について教えてください。  

・英語の習得状況について教えてください。  

Ｓ③  ・今後の技術の発展について、どのように考えていますか。  

・技術者教育プログラムの学習・教育目標を知っていますか。  

電子制御工学  

コース  

Ｓ①  ・専攻科修了後の進路について、どのように考えていますか。  

・技術者教育プログラムの学習・教育目標を知っていますか。  

・本校のアドミッションポリシーを知っていますか。  

Ｓ②  ・専攻科の志望理由について教えてください。  

・現在の卒業研究内容と、入学後の研究室希望について教えてください。  

Ｓ③  ・最近のニュースで関心のあるものについて教えてください。  

・現在の英語習得状況について教えてください。  

（また、専攻科修了までの TOEIC の到達目標を知っていますか。）  

物質工学  

コース  

 

Ｓ①  ・専攻科を志望した理由について教えてください。  

・専攻科に進学してから研究したいことは何か、またその研究であなたがより高めたい

能力は 何ですか。  

・専攻科修了後の進路についてどのように考えていますか。  

Ｓ②  ・自覚している長所と自分に不足していると思う部分について教えてください。  

・本校技術者教育プログラムの学習・教育目標の達成基準について知っていますか。  

・卒業研究のテーマとその概要について説明してください。  

Ｓ③  ・最近の科学に関する話題で印象に残っている話題を教えてください。  

・英語の習得状況（TOEIC スコアなど）について教えてください。  

建築学コース  

Ｓ①  ・大学編入ではなく、専攻科を志望の理由について教えてください。  

・得意な科目について教えてください。  

・卒業研究テーマとそれを選んだ理由、その概要について説明してください。  

Ｓ②  ・専攻科でどのような研究をしたいのか教えてください。  

・最近の国内外のニュースで関心を持っているものは何ですか。  

Ｓ③  ・技術者教育プログラムの学習・教育目標を知っていますか。  

・本校のアドミッションポリシーを知っていますか。  

（出典：平成 25 年度学生課資料）
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資料４-２-①-５：学士課程（専攻科）入学者選抜方法  
Ａ .推薦選抜  

選抜方法  
調査書、小論文検査及び面接結果を下記の方法で点数化して、専攻別、得点順位順に作成する。ただ
し、受検番号は記載しない。  

 ① 調査書（学習成績）の点数化  
   出願前の事前審査のために提出された調査書をもとに、高専の４学年で修得した科目を次の方法で

点数化する。すなわち、科目ごとに下表に示す評定に対応する点数に単位数を乗じて点数化し、その
合計を（  点）満点として換算する。  

評定 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ  
点数  

 ② 面接の点数化  
   面接を次の方法によって  点満点で評価する。  
   (ｲ) 人間性の評価、社会への貢献の評価（  点）  
   (ﾛ) 倫理観の評価（  点）  
   (ﾊ) 技術的知識の評価（  点）  
 ③ 小論文検査の点数化  
   課題に対する小論文を次の方法によって  点満点で評価する。  

(ｲ) 論文構成の評価（  点）  
   (ﾛ) 課題と内容の整合性の評価（  点）  

 (ﾊ) 表現の評価（  点）  
   ①、②、③の合計点は   点満点とする。  

④ 合計得点が同じ場合には調査書の上位者を上位とする。  
 

Ｂ .学力選抜  
選抜方法  

 学力検査、調査書、小論文検査及び面接結果を下記の方法で点数化して、専攻別、得点順位 順に作成
する。ただし、受検番号は記載しない。  

 ① 学力検査科目と配点  
   科目ごとの配点は、つぎのようにし、学力検査は  点満点とする。  
    専門：   点 英語：  点 数学：  点  
 ② 調査書（学習成績）の点数化  

        出願前の事前審査のために提出された調査書をもとに、高専の４学年で修得した科目を次の
方法で点数化する。すなわち、科目ごとに下表に示す評定に対応する点数に単位数を乗じて点
数化し、その合計を  点満点として換算する。  
評定ＳＡＢＣ  

  点数  
         高専卒以外の出願資格者（a.短大、専修学校の修了見込みの者、修了者、b.外国の学校が行

う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育 にお
ける14年の課程を修了した者、c.外国において、学校教育における14年の課程を修了した者、
d.その他本校専攻科が高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者）につい
ても、高専の４学年、５学年に相当する成績証明書あるいは単位修得証明書を 提出させて、
高専卒者と同様に、調査書を点数化する。  

 ③ 面接の点数化  
   面接を次の方法によって  点満点で評価する。  
   (ｲ) 人間性の評価、社会への貢献の評価（  点）  
   (ﾛ) 倫理観の評価（  点）  
   (ﾊ) 技術的知識の評価（  点）  
 ④ 小論文検査の点数化  
   課題に対する小論文を次の方法によって 点満点で評価する。  

(ｲ) 論文構成の評価（  点）  
(ﾛ) 課題と内容の整合性の評価（  点）  
(ﾊ) 表現の評価（  点）  
①  、②、③、④の合計点は   点満点とする。  

⑤ 合計得点が同じ場合には専門科目上位者を上位とする。  
 

Ｃ . 社会人特別選抜  
 小論文検査及び面接結果を下記の方法で点数化して、専攻別、得点順位順に作成する。ただ し、受検

番号は記載しない。  
 ① 面接の点数化  
   面接を次の方法によって  満点で評価する。  
   (ｲ) 人間性の評価、社会への貢献の評価（  点）  
   (ﾛ) 倫理観の評価（点）  
   (ﾊ) 技術的知識の評価（点）  
 ② 小論文検査の点数化  
   課題に対する小論文を次の方法によって  点満点で評価する。  

(ｲ) 論文構成の評価（  点）  
(ﾛ) 課題と内容の整合性の評価（  点）  
(ﾊ) 表現の評価（  点）  

   ①、②の合計点は   点満点とする。  

（出典：平成 22 年度入試関係説明資料）
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資料４-２-②-１：入学者受入方針周知及び検証のアンケート結果  

          

対象：５年生 および 専攻科２年生 

対象：教職員 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート集計結果）

 

 



小山工業高等専門学校 基準４ 

- 126 - 

資料４-２-②-２：平成 26 年度入学者対策室活動まとめ  

  

第 1 回 入学者対策室会議 

  日時：平成 25 年 4 月 26 日 16：00～ 

  場所：建築学科棟 会議室 

議事： 

１．今年度の年度計画と活動内容 

  ・中学校訪問 

  ・学校説明会 

  ・入試説明会 

  ・入試相談 

  ・パンフレット及びリーフレットの改訂 

２．校長裁量経費への申請 

  ・ポスター及びグッズの作成で申請予定 

３．その他 

第 2 回 入学者対策室会議 議事録 

  日時：平成 25 年 5 月 31 日 16：10～ 

  場所：建築学科棟 会議室 

  出席者：有坂、田中昭、笠原、田中孝、本多(記録)   欠席：山崎 

議事： 

１．中学校訪問について 

２．学校案内について 

３．学校説明会について 

４．その他 

第３回 入学者対策室会議 

  日時：平成 25 年 7 月 23 日 9：15～10：15 

  場所：建築学科棟 会議室 

議事： 

１．彩の国進学フェアについて 

２．オープンキャンパスの相談コーナーの担当割 

３．学校説明会の担当割 

４．校長裁量経費について 

５．その他 

第４回 入学者対策室会議 

  日時：平成 25 年 9 月 26 日 10：00～11：00 

  場所：管理棟 ３階 301 ゼミ室 

議事： 

１．学校説明会と工陵祭時の相談コーナーについて 

２．中学校訪問について 
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３．広報用グッズについて 

４．その他 

第５回 入学者対策室会議 

  日時：平成 25 年 12 月 10 日 16：00～17：00 

  場所：電物棟 ２階 201 ゼミ室 

議事： 

１．説明会等関係報告 

２．学校案内の内容について 

３．はばたけ 

４．校長裁量経費 

５．その他 

(出典：教務委員会 入学者対策室資料）

 

 

資料４-２-②-３：教務委員会議事要録   

  

平成２５年度４月教務委員会議事要旨 

日 時： 平成２５年４月３日（水）  １５時００分～１６時２０分 

場 所： 管理棟３Ｆ３０１ゼミ室  

出席者： 教務委員 

議  題 

 中略 

［ 審議事項 ］ 

１．平成２６年度入学者選抜検査関係日程表（案）について        【資料－７】 

 本多主事補より、資料７に基づき次の事柄について説明があり、審議の結果承認された。また、今後何

か気づいた点等あれば、お知らせ願いたい旨の依頼があった。 

○平成２６年度入学者選抜検査関係日程表(案)の内容を確認してください。何かあれば、４月５日

（金）までに教務係までご連絡ください。 

 

＜入学者対策室報告＞ 

１．平成２５年度学校案内およびリーフレットの更新 

 本多主事補より、次の事柄について説明があった。 

○業者へデザイン委託／色の変更：「えんじ色」⇒「ブルー」にする。 

２．平成２６年度入学者選抜検査埼玉会場の選定報告 

 本多主事補より、次の事柄について説明があった。 

○マロウドイン大宮に選定（２４年度選抜検査で使用）。  

（出典：教務委員会議事要録）
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資料４-３-①-１：準学士課程入学者数、合格者数  

   

（出典小山高専準学士課程入学志願者数、合格者数調べ）
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資料４-３-①-２：専攻科志願者数、合格者数及び入学者数   

複合工学専攻(定員20名)

入学年度 推薦 学力 社会人 計
志願者 14 36 0 50
合格者 14 16 0 30
入学者 13 11 0 24
志願者 16 35 0 51
合格者 16 15 0 31
入学者 16 8 0 24
志願者 15 34 0 49
合格者 15 20 0 35
入学者 15 13 0 28

24

25

26

 

（出典：小山高専専攻科課程入学志願者数、合格者数及び入学者数調べ）

 

資料４-３-①-３：専攻科修了者数   

専攻科修了者数(平成22～25年度)

複合工学専攻 電子システム工学専攻 物質工学専攻 建築学専攻
定員20名 定員12名 定員4名 定員4名

22 16 7 7
23 36
24 20
25 25

年度

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料４-３-①-４：修了生の就職先一覧     

過去３年間の専攻科就職先一覧

SM SE SD SC SA 計 SM SE SD SC SA 計 SM SE SD SC SA 計
IHI運搬機械株式会社 0 0 1 1
旭化成株式会社 0 1 1 2 1 1
株式会社足利銀行 0 0 1 1
アドバンソフト開発株式会社 1 1 0 0
株式会社アドバンテストシステムズ 0 1 1 0
有富設計株式会社 1 1 0 0
株式会社イーアンドエム 1 1 0 0
岩村建設株式会社 1 1 0 0
NECネットワークプロダクツ株式会社 1 1 0 0
株式会社NTTファシリティーズ 1 1 2 0 0
株式会社小野測器 1 1 1 1 0
小山高専 0 0 1 1
キヤノンファインテック株式会社 1 1 0 0
グリーソンアジア株式会社 1 1 0 0
株式会社ケアリッツアンドパートナーズ 0 1 1 0
財団法人建材試験センター 1 1 0 0
株式会社小松製作所 0 1 1 0
株式会社ザイマックス 0 0 1 1
三桜工業株式会社 1 1 0 1 1
JSR株式会社 0 0 1 1
株式会社資生堂 0 1 1 0
清水建設株式会社 1 1 1 1 0
ジャスコエンジニアリング株式会社 1 1 0 0
株式会社シンデン 1 1 0 0
株式会社スミハツ 1 1 0 0
大日精化工業株式会社 0 0 1 1
太陽日酸株式会社 1 1 0 0
株式会社高岳製作所 0 1 1 1 1
高砂エンジニアリングサービス株式会社 1 1 0 0
ＤＩＣ株式会社 0 1 1 0
東京鋼鐵株式会社 0 0 1 1
戸田建設株式会社 1 1 0 0
栃木市役所 1 1 0 0
株式会社ナカニシ 2 2 0 1 1
日本バイリーン株式会社 1 1 0 0
株式会社ハウステック 1 1 1 1 1 1
東日本旅客鉄道株式会社 1 1 0 0
日立化成株式会社 0 0 1 1
株式会社フケタ設計 1 1 0 0
ブリジストンプラントエンジニアリング株式会社 1 1 0 0
株式会社フルヤ金属 1 1 0 0
ポラス株式会社 0 1 1 1 1
三福工業株式会社 1 1 0 0
株式会社むぎくら 0 1 1 0
村樫石灰工業株式会社 0 0 1 1
Meiji Seika ファルマ株式会社 0 0 1 1
株式会社明電舎 0 0 1 1
森永乳業株式会社 1 1 0 0
株式会社ワールドコーポレーション 0 0 1 1

計 7 6 3 6 8 30 2 2 0 3 4 11 4 2 1 6 5 18

企　　業　　名
平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

 

注：平成 22 年度は３専攻、23 年度以降は１専攻５コースで表示  

（出典：学生課学生係資料）
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資料４-３-①-５：修了生の大学院進学状況一覧  

（出典：学生課学生係資料）
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資料５-１-①-１：一般科目の学年別開設単位数 

  
（出典：平成25年度学生便覧p.21-22）
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資料５-１-①-２：専門科目の学年別開設単位数（機械工学科） 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.23）
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資料５-１-①-３：専門科目の学年別開設単位数（電気電子創造工学科）（１／３） 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.24）
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資料５-１-①-３：専門科目の学年別開設単位数（電気電子創造工学科）（２／３） 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.25）
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資料５-１-①-３：専門科目の学年別開設単位数（電気電子創造工学科）（３／３） 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.26）
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資料５-１-①-４：専門科目の学年別開設単位数（物質工学科）（１／２） 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.27）
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資料５-１-①-４：専門科目の学年別開設単位数（物質工学科）（２／２） 

 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.28）
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資料５-１-①-５：専門科目の学年別開設単位数（建築学科） 

 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.29）
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資料５-１-①-６：専門科目の学年別開設単位数（電気情報工学科）（１／２） 

 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p.33）
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資料５-１-①-６：専門科目の学年別開設単位数（電気情報工学科）（２／２） 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p.34）
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資料５-１-①-７：専門科目の学年別開設単位数（電子制御工学科）（１／２） 

 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p.35）
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資料５-１-①-７：専門科目の学年別開設単位数（電子制御工学科）（２／２） 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p.36）
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資料５-１-①-８：準学士課程の学習・教育目標（学科ごと） 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p.20）
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資料５-１-①-９：授業科目の流れ（機械工学科） 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧から整理）
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資料５-１-①-10：授業科目の流れ（電気電子創造工学科） 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧から整理）
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資料５-１-①-11：授業科目の流れ（物質工学科） 

 

（出典：平成25年度学生便覧から整理）
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資料５-１-①-12：授業科目の流れ（建築学科） 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧から整理）
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資料５-１-①-13：授業科目の流れ（電気情報工学科） 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧から整理）
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資料５-１-①-14：授業科目の流れ（電子制御工学科） 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧から整理）

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準５ 

- 152 - 

資料５-１-①-15：カリキュラム改定の資料 

 

         年度 

授業科目 

平成２１年度 

（現状） 

平成２２年度

 

平成２３年度 

 

単位

数の

増減 

５年：保健体育 ２単位     

（保健体育Ⅰ・Ⅱ：

勝股加筆） 

 ―(*)  ― －２ 

５年：ドイツ語演習 １単位 １単位 ２単位  

±０ ４年：ドイツ語 ４単位        

（ドイツ語Ⅰ・Ⅱ：勝

股加筆） 

２単位 ― 

４年：英  語（振替） ― ２単位   

（英語表現

Ⅰ：勝股加

筆） 

３単位          

（英語表現Ⅰ：2 単位、 

英語表現Ⅱ：1 単位：勝

股加筆） 

５年：安全工学 １単位（新設） １単位 １単位  

＋２ １年：フロンティア 

技術入門 

＿ １単位（新

設） 

１単位 

  

（出典：平成 22 年２月教務委員会資料の整理）

 

 

平成 23 年度後期より、科目名：「技術科学フロンティア概論」  

開講内容：全学科４，５年生共通選択科目」２単位（講義Ａ） 

 

（出典：平成 23 年教務委員会資料の整理）
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資料５-１-②-１：他大学等の単位認定に関する規程 

 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧ｐ.63）
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資料５-１-②-２：他大学等との単位互換に関する協議書 

 

 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料５-１-②-３：ｅラ-ニング単位互換（一部） 

 

（出典：学生課教務係資料）

 

資料５-１-②-４：遠隔授業の受講実施状況 

 

 

  （出典：学生課教務係資料）
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資料５-１-②-５：インターンシップ規程（その１） 

 

 

省略 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.61-62）
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資料５-１-②-５：インターンシップ規程（その２） 

 

（出典：平成25年度学生便覧ｐ.65-66）

 

資料５-１-②-６：インターンシップ実施状況の記録 

 

※延べ人数

大学 企業 計 大学 企業 計 大学 企業 計

Ｍ 10 29 39 Ｍ 4 26 30 Ｍ 3 38 41

Ｅ 3 18 21 Ｅ 3 24 27 Ｅ 12 21 33

Ｄ 2 13 15 Ｄ 3 13 16 Ｄ 4 19 23

Ｃ 3 3 6 Ｃ 3 19 22 Ｃ 1 29 30

Ａ 0 23 23 Ａ 0 23 23 Ａ 1 26 27

計 18 86 104 計 13 105 118 計 21 133 154

Ｍ 0 0 0 Ｍ 0 0 0 ３Ｍ 1 0 1

Ｅ 0 0 0 Ｅ 0 0 0 ５Ｍ 1 0 1

Ｄ 0 0 0 Ｄ 0 0 0 0

Ｃ 0 0 0 Ｃ 0 0 0 0

Ａ 0 1 1 Ａ 0 1 1 0

計 0 1 1 計 0 1 1 計 2 0 2

18 87 105 13 106 119 計 23 133 156

大学等・・・大学、研究所

25年度

3，5年5年

4年4年 4年

5年

計 計

平成23～25年度インターンシップ実施状況（本科）

※延べ人数 ※延べ人数

23年度 24年度

 

（出典：教務委員会資料 平成25年度の整理）
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資料５-１-②-７：資格取得単位関係 

 

    省略 

（出典：平成 25 年度学生便覧ｐ.53）

 （別表：平成25年度学生便覧ｐ.54-60）

 

資料５-１-②-８：資格取得者数と単位認定者数の例 

ｸﾗｽ № 氏　　名 取得資格名等 取得年度 単位数 判定 認定単位数

第一種　電気工事士 H24 1 合 1

第二種　電気工事士 H25 1 合 1

ＴＯＥＩＣ　４２０点以上（４６５点） H25 1 合 1

ＴＯＥＩＣ　４２０点以上（４５５点） H25 1 合

第二種　電気工事士 H23 1 合

危険物取扱者　乙種　４類 H24 1 合

ＴＯＥＩＣ　４２０点以上（430点） H25 1 合 1

ＴＯＥＩＣ　420点以上(465点） H25 1 合 1

第二種　電気工事士 H25 1 合 1

ＴＯＥＩＣ　420点以上(465点） H25 1 合 1

第二種　電気工事士 H23 1 合 1

第二種　電気工事士 H23 1 合

ＴＯＥＩＣ　420点以上（495点） H25 1 合

ＴＯＥＩＣ　420点以上（495点） H25 1 合 1

ＴＯＥＩＣ　　550点以上（605点） H25 2 合 2

ＴＯＥＩＣ　420点以上（４５５点） H25 1 合 1

ＴＯＥＩＣ　550点以上（860点） H23 2 合 2

3

2

5E

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料５-１-②-９：教務委員会資料・学科会議資料 

 

平成２５年度２月教務委員会議事要旨 

 

日 時：平成２６年２月５日（水）  １５：００～ 

場 所：管理棟３Ｆ３０１ゼミ室 

出席者： 

議 題 

（中略） 

［依頼事項］ 

（中略） 

３．学生便覧に係る改正事項について                              【資料－７】 

小堀主事から、資格取得に係わる単位認定に関する規程の別表および高専生が取得 

できる主な資格について、資料７を各科で確認のうえ、２月１２日（水）までに教務 

係へ連絡願いたい旨の依頼があった。 

（以下、略） 

 

（出典：教務委員会議事要録）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準５ 

- 160 - 

資料５-１-②-10：学科統合に関するアンケート調査の一部、企業編 

 

 

 

 

（出典：電気情報工学科・電子制御工学科資料)

 

 

資料５-１-②-11：学科統合関するアンケート調査の一部、中学教員編 

 

 

１． 電気情報工学科と電子制御工学科（各学科の定員40名）の二つの学科が，カリキュラム等を再検討

して新しい「一つの学科」（定員80名）に統合再編成した場合，先生はどのように思いますか． 

（その場合、新しい電気電子系学科を第一志望としても，それ以外の学科を第二志望として認めます．

 

（１）新しい学科に入学させたい 

（２）現状の2学科のままが良い 

（３）その他 

 

（２）
18%

（３）
9%

（１）
73%

 

（出典：電気情報工学科・電子制御工学科資料）
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資料５-２-①-１： 専門学科の実験・実習・演習科目（その１） 
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資料５-２-①-１： 専門学科の実験・実習・演習科目（その２） 

 

 
 

（出典：平成 25 年度専門学科科目の整理）
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資料５-２-①-２：学習指導法の工夫の例（その１） 

機械工学科の例 

 

学科：機械工学科（H25 年度開講） 

科目：機械設計製図Ⅲ 

工夫の内容：学生がグループ分けした会社の構成員となり，会社毎に開発するエンジン仕

様を決め，全員が設計計算を行った後，会社毎に話し合って設計値を決定する．設計値の

決定には複数の要素を考慮することが必要なため，答えが一つとは限らず，創造性を発揮

させて形を作り上げることが要求される．なお，それぞれが最終決定した設計値を基にＣ

ＡＤで製図を行っている． 

 

会社とエンジンの使用 

会社名 稲葉製作所 江口社 毛塚モータ

ーズ 

バイジュグ

ループ 

花岡工業 

社長名 稲葉 江口 毛塚 梅壽 花岡 

社員名 山下、山根、

田崎 

河本、熊

倉、柴田、

常盤 

穴原、関塚、

近澤 

大村、福田、

ヤウ 

大阿久、岡

田、小出、松

元 

用途 発電機 発電機 ポンプ駆動 ポンプ駆動 発電機 

最大出力[kW] 3 3.5 4 3 3.5 

最高回転数[rpm] 4000 3000 4000 3000 3500 

 

 

○最高得点：100 点  

  平均点： 84 点  

○受講者数：22 人 ／41 人（H25、5 年生） 

 

所見：学生がグループ分けした会社の構成員となり，会社毎に話し合って設計値を決定  

することにより、全員参加型の授業となり、学生の受講（設計製図）に対する意欲が向 

上したと認められる。 
 

 

(出典：機械工学科資料)
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資料５-２-①-２：学習指導法の工夫の例（その２） 

機械工学科の例 

 

(出典：小山高専ＨＰ)
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資料５-２-①-２：学習指導法の工夫の例（その３） 

電気情報工学科の例 

 

２Ｅ電子情報工学 

  授業ごとに、タイガー計算機・シリコンウェハ・真空管などの現物を持ち込み、それらを直接

学生の手に取らせて、電気への興味の育成をはかっている。  

 

３Ｅ情報工学Ⅲ  

  授業時間の約４割を演習に充て、正しいコードだけでなく誤ったコードを記述させて、具体的

なエラーも確認させている。また、時間の許す限り各自に具体的なコードを考えさせ、模範解答で

はコーディングのポイントを解説している。  

 

４Ｅ電気情報工学実験  

  口頭試問では、実験に必要な全学年までに修得しているはずの技術（オシロスコープや直流安

定化電源の使用方法など）・知識（半導体電子回路や通信技術など）に関して質問し、判らない場

合にはワザと教えず、復習させている。  

 

５Ｅ集積回路設計  

  教科書に記載されているＨＤＬの文法を理解させるだけでなく、記述方法の差異による動作の

違いをシミュレーションにより確認させている。  

 また、授業の最後３回分を実際の回路設計演習に充てて、チームごとに問題を解かせている。所

謂ＰＢＬに類する時間も組み込んでいる。  

 

ＳＥ人工知能  

  教科書に記載されている知識をただ理解するだけでなく、ＳＦドラマ・映画の素材を授業に取

り込み、そこから技術的な問題点・実現の可能性・将来的な問題点などを考察させて授業に広がり

を与えている。 

 

応用物理 

質問の出し方：トランプを利用しクラス人数に一致するようにカードを調整し、全員かならず指名

するようにしています。また、ジョーカーがでたら、これまでに指名された人から当てるようにし

ているので、こちらからの質問については、常に全員が当たる可能性があり、ある程度の緊張感を

持続するようにしています。 

 

（出典：電気情報工学科の科目調査）
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資料５-２-①-３：教材の工夫の例 

 
 

（出典：電気学会 FIE-11-8.pp37-41(2011)）
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資料５-２-①-４：コンピュ-タの利用について 

 

情報教育のアンケ-トより（全学生年生対象） 

全く

その通り
である

かなり

そうで
ある

普通

あまり

そうでは
ない

全く

そうでは
ない

無効

回答
合計

全体

平均

27 717 86 152 5 13 17 990 4.53

28 122 130 300 193 229 16 990 2.72

29 160 207 395 115 94 19 990 3.23

30 269 202 300 96 108 15 990 3.44

31 180 229 478 44 40 19 990 3.48

設問内容

演習室のコンピュータの処理能力（性能）は十分である。

使用に満足できるコンピュータを自分で所有している。

演習室のコンピュータに入っているソフトウェアは十分である。

Ⅵ．コンピュータについて

授業でコンピュータを使用するときに、１人１台で使用している。

授業時間以外にコンピュータ演習室のコンピュータをよく使う。

コンピュータの利用状況などについて答えてください。

 

(出典：平成25年教育に関するアンケ-ト（学生版）)

コンピュ-タの配置台数 

 

第一演習室  49台 

第二演習室  49台 

第三演習室 21台 

         （出典：総務課施設係資料）

名称 
面積 

(m2) 

収容 

人数 

一人当 

面積(m2) 
場 所 主要設備等 

第１演習室 116 49 2.4 情報科学センター 

教育用電子計算機システム、スクリ

ーン、プロジェクタ、LANコンセン

ト、空調設備 

第２演習室(電子計算機

実習室) 
121 49 2.5 電子棟4F 

教育用電子計算機システム、スクリ

ーン、プロジェクタ、LANコンセン

ト、空調設備 

第３演習室(多目的マル

チメディア教育室) 
79 21 3.8 電物棟2F 

教育用電子計算機システム、スクリ

ーン、プロジェクタ、LANコンセン

ト、空調設備 

ネットワーク実習室 106 40 2.7 情報科学センター 

パソコン、LANコンセント、UNIX実

験システム、ネットワーク実験シス

テム、動画編集装置、空調設備 
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資料５-２-①-５：ＦＤアクションレポート作成依頼 

 

書式の変更 

アクションレポートの目的は、教員各員のＦＤ・教育活動を学校全体の共有財産として記録し、こ

れらをヒント集として利用できるようにすることです。学校の業務は、大きな目立つ業績だけで成り

立っているのではなく、小さくても重要な仕事がたくさん行われています。こうした事例を多く集め、

蓄積することが、学校全体の地力となります。今回の変更は、こうした日々の小さな事例も多く集め

られるよう、書式を記入しやすいシンプルなものとしました。   2014(H26)2 月 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2014.2.5

教員各位 

教育改善推進室

ＦＤアクションレポート作成のお願い 

 

今年度のアクションレポートを作成し，ご提出くださいますようお願いします。このレポートの目

的は、各教員のＦＤ活動および学生指導（教務関係）の記録を学校全体の財産として蓄積し、今後の

業務に活用することにあります。  

以下省略 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料５-２-②-１：教務委員会からの25年度シラバス作成方法（その１） 

 

２０１４（H２６）年度シラバス作成要領 

赤字部分が改定箇所です。 

 

作成上の主な注意点を記します。 

様式は，昨年度とほぼ同じです。履修単位３種類，学修単位３種類を用意しました。 

 

省略 

○１行目の色は，H２６年度は紺色（word色表の「標準 濃い青」）。 

○授業形態 ： 講義，演習，実験・実習の別を記入。 

○単位種類 ： 1単位につき 

     履修単位の場合          履修単位 30 h 

     学修単位(講義Ａ)の場合      学修単位 15+30 h 

     学修単位(講義Ｂ・演習)の場合   学修単位 30+15 h 

     学修単位(実験・実習)の場合    学修単位 45 h 

 

○居室 電話 E-mail ： シラバスは完全公開ですので，自宅電話や携帯電話などの個 

         

 以下省略 

（出典：教務委員会シラバス作成資料）
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資料５-２-②-１：教務委員会シラバスの26年度フォーマット（その２） 

  ４・５年生の学修単位用 
 (学-1) 自学自習の記入の必要がある科目：本科学修及び専攻科の講義演習（授業内容部分に罫線あり 16 週分）

科目名  英語科目名  

開講年度・学期  対象学科・専攻・学年  

授業形態  必修 or 選択  

単位数  単位種類  

担当教員  居室（もしくは所属）  

電話  E-mail  

 

授業の到達目標 
 

授業到達目標との対応 

小山高専の
教育方針 

学習・教育到達
目標(JABEE) 

JABEE基準

    

    

    

    

    

    

各到達目標に対する達成度の具体的な評価方法 

 

 

評価方法 

 
 

授業内容 授業内容に対する自学自習項目 自学自習時間 

   

   

   

   

   

   

   
   

   

   

   

   

   

   

   

   

自学自習時間合計  

キーワード  

教科書  

参考書  

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目  

現学年の関連科目  

次年度以降の関連科目  

連絡事項 

 
 
 

シラバス作成年月日  

  
（出典：平成25年度教務委員会シラバス作成資料）
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資料５-２-②-１：26年度シラバスフォーマット（教務委員会）（その３） 

１年から５年までの履修単位用 

科目名  英語科目名  

開講年度・学期  対象学科・専攻・学年  

授業形態  必修 or 選択  

単位数  単位種類  

担当教員  居室（もしくは所属）  

電話  E-mail  

 

授業の到達目標 

 

授業到達目標との対応 

小山高専の

教育方針 

学習・教育到達

目標(JABEE) 

JABEE 基準

    

    

    

    

    

    

各到達目標に対する達成度の具体的な評価方法 

 

 

評価方法 

 
 

授業内容 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード  

教科書  

参考書  

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目  

現学年の関連科目  

次年度以降の関連科目  

連絡事項 

 
 

 

シラバス作成年月日  

 

（出典：平成25年度教務委員会シラバス作成資料）
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資料５-２-②-２：シラバスの利用について 

 

１年生

全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全く
そうではない

無効
回答

合計
当該
平均

全体
平均

授業内容をシラバスでよく確認した。 8 27 78 61 30 0 204 2.62 2.86

５年生

全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全く
そうではない

無効
回答

合計
当該
平均

全体
平均

授業内容をシラバスでよく確認した。 34 30 53 26 19 0 162 3.21 2.86

設問内容

設問内容

 

（出典：平成25年教育に関するアンケート）

 

（出典：平成23年学生による授業評価（１～５年生対象））

教員

全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全く
そうではない

無効
回答

合計
当該
平均

全体
平均

授業内容をシラバスでよく確認した。 37 22 4 4 1 1 69 4.32 4.28

設問内容

（出典：平成25年教育に関するアンケート）

 

資料５-２-②-３：シラバスの確認表 

H26年度　一般科シラバス　チェック表（記載例） 科目名： 数学

＃ 学年・学科 科目名 チェック者 チェック者サイン チェック日

1 1 基礎数学A

2 1 基礎数学B

3

4

5

6

7

8

9

10

11

●科目担当教員：
  （シラバス作成者）

 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料５-２-③-１：学科による「ものつくり」「PBL」「創造性」授業の分類例（その１） 

機械工学科 

学年 年度 前後期 科目 対応
１年 23、24、25 通年 工作実習 ものづくり

23、24、25 前期 機械工学基礎 ＰＢＬ

２年 23、24、25 通年 工作実習 ものづくり

３年 23、24、25 通年 工作実習
ものづくり
ＰＢＬ

24、25 後期 機械工学実験Ⅰ
ものづくり
ＰＢＬ

４年 23、24、25 後期 機械工学実験Ⅱ ＰＢＬ
23、24、25 後期 輪講 ＰＢＬ

５年 23、24、25 前期 メカトロニクス実験 ＰＢＬ
23、24、25 通年 機械設計製図Ⅲ ＰＢＬ

 

電気電子創造工学科（予定を含む） 

学年 年度 前後期 科目 対応
1年 ２５ 通年 創造工学実験：簡易電気工作 ものつくり

２５ 通年 創造工学実験：ディジタルテスタの製作 ものつくり
２５ 通年 創造工学実験：ロボティクス導入実験 ものつくり

２年 通年 創造工学実験：１次電池の製作 ものつくり
通年 創造工学実験：鉱石ラジオの製作 ものつくり
通年 創造工学実験：クリップモーターの製作 ものつくり

３年 後期 プロジェクトワーク ものつくり
４年 後期 エレクトロニクス・デザイン PBL
５年 前期 コース別実験：環境エネルギー工学実験 PBL

前期 コース別実験：制御システム工学実験 PBL
前期 コース別実験：情報デザイン工学実験 ＰＢＬ

 

建築学科 

年度 開設時期 科目名 ものづくり ＰＢＬ 創造性教育
1年 23,24,25 通年 創造演習Ⅰ ○ ○

2年 24,25 通年 創造演習Ⅱ ○ ○

3年 25 前期 創造演習ⅢＡ ○ ○
25 後期 創造演習ⅢＢ ○ ○

23,24,25 前期 建築設計ⅠＡ ○ ○
23,24,25 後期 建築設計ⅠＢ ○ ○

4年 23,24,25 前期 建築設計ⅡＡ ○ ○
23,24,25 後期 建築設計ⅡＢ ○ ○

22,23 後期 建築実験 ○ ○

5年 26 前期 建築実験 ○ ○  

（出典：平成25年度の各学科の取組み申請資料を整理）
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資料５-２-③-１：学科による「ものつくり」「PBL」「創造性」授業の分類例（その２） 

 

電気情報工学科 

（出典：平成25年度の各学科の取組み申請資料を整理）
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資料５-２-③-２：卒業研究の学会等発表状況（含：コンペティション）（その１） 

 

 
 

（出典：平成 25 年度学生の成果に関する調査）
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資料５-２-③-２：卒業研究の学会等発表状況（含：コンペティション）（その２) 

 

卒業研究室単位での学外参加コンペティション・コンテスト受賞例 

 

（出典：25年度の学外発表の資料）

 

資料５-２-③-３：就職先企業等による卒業生の資質についての評価 

  

 

（出典：平成 23 年教育に関するアンケート（企業版））

企業アンケート

全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全く
そうではない

無効
回答

合計
当該
平均

全体
平均

感性や創造力が豊かである。 4 23 21 1 0 2 51 3.61 3.56

専門領域における基礎的能力が高い。 11 25 12 1 0 2 51 3.94 3.8

専門領域における問題解決能力が高い。 5 23 17 4 0 2 51 3.59 3.54

設問内容

（出典：平成25年教育に関するアンケート（企業版））
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資料５-２-③-４：在校生の学習達成度評価 

 

学習達成度 

全くその
通りである

かなり
そうである

普通
あまり

そうではな
い

全くそう
ではない

無効
回答

合計  全体平均

41 39 49 4 1 0 134 3.9

40 59 29 2 4 0 134 4.0

52 52 23 3 1 3 134 4.2

38 53 30 8 2 3 134 3.9

「専門基礎科目」の学力が身についた。

「専門知識」が身についた。

「問題解決能力」が身についた。

設問内容

「創造力」が身についた。

 

（出典：平成 21 年教育に関するアンケート（学生版））

 
（出典：平成 23 年教育に関するアンケート（学生版））

全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全く
そうではない

無効
回答

合計
全体
平均

「創造力」が身についた。 169 272 421 77 49 2 990 3.44

「専門基礎科目」の学力が身についた。 231 374 306 48 26 5 990 3.74

「専門知識」が身についた。 260 418 235 39 23 15 990 3.78

「問題解決能力」が身についた。 131 286 449 79 30 15 990 3.42

設問内容

（出典：平成 25 年教育に関するアンケート（学生版））

 

資料５-２-③-５：インターンシップ報告会例 

 

 

（出典：平成25年電気情報工学科インターンシップ報告会）
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資料５-２-③-６：インターンシップ開拓資料 

 

 

 

（出典：先進的キャリア教育推進室資料）
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資料５-２-③-６：インターンシップ開拓資料 

 

報告事項 

１．インターンシップ関係 

 (1) 企業からの受入票の送付状況 （別紙１） 

  ア．推進室の受領件数 45 件、ホームページ掲載件数 個別 30 社、一覧表 39 社 

  イ．学科間のバラツキはあまり見られない。  

 (2)インターンシップ依頼先企業一覧（別紙）を作成。今後ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ部会に配付予定。 

(3) 学生向けインターンシップ手引き（別紙）作成した。ホームページにも掲載済み。 

 

（出典：平成25年キャリア教育・コーディネーター打合せ 議事録（24.5）から）
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資料５-３-①-１：人間性の涵養と行事の関連表 

 

学校行事等と「人間性の涵養」の関連

学校行事等 実施時期 対象者 目的 涵養される能力等

新入生ガイダンス（学内ガイダンス） ４月 １年 学校における基本的ルールの理解する 社会性、協調性

新入生ガイダンス（学外研修旅行） ４月 １年 先端技術や伝統技術の一端にふれ、見識を広げ、自らの進路について考える。
学生相互の親睦を深め、相互理解を進める

社会性、協調性、人間関係形成
力

クラス毎の研修旅行 クラス毎 ２年，４年 知見を広げ、クラスの親睦を深め団結心を養うとともに、自律した行動がとれるようになるこ
と。

団結心、自律心、協調性、責任
感、人間関係形成力

交通安全講習会 ５月 車両通学者
希望者

交通安全に対する意識を高揚し、交通事故を防止する。 社会性、安全意識、他者への配
慮

AED講習会 ６月 希望者 AEDの必要性を理解し、その対処法を習得する 健康意識、他者への配慮

スポーツ救急処置法講習会 ６月 希望者 スポーツ救急処置の必要性を理解し、その対処法を習得する 健康・安全意識、他者への配慮

薬物乱用防止講演会 ６月 ２年 薬物乱用の恐ろしさを知る。 健康保持への意識、メンタルヘル
スへの意識

自転車交通安全講習会 ７月 １年 自転車走行に関する法令や法規を遵守し、自転車運転のマナーを向上させる。交通安
全に対する意識を高揚し、交通事故を防止する。

遵法意識、公共心、安全意識、
他者への配慮

サイバー犯罪防止に関する講習会 １０月 １年 サイバー犯罪を理解して、被害者にも加害者にもならないようにする。 遵法意識、公共心、メンタルヘル
スへの意識、他者への配慮

春期球技大会・秋期球技大会 ５月・１０月 全 スポーツを通してクラスの団結心を養い、学校全体の交流を図る。 健康の保持増進、団結心、公共
心

工陵祭（小山高専の学園祭） １１月 全 様々な企画の計画や実行を通して、団結力や組織力を養う。 団結心、自主性、責任感、公共
心

クラブ活動（体育系） 年間 全 心身の鍛練を通して、団結力、コミュニケーション能力、組織力をつける。 健康の保持増進、責任感、団結
心、人間関係形成力

体育系の大会参加
（高体連、高野連、高専大会、他）

大会毎 全 団結力、集中力を養い、目的を達成する喜びや挫折する苦しみを通して、心身を鍛える。 健康の保持増進、集中力、責任
感、団結心、向上心

クラブ活動（文化系） 年間 全 企画力、計画立案力、団結力、コミュニケーション能力、組織力を養成。 責任感、団結心、人間関係形成
力

文化系の発表会参加
（文化発表会、クラブ毎の発表会）

発表会毎 全 企画力、計画立案力、団結力、プレゼンテーション能力を養成。 集中力、責任感、団結心、向上
心

コンテスト等への参加
（ロボコン、プロコン、デザコン、他）

コンテスト毎 全：参加学生 独創力、企画力、団結力、プレゼンテーション能力を養成。 創造力、団結心、集中力、問題
解決力、向上心

１年生対象の心理テスト＋カウンセリング ４～６月 １年 新しく学校生活を迎えるにあたり、自己理解や自己分析をする。 メンタルヘルスへの意識、自律
心、自己理解

４年生、専攻科１年生対象の心理テスト ２月 ４年、Ｓ１年 就職や進学を迎えるにあたり、自己理解や自己分析をする。 メンタルヘルスへの意識、自律
心、自己理解

(参考)　高等学校指導要領

第５章　特別活動

第１　目標
　望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り，集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度を育てるとともに，人
間としての在り方生き方についての自覚を深め，自己を生かす能力を養う。

〔学校行事〕
１目標
　学校行事を通して，望ましい人間関係を形成し，集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養い，協力してよりよい学校生活や社会生活を築こうとする自主的，実践的な態度を育てる。

２内容
　全校若しくは学年又はそれらに準ずる集団を単位として，学校生活に秩序と変化を与え，学校生活の充実と発展に資する体験的な活動を行うこと。

(1) 儀式的行事
　学校生活に有意義な変化や折り目を付け，厳粛で清新な気分を味わい，新しい生活の展開への動機付けとなるような活動を行うこと。
(2) 文化的行事
　平素の学習活動の成果を総合的に生かし，その向上の意欲を一層高めたり，文化や芸術に親しんだりするような活動を行うこと。
(3) 健康安全・体育的行事
　心身の健全な発達や健康の保持増進などについての理解を深め，安全な行動や規律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度の育成，責任感や連帯感の涵養，体力の向上などに資する
ような活動を行うこと。
(4) 旅行・集団宿泊的行事
　平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，集団生活の在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を積むことができるような活動を行うこと。

第1章　総則

第５款 教育課程の編成・実施に当たって配慮すべき事項

５ 教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項

(13) 生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，スポーツや文化及び科学等に親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するものであり，学校教育の一環  

 

（出典：学生行事資料の整理）
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資料５-３-①-２：一般教育の流れ（例：機械工学科） 

 

 

 

（出典：平成25年学生便覧の整理）
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資料５-３-①-３：特別活動（ＨＲ）例 （その１） 

時間割例 

 

電気情報工学科の例 

（１L） （１R） （２L） （２R）
科目名 教員名 科目名 教員名 科目名 教員名 科目名 教員名 科目名 教員名 科目名 教員名

8:40 1 物理 柴田(洋) 一般理科 上村 化学Ⅱ 森下 代数学・幾何学 三柴 情報工学Ⅲ 今成 ＜同左 ＜同左

9:35 2 物理 柴田(洋) 一般理科 上村 化学Ⅱ 森下 代数学・幾何学 三柴 情報工学Ⅲ 今成 ＜同左 ＜同左

月 10:35 3 基礎数学B 三柴 英語ⅠA 関根 物理 首藤 電気回路Ⅰ 小林(幸) 国語 佐藤(元) - -

11:30 4 国語 中田 英語ⅠA 関根 物理 首藤 電気回路Ⅰ 小林(幸) 国語 佐藤(元) - -

13:05 5 保健・体育 長田 化学Ⅰ 上村 電気回路Ⅰ 小林(幸) 物理 首藤 電子回路Ⅰ 土田         ＜同左 ＜同左
14:00 6 保健・体育 長田 化学Ⅰ 上村 電気回路Ⅰ 小林(幸) 物理 首藤 電子回路Ⅰ 土田         ＜同左 ＜同左

曜 15:00 7 基礎数学A 小笠原 保健・体育 長田 代数学・幾何学 三柴 国語 柴田(美) 英語Ⅲ 有坂(夏)         ＜同左 ＜同左

15:50 8 - - 保健・体育 長田 代数学・幾何学 三柴 - - 英語Ⅲ 有坂(夏)         ＜同左 ＜同左

8:40 1 一般理科 上村 基礎数学A 小笠原 英語Ⅱ 有坂(顕) 国語 柴田(美) 電気回路学Ⅱ 甲斐 ＜同左 ＜同左

9:35 2 一般理科 上村 基礎数学A 小笠原 英語Ⅱ 有坂(顕) 国語 柴田(美) 電気回路学Ⅱ 甲斐 ＜同左 ＜同左

火 10:35 3 音楽/美術 鈴木(久 ) 斎藤(千 ) 地理 原(啓) 政治経済 岡田(一)         英語Ⅱ 有坂(顕) 倫理社会 種村 - -

11:30 4 音楽/美術 鈴木(久 ) 斎藤(千 ) 地理 原(啓) 政治経済 岡田(一)         微分積分学 岡田(崇) 倫理社会 種村 - -

13:05 5 地理 原(啓) 音楽/美術 鈴木(久 ) 斎藤(千 ) プログラムⅠ 南斉 政治経済 岡田(一)         歴史 酒入         - -

14:00 6 地理 原(啓) 音楽/美術 鈴木(久 ) 斎藤(千 ) プログラムⅠ 南斉 政治経済 岡田(一)         歴史 酒入         (留)日本語足立(サ )

曜 15:00 7 電気電子創造工学実験Ⅰ 土田 鈴木(真) 電気電子創造工学実験Ⅰ 南斉 市村 平田 大島(心) - - 基礎電気磁気 千田 - - (留)日本語足立(サ )

15:50 8 電気電子創造工学実験Ⅰ 土田 鈴木(真) 電気電子創造工学実験Ⅰ 南斉 市村 平田 大島(心) - - 基礎電気磁気 千田 - - (留)日本語足立(サ )

8:40 1 英会話 ヤズダニ         基礎数学B 三柴 微分積分学 岡田(崇) プログラムⅠ 南斉 解析学 佐藤(巌) ＜同左 ＜同左

9:35 2 基礎数学A 小笠原 基礎数学B 三柴 微分積分学 岡田(崇) プログラムⅠ 南斉 解析学 佐藤(巌) ＜同左 ＜同左

水 10:35 3 コンピュータ入門 小林(康) 英会話 ヤズダニ         国語 柴田(美) 英語Ⅱ 有坂(顕) 保健・体育 三原 ＜同左 ＜同左

11:30 4 コンピュータ入門 小林(康) 国語 中田 国語 柴田(美) 英語Ⅱ 有坂(顕) 保健・体育 三原 ＜同左 ＜同左

13:05 5 化学Ⅰ 上村 基礎数学A 小笠原 英語Ⅱ 有坂(顕) 微分積分学 岡田(崇) HR 田中(昭) HR ＜同左

14:00 6 HR 三柴 HR 小笠原 HR 杉山 HR 岡田(崇) - - 日本語概説足立(サ )

曜 15:00 7 - - - - - - - - - - 日本語概説足立(サ )

15:50 8 - - - - - - - - - - 日本語概説足立(サ )

8:40 1 英語ⅠA 関根 物理 柴田(洋) ジニアリング数学北野 市 村 ジニアリング数学市村 北 野 線形代数学 岡田(崇) ＜同左 ＜同左

9:35 2 英語ⅠA 関根 物理 柴田(洋) ジニアリング数学北野 市 村 ジニアリング数学市村 北 野 線形代数学 岡田(崇) ＜同左 ＜同左

木 10:35 3 国語 中田 エンジニアリング・イントロダクション 久保 創造工学実験Ⅱ小林(幸) 石原 飯創造工学実験Ⅱ原(雅) 渡邉 今成 応用物理 齋藤(智) ＜同左 ＜同左

11:30 4 国語 中田 エンジニアリング・イントロダクション 久保 創造工学実験Ⅱ小林(幸) 石原 飯創造工学実験Ⅱ原(雅) 渡邉 今成 応用物理 齋藤(智) ＜同左 ＜同左

13:05 5 エンジニアリング・イントロダクション 久保 国語 中田 微分積分学 岡田(崇) ニアリング・エシ 金子 電気情報工学実験林(康) 田中(昭) 千 ＜同左 ＜同左
14:00 6 エンジニアリング・イントロダクション 久保 国語 中田 微分積分学 岡田(崇) ニアリング・エシ 金子 電気情報工学実験林(康) 田中(昭) 千 ＜同左 ＜同左

曜 15:00 7 化学Ⅰ 上村 - - 国語 柴田(美) 化学Ⅱ 森下 電気情報工学実験林(康) 田中(昭) 千 ＜同左 ＜同左

15:50 8 - - - - - - 化学Ⅱ 森下 電気情報工学実験林(康) 田中(昭) 千 ＜同左 ＜同左

8:40 1 英語ⅠA 関根 コンピュータ入門 小林(康) 基礎電気磁気 千田 微分積分学 岡田(崇) 気電子工学演習 山田(靖) ＜同左 ＜同左

9:35 2 英語ⅠB 小野 コンピュータ入門 小林(康) 基礎電気磁気 千田 微分積分学 岡田(崇) 電子工学 森(夏) ＜同左 ＜同左

金 10:35 3 基礎数学A 小笠原 英語ⅠB 小野 電子情報工学 今成 ライティングA 津谷 電子工学 森(夏) ＜同左 ＜同左

11:30 4 基礎数学A 小笠原 英語ⅠA 関根 電子情報工学 今成 ライティングA 津谷 英語Ⅲ 有坂(夏)         ＜同左 ＜同左

13:05 5 エンジニアリング数学Ⅰ 平田 笠原(雅 ) エンジニアリング数学Ⅰ 笠原(雅) 平 田 ライティングA 津谷 保健・体育 嘉門 英会話 ヤズダニ         ＜同左 ＜同左
14:00 6 エンジニアリング数学Ⅰ 平田 笠原(雅 ) エンジニアリング数学Ⅰ 笠原(雅) 平 田 ライティングA 津谷 保健・体育 嘉門 電気磁気学Ⅱ 鈴木(真) ＜同左 ＜同左

曜 15:00 7 基礎数学B 三柴 基礎数学A 小笠原 保健・体育 嘉門 - - 電気磁気学Ⅱ 鈴木(真) ＜同左 ＜同左

15:50 8 - - - - 保健・体育 嘉門 - - - - - -

曜
日

開
始
時

電気電子創造工学科１年時
限

電気情報工学科３年 （留学生）電気電子創造工学科２年

 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料５-３-①-３：特別活動（ＨＲ）例（その２）  

 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料５-３-①-４：日帰り研修実施要領（一部） 

平成２５年度１年生日帰り研修実施要項 

 

１．意義と目的：  １年生ガイダンス行事の一環として実施する。 

           埼玉県さいたま市の大正製薬(株)や羽生市の藍染ふる里資料館を見学し、

先端技術と伝統文化の一端にふれ、見識を持った技術者としての自らの進路

について考える機会とする。 

                     また、１日の研修を通して学生相互の親睦を深め、相互理解を進める場と

して活用する。 

 

２．日   時： 平成２５年４月１０日（水） 

 

３．行 き 先： 大正製薬株式会社 大宮工場（埼玉県さいたま市） 

         藍染ふる里資料館（埼玉県羽生市） 

 

４．参 加 者： １年生全員（留年生も原則参加とする） 

 

５．引 率 者： １年生学級担任５名 

                  副校長（学生主事）： 小林幸夫 

                  学生主事補： 大島・酒入・田中(孝)・鈴木(真) 

         学生係： 山口           計１１名 

６．交 通 手 段     ： 借り上げバス５台（大型）  

（出典：学生委員会資料）

 

資料５-３-①-５：球技大会開催案内 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料５-３-①-６：平成25年度専門研修先 

 

3年 4年 5年

機械工学科
高岳製作所小山工場
小松製作所小山工場

三菱重工長崎造船所香焼工場他(長崎)

電気情報工学科 ソニーエクスプローラーサイエンス(お台場)
電子制御工学科 CEATEC　JAPAN2013(幕張メッセ)
物質工学科 マルハニチロ食品工場(宇都宮) 台湾国立清華大学他(台湾)
建築学科 岩舟町立旧小野寺北小学校(「創造演習」校外授業) 旧北海道庁本庁舎他(小樽)

 

（出典：教務委員会資料）

 

資料５-３-①-７：フロンティア技術入門のシラバス 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料５-３-①-８：校務分掌の一部 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.182-183）
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資料５-３-①-９：学生支援室の利用（カウンセラーの例） 

 

（出典：学生支援室資料）

 

資料５-３-②-10：交通安全講習会 

平成２５年度交通安全講習会実施要項 

 

 

１．日 時  平成２５年５月２９日（水） １５時１０分～１６時００分 

 

２．場 所  図書情報センター１階 視聴覚室   

 

３．目 的  本校学生の交通安全に対する意識を高揚し、交通事故を防止する 

 

４．対象者  バイクでの通学または持込許可を受けている通学生と寮生 

 

５．講 師   栃木県警察小山警察署職員 

 

６．内 容  交通安全に関するビデオ上映および講話 

 

７．申 込    通学生は、各人が担任に確認印をもらって直接学生係に申し込む。 

       寮生は、各人が寮務係に申し込む。 

              平成２５年５月２２日（水）を申込締め切りとする。  

（出典：学生課学生係資料）
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資料５-３-①-11：学生会規約（一部） 

 
（出典：平成25年度学生便覧、p.125-132）

 

資料５-３-①-12：クラブ顧問一覧表 

 

（出典：平成25年度学生便覧p.183）
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資料５-３-①-13：施設利用願い 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料５-３-①-14：人間性についてのアンケ-ト 

 

学生の評価――― 

全くその
通りである

かなり
そうである

普通
あまり

そうではな
い

全くそう
ではない

無効
回答

合計  全体平均

41 37 43 8 5 0 134 3.8

41 40 43 5 5 0 134 3.8

「豊かな人間性」が身についた。

「豊かな感性」が身についた。

設問内容

 

（出典：平成21年教育に関するアンケート（学生版））

 

（出典：平成23年教育に関するアンケート（学生版））

 

卒業生アンケート

全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全く
そうではない

無効
回答

合計
全体
平均

「豊かな人間性」が身についた。 10 39 26 10 3 0 88 3.49

「豊かな感性」が身についた。 20 40 21 6 0 1 88 3.85

設問内容

 

（出典：平成25年教育に関するアンケート（卒業生版））

 

 

企業等の評価―――― 

全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全くそう
ではない

 無効回答 合計 平均

2 2 3 0 0 7 14 3.86

1 4 2 0 0 7 14 3.86社会のニーズに関心が高い人間性を有している。

設問内容

感性や創造力が豊かである。

 

（出典：平成21年教育に関するアンケート（企業版））

 

 

（出典：平成23年教育に関するアンケート（企業版））

 

企業アンケート
全くその通り
である

かなり
そうである

普通
あまり
そうではない

全く
そうではない

無効
回答

合計
当該
平均

全体
平均

感性や創造力が豊かである。 4 23 21 1 0 2 51 3.61 3.56

社会のニーズに関心が高い人間性を有している。 2 18 24 5 0 2 51 3.35 3.39

設問内容

 

（出典：平成25年教育に関するアンケート（企業版））
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資料５-４-①-１：成績判定の規程の一部 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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５-４-①-２：評価方法記入例の一部、１年から５年までの履修単位 

 

 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料５-４-①-３：及落判定会議の開催通知 

 

                   平成25年度及落判定会議の開催について 

区　　　　分 場　 所

 予備会議　１３：３０～

  ５年判定 視聴覚室
 判定会議　１５：００～

  専攻科判定  予備会議 ５年予備会議終了後 視聴覚室

 判定会議 ５年判定会議終了後
 予備会議　　９：００～

 ◎第１学年から順に行います。

 ◎第１学年の学級担任は、９時ま

  １～４年判定  　でに集合願います。 視聴覚室

 ◎第２学年以上は、その後適宜連

 　絡いたします。

 判定会議　１３：１０～

3月11日 (火)

3月18日 (火)

及落判定会議日程一覧
事　　　　　　項

 

（出典：教員通知平成26年1月）

 

資料５-４-①-４：試験成績の関する学生への注意通知の一部 

 

４．後期期末試験、再試験、再評価の日程  

  ●後期期末試験 ：２月６日(木)～２月１３日(木) 

     成績に関して意見等がある場合は、なるべく早く（遅くとも２／２７日（木）

までに）科目担当教員まで申し出てください。 

    ↓  

  ●再試験の掲示 ：２月２６日(水)１５：００に、図書情報センター南側の学生

向け掲示板に発表 

     再試験については、２月２６日以前に担当教員から学生個人に連絡するこ

とは、原則としてありませんので、この掲示を確認してください。なお、平

成２０年度以前入学生に対しては、全ての科目で再試験が実施されるとは限

りません。従って、再試験が無いため、その科目が合格したとは限りません。 

    ↓  

  ●再試験の実施 ：３月３日(月)～３月７日(金) 

     再試験の日程は、５年生を除き、原則として後期期末試験に対応します（期

末試験の１日目の１時限目の科目は、再試験の１日目の１時限目に行いま

す）。ただし、変更もありますので、必ず掲示で日時、場所、出題範囲を確

認してください。   

 

（出典：平成25年ＨＲ掲示資料の一例）
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資料５-４-①-５：試験返却日程 

 

 

 

（出典：学生便覧、平成 25 年度年間行事予定表の一部）
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資料５-５-①-１：専攻科の構成 

（出典：学校要覧2013パンフレット、ｐ.19）
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資料５-５-①-２：準学士課程から専攻科の科目構成（その１） 

機械工学コース 

 

 
(出典：短期大学及び高等専門学校の専攻科認定資料)
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資料５-５-①-２：準学士課程から専攻科の科目構成（その 2）  

電気情報工学コース 

 

(出典：短期大学及び高等専門学校の専攻科認定資料)
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資料５-５-①-２：準学士課程から専攻科の科目構成（その３） 

電子制御工学コース 

 

(出典：短期大学及び高等専門学校の専攻科認定資料)

 

 



小山工業高等専門学校 基準５ 

- 201 - 

資料５-５-①-２：準学士課程から専攻科の科目構成（その４） 

物質工学科コース 

 

 

(出典：短期大学及び高等専門学校の専攻科認定資料)
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資料５-５-①-２：準学士課程から専攻科の科目構成（その５） 

建築学コース 

 

(出典：短期大学及び高等専門学校の専攻科認定資料)
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資料５-５-①-３：複合工学専攻（機械工学コース）技術者教育プログラムの学習・教育目標を達

成するために必要な授業科目の流れ 

 

 

（出典：平成25年度学科内ＪＡＢＥＥ資料）
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資料５-５-①-４：複合工学専攻（電気情報工学コース）技術者教育プログラムの学習・教育目標

を達成するために必要な授業科目の流れ 

 

 

（出典：平成25年度学科内ＪＡＢＥＥ資料）
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資料５-５-①-５：複合工学専攻（電子制御工学コース）技術者教育プログラムの学習・教育目標

を達成するために必要な授業科目の流れ 

授　　業　　科　　目　　名

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ドイツ語演習

応用英語Ⅰ 応用英語Ⅱ

人間と科学Ⅱ

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

能
力
を
身
に
つ
け
る
。

(D)

（E）

国
際
的
な
感
覚
を

身
に
つ
け
る
。

人間と科学Ⅰ

日本語概説

（C）

技
術
と
自
然
や
社
会
と
の
か
か
わ

り
を
理
解
す
る
。

計測システム論

歴史学

応用英語Ⅰ 応用英語Ⅱ

複素関数論（◎）

応用科学

力学特論

応用解析学（◎）

特別研究（◎）

経営学

技術者倫理（◎）

電磁ｴﾈﾙｷﾞｰ工学

実務研修（◎）

特別研究（◎）

情報科学

経営学

技術者倫理

情報工学

応用物理Ⅲ 応用物理Ⅳ

ｿﾌﾄｳｪｱ工学Ⅱ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ

（◎）

哲学 実務研修

人間と科学Ⅰ 人間と科学Ⅱ

輪講Ⅱ

ｿﾌﾄｳｪｱ工学Ⅲ

制御工学Ⅲ

システム工学

実務研修

環境技術

電子回路Ⅲ

保健体育Ⅰ

特別研究（◎）卒業研究（◎）

計測工学Ⅱ計測工学Ⅰ

計算機応用論

応用数学

応用科学

ｿﾌﾄｳｪｱ工学Ⅰ

工学実験 工学デザイン実験

輪講Ⅰ

工学システム概論

電子制御工学実験

（◎）

電子制御工学ゼミナール（◎）

物性工学

確率統計

卒業研究（◎）

(A)

技
術
者
に
必
要
な
基
礎
知
識
と
応
用
力
を
身
に
つ
け
る
。

技術者倫理（◎）

(B)

情報科学

電子制御工学実験

哲学

電子制御工学ゼミナール（◎）

特別研究（◎）

電磁ｴﾈﾙｷﾞｰ工学

光波応用工学

電子回路特論

計測システム論

システム同定論

計算機応用論

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ特論

複素関数論（◎） 応用解析学（◎） 技術者倫理（◎）

応用科学

電子工学特論 力学特論

電子工学Ⅱ

通信工学Ⅱ

応用電子工学

電磁工学

物性工学 量子工学

電子回路Ⅲ

輪講Ⅱ（◎）

工学デザイン実験

（◎）

情報工学

ｿﾌﾄｳｪｱ工学Ⅲ

制御工学Ⅳ

応用制御工学制御工学Ⅲ

システム工学

デジタル工学

制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

ｿﾌﾄｳｪｱ工学Ⅰ ｿﾌﾄｳｪｱ工学Ⅱ

輪講Ⅰ（◎）

工学実験（◎）

計測工学Ⅰ（◎） 計測工学Ⅱ（◎）

確率統計（◎）

応用数学（◎）

応用物理Ⅲ（◎） 応用物理Ⅳ（◎）

電磁気学Ⅲ 電磁気学Ⅳ

通信工学Ⅰ（◎）

電子工学Ⅰ（◎）

技
術
者
と
し
の
素
養
を
身
に
つ
け
る
。

専攻科１年 専攻科２年本科５年
学習･教育

目標
本科４年

システム同定論

電子制御工学演習

（◎）

電気回路Ⅲ 電気回路Ⅳ

人間と科学Ⅰ 人間と科学Ⅱ文学

保健・体育

歴史学

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

英語表現Ⅰ

ドイツ語

文学

英語演習Ⅰ

英語表現Ⅰ

ドイツ語 ドイツ語演習

英語演習Ⅱ

特別研究（◎）

電子制御工学演習

特別研究（◎）

特別研究（◎）

特別研究（◎）

ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ（◎） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ

ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ

 

 

（出典：平成24年度ＪＡＢＥＥ専門委員会資料）
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資料５-５-①-６：複合工学専攻（物質工学コース）技術者教育プログラムの学習・教育目標を達

成するために必要な授業科目の流れ 

 

 

（出典：平成25年度学科内ＪＡＢＥＥ資料）

 



小山工業高等専門学校 基準５ 

- 207 - 

資料５-５-①-７：複合工学専攻（建築学コース）技術者教育プログラムの学習・教育目標を 

達成するために必要な授業科目の流れ 

授　　業　　科　　目　　名

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

(A)
応用解析学 (◎)

応用物理II (◎) 建築応用力学 (◎) 複素関数論 (◎) 応用科学 (◎)

木構造 (◎) 建築弾塑性力学 (◎) 建築数学 (◎)

構造設計 (◎) 建築耐震構造 (◎) 都市防災論 (◎) 建築耐震設計論 (○) 合成構造論 (◎) 建築構造解析学 (◎)

建築構造計画 (◎)
建築高機能材料工学

(◎)

建築計画III (◎) 都市・地区計画 (◎) 地域設計1 (◎) 地域施設計画論 (◎) ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝ論 (◎)

建築法規 (○) 地域設計2 (◎)

建築環境工学II (◎) 建築設備 (○) 環境デザイン論 (○) 設備システム論 (◎)

建築計画II (◎) 建築意匠 (○) 現代建築論 (◎) 技術者倫理 (○)

産業財産権 (◎)

(B)
複素関数論 (○) 応用科学 (○)

建築実験 (◎) 建築測量 (◎) 応用解析学 (○)

建築耐震設計論 (◎)

建築設計IIA (○) 建築設計IIB (○) 地域設計1 (○) 地域設計2 (○)

ま ちづく り論 (◎) 居住地計画論 (◎)

システムデザイン (◎)

電子システム概論 (○)
プロジェクトデザイン

(◎)
経営学 (○)

産業財産権 (○) 工学システム概論 (○)

特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎) 特別研究 (◎)

（C）

木構造 (○) 応用科学 (○)

建築構造計画 (○)

都市・地区計画 (○) 文化財保存論 (◎)

建築法規 (◎)

建築環境工学II (○) 建築設備 (◎)

環境デザイン論 (◎)

環境技術 (◎)

システムデザイン (○) 経営学 (◎)

プロジェクトデザイン

(○)

人間と科学I (◎) 人間と科学II (◎) 技術者倫理 (◎)

(D)
建築設計IIA (◎) 建築設計IIB (◎) 建築計画III (○) 都市・地区計画 (○) 地域設計1 (○)

建築意匠 (◎) 建築CAD・CG (◎) 近代建築思潮史 (○) 文化財保存論 (○)

人間と科学I (○) 人間と科学II (○) 日本語概説 (◎)

システムデザイン (○)

ドイツ 語演習 (○)

英語演習II (○) 応用英語1 (◎) 応用英語2 (○)

特別研究 (○) 特別研究 (○) 特別研究 (○) 特別研究 (○)

（E）
現代建築論 (○) 文化財保存論 (○)

人間と科学I (○) 人間と科学II (○) 電子システム概論 (◎) 工学システム概論 (◎) 経営学 (○)

日本語概説 (○)

ドイツ 語演習 (◎)

英語演習II (◎) 応用英語2 (◎)

専攻科２年本科５年本科４年

応用数学 (◎)

応用数学 (○)

学習･教育
目標

建築施工 (◎)

建築環境工学I (○)

専攻科１年

卒業研究 (◎)

ドイツ 語II (○)

ドイツ 語I (○)

歴史学 (◎)

歴史学 (○)

卒業研究 (○)

哲学 (○)

英語演習I (◎)

建築史 (◎)

文学 (◎)

ドイツ 語I (◎)

ドイツ 語II (◎)

保健体育I (○)

建築環境工学I (○)

保健体育I (◎)

英語演習I (○)

文学 (○)

建築史 (○)

哲学 (◎)

国
際
的
な
感
覚
を
身
に
つ
け

る

。

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
能
力

を
身
に
つ
け
る

。

技
術
者
に
必
要
な
基
礎
知
識
と
応
用
力
を
身

に
つ
け
る

。

技
術
者
と
し
の
素
養
を
身
に
つ
け
る

。

技
術
と
自
然
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
理

解
す
る

。

建築構造力学III (◎)

鉄筋コンクリート構造 (◎)

鋼構造 (◎)

建築環境工学I (◎)

鋼構造 (○)

 

 

（出典：平成24年度ＪＡＢＥＥ専門委員会資料）
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資料５-５-②-１：学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ（機械工学コース） 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧より作成）
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資料５-５-②-２：学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ（電気情報工学コース） 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧より作成）
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資料５-５-②-３：学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ（電子制御工学コース） 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧より作成）
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資料５-５-②-４：学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ（物質工学コース） 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧より作成）
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資料５-５-②-５：学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ（建築学コース） 

 

 

（出典：平成25年度学生便覧より作成）
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資料５-５-②-６：全コース共通の科目の教育目標と教育目的 

 

科 目 名 本校教育目標と教育目的 

技術者倫理 

（講義/必修/2） 

本校教育目標：①：豊かな人間性の涵養 

 科学・技術の諸問題について技術史を踏まえ理解し、倫理的かつ

多面的にその解決に取り組める、技術者としてふさわしい人格を有

した人材の育成を目指す。 

システムデザイン 

（講義/必修/2） 

本校教育目標：①：豊かな人間性の涵養 

 実例を通じて、商品開発に必要な事柄、過程を学び、技術者に必

要な考え方のできる人材の育成を目指す。 

産業財産権 

（講義/必修/2） 

本校教育目標：②：豊かな感性と創造力育成 

 特許取得を意識した技術開発の能力を身につけ、発想やアイデア

を提案し、知的所有権とするまでの過程の修得を目指す。 

プロジェクトデザイ

ン 

（講義/必修/2） 

本校教育目標：②：高度な専門知識と問題解決能力の育成 

 与えられた課題から異分野チームでのプロジェクトを設定し、プ

ロジェクト達成のためのプロセスをデザインして、企画をまとめる

能力の修得を目指す。 

環境技術 

（講義/必修/2） 

本校教育目標：①：豊かな人間性の涵養 

 現代社会から求められている、環境およびエネルギー分野の諸問

題について広い視野から考察できる技術者の育成を目指す。 

経営工学 

（講義/必修/2） 

本校教育目標：①：豊かな人間性の涵養 

 社会における企業とその役割を理解し、企業が取り組むべき問題

およびマーケティングについて技術者としての広い知識修得を目指

す。 

（出典：専攻科委員会資料）
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資料５-５-③-１：他専攻科目の履修規程及び他教育機関との単位互換規程 

 

専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

 

小山工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

 
制  定  平成 11 年 4 月 1 日

最終改正  平成 23 年 4 月 1 日

＊＊＊省略＊＊＊ 

 

 (大学等における授業科目の履修) 

第 5 条 大学等で開設されている授業科目を履修した者が、当該科目の単位（以下「学外単位」という。）の

認定を受けようとするときは、成績証明書等、単位の修得を証明する書類を添えて期限までに校長に

申請するものとする。学外単位は、４単位を限度として、専攻科における授業科目を修得したものと

みなすことができる。 

 

＊＊＊省略＊＊＊ 

 

（出典：平成25年度学生便覧、p.121）

専攻科履修の手引き 

３．修了要件 
 

専攻科を修了するためには「一般科目」及び「専門基礎科目」をあわせて10単位以上、「専門科目」を48単

位以上修得する必要があります(合計62単位以上修得)。 

 教育課程は、一般科目、専門基礎科目及び専門科目で構成されており、開設科目、学年別配当単位数は

別表を参照して下さい。 

 

  

 

（出典：平成25年度専攻科履修の手引き、p.1）
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資料５-５-③-２：実務研修の手続き 

 

専攻科履修の手引き 
５．履修方法並びに手続き 
 
＊＊＊省略＊＊＊ 
 
（５）実務研修 

    専攻科における学生の技術教育の自発的な動機付け、今後のカリキュラム選択、特別研究テーマの選択

や研究の進め方、将来の開発技術者としての心構えなどを学ぶために専攻科１年次に、専攻に即した実習を

企業等で実施します。この研修により実際の企業等における技術課題を把握し、解決法等をつぶさに体験し

ます。 

    専攻科において、教育上有益と認める実務経験を「実務研修」の単位として認定することができます。申請

手続等については指導教員に相談してください。 

 
＊＊＊省略＊＊＊ 
 
 
６．実務研修（インターンシップ） 
   実務研修実施計画（２単位（９０時間以上））  専攻科委員、指導教員 
 ・受入先事業所等の選定 
 ・受入先事業所等の実習指導者の指定 
 ・受入先事業所等への配属  
 ・研修、テーマ等に関する指導・助言 
 ・安全管理、就業心得等の事前指導 
 ・その他必要な事項 
 
 実務研修実施計画書（様式１）作成     専攻科委員、指導教員 

校長決済後 受入先事業所等との事務処理 
   ・依頼文書、契約書、誓約書等の送付（または学生渡し） 
   ・その他事務手続き上必要な事項 

 
 実務研修実施中               指導教員 
 
 ・事故、異常事態の処置、報告等 
 ・研修先事業所等との連絡調整、実地指導 
 ・その他必要な事項 
 
 実務研修終了時                               専攻科委員、指導教員 
 
 ・学生提出書類の確認・指導 
  （実務研修証明書、実務研修報告書、実務研修日誌） 
  ・事後指導の実施    

 
校長決済後 「実務研修実施計画書」とともに保管 

 

 
 実務研修報告会の計画 実施                 専攻科委員、指導教員 
 ・発表会の企画・立案、学生指導 
 ・報告書作成指導 
 
 成績評価及び単位の認定           指導教員 
 

 

（出典：平成25年度専攻科履修の手引き、pp.8-9）
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資料５-５-③-３：実務研修要項 

 

小山工業高等専門学校専攻科実務研修要項 
 
 (趣旨) 
第1条 小山工業高等専門学校学則第46条に基づき行う専攻科実務研修(以下「実務研修」という。)は、この要項の定めるところによ

る。 
 
 (目的)                              
第2条 実務研修は、企業又は官公庁等において技術体験を通じて実践的技術感覚を体得させるとともに、技術体験で得た成果を

学修に生かすことを目的とする。 
 
 (計画・実施)               
第3条 実務研修は、専攻科委員及び指導教員が計画のうえ、実務研修実施計画書(様式1)を作成し、校長の許可を得て実施する

ものとする。        
 
 (実施の時期及び時間) 
第4条 実務研修の時期は、1年次とし、90時間以上とする。 
 
  (経費) 
第5条 実務研修に要する費用は、原則として実務研修を行う学生(以下「実務研修生」という。) の負担とする。 
 
  (実施責任者) 
第6条 実務研修を円滑に実施するため、専攻科委員を実施責任者とする。 
 
 (指導教員の業務) 
第7条 指導教員は、専攻科委員の指示のもとに次の業務にあたる。 

一 実務研修生の受入先事業所等の選定 
二 実務研修生の受入先事業所等の実習指導者の指定 
三 実務研修生の受入先事業所等への配属 
四 実務研修内容、テーマ等に関する指導・助言 
五 実務研修における安全管理(傷害保険への加入指導を含む。)・就業心得等の事前指導 
六 実務研修中に発生した事故又は異常事態の処置及び報告 
七 実務研修先事業所等との連絡調整 
八 その他必要な事項 

 
 (実地指導)               
第8条 専攻科委員又は指導教員は、必要に応じ実務研修生に対し、受入先事業所等において実地指導を行うものとする。 
 
  (報告)                                                                
第9条 実務研修生は、実務研修修了後直ちに、次に掲げる書類を指導教員、専攻科委員を経て校長に提出しなければならない。

一 実務研修証明書(様式2) 
二 実務研修報告書(様式3) 
三 実務研修日誌(様式4) 

 
 (成績評価及び単位の認定)      
第10条 所定の実務研修を修了した学生の評価は、次によるものとする。ただし、第4条に定める実務研修期間を満了しない場合

は、この限りでない。   
 一 実務研修の成績は、前条に定める内容等に基づき、指導教員が総合的に判断し評価する。 
 二 評価は、合否とし、合格の場合は、実務研修の単位を認定する。 

 
 (事務) 
第11条 実務研修に関する事務は、学生課が処理する。 
 
 (雑則) 
第12条 この要項に定めるもののほか、実務研修に関し必要な事項は、専攻科委員会委員長と専攻科委員が協議し校長が定める

ものとする。     
 
        附 則 
   この要項は、平成11年 4月 1日から施行する。 
 
       附 則 抄 
 
       附 則 
   この要項は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 
 

 

（出典：平成25年専攻科履修の手引き、pp.17-18）
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資料５-５-③-４：実務研修シラバス・発表会プログラムの例 

  
【電気情報工学コース】 

シラバス 

 

（出典：小山高専ＨＰ）

 
発表会プログラム 

４年生 プレゼン：５分，質疑応答２分 専攻科生 プレゼン：７分，質疑応答３分

番号 氏名 研修先 ページ
14:00 ～ 14:10

1 14:11 ～ 14:21 平河ヒューテック

2 14:22 ～ 14:32 カテル有限会社
3 14:33 ～ 14:43 高岳製作所
4 14:44 ～ 14:54 村樫石灰工業株式会社

発表会場：４Ｅ教室
発表時間

（準備）

平成２５年度　小山高専電気情報工学科・専攻科電気情報工学コース　インターンシップ報告会
日時 平成２５年１０月３０日（水）　６～８時
会場 ４Ｅ教室，３Ｅ教室
発表時間

（出典：電気情報工学科資料）
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資料５-５-③-５：平成 25 年度修了生の TOEIC スコアー表 

 

385 445

400 520

390 395

420 －

435 410

480 400

710 530

530 445

700 440

460 455

405 460

420

545 445

410

TOEIC

物
質
工
学
科

建
築
学
科

機
械
工
学
科

電
気
情
報
工
学
科

電
子
制
御
工
学
科

TOEIC

 

（出典：平成 25 年度修了生 TOEIC 得点調査）
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資料５-６-①-１：専攻科の科目と単位数（その１） 

 

（出典：平成25年度学生便覧、p.31）
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資料５-６-①-１：専攻科の科目と単位数（その２） 

 

（出典：平成25年度学生便覧、p.32）
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資料５-６-①-２：各コースの実験、実習、演習科目の単位配当 

 

 

（出典：平成25年度自己点検評価報告書）
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資料５-６-①-３：実験実習科目シラバスの例 

 

機械工学専攻実験 電気情報工学専攻実験 

 

電子制御工学専攻実験  

 

（出典：小山高専平成25年度自己点検評価報告書）
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資料５-６-①-４：教育に工夫を行っている科目のシラバス及び授業実施資料等の例 

物質工学コース科目 

「物質工学（材料）専攻実験」シラバス 

授業の工夫例 

 

 
 

 

 

 

建築学コース科目 

「地域設計Ⅰ」シラバス 

授業内容および学生の提案例 

 

 
 

 

（出典：小山高専平成25年度自己点検評価報告書）
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資料５-６-①-５：学習方法の工夫例（その１） 

 

学科：専攻科 

科目：応用英語１・２ 

工夫の内容：応用英語 1 では、TOEIC の試験を受けるにあたり、出題形式の解説を始めとして、 既

習事項の文法内容の再復習と、ビジネス英語に関する用語の解説、そして効率の良い点数の取り方

などを伝授している。 

 

応用英語 2 では、[1]で学んだ内容を更に深めて、TOEIC の試験を受けるにあたり、 既習事項の文

法内容の再復習と、ビジネス英語に関する用語の解説、そして TOEIC の練習問題と徹底対策をしな

がら、効率のより良い点数の取り方などを伝授している。 

 

（１）「日経ウィークリー（日本経済新聞の英字新聞版）」を用いた TOEIC 対策方法 

① TOEIC の出題に対する基本的な方策 

TOEIC の出題に対する「基本的な方策」としては 17 点があり、それらの方策を基にして問題が作成

されている。そのうちの一例としては、「正答のみが際立たないこと・誤答は一つ一つが 独立し

た  選択肢となること・誤答の選択肢は、文脈に対して一つ一つ降りていく形式を取る こと」と

いった内容がある。 

 

（２）各 Part の攻略方法 

①：Part１ ②：Part２ ③：Part３ ④：Part４ ⑤：Part５ ⑥：Part６ ⑦：Part７ 

これらも Part ごとに「写真描写」から「一問一対応の Q&A」のような問題がある事から、それぞれ

に対しての考え方を持たせながら、「ビジネス英語」問題についての効果的な攻略方法を 探って

いく。 

 

（３）総括 

「ビジネス英語」の TOEIC ではあるが、４者択一形式になっていることから、必ず正答はある。そ

れを問題の性格ごとにつぶさに見ることで、自らの実力に加えて最大 200 点を上昇させることがで

きる。そういった方策を「日本経済新聞」の英語版である「日経ウィークリー」を活用  させな

がら解いていくという手法となっている。これらは「英語の勉強」を行っていく事は  大前提で

はありながらも、そこに「試験で点数を取る」という時点ではその作成者側の「相手の出方」を知

って、それに対策を講じていくといったことでは大変有意義な事であることから、 その双方を同

時に習得させていく事で、英語力と点数獲得の技術といった力を磨いていく事が できる。ここに

「心理学」の知識も同時に加えていく事ができる。 

 

（出典：専攻科科目の学習工夫の調査）
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資料５-６-①-５：学習方法の工夫例（その２） 

 

応用科学 

当講義は，物理実験室で行っている。その理由は以下に示すとおりである。 

１． 各項目とも，初めにできるだけ実験事実を示し，具体的な現象を認識させる。 

 

例 放電管に高電圧をかけると，管内に閉じ込めた気体の種類

によって，違う色の発光をする。これらを簡易分光器で観察す

る。 

 

２． 発見者の思考過程を追体験できるよう，科学史的に要点を

説明する。過去の発見者が，いかにしてこれらの実験事実から

定式化を導き出したか，その論理で現象が説明出来るかを，演

習形式で計算させ，発見者の経験を感じさせる。 

 

例 実験値を示し，どうやって実験値を再現する実験式がたてられるか考察させる。 

バルマーの提案した実験式を紹介し，可視光線領域の波長を計算してみる。 

  → 実験値と比較してみる。 

  ライマン系列，パッシェン系列のスペクトルについても計算してみる。 

  → バルマーの式ではうまくいかない。 

  → リュードベリが提案した式で計算してみる。 

→ ３領域ともうまく再現できる。 

 

３． 定式化が正しいと認識できたら，その式を用いて，応用も試させる。 

例 実験で観測された以外の輝線は存在するか，様々な計算をさせる。 

  理科年表などで，そのような波長の輝線は存在するか，確認する。 

 

４． 実験室の机はテーブル型の作業台なので，４人で１机に座る。そのため，常にピアインスト

ラクション（仲間同士で教え合う）ことが可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：専攻科科目の学習工夫の調査）
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資料５-６-①-５：学習方法の工夫例（その３） 

電気情報工学コースの実験例 

（学生は自分の専門だけでなく、エネルギー・情報・物性の各分野を横断的にすべての実験を実施

するようになっている） 

 

 

（出典：小山高専 HP）
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資料５-６-②-１：専攻科生のシラバス活用のアンケート結果 

 

 

専攻科 1 年 

 

専攻科 2 年 

 

（出典：平成23年度教育に関するアンケート）

 

全く

その通り

である

かなり

そうで

ある

普通
あまり

そうではない

全く

そうでは

ない

無効

回答
合計

当該

平均

専攻科１年生 7 4 8 2 0 0 21 3.76

専攻科2年生 4 5 4 0 1 0 14 3.79

設問内容

授業内容をシラバスでよく確認した。

授業内容をシラバスでよく確認した。

（出典：平成25年度教育に関するアンケート）
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資料５-６-③-１：創造性を育む教育科目の例 

 

全コース共通専門科目 

「プロジェクトデザイン」  

シラバス 学生グループによる発表例 

 
 

将来型 EV 開発構想に資する授業日程 

                

   GP1： 

    
 
    GP2： 

    
（出典：小山高専平成25年度自己点検評価報告書）
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資料５-６-③-２：専攻科生のインターンシップ受入れ先企業のアンケート結果 

 

 

（出典：平成25年度教育に関するアンケート（企業版））

 

 

資料５-６-③-３：専攻科生のインターンシップ参加状況 

 

 

 

（出典：平成25年度専攻科資料）
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資料５-６-③-４：専攻科生のインターンシップ成果アンケート 

 
（出典：平成２５年度教育に関するアンケート（学生版））
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資料５-７-①-１：研究テーマ決定への指導例 

建築学コースの例 
平成 25 年 2 月 

専攻科生配属内規（案） 研究室の学生枠数 
 

・ 基本は、卒研時の研究室内で受け持つ（全員リセットし再配属、はない） 
・ ひと学年、1 研究室 2 名までとする 
・ 卒業研究を終了した時点で、他の研究分野を希望する学生が出た場合は、当該教員を訪ねて

説明を受け、研究テーマを含めたかたちで了承を得られたならば、異動配属を可能とする 
 
＊＊＊略＊＊＊ 
 
・研究内容の目指すべき方向性がある場合は異動可とする 
・元教員の許可も必要とする 
 
ただし、異動には、若干の注意点が必要 
・ 卒業研究が使えなくなることが殆どのため、学位レポートや特別研究が０からスタートで苦労する

（卒業設計は毎度これ） 
・ 異動先が膨れて２名以上になった場合の選抜方法（異動先教員による自由選抜で良いだろう） 

 
建築学科教室会議 議事録(案) 

 
日時：2013 年 2 月 5 日（火） 10 時 00 分〜11 時 30 分 
場所：建築学科会議室 

 
配布資料： 
１．運営会議議事録 
２．専攻科生配属内規(案) 研究室の学生枠数 
３．専攻科特別研究報告会梗概集 
 
 
【審議事項】 
 
＊＊＊略＊＊＊ 
 
③専攻科生配属について[大島] 
 ・卒研時の研究室内から「あふれた場合」→基本的に学生自由選択権で 2 名に絞ることとし、それでも

上手くいかない場合は教員裁量権で 2 名に絞る。 
 ・その他は資料２に基づく。 

 
＊＊＊略＊＊＊ 

（出典：小山高専平成25年度自己点検評価報告書）
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資料５-７-①-２：技術職員の協力による授業やセンターの指導体制の例 

 

 

 

（出典：小山高専平成25年度自己点検評価報告書）
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資料５-７-①-３：平成25年度専攻科・複合工学専攻 特別研究・発表プログラム例 

（学生名白抜き） 

表紙 

 

 
 

（出典：平成25年度専攻科特別研究発表例）
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資料５-７-①-４：平成24年度専攻科１年 特別研究中間報告会  

目次・発表プログラム（学生名白抜き） 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

（出典：小山高専平成25年度自己点検評価報告書）
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資料５-７-①-５：特別研究の複数教員による評価の例（学生名・教員名白抜き） 

（出典：小山高専平成25年度自己点検評価報告書）

機械工学コース 電子制御工学コース 
平成 24 年度  

 

平成 24 年度 

建築学コース 
 平成 24 年度 
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資料５-７-①-６：専攻科生の学会等での発表の例（学生氏名白抜き） 

  
（出典：平成25年度各専攻の学外発表に関する調査資料の一部（抜粋））
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資料５-７-①-７：専攻科生の学会等での発表件数

‘  

（出典：平成25年度各専攻の学外発表に関する調査資料のまとめ）

 

資料５-７-①-８：専攻科の達成度の評価方法の記載部分 

（研究成果を学外発表することの条件記載例） 

 

 

（出典：小山高専 HP）
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資料５-７-①-９：一般科の専攻科授業 

 

 

 

（出典：一般科の平成 25 年度カリキュラムの整理）
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資料５-８-①-１：専攻科の授業科目の履修等に関する規程 
   

小山工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

 

制   定  平成 11 年 4 月 1 日 

  最終改正  平成 23 年 4 月 1 日 

 (目的)  

第 1 条 この規程は、小山工業高等専門学校学則(昭和 40 年 4 月 1 日制定)第 46 条第 2 項の規定に基づき、小山

工業高等専門学校専攻科における授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定について定める

ことを目的とする。 

 

 (授業) 

第 2 条 専攻科の授業は、1 単位時間を標準 50 分とする。 

2 授業は講義、演習、実験及び実習のいずれか、又はこれらの併用により行うものとする。 

 

  (単位) 

第 3 条 各授業科目の 1 単位あたりの履修時間は、45 単位時間を標準とするが、授業の方法に応じ、当該授業によ

る教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮し、次の各号により単位数を計算するものとする。 

  一 講義については、15 単位時間の授業をもって 1 単位とする。     

  二 演習については、30 単位時間の授業をもって 1 単位とする。   

  三 実験及び実習については、45 単位時間の授業をもって 1 単位とする。 

 

 (履修方法) 

第 4 条 授業科目の受講に当たっては、各学期の始めに各科目毎の受講届を提出しなければならない。 

 

 (大学等における授業科目の履修及び単位認定申請) 

第 5 条 大学等で開設されている授業科目を履修した者が、当該科目の単位（以下「学外単位」という。）の認定を受

けようとするときは、成績証明書等、単位の修得を証明する書類を添えて期限までに校長に申請するものとす

る。学外単位は、4 単位を限度として、専攻科における授業科目を修得したものとみなすことができる。 

 

 (成績の評価) 

第 6 条 学業成績は、授業科目毎に評価する。 

2  成績の評価は、試験の成績及び平素の成績等を総合して、100 点法により評価する。 

3 特別研究及び実務研修の成績は、合否で評価する。 

4 各科目とも欠課時数が授業時間数の 3 分の 1 を超えるものに対しては、評価は行わない。 

 

第 7 条 各授業科目の成績は、評価を次のとおり区分し、評語で表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (単位の認定) 

第 8 条 前条の規定に基づき、S、A、B 及び C に評価された授業科目については、当該単位数を認定する。 

2 学業成績を学外に通知する場合は、修得科目のみ単位数及び評語で通知する。 

3 単位が認定されなかった授業科目については、次年度以降に再履修することができる。 

4 本科 4 年及び 5 年における開講科目について、科目担当教員の許可を受けて履修することができる。ただ

し、当該認定単位数は専攻科修了要件のための修得単位数には含めない。しかし、技術者教育プログラム中

の授業時間数として認めることができる。 

5 前項 3 及び 4 により再履修する場合も、第 4 条に規定する手続きを行うものとする。 

 (試験) 

第 9 条 定期試験は、各学期末に実施する。なお、平素の成績で評価し得る授業科目については、定期試験を実施

しないことがある。 

2 定期試験に病気(医師の診断書がある場合に限る。)、忌引き、その他止むを得ない理由により試験を受けられ

なかった者については、本人の願い出により担当教員が許可した場合、追試験を受けることができる。 

3 正当の理由がなく試験を受けなかった者又は懲戒処分の為試験を受けなかった者の当該試験の成績は０点と

する。 

 
以下省略 

評  語 評      価 

S 90点以上 

A 80点以上 90点未満 

B 70点以上 80点未満 

C 60点以上 70点未満 

D 60点未満 

（出典：平成25年度学生便覧、pp.121-122）
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資料５-８-①-２：講義･演習･実験･実習科目の単位の定義 

小山工業高等専門学校  専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

 

  (単位) 

第 3 条 各授業科目の 1 単位あたりの履修時間は、45 単位時間を標準とするが、授業の方法に応じ、当該

授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮し、次の各号により単位数を計算するものと

する。 

  一 講義については、15 単位時間の授業をもって 1 単位とする。     

  二 演習については、30 単位時間の授業をもって 1 単位とする。   

  三 実験及び実習については、45 単位時間の授業をもって 1 単位とする。 

 

（出典：平成 25 年度専攻科履修の手引き、p.15）

 

単位の計算方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成25年度専攻科の履修の手引き、p.1）

 

３．修了要件 

 

１） 単位の計算方法 

 

専攻科の授業は、講義、演習、実験のいずれか、又はこれらの併用により行われます。１単位の履修時間

は、教室及び教室外合わせて 45 単位時間として、次の基準により計算されます。なお、１単位時間は、標準

50 分です。 

 （１）講義は、毎週１単位時間の授業、15 週をもって１単位とする。この場合、１単位時間の講義に対して、教

室外における 2 単位時間の学習が必要であることが考慮されている。 

 （２）演習は、毎週 2 単位時間の授業、15 週をもって１単位とする。この場合、2 単位時間の演習に対して、教

室外における 2 単位時間の学習が必要であることが考慮されている。 

 （３）実験及び特別研究は、毎週３単位時間の授業、15 週をもって１単位とする。 この場合、実験は実験室

等で行われるので、教室外における学習は考慮されていない。 
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資料５-８-①-３：小山工業高等専門学校判定会議規程 

 

小山工業高等専門学校判定会議規程 
 

制 定 平成16年４月１日
 
 （設置） 

第１条 小山工業高等専門学校に、小山工業高等専門学校判定会議（以下「判定会議」という。）を置く。 

 

 （組織） 

第２条 判定会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 校長 

二 教員 

 

 （審議事項） 

第３条 判定会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 入学者選抜検査合否の判定に関する事項 

二 学科の学年課程修了及び卒業の認定に関する事項 

三 専攻科の修了の認定に関する事項 

 
 （会議） 

第４条 判定会議は、校長が招集し、その議長となる。 

２ 前条第１号に係る判定会議は、次の選抜検査実施時に開催する。 

一 入学者選抜検査 

二 編入学者選抜検査 

三 専攻科入学者選抜検査 

３ 前条第２号及び第３号に係る判定会議は、学年末試験終了後開催する。 

４ 前２項に定める判定会議前に予備会議を開催するものとする。 
５ 予備会議の構成員は、別に定める。 
 

 （事務） 

第５条 判定会議に関する事務は、学生課教務係が処理する。 

 

附 則 

この規程は、平成16年４月１日から施行する。 

 

（出典：小山高専規程集）

 

資料５-８-①-４：専攻科修了判定会議資料の一部 

表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成２５年度専攻科修了判定会議資料）

 

 

 

回収資料 

 
回収資料

平成25年度

小山工業高等専門学校

専攻科修了判定資料

　　　／３０
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資料６-１-①-１：教育方針・育成する人材像に関する記述（既出：資料１-１-①-３） 

■教育方針と育成する人材像(Ａ:準学士課程、Ｓ:専攻科課程) 

① 豊かな人間性の涵養； 

 豊かな教養と専門知識を基礎にして、技術者としてふさわしい人格を有し、社会に貢献できる人材の育

成を目指している。 

①－Ａ★社会人となるための素養を身につけ、環境・福祉に配慮し工業技術が自然や社会に与える影響を

認識できること。 

①－Ｓ★社会・経済と工業技術の共生に配慮し、工業技術者としての社会的責任と倫理観を自覚すること。

② 豊かな感性と創造力の育成； 

 ものづくりを基本とする実験実習を通じて製作・設計能力を育むことに加え、新しい工学的発想につな

がる感性とチャレンジ精神を培い、豊かな創造力・デザイン能力・実践力を有する人材の育成を目指して

いる。 

②－Ａ★実験実習に自主的に取り組み観察力・解析力を養い、新しい発想やアイデアを提案する習慣を身

につけること。 

②－Ｓ★専門分野にとらわれず工業技術全般に対し知的好奇心をいだき、工業技術に関する研究計画・設

計・製作およびその評価までの全プロセスをデザインできること。 

③ 自然科学・数学・英語・専門基礎科目の学力向上； 

 高度化する専門知識・技術の修得に必要な自然科学・数学・英語・専門基礎科目の十分な学力を有する

人材の育成を目指している。 

③－Ａ★自然科学・数学・英語の基礎知識を身につけ、専門分野の基礎知識を修得していること。  

③－Ｓ★自然科学・数学・英語の応用知識を身につけ、専門分野の工学理論を理解していること。 

④ 高度な専門知識と問題解決能力の育成； 

 専門分野に関する高度な知識と問題解決能力を有し、技術革新に柔軟に対応できる人材の育成を目指し

ている。 

④－Ａ★実践的技術者としての高度な専門分野の知識を修得し、与えられた技術的課題を解決できる能力

を身につけること。 

④－Ｓ★開発型技術者としての高度な専門分野の課題に対する問題点を自ら発見し、その解決方法をデザ

インし研究を遂行できる能力を身につけること。 

⑤ 情報技術力の向上； 

 コンピュータの利用能力に留まらず、新しいアイデアを具体化し設計するための情報技術力を有する人

材の育成を目指している。 

⑤－Ａ★情報技術に関する基礎知識と情報処理能力を有し、コンピュータを利用して適切な内容の報告書

を作成できること。 

⑤－Ｓ★情報技術の応用力を身につけ、コンピュータを利用して解析力と設計力を身につけること。 

⑥ コミュニケーション能力と国際感覚の育成；  

 優れたコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を養い、社会環境や文化の枠を超えて活躍出

来る、国際感覚豊かな人材の育成を目指している。 

⑥－Ａ★講義・実験・卒業研究の内容について日本語で口頭発表・質疑応答ができることと、基本的な技

術英語の文章を理解し国際的視野を身につけること。 

⑥－Ｓ★特別研究を含む専門分野の内容を学内・学外において日本語で口頭発表・質疑応答ができること

と、高度な専門分野に関する技術英語の文章を理解し国際社会で活躍できる基礎能力を身につけること。
 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧）
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資料６-１-①-２：授業科目の流れ(電気電子創造工学科)（既出：資料５-１-①-10） 

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧より整理）
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資料６-１-①-３：平成25年度シラバスの一例  

１～５年（履修単位） 

 

（出典：平成 25 年３月 小山高専ＨＰ）
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資料６-１-①-４：成績判定の規程（既出:資料５-４-①-１） 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料６-１-①-５：及落判定会議の開催通知（既出：資料５-４-①-３） 

平成25年度及落判定会議の開催について 

 

（出典：平成 26 年１月教務委員会資料）
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資料６-１-①-６：学年末成績の教員に対する注意通知の一部 

 

 

（出典：平成 26 年１月教員配付資料）
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資料６-１-①-６（続き）：学年末成績の教員に対する注意通知の一部 

 

 

 

（出典：平成 26 年１月教員配付資料）
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資料６-１-①-７：学業成績通知書の記載方法と保護者への通知方法について 

 

平成２６年度４月教務委員会議事要旨 

 

日  時 ： 平成２６年４月９日（水）  １５時００分～１７：００ 

場  所 ： 管理棟３Ｆ３０１ゼミ室 

議  題 

 

３．学業成績通知書の記載方法について               【資料．11】 

  土田主事から、資料 11 に基づき、保護者あて学業成績通知書の記載事項について、

点数、クラス順位、平均点等を追記したい旨の提案があり、種々意見交換の結果、次 

のとおり決定された。 

○現用の保護者への学業成績通知書、及び学生への個人連絡票を、学生と保護者の双方に、中 

間試験後および期末試験後の年間、計４回送付する。 

 

ただし、中間試験時の「点数」は中間試験の素点であることと、学期成績通知時の「点数」

は評価方法による評価点であることを注記する必要があることが確認された。 

なお、次のとおり意見があった。 

○上記のとおり保護者へ年計４回送付することにより、学業成績通知書への記載事項の追加が

不要となり、現在の教務システムを変更しなくとも対応が可能となる。ただし、保護者への通

知回数が増えるため、郵送費が増える。 

○経費の問題を無視したたうえで、システム変更を行う場合、最も優先度の高い追加項目はク

ラス順位と考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教務委員会資料）

 

 

平成２６年度５月教務委員会議事要旨 

 

日   時 ： 平成２６年４月３０日（水）  １５：００～１７：３０ 

場   所 ： 管理棟３Ｆ３０１ゼミ室 

出 席 者 ： 教務委員（岡田主事補、ロボコン北米ツアーのため欠席） 

議  題 

 

［ 審議事項 ］ 

・・・・ 

２．学業成績通知書の記載方法について                     【資料７】 

  土田主事から、学業成績通知書及び個人連絡票の記載方法について、資料７のとおり変更した

い旨提案があり、審議の結果、次の点が決定された。 

  ○学業成績通知書に、点数およびクラス内順位を追加する。 

 ○個人連絡票は名称を変更して「中間試験結果通知書」とし、クラス内順位、当該学年総修得単

位および累積修得単位を追加する。 

 ○学生及び保護者あてに、学業成績通知書を年２回、中間試験結果通知書を年２回送付する。 

があった。 

・・・ 
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資料６-１-①-８：学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

（既出：資料５-５-②-１） 

（機械工学コースを抜粋） 

 

    

（出典：平成 25 年度学生便覧より作成）   
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資料６-１-①-９：教務委員会からの 25 年度シラバス作成方法（１／３） 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料６-１-①-９：教務委員会シラバスの25年度フォーマット（２／３） 

 
４・５年生の学修単位用 
(学-1) 自学自習の記入の必要がある科目：本科学修及び専攻科の講義演習（授業内容部分に罫線あ
り 16 週分） 

 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料６-１-①-９：25 年度シラバスフォーマット（教務委員会）(３/３） 

１年から５年までの履修単位用 

 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料６-１-①-10：専攻科修了判定会議資料（既出：資料５-８-①-４） 

 

 

 

（出典：平成 25 年度専攻科終了判定資料）
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資料６-１-②-１：退学率の推移状況 

 

（出典；学生課教務係資料）

 

資料６-１-②-２：過去５年間の進級率 

 

（出典：学生課教務係資料）

 

資料６-１-②-３：平成 25 年度本科生の進級状況 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料６-１-②-４：専攻科学生の修了率 

 

（出典：学生課教務係資料）

 

資料６-１-②-５：平成 25 年度本科生の学年別単位修得率 

 

 

 

 

                          （出典：学生課教務係資料を整理）
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資料６-１-②-５（続き）：平成 25 年度本科生の学年別単位修得率 

 

 

 

 

 

                          （出典：学生課教務係資料を整理）
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資料６-１-②-６：平成 25 年度本科生の学年別平均点 

 

 

 

 

 

                      

                          （出典：学生課教務係資料を整理）
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資料６-１-②-６（続き）：平成 25 年度本科生の学年別平均点 

 

 

                      

                          （出典：学生課教務係資料を整理） 
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資料６-１-②-７：平成 25 年度専攻科生の単位修得率 

 

 

 

 

（出典：学生課教務係資料を整理）
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資料６-１-②-７（続き）：平成 25 年度専攻科生の単位修得率 

 

（出典：学生課教務係資料を整理）

 

資料６-１-②-８：平成 25 年度専攻科生の平均点 

 

 

 

 

 

（出典：学生課教務係資料を整理）
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資料６-１-②-８（続き）：平成 25 年度専攻科生の平均点 

 

 

 
 

（出典：学生課教務係資料を整理）
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資料６-１-②-９：資格取得状況(準学士課程及び専攻科の例)  
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資料６-１-②-９（続き）：資格取得状況(準学士課程及び専攻科の例)  
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資料６-１-②-９（続き）：資格取得状況(準学士課程及び専攻科の例)  

 

     

 

（出典：学生課教務係資料および各学科資格取得状況調査資料を整理）
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資料６-１-②-９（続き）：資格取得状況のまとめ 

 

（出典：学生課教務係資料および各学科資格取得状況調査資料）

 

資料６-１-②-10：卒業研究・卒業制作の状況  

(平成 25 年度) 

 

  
（出典：各学科成績資料を整理）
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資料６-１-②-10（続き）：卒業研究発表プログラムの一例(機械工学科) 

 

     以下省略 

 

（出典：機械工学科資料）
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資料６-１-②-10（続き）：卒業研究評価結果一覧の一例(機械工学科) 

 

 

 

 

 

（出典：機械工学科資料）
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資料６-１-②-10（続き）：卒業研究評価結果一覧の一例（電気情報工学科・電子制御工学科） 

 

 
（出典：電気情報工学科）

 

 

（出典：電子制御工学科資料）
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資料６-１-②-10（続き）：卒業研究評価結果一覧の一例（物質工学科・建築学科） 

 

（出典：物質工学科資料）

 

（出典：建築学科資料）
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資料６-１-②-10（続き）：専攻科特別研究の評価シートの一例 

 

（出典：機械工学コース資料）

 

（出典：建築学コース資料）
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資料６-１-②-11：本科及び専攻科生による学会発表（含：コンペティション）に関する調査 

 

（出典：各学科の学会発表に関する調査資料）
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資料６-１-②-11（続き）：本科及び専攻科生による学会発表（含：コンペティション）に関する調

査 

平成 21～25 年度 口頭発表と論文の件数まとめ（件数） 

 

（出典：各学科の学会発表に関する調査資料のまとめ）

 

資料６-1-②-12：ロボコン、プロコン、アイコンなどのコンペティション等への参加状況の一例

（平成 25 年度）

（本科及び専攻科生） 

 

（出典：各学科のコンペティションなどへの参加状況資料のまとめ）
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資料６-１-②-12（続き）：ロボコン、プロコン、アイコンなどのコンペティション等への参加状況 

(平成 21～平成 25 までの参加件数まとめ)  

 

 

（出典：各学科のコンペティションなどへの参加状況資料のまとめ）
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資料６-１-③-１：平成 25 年度卒業生進路 

 

（出典：学生課学生係資料）

 

資料６-１-③-２：平成 25 年度卒業者進路状況 

 

（出典：学生課学生係資料）

 

資料６-１-③-３：求人倍率の推移 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料６-１-③-４：過去４年間の本科生就職先一覧（１／３） 

 

 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料６-１-③-４：過去４年間の本科生就職先一覧（２／３） 

 

 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料６-１-③-４：過去４年間の本科生就職先一覧（３／３） 

 

 

 

（出典：学生課学生係資料）

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準６ 

- 285 - 

資料６-１-③-５：平成 25 年度卒業者の産業別就職状況 

 

 

（出典：学生課学生係資料）

 

資料６-１-③-６：進学率の推移 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料６-１-③-７：過去４年間の専攻科修了生の就職先一覧 

 

 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料６-１-③-８：専攻科進学および大学編入学者状況一覧（７年間） 

 

 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料６-１-③-８（続き）：大学院進学者状況一覧（７年間） 

 

 

（出典：学生課学生係資料）

 

資料６-１-③-９：宇都宮大学大学院工学研究科との推薦入学に関する協定 

 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料６-１-④-１：教育に関するアンケート（様式１） 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（在校生版））
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資料６-１-④-２：教育に関するアンケート集計結果（準学士課程 5 年生） 

 

 

 

全く

その通り

である

かなり

そうで

ある

普通

あまり

そうでは

ない

全く

そうでは

ない

無効

回答
合計

当該

平均

全体

平均

7 31 38 68 19 6 0 162 3.43 3.14

8 35 46 62 13 5 1 162 3.58 3.26

9 40 49 62 7 4 0 162 3.70 3.44

10 40 55 47 15 5 0 162 3.68 3.61

11 13 13 57 43 33 3 162 2.56 2.62

12 47 63 39 10 2 1 162 3.89 3.75

13 55 70 31 0 5 1 162 4.06 3.87

14 32 47 69 9 4 1 162 3.58 3.42

15 31 57 57 9 6 2 162 3.61 3.40

16 27 37 71 18 8 1 162 3.35 3.14

17 19 20 67 32 23 1 162 2.88 2.70

18 20 25 83 20 12 2 162 3.13 2.99

「国際感覚」が身についた。

小山高専に学んで次の能力等が身についたと思いますか。

「コミュニケーション能力」が身についた。

「豊かな人間性」が身についた。

「豊かな感性」が身についた。

「創造力」が身についた。

「英語」の学力が身についた。

「専門基礎科目」の学力が身についた。

「専門知識」が身についた。

「問題解決能力」が身についた。

「情報技術力」が身についた。

Ⅳ．学修達成度

「自然科学系（数学・物理など）」の学力が身についた。

「社会のニーズを理解する力」が身についた。

設問内容

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（在校生版））

 

 

Ⅳ．学習達成度 

— 当該集計平均 
— 全体集計平均 
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資料６-１-④-３：教育に関するアンケート集計結果（専攻科課程 2 年生） 

 

 

 

全く

その通り

である

かなり

そうで

ある

普通

あまり

そうでは

ない

全く

そうでは

ない

無効

回答
合計

当該

平均

全体

平均

7 2 5 4 1 2 0 14 3.29 3.14

8 1 4 7 0 2 0 14 3.14 3.26

9 2 4 5 2 1 0 14 3.29 3.44

10 4 5 4 1 0 0 14 3.86 3.61

11 0 2 8 2 2 0 14 2.71 2.62

12 7 4 3 0 0 0 14 4.29 3.75

13 7 5 2 0 0 0 14 4.36 3.87

14 3 6 4 0 1 0 14 3.71 3.42

15 3 5 5 1 0 0 14 3.71 3.40

16 1 5 5 1 2 0 14 3.14 3.14

17 0 2 8 1 3 0 14 2.64 2.70

18 1 5 7 0 1 0 14 3.36 2.99

「国際感覚」が身についた。

小山高専に学んで次の能力等が身についたと思いますか。

「コミュニケーション能力」が身についた。

「豊かな人間性」が身についた。

「豊かな感性」が身についた。

「創造力」が身についた。

「英語」の学力が身についた。

「専門基礎科目」の学力が身についた。

「専門知識」が身についた。

「問題解決能力」が身についた。

「情報技術力」が身についた。

Ⅳ．学修達成度

「自然科学系（数学・物理など）」の学力が身についた。

「社会のニーズを理解する力」が身についた。

設問内容

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（在校生版））

 

 

 

Ⅳ．学習達成度 
— 当該集計平均 
— 全体集計平均 
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資料６-１-⑤-１：教育に関するアンケート（様式２：卒業生対象） 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（卒業生版））
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資料６-１-⑤-２：教育に関するアンケート集計結果（様式２：卒業生対象） 

 

 

 
 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（平成 23，24 年度卒業生版））

 

 

Ⅲ．学習達成度 
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資料６-１-⑤-３：教育に関するアンケート（様式３：卒業生に対する企業、大学の調査） 

 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（企業、大学、大学院版））
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資料６-１-⑤-４：教育に関するアンケート集計結果（準学士課程に対する企業側の評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（平成 23，24 年度卒業生版））

 

Ⅰ．小山高専卒業生の資質・能力

— 当該集計平均
— 全体集計平均 
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資料６-１-⑤-５：教育に関するアンケート集計結果（専攻科課程に対する企業側の評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（平成 23，24 年度卒業生版））

 

Ⅰ．小山高専卒業生の資質・能力 

— 当該集計平均 
— 全体集計平均 
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資料６-１-⑤-６：教育に関するアンケート集計結果（準学士課程に対する大学側の評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（平成 23，24 年度卒業生版））

 

Ⅰ．小山高専卒業生の資質・能力 

— 当該集計平均 
— 全体集計平均 
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資料６-１-⑤-７：教育に関するアンケート集計結果（専攻科課程に対する大学院側の評価） 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（平成 23，24 年度卒業生版）） 

 

Ⅰ．小山高専卒業生の資質・能力 

— 当該集計平均
— 全体集計平均 
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資料７-１-①-１：新入生ガイダンス日程表 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料７-１-①-２：日帰り研修実施要項 

 

（出典：学生課学生係資料）

 

 



小山工業高等専門学校 基準７ 

- 303 - 

資料７-１-①-３：各種ガイダンス（機械工学科の例） 

 

（出典：機械工学科資料）
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資料７-１-①-４：専攻科入学者ガイダンス案内 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料７-１-①-５：学位授与申請説明会案内 

 

 

（出典：学生課教務係資料）

 

資料７-１-①-６：オフィスアワー（機械工学科の例） 

 

（出典：機械工学科資料）
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資料７-１-①-７：オフィスアワー相談受付状況一例 

 

 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料７-１-②-１：図書情報センターの施設設備の概要 

 
① 図書情報センター専有面積：９３３㎡（通路・階段含む） 

 ２階 第一閲覧室・・・・・・・・・・ ４０８㎡ 
       第二閲覧室・・・・・・・・・・  ６５㎡ 
  マルチメディアルーム・・・・・・・  ７６㎡ 
  グループ学習室・・・・・・・・  ２７㎡   ２階計５７６㎡ 

１階    第一書庫・・・・・・・・・・・  ２７㎡ 
  第二書庫・・・・・・・・・・・  ２１㎡ 
  教材資料作成室・・・・・・・・  ２８㎡ 
  事務室・・・・・・・・・・・・  ５８㎡ 
  ブラウジングロビー・・・・・・ １１４㎡   １階計２４８㎡ 

 
②座席数：１１５席（グループ学習室：１１席 マルチメディアルーム：２０席 

     ブラウジングロビー：１６席 を含む） 
 
③図書館システム 

    平成１９年度より長岡技術科学大学・高等専門学校統合図書館システムに参加。 
      長岡技術科学大学と全国４０高専（４２サイト）の図書館をネットワークで結び 

     長岡技術科学大学がセンターとしてサーバを管理し、各高専は、クライアントとして 
     データを共有することにより、経費の削減化、システムの安定供給及び書誌データの 

相互流用により業務の効率化が計られた。 
    業務用端末：２台， ＯＰＡＣ用端末：２台,  プリンタ：１台 

 
④マルチメディアルーム設置機器 
        平成２０年度よりＶＩＤシステムを導入。 
    マルチメディアルームのパソコン１５台を、教材資料作成室に設置したサーバで一括 
    管理し、ＯＳ及びアプリケーションのグレードアップとメンテナンスの効率化を計った。 

サーバ：２台  管理用パソコン：１台 
パソコン：１５台， DVD/LD/CD 再生機：１台， DVD：４台， プリンタ：1 台 

 
⑤開館時間 
    平 日 ９：００～２０：００ 
    土曜日、長期休業期間中の平日、定期試験期間の週の日曜日または休日のうち一日 

  ９：００～１７：００ 
 
閉館日 日曜日・国民の祝日（振替休日）、年末・年始、長期休業期間中の土曜日、 

特別整理期間 
 
⑥年間開館日数 

 

 

⑦蔵書構成  （表内部：ダブルクリックで編集可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配架雑誌等 

受入雑誌 ４９０誌， 所蔵雑誌 ７２誌， 購読新聞 １１紙（うち外国語２紙） 

 

⑧マルチメディア資料（平成２５年３月現在） 

 

ＶＴＲ ＤＶＤ ＬＤ ＣＤ ＣＤ－ＲＯＭ 

337 508 15 56 54 

 

（出典：図書情報センター資料）

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

２６０日 ２５８日 ２７０日 ２６９日 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

総記 哲学 歴史 社会　科学 自然　科学 工学 産業 芸術 語学 文学

和書 2,725 2,511 5,505 5,896 15,329 21,093 832 3,507 3,434 10,599 71,431

洋書 141 14 30 45 898 1,053 5 52 972 236 3,446

小計 2,866 2,525 5,535 5,941 16,227 22,146 837 3,559 4,406 10,835 74,877

和書 319 640 1,030 638 1,671 3,533 181 333 938 893 10,176

洋書 12 1 7 4 271 350 1 12 295 52 1,005

小計 331 641 1,037 642 1,942 3,883 182 345 1,233 945 11,181

和書 3,044 3,151 6,535 6,534 17,000 24,626 1,013 3,840 4,372 11,492 81,607

洋書 153 15 37 49 1,169 1,403 6 64 1,267 288 4,451

小計 3,197 3,166 6,572 6,583 18,169 26,029 1,019 3,904 5,639 11,780 86,058

3.7% 3.7% 7.6% 7.6% 21.1% 30.2% 1.2% 4.5% 6.6% 13.7% 100.0%割合(％)

計

学生用

教員用

合計
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資料７-１-②-２：情報科学教育研究センターの施設・設備の概要 

 

 

情報処理関連演習室等の概要 

名称 
面積 
(㎡) 

収容 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 主要設備等 

第１演習室 116 49 2.4 情報科学ｾﾝﾀｰ 
教育用電子計算機ｼｽﾃﾑ(＊)、ｽｸﾘｰﾝ、
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

第２演習室(電子計算機
実習室) 

121 49 2.5 電子棟4F 
教育用電子計算機ｼｽﾃﾑ、ｽｸﾘｰﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞ
ｪｸﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

第３演習室(多目的マル
チメディア教育室) 

79 21 3.8 
電物棟2F 
  【再掲】

教育用電子計算機ｼｽﾃﾑ、ｽｸﾘｰﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞ
ｪｸﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

ネットワーク実習室 106 40 2.7 情報科学ｾﾝﾀｰ 
ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、UNIX実験ｼｽﾃﾑ、ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ実験ｼｽﾃﾑ、動画編集装置、空調
設備 

 
(＊) 教育用電子計算機ｼｽﾃﾑの構成 
 (＊) 教育用電子計算機ｼｽﾃﾑの構成 
 (１)システム用管理サーバ      １台 
 (２)システム用I/Oサーバ(Windows)   ６台 
 (３)ファイルサーバ         １台 
 (４)認証サーバ           ２台 
 (５)プリントサーバ         １台 
 (６)プリンタ            ７台 
 (７)システム専用端末        123台 内 訳  第一演習室       49台 

        第二演習室       49台 
                           第三演習室       21台 
                           システム再構築専用機  ４台 

 

（出典：総務課施設係資料）

 

資料７-１-②-３：図書情報センターの利用状況 

 

図書 雑誌  視聴覚資料 計 図書 雑誌  視聴覚資料 計 図書 雑誌  視聴覚資料 計
１年 1,073 9 9 1,091 1,298 25 23 1,346 580 16 18 614
２年 656 25 2 683 691 53 2 746 662 22 5 689
３年 1,376 84 32 1,492 1,485 31 15 1,531 1,385 85 1,470
４年 1,509 93 2 1,604 1,917 78 8 2,003 1,534 45 4 1,583
５年 2,331 151 1 2,483 1,454 48 2 1,504 1,835 44 1,879

専攻１年 486 13 3 502 658 44 2 704 240 5 245
専攻２年 293 10 303 382 2 384 635 82 717
教職員 700 144 844 852 133 7 992 605 132 10 747
一般 212 28 240 181 27 208 232 43 275

名誉教授・他 89 3 92 88 9 7 104 102 2 7 111
計 8,725 560 49 9,334 9,006 450 66 9,522 7,810 476 44 8,330

　平成23年度 平成24年度 平成25年度

 

（出典：図書情報センター資料）
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資料７-１-②-４：情報科学教育研究センターの時間外利用状況 

 

【学年別利用状況】 単位：人

1 2 3 4 5 1S 2S
2013 12 15 114 228 297 122 776
2013 11 49 144 341 352 80 966
2013 10 57 95 556 357 247 1312
2013 9 248 5 50 47 7 357
2013 8 147 48 14 49 17 275
2013 7 380 293 814 173 177 1837
2013 6 135 216 419 143 161 10 1084
2013 5 324 301 358 154 154 1 1292
2013 4 178 56 414 51 75 774
2013 3 5 15 10 37 18 85
2013 2 75 113 264 229 213 894
2013 1 244 172 153 465 233 1267

1,857 1,572 3,621 2,354 1,504 10 1 10,919

【曜日別利用状況】

日 月 火 水 木 金 土
2013 12 88 168 88 253 179 776
2013 11 122 153 99 275 317 966
2013 10 154 323 93 449 293 1312
2013 9 113 20 58 74 92 357
2013 8 42 7 53 78 77 18 275
2013 7 157 534 443 265 438 1837
2013 6 153 286 242 203 200 1084
2013 5 95 166 282 421 328 1292
2013 4 55 247 72 115 285 774
2013 3 19 18 7 24 17 85
2013 2 273 183 108 156 172 2 894
2013 1 143 325 325 371 103 1267

0 1,414 2,430 1,870 2,684 2,501 20 10,919

【利用時間状況】

0～0.5h 0.5h～1h 1h～1.5h 1.5h～2h 2h～2.5h 2.5h～3h 3h以上
2013 12 584 50 35 92 2 6 7 776
2013 11 747 79 60 35 25 11 9 966
2013 10 1026 101 47 84 9 41 4 1312
2013 9 77 42 141 41 35 11 10 357
2013 8 111 85 30 15 18 8 8 275
2013 7 1090 193 240 234 50 15 15 1837
2013 6 692 96 120 120 45 4 7 1084
2013 5 954 103 66 162 3 2 2 1292
2013 4 674 29 57 7 5 2 774
2013 3 33 12 10 5 10 6 9 85
2013 2 290 158 141 123 64 26 92 894
2013 1 1026 90 30 71 25 6 19 1267

7,304 1,038 977 989 291 136 184 10,919計

計

年 月
利用時間

計

計

年 月
曜日

計

年 月
本科 専攻科

計

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料７-１-②-５：図書情報センター利用案内 

 

 

 

（出典：図書情報センター資料）
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資料７-１-②-６：図書情報センター利用案内（新入生用） 

 

 

 

（出典：図書情報センター資料）
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資料７-１-②-７：情報科学教育研究センターの利用について 

 

  

  

 

（出典：平成 25 年度学生便覧）
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資料７-１-②-８：教育に関するアンケート 

（様式）  

 

（結果） 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（学生版）
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資料７-１-②-９：ものづくり教育研究センターの利用状況 （１／２） 

 

 

 

（出典：2013 年度技術室年報）
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資料７-１-②-９：ものづくり教育研究センターの利用状況（２／２） 

 

 

（出典：2013 年度技術室年報）
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資料７-１-②-10：ものづくり教育研究センター利用講習会（１／２） 

 

 

 

 

（出典：2013 年度技術室年報）
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資料７-１-②-10：ものづくり教育研究センター利用講習会（２／２） 

 

（出典：ものづくり教育研究センター資料）

 

資料７-１-②-11：コミュニケーションスペース及び厚生施設 

 

ホームルーム教室 

 

学生コーナー 

 

ブラウジングロビー ＷＬＢ（ワークライフバランス）室 

 

 

（出典：学生科学生係資料）
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資料７-１-③-１：ホームルーム実施記録抜粋 

（出典：平成 25 年度授業実施記録）
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資料７-１-③-２：学生の授業評価アンケート 

 

 

（出典：平成 25 年度授業評価アンケート）
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資料７-１-③-３：平成２５年度学寮行事予定表（１／２） 

 

 

（出典：平成 25 年度寮生のしおり）
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資料７-１-③-３：平成２５年度学寮行事予定表（２／２） 

 

 

（出典：平成 25 年度寮生のしおり）
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資料７-１-③-４：学生会との談話会メモ 

 

学生会談話会メモ 

 

（出典：学生会との談話会要旨）
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資料７-１-③-５：小山高専意見箱の設置 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料７-１-③-６：保護者懇談会開催案内 

 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料７-１-③-７：資格取得に係わる単位認定に関する規程（１／２） 

機械工学科の科目の単位として認定されるもの

単位数 備考

２

１

１級 ２

２級 ２

３級 １

 ３級 ２

２

１級 １

２級 １

１

２

２

１

１

１

中級 １

１

１

１

１

１

２

１

２

１

１

１資格に

つき最大

  ２ 単 位

                          取  得  資  格  名

　 ＴＯＥＩＣ  ５５０以上

 　ＴＯＥＩＣ  ４２０以上

　　工業英語能力検定

　　工業英語能力検定

　　工業英語能力検定

　　機械設計技術者試験          

　　技術士補

　　電卓・ポケコン技能検定

　　電卓・ポケコン技能検定

　　電卓・ポケコン技能検定プログラム級

　　情報処理技術者  基本情報技術者

　　情報処理活用能力検定  １級

　　情報処理活用能力検定  ２級

　　情報処理活用能力検定  ３級

　　ＣＡＤ利用技術者試験  ２級

ＣＡＤトレース技能審査　機械部門 

　　ボイラー技士  ２級

　　危険物取扱者  18年度まで 丙種

　危険物取扱者  に取得した 乙種（１類）

　　危険物取扱者  者は認める 乙種（２類）

　　危険物取扱者 乙種（３類）

　危険物取扱者 乙種（４類）

　　危険物取扱者 乙種（５類）

上記以外の資格については、学生の申請に応じて

５学年終了時に学科内で審査、単位認定を行う。

単位数も審査時に資格に応じて認定する｡

　　危険物取扱者 乙種（６類）

　危険物取扱者 乙種

　　公害防止管理者

 

電気電子創造工学科の科目の単位として認定されるもの

単位数 備考

２

１

２

２

１

２

１

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

２

２

２

２

１

２

２

２

１

１

１

１

２

１

２

２

１

２

２

２

１

１資格に

つき最大

  ２ 単 位

ラジオ・音響技能検定

１級

２級

技術士補

エックス線作業主任者

アマチュア無線技士

陸上無線技術士

陸上特殊無線技士

危険物取扱者

ラジオ・音響技能検定

１級

２級

２級

１級

乙種

線路主任

エキスパート

エキスパート

エキスパート

１級

２級

レベル１

１級

プログラマ認定

システムエンジニア認定

上級

エキスパート

エキスパート

Ｗｅｂデザイナー検定

ディジタル技術検定

第2種電気主任技術者

第3種電気主任技術者

第1種電気工事士

第2種電気工事士

第1種電気主任技術者

                          取  得  資  格  名

ＴＯＥＩＣ ５５０以上

ＴＯＥＩＣ ４２０以上

工業英語能力検定 １級

工業英語能力検定 ２級

工業英語能力検定 ３級

実用数学技能検定 １級

実用数学技能検定 準１級

情報処理技術者　スペシャリスト（各種）

情報処理技術者　ＩＴパスポート

情報処理技術者　基本情報技術者

情報処理技術者　応用情報技術者

情報処理検定

情報処理活用能力検定　情報システム試験

情報処理活用能力検定　情報システム試験

情報処理活用能力検定　情報デザイン試験

ディジタル技術検定

ＬＰＩＣ（Ｌｉｎｕｘプロフェッショナル）

ＣＧエンジニア検定

画像処理エンジニア検定

マルチメディア検定

ＣＧクリエイター検定

工事担任者　ＡＩ−ＤＤ総合種

工事担任者　ＡＩ第１種

工事担任者　ＡＩ第２種

伝送交換主任

電気通信主任技術者

電気通信主任技術者

５学年終了時に学科内で審査、単位認定を行う。

単位数も審査時に資格に応じて認定する｡

工事担任者　ＤＤ第１種

工事担任者　ＤＤ第２種

アマチュア無線技士

上記以外の資格については、学生の申請に応じて

 

電気情報工学科の科目の単位として認定されるもの

単位数 備考

２

１

２

１

２

２

２

１

１

 １級 １

２

１

２

１

 １級 ２

２級 １

 １級 ２

 ２級 １

２

１

１

２

１

２

２

２

１

１

１

１

２

１

２

１

２

２

１資格に

つき最大

  ２ 単 位

   情報処理技術者　高度プロフェッショナル（各種）

    情報処理技術者　応用情報技術者

上記以外の資格については、学生の申請に応じて

５学年終了時に学科内で審査、単位認定を行う。

単位数も審査時に資格に応じて認定する｡

　  ラジオ・音響技能検定 １級

　  ラジオ・音響技能検定 ２級

    情報処理技術者　基本情報技術者

    情報処理技術者　ＩＴパスポート

  　工事担任者 ＡＩ第２種

  　工事担任者 ＤＤ第１種

  　工事担任者 ＤＤ第２種

　  電気通信主任技術者 伝送交換主任

  　工事担任者 ＡＩ-DD総合種

  　工事担任者 ＡＩ第１種

　　 　 （平成１５年度までに取得した者は認める）

　　ＣＧエンジニア検定　画像処理部門  １級

　　ＣＧエンジニア検定　画像処理部門 ２級

　  電気通信主任技術者 線路主任

　　ＣＧエンジニア検定　ＣＧ部門  １級

　　ＣＧエンジニア検定　ＣＧ部門 ２級

　  画像情報技能検定　ＣＧ部門  ３級

  　ディジタル技術検定  ２級

　ＣＧクリエイター検定　ディジタル映像部門

　ＣＧクリエイター検定　ディジタル映像部門

　ＣＧクリエイター検定　ＷＥＢデザイン部門

　ＣＧクリエイター検定　ＷＥＢデザイン部門

　　情報処理活用能力検定  １級

　　情報処理活用能力検定  ２級

  　ディジタル技術検定  １級

　  第１種　電気主任技術者

  　第２種　電気主任技術者

　  第３種　電気主任技術者

    第１種　電気工事士

    第２種　電気工事士

　  情報処理検定

 　ＴＯＥＩＣ  ４２０以上

　　工業英語能力検定試験 １級又は２級

　　工業英語能力検定試験 ３級

                          取  得  資  格  名

　 ＴＯＥＩＣ  ５５０以上

 

（出典：平成 25 年度学生便覧）
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資料７-１-③-７：資格取得に係わる単位認定に関する規程（２／２） 

電子制御工学科の科目の単位として認定されるもの

単位数 備考

２

１

 ４９０以上 ２

 ４４０以上 １

２

２

１

２

１

２

１

２

２

２

１

１

２

１

１

２

１

１

２

１

１

２

２

２

２

１

２

１

２

２

１

２

２

１資格に

つき最大

  ２ 単 位

                          取  得  資  格  名

　 ＴＯＥＩＣ  ５５０以上

 　ＴＯＥＩＣ  ４２０以上

    ＴＯＥＦＬ（平成２２年度までの５年生に適用）

    ＴＯＥＦＬ（平成２２年度までの５年生に適用）

　　工業英語能力検定 １級

　　工業英語能力検定 ２級

　　工業英語能力検定 ３級

　 実用英語技能検定（平成２２年度までの５年生に適用） １級又は準１級

　 実用英語技能検定（平成２２年度までの５年生に適用）  ２級

　  実用数学技能検定 １級

　  実用数学技能検定 準１級

    情報処理技術者　基本情報技術者

    情報処理技術者　応用情報技術者

    情報処理技術者　スペシャリスト（各種）

    情報処理技術者　ＩＴパスポート

　　ＣＧエンジニア検定  １級

　 画像処理エンジニア検定 ２級

　  マルチメディア検定

  　ディジタル技術検定  １級

　　ＣＧエンジニア検定 ２級

　 画像処理エンジニア検定  １級

  　ディジタル技術検定  ２級

　　LPIC(Linuxプロフェッショナル)レベル１

　  第１種　電気主任技術者  ２級

　  第２種　電気主任技術者

　  第３種　電気主任技術者

    第１種　電気工事士

    第２種　電気工事士

　  アマチュア無線技士 １級

  　技術士補

　  アマチュア無線技士 ２級

  　陸上無線技術士 ２級

上記以外の資格については、学生の申請に応じて

５学年終了時に学科内で審査、単位認定を行う。

単位数も審査時に資格に応じて認定する｡

　　ＣＧエンジニア検定　　　　　　　　　エキスパート

　 画像処理エンジニア検定　　　　　　エキスパート

　  陸上特殊無線技士 １級

  　危険物取扱者 乙種

　  エックス線作業主任者

物質工学科の科目の単位として認定されるもの

単位数 備考

２

１

２

１

２

１

２

２

２

１

１

１

２

１

２

２

１
２

２

２

１

１

１

１

１

２

１

２
１

２

１

１資格に

つき最大
  ２ 単 位

                          取  得  資  格  名

ＴＯＥＩＣ  ５５０以上

ＴＯＥＩＣ  ４２０以上

  ＴＯＥＦＬ（平成２２年度までの５年生に適用）  ４９０以上

  ＴＯＥＦＬ（平成２２年度までの5年生に適用）  ４４０以上

　公害防止管理者

　火薬類製造保安責任者 甲種

   実用英語技能検定（平成２２年度までの５年生に適用）  １級又は準１級

　 実用英語技能検定（平成２２年度までの５年生に適用） 2級

火薬類製造保安責任者 乙種

火薬類製造保安責任者 丙種

　火薬類取扱保安責任者 甲種

火薬類取扱保安責任者 乙種

危険物取扱者 甲種

　危険物取扱者 乙種

　計量士 一般

計量士 環境

臭気判定士
　放射線取扱主任者 ２種（一般）

　放射線取扱主任者 　　　　　１種

　核燃料取扱主任者

　エックス線作業主任者

　ガンマ線透過写真撮影作業主任者

　ガス主任技術者 甲種

　ガス主任技術者 乙種

 １級

　ガス主任技術者 丙種

　上級　バイオ技術認定試験

　中級　バイオ技術認定試験

　情報処理活用能力検定  ２級

上記以外の資格については、学生の申請に応じて

５学年終了時に学科内で審査、単位認定を行う。

単位数も審査時に資格に応じて認定する｡

情報処理技術者  基本情報技術者
　情報処理検定  １級

　情報処理活用能力検定

建築学科の科目の単位として認定されるもの

単位数 備考

２

１

２

１

２

１

 １級 ２

１

２

１

２

１

２

２

１

１

２

※

１

２

１

１

１

２

　福祉住環境コーディネーター ２級 ２

　福祉住環境コーディネーター ３級 １

１資格に

つき最大
  ２ 単 位

※取得内容、レベルにより単位は異なる（最大２単位）。

     ＴＯＥＩＣ  ５５０以上

     ＣＡＤ利用技術者試験  ２級

      実用数学技能検定

      実用数学技能検定  準１級

     ＴＯＥＩＣ  ４２０以上

 ４９０以上

 ４４０以上

  ＴＯＥＦＬ（平成２２年度までの５年生に適用）

     技術士補

                          取  得  資  格  名

     測量士

  ＴＯＥＦＬ（平成２２年度までの5年生に適用）

   実用英語技能検定（平成２２年度までの５年生に適用）  １級又は準１級

     福祉住環境コーディネーター  １級

 乙種

　 実用英語技能検定（平成２２年度までの５年生に適用） 2級

     測量士補

     第１種電気工事士

     第２種電気工事士

     土地家屋調査士

     宅地建物取引主任者

     インテリアコーディネーター

     色彩検定

     技能検定試験

     危険物取扱者

５学年終了時に学科内で審査、単位認定を行う。

単位数も審査時に資格に応じて認定する｡

     情報処理技術者  基本情報技術者

     エクステリアプランナー  ２級

     建築施工技術者

上記以外の資格については、学生の申請に応じて

一般科の科目の単位として認定されるもの

           得  資  格  名 単位数 備考

ＴＯＥＦＬ（平成２３年度以降の５年生に適用） ４９０以上 ２

ＴＯＥＦＬ（平成２３年度以降の５年生に適用） ４４０以上 １

実用英語技能検定（平成２３年度以降の５年生に適用） １級又は準１級 ２

実用英語技能検定（平成２３年度以降の５年生に適用） ２級 １

日本漢字能力検定 １級・準１級 ２

日本漢字能力検定 ２級 １

気象予報士試験 ２

◎注意事項

※申請する資格は、指定がない場合には、いつ取得した資格でもかまいません。

※申請書を学生課教務係で受け取り、必要事項を記入のうえ学級担任・学科長・

　科目担当教員の印を得てから、資格の合格証明書又は成績証明書を添えて、教

務係に提出してください。

※ある資格の下位のランクを取得した後、同じ資格の上位のランクを取得した場

　合は、上位のランクの単位数となります。

　　　　　例・○○能力検定３級（１単位）を取得した後、同じ○○能力検定１級

　　　　　　（２単位）に合格したので３単位を取得できるか。この場合は同じ資

　　　　　　格であるので、１級の２単位を認定することになり、単純に加算して

　　　　　　３単位とはなりません。

※同じ資格名でも、上位・下位の関係ではなく、その内容が異なる場合は、それ

　ぞれ独立した単位とされます。

※不明な点は、担当教員に尋ねてその指示に従ってください。  

（出典：平成 25 年度学生便覧）

 

 



小山工業高等専門学校 基準７ 

- 328 - 

資料７-１-③-８：資格取得による単位認定状況（平成 25 年度） 

 

 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料７-１-③-９：補習授業 

機械工学科（平成 25 年度実施実績） 

 

 

 

（出典：機械工学科資料）
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資料７-１-③-10：各種資格試験等に関する参考書の配架状況（図書情報センター） 

 

 

（出典：図書情報センター資料）
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資料７-１-③-11：ＴＯＥＩＣ ＩＰ受験状況 

 

（出典：一般科資料）

 

資料７-１-③-12：学位授与申請説明会案内（既出：資料７-１-①-５） 

 

 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料７-１-③-13：留学規則（その１） 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料７-１-③-13：留学規則（その２） 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料７-１-③-14：海外研修募集要項 

 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料７-１-③-15：海外研修参加状況 

 

実施年度 引率者 参加学生 

Ｈ23 

引率１名 

オーストラリア               

クイーンズランド州 

southbank institute of 

 technology, english languages 

centre ３／９～３／２４ 

学生 ７名 

Ｈ24 

引率１名 

イギリス 

Nottingham college 

international 

３／３～３／１７ 

学 生  １ ５

名 

Ｈ25 

引率１名 

アメリカ 

Kaplan International College  

３／１～３／１６ 

学 生  １ ６

名 

 

（出典：学生課教務係資料）

 

資料７-１-③-16：香港ＩＶＥ（紫湾校）とのＭＯＵ（覚書） 

  

（出典：総務課総務係資料）
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資料７-１-④-１：チューターのためのマニュアル 

 

          

（出典：教務委員会資料）

 

資料７-１-④-２：平成 25 年度留学生相談員指導報告書 

別紙様式第３号

○○　○○

○○　○○ 印

○ 年 ○ 月 ○○　○○ 印

日 時間数 業　務　内　容 協力者印 確認者印 日 時間数 業　務　内　容 協力者印 確認者印

1 ～ 18 ～

2 ～ 19 ～

3 ～ 20 ～

4 16:00 ～ 17:00 1 ﾃｽﾄ勉強の補助 21 ～

5 ～ 22 ～

6 21:00 ～ 22:00 1 （機械設計製図）レポート作成の補助 23 ～

7 ～ 24 ～

8 ～ 25 ～

9 ～ 26 ～

10 13:00 ～ 15:00 2 （ｺﾝﾃﾞﾝｻの充放電）実験の補助 27 ～

11 ～ 28 ～

12 16:00 ～ 18:00 2 （機械工学演習）ﾚﾎﾟｰﾄ作成の補助 29 ～

13 ～ 30 ～

14 ～ 31 ～

15 ～ 時間

16 ～ 円

17 ～ 円

　上記の内容について、相違ないことを確認しました。

印　　

(注１）必要があるときは、各欄の配置を著しく変更することなく所要の変更を加えることその他所要の調整を加えることができる。

(注２）業務実施確認表は事務部において管理すること。また、実施完了チェックは、実施責任者が所属する学科・課以外の教職員が確認し押印又は署名すること。

実施完了チェック

　　○年　○月　○日 （実施責任者）所属・職名・氏名 学生課・学生係長・○○　○○

合計時間数 6

時間単価

支　払　額

業 務 実 施 確 認 表

留学生氏名

協力者氏名

指導教員

実施時間 実施時間

 

 

（出典：平成２５年度学生課留学生相談員指導報告書）
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資料７-１-④-３：外国人留学生規程 
制  定昭和５８年４月１日
最終改正平成２３年４月１日

（趣旨） 

第１条 この規程は、小山工業高等専門学校学則（昭和 40 年４月１日制定）第 51 条の規定に 

基づき、小山工業高等専門学校に受け入れられる外国人留学生（以下「留学生」という。） 

に関する入学及び教育指導の特例を定めるものとする。 

（入学） 

第２条 校長は、文部科学省が定めた日本語教育の課程を修了した留学生に対して、特定の 

学年学科に入学を許可する。 

（教育課程） 

第３条 留学生については、本校の通常の授業を受ける上で必要な日本語その他の学力を養 

うため、別表のとおり、特別に編成された教育課程の学習をもって、通常の教育課程の一 

部の履修に代えることができる。 

２ 前項の特別な教育課程の編成は、学科長及び留学生指導教員の協力を得て副校長（教務 

主事）が行う。 

（留学生指導教員） 

第４条 留学生に対し、学習及び生活に関して、必要な指導助言を与えるため留学生指導教員 

を置く。 

２ 留学生指導教員は校長が委嘱するものとし、校長又はその補助機関に対して、必要な建 

議を行うことができる。 

（留学生相談員） 

第５条 留学生の日本語能力の不足等就学上の問題解決を援助するため、留学生相談員を置 

く。 

２ 前項の留学生相談員は、学生の中から学科主任の推薦に基づき、校長が委嘱する。 

３ 留学生相談員は、適宜、留学生の相談に応ずるとともに、定期的に留学生指導教員に連 

絡して、その指導を受けるものとする。 

（対外事務） 

第６条 留学生が、わが国の法令等に基づき、処理しなければならない事務手続等の助言に 

ついては、学生課において行うものとする。 

 

（略） 

 

  

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料７-１-④-４：編入学予定者への通知文 

 

 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料７-１-④-５：留学生受け入れ状況 

 

         

 

（出典：学生課教務係資料）

 

資料７-１-④-６：年度別編入学者数 

 

                    

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料７-１-④-７：留学生交流 

 

 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料７-１-④-８：留学生・国際交流担当教員研究集会 

 

 

（出典：学生課教務係資料）
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資料７-１-⑤-１：学生会規約 

（以下省略）  

 

（出典：平成 25 年度学生便覧）
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資料７-１-⑤-２：学生会組織図及びクラブ一覧 

 

 

（出典：学校要覧 2013）
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資料７-１-⑤-３：学生会各部指導教員一覧表 

 

（出典：学生委員会資料）
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資料７-１-⑤-４：課外活動施設等一覧 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料７-２-①-１：学生委員会規程 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料７-２-①-２：学生支援室規則 

 

 

 

 

 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小山工業高等専門学校学生支援室規則 

 

制 定 平成 13 年１月 15 日

最終改正 平成 16 年 4 月 1 日

（設置の目的） 

第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）

に、学生の様々な悩みに応えることにより、学生が本校に

おいて円滑な学生生活を送ることができるように、適切な

助言及び援助等を行うこと（以下「学生支援」という。）

を目的として学生支援室（以下「支援室」という。）を置

く。 

（支援室の業務） 

第２条 支援室においては次に掲げる業務を行う。 

一 修学に係る学生の個人的な相談・支援に関するこ

と。 

二 奨学金や学費等の経済的な問題の相談・支援に関す

ること。 

三 進学や就職等の進路の相談・支援に関すること。 

四 セクシュアル・ハラスメントの相談・支援に関する

こと。 

五 学生の個人的な精神・心理的な心因性の問題の相談

に関すること。 

六 前各号の業務の実施に必要な資料の作成及び調査研

究に関すること。 

七 その他学生の相談・支援に関すること。 

（相談員） 

第３条 支援室には次の相談員を置く。 

一 室長 １名 

二 カウンセラ－ 若干名 

三 室員 若干名 

２ 室長及び室員は、本校教員の中から校長が任命する。 

３ カウンセラ－は、カウンセリングに関する専門的知識

や経験を有する者を当て、校長が委嘱する。 

（任期） 

第４条 室長の任期は２年とし、室員及びカウンセラ－の

任期は１年とする。 

２ 相談員は、これを再任することができる。 

（支援室業務の処理） 

第５条 室長は、校長の命を受け、支援室の業務を掌理す

る。 

２ 室員は室長を補佐し、支援室の業務に従事する。 

（相談員の義務） 

第６条 相談員は、業務上知ることができた秘密を漏らし

てはならない。相談員を退いた後といえども同様とする。

２ 相談員は、必要に応じてカウンセリング等に関する専

門的な研修を受けるものとする。 

（委員会の設置） 

第７条 支援室の運営に関する事項を審議するため、本校

に学生支援室運営委員会（以下「委員会」という。）を置

く。 

（委員会の組織） 

第８条 委員会は次の委員をもって組織する。 

一 室長 

二 室員 

三 学生課長 

四 学生係長 

（委員長） 

第９条 委員会に委員長を置き、室長をもって充てる。 

（会議） 

第１０条 委員長は、必要に応じて委員会を招集し、議長

となる。 

２ 委員長は、必要があると認めたときは委員以外の者を

委員会に出席させることができる。 

（事務） 

第１１条 支援室及び委員会に関する事務は、学生課学生

係において処理する。 
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資料７-２-①-３：相談担当者カレンダー 

 

（資料：学生支援室資料）
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資料７-２-①-４：学生支援室会議議事録の一部 

 

 

 

 

（出典：学生支援室資料）

 

 

 

 

 

 

支援室  
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資料７-２-①-５：学生支援室相談受付状況 

 

（出典：学生支援室資料）
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資料７-２-①-６：全校一斉に行う健康診断について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料７-２-①-７：学生支援室活動の周知 

 

 

 

（出典：小山高専ホームページ）
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資料７-２-①-８：授業料免除実施状況及び奨学金受給状況  

  

授業料免除者数

平成23年度 前期

後期

前期

後期

前期

後期

日本学生支援機構奨学生状況
Japan Student Services Organization

学　年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 専攻科１年 専攻科２年 計

区　分

8 6 10 13 10 3 1 51

1 0 0 0 1

8 6 10 14 10 3 1 52

第２種奨学生

計

42
3

3

18

18

平成25年度

第１種奨学生

平成24年度

平成25年度

年度（前期・後期） 全額免除人数 半額免除人数

28 7

年度合計数

7

6

7

26

26

23

67

63

 

 

小山工業高等専門学校育英奨学金 

年度 人数 金額 

平成 23 年度 ２名 200,000 円 

平成 24 年度 １名 200,000 円 

平成 25 年度 ３名 600,000 円 

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料７-２-②-１：留学生用シャワー室および留学生用補食室 

  

 

（出典：学生寮）
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資料７-２-②-２：合同研修計画書 

 

（出典：学生課学生係資料）

 

資料７-２-②-３：車椅子用スロープ・身障者用トイレ 

 

   

 

（出典：学生課学生係資料）
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資料７-２-③-１：学寮案内図 

 

 

（出典：学生課寮務係資料）
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資料７-２-③-２：入寮状況 

（毎年度5月1日現在）

区分

＼ 男 女 計

年度 (ｲ/a*100) (ﾛ/b*100) (ﾊ/c*100)

20 926 154 1080 147 41 188 15.87 26.62 17.41

21 925 138 1063 139 32 171 15.03 23.19 16.09

22 964 135 1099 141 28 169 14.63 20.74 15.38

23 955 135 1090 148 27 175 15.50 20.00 16.06

24 945 132 1077 125 27 152 13.23 20.45 14.11

25 940 133 1073 120 23 143 12.77 17.29 13.33

※　注）　留学生、専攻科生を含む。

男(ｲ)計(c)女(b)男(a)

学生数に対する入寮率（％）

計(ﾊ)女(ﾛ)

学生数（人） 入寮者数（人）

 

（出典：学生課寮務係資料）

 

資料７-２-③-３：２年指導寮生による学習会 

 

（出典：学生寮掲示板）

 

資料７-２-③-４：ボランティア教員による学習会（寮務委員会議事概要抜粋） 

 

学習会(1)：中間試験を前に有志教員参加による学寮の学習会を 5/28(火)・29(水)・30(木)の 3 日間

実施(参加教員：延べ 14 名)。 会場を急遽追加（卓球室に食堂の卓子を運び入れ）。 

学習会(2)：今回も中間試験前の 11/18（月）・19（火）・20（水）有志教員延べ 13 名の協力により

学習会が行われ、参加寮生は延べ 50 名であった。  

 

学習会(3)：1 月 28 日（火）・1 月 29 日（水）・1 月 30 日(木)有志教員のご協力により、学寮学習

会を実施。3 日間で学生 40 名の参加があった。今後も継続していく予定である。 

（出典：寮務委員会議事概要）
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資料７-２-③-５：学生寮 談話室、無線ＬＡＮ、入退居カードシステム 

談話室            無線ＬＡＮ         入退居カードシステム 

   

（出典：学生課寮務係資料）

 

資料７-２-③-６：寮生会規約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

           （出典：平成 25 年度寮生しおり）
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資料７-２-③-７：平成 25 年度学寮行事予定表 

 

 

（出典：平成 25 年度寮生のしおり）

 

資料７-２-③-８：「青嵐寮」ホームページ 

 

 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料７-２-④-１：進路支援室規程 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料７-２-④-２：進路指導担当教員の打ち合わせ会案内 

 

 

 

（出典：進路支援室資料）
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資料７-２-④-３：進路説明会の開催案内 

 

 

 

（出典：学生委員会資料）
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資料７-２-④-４：学内サーバによる情報提供  

 

 

（出典：小山高専ＨＰ（学内向け））
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資料７-２-④-５：進路（就職、進学）状況 

 

 
 

（出典：学校要覧 2013、p.31-p.33）
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資料８-１-①-１：施設の概要 

 

施 設 の 概 要 

 

 

（出典：学校要覧 2013、p38,39）
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資料８-１-①-２：教育目標と対応する施設 

 

教 育 目 標 と 対 応 す る 施 設 

教育方針と育成する人材像（Ａ：準学士課程、Ｓ：専攻科課程） 対応する施設 

①豊かな人間性の涵

養 

①－Ａ： 社会人となるための素養を身につけ、環境･

福祉に配慮し工業技術が自然や社会に与える影響を

認識できること。 

講義室､ 図書館､合宿研修施

設､学生福利施設､ブラウジ

ングロビー（学生ホール） ①－Ｓ： 社会･経済と工業技術の共生に配慮し、工業技

術者としての社会的責任と倫理観を自覚すること。

②豊かな感性と創造

力の育成 

②－Ａ： 実験実習に自主的に取り組み観察力･解析力

を養い、新しい発想やアイデアを提案する習慣を身

につけること。 
講義室､ 図書館､一般系物理

実験室・化学実験室､ロボ

ット工房､ものづくり教育

研究ｾﾝﾀｰ 

②－Ｓ： 専門分野にとらわれず工業技術全般に対し知

的好奇心をいだき、工業技術に関する研究計画･設

計･製作およびその評価までの全プロセスをデザイン

できること。 

③自然科学･数学･英

語･専門基礎科目

の学力向上 

③－Ａ： 自然科学･数学･英語の基礎知識を身につけ、

専門分野の基礎知識を修得していること。 
講義室､ 図書館､語学情報教

室（LL 教室）､一般系物理実

験室・化学実験室 
③－Ｓ： 自然科学･数学･英語の応用知識を身につけ、

専門分野の工学理論を理解していること。 

④高度な専門知識と

問題解決能力の育

成 

④－Ａ： 実践的技術者としての高度な専門分野の知識

を修得し、与えられた技術的課題を解決できる能力

を身につけること。 
実験室､ 研究室､ものづくり

教育研究ｾﾝﾀｰ､地域共同開発

ｾﾝﾀｰ 
④－Ｓ： 開発型技術者としての高度な専門分野の課題

に対する問題点を自ら発見し、その解決方法をデザ

インし研究を遂行できる能力を身につけること。 

⑤情報技術力の向上 ⑤－Ａ： 情報技術に関する基礎知識と情報処理能力を

有し、コンピュータを利用して適切な内容の報告書

を作成できること。 

情報科学教育研究ｾﾝﾀｰ､第二

演習室(電子計算機実習室)､

第三演習室(多目的ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ

教育室)､講義室 
⑤－Ｓ： 情報技術の応用力を身につけ、コンピュータ

を利用して解析力と設計力を身につけること。 

⑥コミュニケーショ

ン能力と国際感覚

の育成 

⑥－Ａ： 講義･実験･卒業研究の内容について日本語で

口頭発表･質疑応答ができることと、基本的な技術

英語の文章を理解し国際的視野を身につけること。 
講義室､ 視聴覚室､多目的ﾒ

ﾃﾞｨｱﾎｰﾙ､語学情報教室、

（LL 教室）体育施設 

⑥－Ｓ： 特別研究を含む専門分野の内容を学内･学外

において日本語で口頭発表･質疑応答ができること

と、高度な専門分野に関する技術英語の文章を理解

し国際社会で活躍できる基礎能力を身につけるこ

と。 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-３：講義室の概要 

講義室の概要 

名称 
面積 
(㎡) 

収容 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 主要設備等 

教室（HR） 

１年教室（5部屋） 78 40 2.0 専攻科棟2F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
２年教室（5部屋） 78 40 2.0 専攻科棟3F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
５Ｅ教室 58 36 1.6 電物棟1F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
３Ｅ教室 87 40 2.2 電物棟2F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
４Ｅ教室 87 40 2.2 電物棟2F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
５Ｃ教室 58 40 1.5 電物棟3F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
３Ｃ教室 87 40 2.2 電物棟4F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
４Ｃ教室 87 40 2.2 電物棟4F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
３Ｍ教室 87 40 2.2 機械棟2F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
４Ｍ教室 87 40 2.2 機械棟3F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
５Ｍ教室 58 40 1.5 機械棟3F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

３Ａ教室 79 40 2.0 建築棟1F 
Blu-ray再生機、DVD・VHS再生機、ｽﾋﾟｰｶｰ、ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾀｰ、ﾜｲﾄﾞ手動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

４Ａ教室 79 40 2.0 建築棟1F 
Blu-ray再生機、DVD・VHS再生機、ｽﾋﾟｰｶｰ、ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾀｰ、ﾜｲﾄﾞ手動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

５Ａ教室 64 40 1.6 建築棟1F 
Blu-ray再生機、DVD・VHS再生機、ｽﾋﾟｰｶｰ、ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾀｰ、ﾜｲﾄﾞ手動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

３Ｄ教室 78 40 2.0 電子棟2F 電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
４Ｄ教室 78 40 2.0 電子棟2F 電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
５Ｄ教室 78 40 2.0 電子棟2F 電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

その他の講義室等 

講 義 室 68 40 1.7 講義棟 1F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
多目的ホール 96 60 1.6 専攻科棟1F ﾋﾞﾃﾞｵ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
多目的メディアホ
ール 

114 80 1.4 専攻科棟4F 
ﾋﾞﾃﾞｵ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設
備 

講義室Ⅰ 40 24 1.7 専攻科棟4F ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
講義室Ⅱ 25 8 3.1 専攻科棟4F LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
演習室 40 15 2.7 専攻科棟4F LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
多目的ホール 77 42 1.8 専攻科棟4F ﾋﾞﾃﾞｵ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
視聴覚室 
（階段教室） 

216 210 1.0 図書館1F 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ､書画ｶﾒﾗ、電動ｽｸﾘｰﾝ、DVD､VHS再生機、ﾋﾞﾃﾞ
ｵ、ｽﾋﾟｰｶｰ、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾋﾟｱﾉ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

 

（出展：総務課施設係資料）
 

 

資料８-１-①-４：専攻科系実験室の概要 

専攻科系実験室の概要 

名称 
面積 
(㎡) 

実験時 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 設備等 

機械系専攻研究室 78 13 6.0 専攻科棟5F 
高速度ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾊﾟｿｺ
ﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備、摩耗試験機、ボ
ール盤、卓上バンドソー 

電気系専攻研究室 78 21 3.7 専攻科棟5F 

高周波ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞ装置、電子ﾋﾞｰﾑ蒸着装
置、分光光度計、液体ﾍﾘｳﾑｸﾗｲｵｽﾀｯﾄ、液
体窒素ｸﾗｲｵｽﾀｯﾄ、ﾊﾟｿｺﾝ、ﾅﾉﾎﾞﾙﾄﾒｰﾀ、LAN
ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

電子系専攻研究室 78 6 13.0 専攻科棟5F 
ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ、ﾏﾙﾁﾒｰﾀｰ、
ﾊﾟｿｺﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

物質系専攻研究室 78 6 13 専攻科棟5F 

分光器、蛍光分光光度計、赤外スペクト
ル装置、小型ＬＢ膜作製装置、超臨界装
置、電子天秤、超純水作製装置、LAN ｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備、表面張力計 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-５：一般科系実験室・講義室の概要 
 

一般科系実験室・講義室の概要 

名称 面積 
(㎡) 

実験時 
人数 

一人当
面積(㎡) 場 所 設備等 

化学実験室 124 40 3.1 電物棟3F 
蒸留水製造装置、分光光度計、原子吸光
分光光度計、薬品庫、保冷庫、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝ
ﾊﾞｰ､LANｺﾝｾﾝﾄ、実験台､空調設備 

化学準備室 30 3 10.0 電物棟3F 
触媒評価装置、熱分析装置、ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ
ｨｰ、乾燥機、LANｺﾝｾﾝﾄ、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、実
験台、空調設備 

一般機器分析室 19 5 3.8 電物棟4F LANｺﾝｾﾝﾄ、実験台､空調設備 
生物学実験室 39 5 7.8 電物棟4F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、実験台､空調設備
物理学実験室 118 42 2.8 管理棟3F LANｺﾝｾﾝﾄ、実験台､空調設備 
語学情報教室 
（ＬＬ教室） 

101 48 2.1 講義棟2F 
語学教育CALLｼｽﾃﾑ、ﾋﾞﾃﾞｵ、ｽﾋﾟｰｶｰ、ｽｸﾘｰ
ﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

一般製図室 126 40 3.2 講義棟3F 
A1 判平行定規ﾗｲﾅｰﾎﾞｰﾄﾞ、ｽｸﾘｰﾝ、書画ｶﾒﾗ、ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾀｰ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、製図台､空調設備 

留学生講義室 29 3 9.7 図書情報ｾﾝﾀｰ1F ﾋﾞﾃﾞｵ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

（出典：総務課施設係資料）

 

資料８-１-①-６：機械工学科実験室の概要 

機械工学科実験室の概要 

名称 
面積 
(㎡) 

実験時 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 設備等 

ミクロ計測室 29 8 3.6 機械棟1F 
表面粗さ計、輪郭形状測定器、三次元測定
器、実体顕微鏡、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

材料加工ﾌﾟﾛｾｽ研究室 19 3 6.3 機械棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ実験室 29 8 3.6 機械棟1F 
金属用電気炉（高温低温用）、ラップ盤、LAN
ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

水力研究室 19 11 1.7 機械棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

機械工作実験室 58 5 11.6 機械棟1F 
炭酸ｶﾞｽｱｰｸ溶接機、被覆ｱｰｸ溶接機、電気炉、
放射温度計、実体顕微鏡、ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、
空調設備 

加藤研究室 19 6 3.1 機械棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

材料力学実験室 87 15 3.9 機械棟1F 
万能試験機、衝撃試験機、硬さ試験機、LAN ｺﾝ
ｾﾝﾄ、空調設備 

流体実験室 58 11 2.6 機械棟1F 水力学実験装置、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

熱力学研究室 29 8 3.6 機械棟1F 

ｼﾞｭｰﾙ熱による熱の仕事当量の測定実験装置、
熱電対の温度較正実験装置、高速度ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒ
ﾗ、動画像解析装置、ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調
設備、卓上ボール盤、卓上糸ノコ盤、ホワイ
トボード 

内燃機関研究室 19 8 2.3 機械棟1F 
パソコン、プリンター、LANコンセント、空調
設備、ホワートボード 

応用物理実験室 124 40 3.1 機械棟2F 
ﾊﾟｿｺﾝ、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾃｽﾀｰ、ﾚｺｰﾀﾞ、発振器、ﾒﾝﾄ
ﾛ実験装置、ｽｸﾘｰﾝ、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空
調設備 

機械力学実験室 58 8 7.3 機械棟2F 
ﾊﾟｿｺﾝ、位置決め実験装置、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設
備 

工作室 19 4 4.8 機械棟2F 
ﾊﾟｿｺﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備、卓上ﾎﾞｰﾙ盤、卓
上ﾊﾞﾝﾄﾞｿｰ 

CAE室（旧暗室） 19 4 4.8 機械棟2F ﾊﾟｿｺﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

Energy Harvesting 
Laboratory 

29 10 2.9 機械棟2F 

パソコン、プリンター、LAN コンセント、空調
設備、マッフル炉、スピンコーター、局所排
気設備、直流電源発生装置、電子寿命拡散測
定装置、スクリーン印刷機、分光光度計、ソ
ーラーシミュレーター、IV 計測システム、接
触角計、精密天秤、卓上コーター 

非線形ダイナミックス
実験室 

29 8 3.6 機械棟2F 
ﾊﾟｿｺﾝ、ｽｷｬﾅｰ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、現代制御実験システ
ム、4自由度車両ﾓﾃﾞﾙ振動実験装置、LANｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備 

機械製図室 124 40 3.1 機械棟3F 
製図機器一式
LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

非線形ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ 
研究室 

19 5 3.8 機械棟3F 
ﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、2足歩行のﾋｭｰﾏﾉｲﾄﾞﾛﾎﾞｯﾄ
(KHR-1HV)、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

設計製図準備室 59 15 3.9 機械棟3F 三次元CAD、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

計算力学実験室 58 6 9.7 機械棟3F 
ﾊﾟｿｺﾝ、風洞実験装置、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備、
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、ｺﾝﾀｰﾏｼﾝ、ﾎﾞｰﾙ盤 

熱機関実験室 95 14 6.8 ものづくりｾﾝﾀｰ
ｶﾞｿﾘﾝ機関の性能試験装置、遠心ﾎﾟﾝﾌﾟ性能ｴﾝ
ｼﾞﾝ分解･組立て実習設備、ﾛﾎﾞﾄﾞﾘﾙ 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-７：電気電子創造工学科（電気情報工学科）実験室の概要 

 

名称 
面積 
(㎡) 

実験時 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 設備等 

ロボット工房 50 15 3.3 電物棟1F 
旋盤、ﾌﾗｲｽ盤、帯ﾉｺ盤、溶接機、LANｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備 

電気制御ｼｽﾃﾑ研究室 29 8 3.6 電物棟1F 
模擬太陽電池ｼｽﾃﾑ、ｲﾝﾊﾞｰﾀ実験装置、LAN
ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

電力応用研究室 19 1 19 電物棟1F 
小型風力発電ｼｽﾃﾑ、ｲﾝﾊﾞｰﾀ装置、LANｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備 

ｼｽﾃﾑ工学研究室 19 6 3.2 電物棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
パワーエレクトロニクス
研究室 

29 5 5.2 電物棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

知能集積システム研究
室 

29 4 7.3 電物棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

電力ｼｽﾃﾑ研究室 19 4 4.8 電物棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換実験室 138 40 3.5 電物棟1F 
直流発電機、三相誘導電動機、変圧器、
同機発電機、直流電源、風洞装置、LANｺﾝ
ｾﾝﾄ、空調設備 

高ｴﾈﾙｷﾞｰ研究室 58 4 14.5 電物棟1F 
球ｷﾞｬｯﾌﾟ、ｲﾝﾊﾟﾙｽ電圧発生装置、LANｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備 

計測ﾛﾎﾞｯﾄ工学研究室  19 4 4.8 電物棟1F 
ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾀﾞ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ、生体ｱﾝﾌﾟ、LANｺﾝｾ
ﾝﾄ、空調設備 

放電計測室 29 8 3.6 電物棟1F 
ｲﾝﾊﾟﾙｽ電圧発生装置制御盤、放電波形観
測ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

情報ﾃﾞﾊﾞｲｽ研究室 19 5 3.8 電物棟1F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
多 目 的 マ ル チ メ デ ィ ア
教育室 

79 20 4.0 電物棟2F ﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

シーズ・イノベーショ
ン研究室 

39 8 4.9 電物棟2F 
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、高周波電力増幅器、ﾌｧ
ﾝｸｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

通信情報工学実験室 88 40 2.2 電物棟2F 

発信器、直流電源、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾏﾙﾁﾒｰﾀ、電圧
計、電流計、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ増幅実験装置、ﾊﾟﾙｽ
回路実験装置、論理回路実験装置、LEGO
MINDSORM、変調回路、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設
備 

高周波計測研究室 19 5 3.8 電物棟2F 高周波計測ｼｽﾃﾑ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
画像情報研究室 29 6 4.8 電物棟2F 衛星画像解析ｿﾌﾄ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

音響情報研究室 19 6 3.2 電物棟2F 
低周波ﾚﾍﾞﾙ計、騒音計、ﾀﾞﾐｰﾍｯﾄﾞ、LANｺﾝ
ｾﾝﾄ、空調設備 

音響計測室（無響室） 39 6 6.5 電物棟2F 
組立式無響室、音響測定装置、標準ﾏｲｸﾛﾎ
ﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

情報ネットワーク研究
室 

29 6 4.8 電物棟2F 
PHANToM Omni 、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備、ｵｼ
ﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾌﾟﾘﾝﾀ、claytools（ｿﾌﾄｳｪｱ）、
VRツール「Vizard(ｿﾌﾄｳｪｱ)」 

実装研究室 19 7 2.7 電物棟2F 
直流電源、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究
室 

29 4 7.3 電物棟2F 
ｶﾗｰﾚｰｻﾞﾌﾟﾘﾝﾀ、ｵｰﾙｲﾝﾜﾝﾌﾟﾘﾝﾀ、 
ﾊﾟｿｺﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

レーザー研究室 29 3 9.7 電物棟2F CO2ﾚｰｻﾞ彫刻機LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

レーザー応用研究室 29 3 9.7 電物棟2F 
ｺﾝﾄﾛｰﾗ付き微動ｽﾃｰｼﾞ、光造形装置、LANｺ
ﾝｾﾝﾄ、空調設備 

マ ル チ メ デ ィ ア研究室 20 7 2.9 管理棟2F 
ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、
簡易ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ、ﾍｯﾄﾞﾏｳﾝﾃﾝﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、
7.1chﾍｯﾄﾞﾎﾝ 

電磁気実験室 87 40 2.2 管理棟3F 

光電効果計測装置、直流電源、ｵｼﾛｽｺｰ
ﾌﾟ、発振器、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀ、各種電圧･
電流計、Q メータ、交流ﾌﾞﾘｯｼﾞ、電力
計、分光光度計、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

物性ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研究室 19 4 4.8 管理棟 2F ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

 

（出典：総務課施設係資料）

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準８ 

- 372 - 

資料８-１-①-８：電気電子創造工学科（電子制御工学科）実験室の概要 

 

名称 
面積 
(㎡) 

実験時 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 設備等 

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ研究室 26 4 6.5 電子棟1F 
ﾐﾆ旋盤、ﾐﾆ CNC、小型帯鋸盤、LAN ｺﾝｾﾝ
ﾄ 

工作室 19 3 6.3 電子棟1F 
フライス盤、ボール盤、木工旋盤、小
型旋盤、高速カッター、小型溶接機 

制御動力研究室 
      

81 4 20.2 電子棟1F 
液面制御装置、倒立振子、サーボモー
タ制御装置、LANｺﾝｾﾝﾄ 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ研究室 39 4 7.8 電子棟1F 
小型ﾌﾗｲｽ盤，モーションキャプチャシ
ステム、LAN ｺﾝｾﾝﾄ 

電磁相互作用研究室 79 6 13.2 電子棟2F 

プロジェクタ、オシロスコープ、発信
器、光強度計、ホログラフィー実験装
置、LD 光源、回転計、３D プロジェク
タ、光ファイバー分光器、ﾊﾟｿｺﾝ、LAN
ｺﾝｾﾝﾄ、 

第一情報ﾈｯﾄﾜｰｸ研究室 59 7 11.8 電子棟2F 
ﾊﾟｿｺﾝ、Windows ｻｰﾊﾞ、Linux ｻｰﾊﾞ、ﾌﾟﾘ
ﾝﾄｻｰﾊﾞ、ﾌﾟﾘﾝﾀ、ｽｷｬﾅ、LAN ｽｲｯﾁ、LAN ｺ
ﾝｾﾝﾄ 

電子物性研究室 80 4 20.0 電子棟3F 

放射線計測ｼｽﾃﾑ、ｱﾅﾛｸﾞ信号処理ｼｽﾃﾑ、
微弱信号処理ｼｽﾃﾑ、 
ＣＶＤ装置、蒸着装置、ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞ装
置、ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、LANｺﾝｾﾝﾄ

エネルギーシステム研究室 79 4 19.8 電子棟3F 

基板ｴｯﾁﾝｸﾞ装置、基板露光装置、基板ｶ
ｯﾀｰ、卓上ﾎﾞｰﾙ盤、直流電源装置、電子
負荷装置、ﾛｼﾞｯｸｱﾅﾗｲｻﾞｰ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏﾙﾁﾒｰ
ﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

電子工学実験室 81 47 1.7 電子棟3F 

ｱﾅﾛｸﾞｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀ、ﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾛｼﾞｯｸｱﾅﾗｲｻﾞ、直流安定化
電源、ｵｼﾚｰﾀｰ、ﾃｽﾄｻｰｷｯﾄﾎﾞｯｸｽ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ﾏﾙﾁﾒｰﾀ、ｱﾅﾛｸﾞﾃｽﾀｰ、ﾊﾟｿｺﾝ、iPad、ﾎｲｰ
ﾄｽﾄﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ、放電管実験ｾｯﾄ、真空ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ、温度制御学習装置、ﾒｶﾄﾛﾆｸｽｼｰｹﾝｽ
装置、LEGO MINDSTORM、ｱｰﾑﾛﾎﾞｯﾄ、XY
軸ｽﾃｰｼﾞ、基板露光装置、基板ｶｯﾀｰ、ﾜｲ
ﾔﾚｽﾏｲｸ装置、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、書画ｶﾒﾗ、ｽｸﾘ
ｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

第２情報ネットワーク研
究室 

24 4 12.0 電子棟3F 
ﾊﾟｿｺﾝ、Windows ｻｰﾊﾞ、Linux ｻｰﾊﾞ、ﾚｰ
ｻﾞﾌﾟﾘﾝﾀ、ﾙｰﾀ、ｽｲｯﾁ、ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙ、LAN
ｺﾝｾﾝﾄ 

情報工学研究室 33 4 20.0 電子棟4F 赤外線ｶﾒﾗ、ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ 
システム工学研究室 40 4 20.0 電子棟4F 赤外線ｶﾒﾗ、ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

ディジタル 工学研究室 74 7 10.6 電子棟4F 
ﾊﾞｿｺﾝ、ｻｯｶｰﾛﾎﾞｯﾄ、DSP評価ｷｯﾄ、波形
入力装置､LANｺﾝｾﾝﾄ 

遠隔制御研究室 80 8 10.0 電子棟4F 

音響信号分析装置、騒音計、音響ｲﾝﾃﾝｼ
ﾃｨﾌﾟﾛｰﾌﾞ、赤外線ｶﾒﾗ、分光分析装置、
ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀ、Linuxｻｰ
ﾊﾞ、ﾌﾟﾘﾝﾀ、ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-９：物質工学科実験室の概要 

 

名称 
面積 
(㎡) 

実験時 
人数 

一人当 
面積(㎡)

場 所 設備等 

化学工学研究室 58 6 9.7 電物棟3F 
紫外可視分光高度計、圧搾･電気浸透脱水試験装
置、比表面積測定装置、ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ計測ｼｽﾃﾑ、LAN
ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

ﾌﾟﾛｾｽ工学実験室 110 14 7.9 電物棟3F 
ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、単蒸留実験装置、定圧濾過実験装
置、固体乾燥実験装置、純水製造装置、LANｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備 

ﾌﾟﾛｾｽ工学計算室 19 6 3.2 電物棟3F 
ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ、微粒子分析ｼｽﾃﾑ、接触角測定装
置、ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

分子生物学研究室 58 6 9.7 電物棟3F 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ、ｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ、CO2ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ、プログラ
ムフリーザー、HPLC,超純水製造装置、分光光度
計、低温インキュベーター、インキュベータ
ー、凍結乾燥器、蛍光顕微鏡、立体顕微鏡、顕
微鏡、遠心分離器、植物培養棚、LANｺﾝｾﾝﾄ、空
調設備 

物質工学基礎実験室 116 40 2.9 電物棟3F 
ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、蒸留ｲｵﾝ交換水製造機、LAN ｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備 

反応工学研究室 58 6 9.7 電物棟3F 
ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ、真空乾燥機、分光光度計、LANｺﾝｾﾝ
ﾄ、空調設備 

金属化学研究室 58 4 14.5 電物棟3F 
微量電子天秤、電子天秤、周波数解析装置、ﾏｲｸ
ﾛｽｺｰﾌﾟ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

電子顕微鏡室 19 8 2.4 電物棟3F 
走査型電子顕微鏡、 
LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

Ｘ線室 19 2 9.5 電物棟3F X線回折装置、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

物理化学研究室 58 5 11.6 電物棟4F 
電気炉、直流電流･電圧発生源･ﾓﾆﾀｰ、ｾﾗﾐｯｸｽ成
形機、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

機器分析計室 19 8 2.4 電物棟4F 
ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析計、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、分光光度
計、蛍光分光光度計、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

物質合成研究室 88 9 9.8 電物棟4F 

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、ﾌｰﾄﾞ付実験台、排水規制対策溶媒
濃縮装置、ﾊﾟｰｿﾅﾙ有機合成装置、ガス循環精製
型グローブボックス、有機溶媒精製装置、LANｺﾝ
ｾﾝﾄ、空調設備 

有機機器分析室Ⅰ 19 8 2.4 電物棟4F 
旋光計、ﾌｰﾘｴ変換赤外分光計、UV照射器、赤外
顕微鏡、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

有機機器分析室Ⅱ 78 11 7.1 電物棟4F 
ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ、高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ、中圧液体ｸﾛﾏﾄ
ｸﾞﾗﾌ、 
LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

高分子材料研究室 58 7 8.3 電物棟4F 

遠心分離機、紫外線照射装置、精密合成用ｶﾞﾗｽ
製真空ﾗｲﾝ、高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ、紫外可視分光
器、凍結乾燥機、角質水分量測定装置、回転粘
度計、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

材料化学実験室Ⅱ 29 6 4.8 電物棟4F 分光光度計、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

無機材料研究室 58 5 11.6 電物棟4F 
交流ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ測定装置、示差熱・熱重量分析装
置、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

材料化学実験室Ⅰ 58 19 3.1 電物棟4F 
ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、旋光計、ガスクロマトグラフ、
LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

生体材料工学研究
室 

48 8 6.0 
物質実験棟 

2F 

電気炉、、耐圧容器、pHﾒｰﾀｰ、電子天秤、ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞｰ、LANｺﾝｾﾝﾄ、セラミックス成形機、空調
設備、乾燥機 

生物工学実験機器 
分析室 

23 4 5.8 
物質実験棟 

1F 
FTIR、LANｺﾝｾﾝﾄ 

生物工学実験室 94 40 2.6 
物質実験棟 

1F 

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、排水規制対策溶媒濃縮装置、恒温
槽、超音波細胞破壊機、蒸留水製造装置、ｵｰﾄｸﾚ
ｰﾌﾞ、安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ、製氷機、LANｺﾝｾﾝﾄ 

試料調整室 27 7 3.9 
物質実験棟 

2F 
ｸﾛﾏﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、AKTA、高速液体ｸﾛﾏﾂｸﾞﾗﾌ、ｲﾝｷｭﾍﾞｰ
ﾀｰ、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

酵素反応工学研究室 40 7 5.7 
物質実験棟 

2F 

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ、ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ、ﾃﾞｨｰ
ﾌﾟﾌﾘｰｻﾞｰ、高速冷却遠心機、ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ、PCR、中
圧ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨ、安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

微生物工学研究室 
(培養室)(ｸﾘｰﾝﾙｰ

ﾑ) 
70 6 11.6 

物質実験棟 
2F 

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ、ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ、高速冷却遠心分離機(大･
小)、卓上高速遠心分離機、蒸留ｲｵﾝ交換水製造
機、ｵｰﾌﾞﾝ、ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ、恒温培養機、冷却恒温培
養機、凍結乾燥機、LANｺﾝｾﾝﾄ 

物質系講義室 41 20 2.0 
物質実験棟 

1F 
LANｺﾝｾﾝﾄ 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-10：建築学科実験室の概要 

 

名称 
面積 
(㎡) 

実験時 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 設備等 

材料･構造実験室 277 40 6.9 建築棟1F 

恒温水槽循環装置、中性化促進試験
槽、乾燥炉、ﾊﾟﾝ型強制練りﾐｷｻｰ、水
銀圧入式ﾎﾟﾛｼﾒｰﾀｰ、油圧中空ｼﾞｬｯｷ、
耐圧・万能試験機 

デザインスタジオ 116 40 2.9 建築棟2F 

名作椅子、ﾎﾟｽﾀｰ、研究用 PC、大画面
モニタ、ｶﾗｰﾌﾟﾛｯﾀ、各ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽｿﾌﾄ、
書画ｶﾒﾗ、ｽｸﾘｰﾝ(80))ｲﾝﾁ)、専門雑
誌、工作道具一式、模型材料一式、
LAN ｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

インテリアデザインラボ
（北） 

127 40 3.2 建築棟3F 

A1およびA2サイズ、平行定規、製図台、ﾃﾞ
ｼﾞﾀｲｻﾞ、ﾄﾚｰｽ台、壁面黒板、プロジ
ェクタ、CADシステム用ノートPC、
CADシステム用サーバーPC、A0カラー
大判プリンタ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

インテリアデザインラボ
（南） 

171 40 4.3 建築棟3F 

DVD・VHSデッキ、Blu-rayデッキ、ス
ピーカー、展示用模型、保管図面ｹｰ
ｽ、撮影装置、作業台、ﾌﾟﾚｾﾞﾝ台、展
示ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ、壁面ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、
空調設備 

製図室準備室 28 5 5.6 講義棟3F 
展示用模型、保管図面ケース、PC、
LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

環境実験室 33 4 8.0 建築棟1F 研究室用PC、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

構造系研究室Ａ 32 4 8.0 建築棟2F 
研究室用PC、鉄骨継手仕口ｷｯﾄ、有限
要素解析ｿﾌﾄ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

ギャラリー 47 10 4.7 建築棟1F 
研究用PC、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備、展
示ケース 

計画系研究室Ａ 44 8 2.9 建築棟2F 

研究室用PC、建築設計ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ･ﾚﾀﾘﾝ
ｸﾞｿﾌﾄ、ｸﾞﾗﾌｨｯｸｿﾌﾄ、書画ｶﾒﾗ、一眼ﾚ
ﾌｶﾒﾗ、ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ、大型ｽｷｬﾅ、工作道
具一式、模型材料一式、LANｺﾝｾﾝﾄ、
空調設備 

計画系研究室Ｂ 44 3 7.7 建築棟2F 
研究用PC、複合機、、建築設計ﾓﾃﾞﾘﾝ
ｸﾞ･ﾚﾝﾀﾞﾘﾝｸﾞｿﾌﾄ、研究室用PC、LANｺﾝ
ｾﾝﾄ、空調設備 

佐藤篤史研究室 38 5 8.6 建築棟3F 研究室用PC、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 
構造系研究室Ｂ 33 8 4.1 建築棟3F 研究室用PC、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-11：学校ゼロエネルギー化に向けた取組 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料８-１-①-12：情報処理関連演習室等の概要 

名称 
面積 
(㎡) 

収容 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 主要設備等 

第１演習室 116 49 2.4 情報科学ｾﾝﾀｰ 
教育用電子計算機ｼｽﾃﾑ(＊)、ｽｸﾘｰ
ﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

第２演習室(電子計算機
実習室) 

121 49 2.5 電子棟4F 
教育用電子計算機ｼｽﾃﾑ、ｽｸﾘｰﾝ、ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

第３演習室(多目的マル
チメディア教育室) 

79 21 3.8 
電物棟2F 
  【再掲】

教育用電子計算機ｼｽﾃﾑ、ｽｸﾘｰﾝ、ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾀ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

ネットワーク実習室 106 40 2.7 情報科学ｾﾝﾀｰ 
ﾊﾟｿｺﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、UNIX実験ｼｽﾃﾑ、ﾈ
ｯﾄﾜｰｸ実験ｼｽﾃﾑ、動画編集装置、空
調設備 

(＊) 教育用電子計算機ｼｽﾃﾑの構成 
 (＊) 教育用電子計算機ｼｽﾃﾑの構成 
 (１)システム用管理サーバ      １台 
 (２)システム用I/Oサーバ(Windows)   ６台 
 (３)ファイルサーバ         １台 
 (４)認証サーバ           ２台 
 (５)プリントサーバ         １台 
 (６)プリンタ            ７台 
 (７)システム専用端末        123台 内 訳  第一演習室       49台 

        第二演習室       49台 
                           第三演習室       21台 
                           システム再構築専用機  ４台 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-13：情報科学教育研究センターの利用状況(平成 25 年度)（既出：資料２-１-③-６） 
部屋名称  情報センター第１演習室 【平成 25 年度前期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限 情報工学Ⅲ  機械設計製図Ⅰ  

2 3E  3M  
3 電子計算機実習 情報処理Ⅱ 情報処理実習 I
4 2C 3A 1C
5   構造設計 情報工学Ⅰ 1E 情報処理 制御工学
6 工作実習 5A 2M 5E
7 3M 数値解析 情報工学Ⅱ  
8   4M 2E  

 
【平成 25 年度後期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限 情報処理実習 I 電気電子製図 情報処理 情報工学Ⅲ

2 1C 1E 2M 3E
3 機械設計製図Ⅰ 情報処理Ⅱ 機械設計製図Ⅱ 電子計算機実習
4 3M 3A 4M 2C
5   機械設計製図Ⅲ 情報工学Ⅰ（１Ｅ） 情報工学Ⅱ 数値計算法
6 工作実習 5M 2E 5E
7 3M  
8    

 
部屋名称  電子ＰＣ室 第２演習室 【平成 25 年度前期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１時限 情報工学 プログラ
ムⅢ プログラムⅠ ソフトウェア工学Ⅰ コンピュータ 

2 1SD  ３D 2D 4D ３Ｄ 
3 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ 輪講Ⅰ 電子制御工学実験 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ
4 1R 5D 1SD 1L 

5 デザイン工学実験  

ソフトウ
ェア工学

Ⅲ 
５D 

ソフトウェア工学Ⅱ 工学実験 制御工学 

6  5D  4D 4D 5E 

7   
 電気電
子創造工
学実験Ⅰ 

    

8    1R 電子制御工学実験   
 
【平成 25 年度後期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限    デジタル工学   

2    5D   
3 通信工学Ⅰ 輪講Ⅱ 通信工学 プログラムⅣ
4  4D 5D 4D 3D
5 アセンブラ プログラムⅡ 工学実験  
6 ３Ｄ 2D 4D  
7      
8      

 
部屋名称  電物棟 多目的ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教育室 第３演習室 【平成 25 年度前期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限    

2    
3 情報ネットワーク論  電気情報専攻実験 
4 ５E  １SE
5    
6 工作実習  
7 3M  
8    

 
【平成 25 年度後期】 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１時限     集積回路設計  

2   エレクトロニクス・デザイン 5E  
3   4E  
4      
5     エレクトロニクス・デザイン 
6 工作実習   4E 
7 3M 情報工学Ⅳ
8   4E  

 

（出典：特別教室時間割表）
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資料８-１-①-14：情報科学教育研究センター時間外利用統計表(１／３)（既出：資料２-１-③-７）

 

【学年別利用状況】 

年 月 
本科 専攻科 

計 
1 2 3 4 5 1S 2S 

2014 3 13 2 10 131 8     164 

2014 2 77 23 139 247 106   2 594 

2014 1 21 147 370 515 192     1245 

2013 12 15 114 228 297 122     776 

2013 11 49 144 341 352 80     966 

2013 10 57 95 556 357 247     1312 

2013 9 248 5 50 47 7     357 

2013 8 147 48 14 49 17     275 

2013 7 380 293 814 173 177     1837 

2013 6 135 216 419 143 161 10   1084 

2013 5 324 301 358 154 154   1 1292 

2013 4 178 56 414 51 75     774 

2013 3 5 15 10 37 18     85 

2013 2 75 113 264 229 213     894 

2013 1 244 172 153 465 233     1267 

2012 12 303 157 210 266 153     1089 

2012 11 237 198 313 311 50 13   1122 

2012 10 205 215 363 323 303     1409 

2012 9 64 197 140 62 75 2 1 541 

2012 8 37 19 30 13 4     103 

2012 7 139 143 142 59 42     525 

2012 6 144 236 271 134 86 2 2 875 

2012 5 289 297 482 189 66 26 1 1350 

2012 4 210 96 361 53 171     891 

2012 3               0 

2012 2 87 8 314 154 117 6   686 

2012 1 350 263 366 224 272 13   1488 

2011 12 270 272 359 140 202 2   1245 

2011 11 269 179 287 194 109 3   1041 

2011 10 375 404 397 143 200 3   1522 

2011 9 231 329 333 79 119 11 1 1103 

2011 8 13 26 37 1 2 1   80 

2011 7 279 301 393 46 121     1140 

2011 6 245 187 308 90 107 1 3 941 

2011 5 198 43 332 52 158 2   785 

2011 4 56 3 65 6 12     142 

                    

計 5969 5317 9643 5786 4179 95 11 31000 

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料８-１-①-14：情報科学教育研究センター時間外利用統計表(２／３)（既出：資料２-１-③-７）

 

【曜日別利用状況】 

年 月 
曜日 

計 
日 月 火 水 木 金 土 

2014 3   45 32 38 35 14   164 

2014 2   123 109 135 106 121   594 

2014 1   81 276 149 421 318   1245 

2013 12   88 168 88 253 179   776 

2013 11   122 153 99 275 317   966 

2013 10   154 323 93 449 293   1312 

2013 9   113 20 58 74 92   357 

2013 8   42 7 53 78 77 18 275 

2013 7   157 534 443 265 438   1837 

2013 6   153 286 242 203 200   1084 

2013 5   95 166 282 421 328   1292 

2013 4   55 247 72 115 285   774 

2013 3   19 18 7 24 17   85 

2013 2   273 183 108 156 172 2 894 

2013 1   143 325 325 371 103   1267 

2012 12   137 230 395 207 120   1089 

2012 11   163 229 265 316 149   1122 

2012 10   278 323 388 291 129   1409 

2012 9   46 80 162 107 146   541 

2012 8 2 4 6 62 15 14   103 

2012 7   95 98 131 130 71   525 

2012 6   143 156 195 213 168   875 

2012 5 6 199 254 348 410 133   1350 

2012 4   66 95 220 284 226   891 

2012 3               0 

2012 2   143 127 181 157 77 1 686 

2012 1   195 448 253 302 290   1488 

2011 12   211 287 261 359 127   1245 

2011 11   107 321 213 172 228   1041 

2011 10   303 340 373 205 300 1 1522 

2011 9   231 183 235 196 258   1103 

2011 8   5 19 39 5 12   80 

2011 7   59 80 403 242 356   1140 

2011 6   82 77 421 191 170   941 

2011 5   104 59 342 119 161   785 

2011 4     9 100 33     142 

                    

計 8 4234 6268 7179 7200 6089 22 31000 

 

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料８-１-①-14：情報科学教育研究センター時間外利用統計表(３／３)（既出：資料２-１-③-

７） 

 

【利用時間状況】 

年 月 

利用時間 

計 
0～30 分 

30 分～ 

1 時間 

1 時間～ 

1 時間 30 分

1 時間 30 分

～2 時間 

2 時間～ 

2 時間 30 分

2 時間 30 分 

～3 時間 
3 時間以上 

2014 3 84 26 24 12 6 9 3 164 

2014 2 206 105 71 57 51 21 83 594 

2014 1 869 127 57 104 36 20 32 1245

2013 12 584 50 35 92 2 6 7 776 

2013 11 747 79 60 35 25 11 9 966 

2013 10 1026 101 47 84 9 41 4 1312

2013 9 77 42 141 41 35 11 10 357 

2013 8 111 85 30 15 18 8 8 275 

2013 7 1090 193 240 234 50 15 15 1837

2013 6 692 96 120 120 45 4 7 1084

2013 5 954 103 66 162 3 2 2 1292

2013 4 674 29 57 7 5   2 774 

2013 3 33 12 10 5 10 6 9 85 

2013 2 290 158 141 123 64 26 92 894 

2013 1 1026 90 30 71 25 6 19 1267

2012 12 829 79 49 106 5 5 16 1089

2012 11 761 96 88 127 19 16 15 1122

2012 10 1144 124 72 58 10   1 1409

2012 9 325 70 85 38 3 11 9 541 

2012 8 45 23 7 9 6 2 11 103 

2012 7 398 49 17 31 6 5 19 525 

2012 6 686 70 41 56 5 5 12 875 

2012 5 1014 84 80 89 31 11 41 1350

2012 4 736 47 94 6 3 2 3 891 

2012 3               0 

2012 2 249 111 91 84 40 29 82 686 

2012 1 1022 129 99 121 50 16 51 1488

2011 12 926 120 51 92 33 11 12 1245

2011 11 465 175 144 193 30 12 22 1041

2011 10 1149 153 107 69 24 15 5 1522

2011 9 381 166 189 272 26 16 53 1103

2011 8 16 10 9 13 12 3 17 80 

2011 7 836 109 50 88 46 7 4 1140

2011 6 682 99 87 35 25 5 8 941 

2011 5 555 90 57 49 22 6 6 785 

2011 4 131 7 1   1 2   142 

                    

計 20813 3107 2547 2698 781 365 689 31000

 

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料８-１-①-15：コンピュータ利用状況アンケート結果 

 

（出典：平成 25 年度教育に関するアンケート（学生版））

 

資料８-１-①-16：図書情報センターの概要 
 

 

名称 
面積 
(㎡) 

収容 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 主要設備等 

図書情報ｾﾝﾀｰ事務室 58 - － 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

1F 

長岡技術大学・高専統合図書館ｼｽﾃﾑ 
（ｸﾗｲｱﾝﾄ２台、OPAC 用端末１台、ﾌﾟﾘﾝﾀ
１台）、ﾌﾞｯｸﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝ(BDS)２台、館内監
視、ﾓﾆﾀｰ１台、館内放送設備１台、ﾊﾟ
ｿｺﾝ、LAN ｺﾝｾﾝﾄ、入館者ｶｳﾝﾀ、空調設
備 

教材資料作成室 28 7 4.0 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

1F 
LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備、ＶＩＤｼｽﾃﾑ（ｻｰ
ﾊﾞｰ2台、管理用ﾊﾟｿｺﾝ1台） 

交流ラウンジ 114 16 7.1 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

1F 
ﾃｰﾌﾞﾙ、有線電話端子、空調設備 

第一閲覧室 408 66 5.2 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

2F 

OPAC用端末１台、LANｺﾝｾﾝﾄ、有線電
話端子、空調設備、電動スクリー
ン、洗面台、無線LANｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ、館
内監視ｶﾒﾗ２台 

第二閲覧室 65 5 7.2 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

2F 
LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備､有線電話端子 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾙｰﾑ 76 20 3.8 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

2F 

LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備､有線電話端子、
DVD/LD/CD再生機1台、DVD再生機４
台、プリンタ1台、ＶＩＤｼｽﾃﾑ（ﾊﾟｿｺﾝ端末
15台）、電動スクリーン、館内監視カメラ２
台 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習室 27 8 1.9 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

2F 
空調設備、有線電話端子 

書庫・ﾎｰﾙ他 558 － － 
図書情報ｾﾝﾀｰ棟

1F、2F 
エレベーター、新聞閲覧台 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-17：図書情報センターの利用者数 

図書情報センターの利用者数       単位：人 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

75,094 72,064 75,647 70,614 46,681 

 

（出典：平成 21 年度～24 年度 図書館入退館管理システム 

平成 25 年度     入館者カウンター）

 

資料８-１-①-18：ものづくり教育研究センター・地域連携共同開発センターの概要 
 

名称 
面積 
(㎡) 

収容 
人数 

一人当 
面積(㎡) 

場 所 主要設備等 

機械加工実習場 390 40 9.8 ものづくりｾﾝﾀｰ

CNC旋盤、CNCﾌﾗｲｽ盤、ﾛﾎﾞﾄﾞﾘﾙ、旋盤、
立横複合ﾌﾗｲｽ盤、円筒研削盤、形削り
盤、ﾎﾞｰﾙ盤、立ﾌﾗｲｽ盤、細穴放電加工
機、平面研削盤、ｺﾝﾀｰﾏｼﾝ、ﾊﾞﾝﾄﾞｿｰ、ﾏ
ｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ、ﾚｰｻﾞｰ加工機、ﾜｲﾔｰｶｯﾄ放電
加工機、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 

鋳造実習場 93 12 7.8 ものづくりｾﾝﾀｰ るつぼ炉、乾燥炉、重油ﾀﾝｸ 

鍛造実習場 70 8 8.8 ものづくりｾﾝﾀｰ 回転炉、ｴｱﾊﾝﾏ、焼入れ炉、重油ﾀﾝｸ 

溶接実習場 72 8 9.0 ものづくりｾﾝﾀｰ
被覆ｱｰｸ溶接機、炭酸ｶﾞｽｱｰｸ溶接機、
TIG溶接機、MIG溶接機、ｶﾞｽ熔断機、ｴｱ
ﾌﾟﾗｽﾞﾏ切断機、排気装置 

セミナールーム 30 24 
1.3 
 

共同ｾﾝﾀｰ1F プロジェクタ、LANｺﾝｾﾝﾄ、 

アームロボット室 20 4 5 共同ｾﾝﾀｰ1F 産業用ロボット、LANｺﾝｾﾝﾄ 

材料実験室 50 10 5 共同ｾﾝﾀｰ1F 材料試験機、LANｺﾝｾﾝﾄ 

電子顕微鏡室 31 5 6.2 共同ｾﾝﾀｰ1F 電子顕微鏡、LANｺﾝｾﾝﾄ 

試料作成室 9 2 4.5 共同ｾﾝﾀｰ1F 自動研磨装置 

コラボ１ 30 8 3.8 共同ｾﾝﾀｰ2F LANｺﾝｾﾝﾄ、 

コラボ２ 15 4 3.8 共同ｾﾝﾀｰ2F ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

コラボ３ 15 5 8 共同ｾﾝﾀｰ2F ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

ＩＣＰ室 22 5 6.0 共同ｾﾝﾀｰ2F 
ＩＣＰ、マイクロウェーブ分解装置、
超純粋製造装置、LANｺﾝｾﾝﾄ 

ＮＭＲ室 28 5 5.6 共同ｾﾝﾀｰ2F 
ＮＭＲ（４００ＭＨｚ）、液体窒素自
動製造装置、LANｺﾝｾﾝﾄ 

ＸＲＤ・ＸＰＳ室 31 4 10 共同ｾﾝﾀｰ2F ＸＲＤ、ＸＰＳ 

セ ラ ミ ッ ク実験室 40 4 10 共同ｾﾝﾀｰ別館 ﾌﾟﾗｽﾞﾏ溶射装置、超高温ﾎｯﾄﾌﾟﾚｽ 

実験室３ 20 3 6.7 共同ｾﾝﾀｰ別館  

実験室２ 20 3 6.7 共同ｾﾝﾀｰ別館  

実験室１ 20 3 6.7 共同ｾﾝﾀｰ別館 太陽エネルギー評価装置 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-19：ゼミ室の概要 

 
 

名称 
面積 
(㎡) 

収容 
人数 

一人当 
面積(㎡) 場 所 主要設備等 

管理棟３０１ゼミ室 39 36 1.1 管理棟3F ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

電物棟２０１ゼミ室 39 27 1.4 電物棟2F ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

電物棟４０１ゼミ室 29 18 1.6 電物棟4F ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

機械棟２０１ゼミ室 58 48 1.2 機械棟2F 電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、ﾋﾞﾃﾞｵ、空調設
備 

機械棟３０１ゼミ室 58 48 1.2 機械棟3F 
電動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、ﾋﾞﾃﾞｵ、空調設
備 

専攻科棟５０１ゼミ室 39 40 1.0 専攻科棟5F ﾜｲﾄﾞ手動ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ、空調設備 

専攻科棟５０２ゼミ室 39 40 1.0 専攻科棟5F 
ワイド手動スクリーン、LANコンセン
ト、空調設備 

電子ゼミ室 115 60 1.9 電子棟1F ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、ｽｸﾘｰﾝ、LANｺﾝｾﾝﾄ 

 

（出典：総務課施設係資料）

 

資料８-１-①-20：体育施設の概要 

 
体 育 施 設 の 概 要 

 

  施設名称  附 属 設 備 等 

グランド  9,472 300ｍトラック(トラック内は天然芝で多目的に使用)､器具庫 

野球場・サッカー場 11,485 屋外便所 

テニスコート  4,782 人工芝６面、テニス練習板 

第一体育館   1,106 ステージ､舞台設備､ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ設備､ﾊﾞﾚｰ・ﾊﾞｽｹｯﾄ他､温水ｼｬﾜｰ 

第二体育館     880 ﾊﾞﾚｰ・ﾊﾞｽｹｯﾄ他、温水ｼｬﾜｰ 

武道館 349 柔道、剣道 

水泳プール     524 25ｍ×５ｺｰｽ、屋外ﾌﾟｰﾙ、温水ｼｬﾜｰ 

 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-①-21：小山工業高等専門学校 安全衛生管理規程 別表第２ 

 

別表第２ 

〔小山工業高等専門学校 安全衛生管理体制〕 

 

（総務課長）

（財務係長、施設係長）

（人事係長）

 （各学科長  センター長等）

（各学科(課)等）

(必要な作業場（実験室等)) （実験室等）

安全衛生委員会

安全衛生推進者

安全推進担当者

作業主任者 作業責任者

安全管理主任者

衛生担当者

衛生管理者

衛生推進担当者

（校長）

産業医

総括安全衛生管理者

 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料８-１-①-22：安全衛生委員会 巡視チェックシート 

  

 〔安全衛生委員会 巡視チェックシート〕 

 

 

（出典：安全衛生委員会資料）
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資料８-１-①-23：施設満足度アンケート結果 

 

（平成２５年度教育に関するアンケート（学生版））

 

資料８-１-①-24：施設・設備一覧 

 
                            資料：施設実態調査 H25.05 

 ○敷 地 総 面 積         99,014㎡ 学校用敷地全体 

      校 舎 敷 地         60,582㎡ 校地 

      寄宿舎敷地          9,156㎡ 学生寄宿舎用地 

      運動場敷地         29,276㎡ 屋内外運動場用地 

  ○建 物 構 造 面  積     施設・設備 

      一般・管理棟 RC3 2,322㎡ 実験･実習室                SL 

      電気情報・物質工学科棟 RC4 4,446㎡ 研究室､実験･実習室､演習室   SL 

      機械工学科棟 RC3 2,040㎡           〃                SL 

      電子制御工学科棟 RC4 2,179㎡           〃                SL 

     建築学科棟 RC3 1,680㎡           〃       EV､ 障WC､ SL 

      専攻科棟（テクノ棟） RC5 3,139㎡           〃     EV､ 障WC､ SL 

      講義棟 RC3 668㎡ 語学学習、一般製図室、等 

      図書情報センター RC2 1,624㎡ 図書館          EV､ 障WC､ SL 

      情報科学教育研究センター RC1 312㎡ 情報処理学習                SL 

      地域共同開発センター RC2 484㎡ 地域連携･共同研究     障WC､ SL 

   地域共同開発センター RC1 100㎡ 地域連携･共同研究 

      ものづくり教育研究ｾﾝﾀｰ S1 840㎡ 実習工場 
      建築材料構造実験室 S1 277㎡ 研究室､実験･実習室 

      第一体育館 S1 1,106㎡ 屋内運動場                  SL 

      第二体育館 S1 880㎡     〃                      SL 

      武道館 RC1 349㎡     〃 

      合宿研修施設棟 RC2 408㎡ 学生福利厚生施設 

      一般食堂棟 RC1 583㎡      〃       障WC､ SL 

      学生寮（東、西、南、北） RC3-5 6,030㎡ 学生寄宿舎 

      物質工学科実験棟 RC2 512㎡ 研究室､実験･実習室          SL 

      その他 1,092㎡ 倉庫､車庫等管理用施設 

          合   計 31,071㎡  

      《摘要》 〔EV〕：エレベーター 〔障 WC〕：身障者用トイレ 〔SL〕：スロープ 

（出典：総務課施設係資料）
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資料８-１-②-１：小山工業高等専門学校情報科学教育研究センター運営委員会細則 
 

制    定  平成15年４月１日
最終改正 平成20年10月１日

 
 （趣旨） 
第１条 小山工業高等専門学校情報科学教育研究センター（以下「情報センター」という。）規則第６条第２項に基づき、情報科学

教育研究センター運営委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。 
  （組織） 
第２条  委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
  一  情報科学教育研究センター長（以下「センター長」という。） 
  二  情報科学教育研究センター情報ネットワーク室長 
  三  本校の各学科専任教員から各１名 
  四  学生課長 
  五  教育研究技術支援部技術長 
 六 教育研究技術支援部技術室第２グループ長 
 七 その他校長が必要と認めた者 
２ 前項第３号に掲げる委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期

間とする。 
 （委員の任命） 
第３条 前条第１項第３号の委員は、校長が任命する。  
  （委員長及び会議の開催） 
第４条  委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 
２  委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
３ 委員長に事故があるときは、委員長の指名する委員がその職務を代行する。 
４  委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を会議に出席させることができる。 
 （審議事項） 
第５条  委員会は、次の事項について審議する。 
  一  情報センター及び情報ネットワークの管理運営に関わる基本方針及び長期計画に関すること。 
  二  情報センター及び情報ネットワークの利用計画に関すること。 
  三  情報処理教育についての基本計画に関すること。 
  四  情報処理技術の研究、開発及び普及に関すること。 
  五  校長から諮問があったこと。 
  六  その他情報センター及び情報ネットワークについての重要事項に関すること。 
  （事務） 
第６条  委員会の事務は、教育研究技術支援部技術室第２グループが処理する。 

（略） 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

資料８-１-②-２：小山高専情報ネットワークシステムのこれまでの経緯 
１．小山高専情報ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑのこれまでの経緯 

小山高専情報ﾈｯﾄﾜｰｸは平成８年度に導入されて以来，次のように変更及び整備が行われてきた。 
□ 平成 8 年 3 月(1996 年) 情報ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ導入(ATM ｽｲｯﾁ) 
□ 平成 9 年     (1997 年)  ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ外部接続速度を 64Kbps から 256Kbps へ変更 
□ 平成 11 年 12 月(1999 年) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾊﾞ及びﾙｰﾀの 2000 年対応 
□ 平成 11 年 12 月(1999 年) ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙ(外向けサービスを含む)の更新 
□            校内ＰＣへｳｲﾙｽ対策ｿﾌﾄを一括導入し，ｳｲﾙｽへの対策を行う 
□ 平成 12 年 3 月(2000 年) 基幹ﾈｯﾄﾜｰｸのｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄｲｰｻ化し，高速化と信頼性を図る 
□ 平成 12 年 4 月(2000 年) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ外部接続を SINET から TTnet へ変更，これに伴い，速度は 256Kbps から 1.5Mbps となる 
□ 平成 13 年 3 月(2001 年) ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙの２重化により負荷分散と信頼性の向上を図る 
□ 平成 13 年 3 月(2001 年) 専攻科棟ﾈｯﾄﾜｰｸ新設，情報ｾﾝﾀｰのｽｲｯﾁ増強 
□ 平成 13 年 6 月(2001 年) ﾈｯﾄﾜｰｸ基幹部の保守契約 
□ 平成 13 年 9 月〜平成 14 年 2 月  校舎改修に伴い，管理棟及び図書館棟のﾈｯﾄﾜｰｸを増強し，電子図書館への対応を考慮する 
□ 平成 14 年 3 月(2002 年) 学内ﾈｯﾄﾜｰｸ基幹部分を全面的にｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ化 
□ 平成 14 年 3 月(2002 年) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ外部接続を 10Mbps/8 ユーザ型(ﾊﾟﾜｰﾄﾞｺﾑ)とする 
□ 平成 14 年 12 月(2002 年) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ外部接続を 10Mbps/占有型とする 
□ 平成 15 年 3 月(2003 年) 機械工学科棟、建築学科棟及び講義棟の改修工事に伴いｽｲｯﾁを増設する(Summit24e 3 台) 
□ 平成 16 年 2 月(2004 年) 財務会計ｼｽﾃﾑの導入(ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙの設置) 
□ 平成 17 年 3 月(2005 年) ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙを更新する(Netscreen-100x2 ->Netscreen-204x2) 
□ 平成 18 年 6 月(2008 年) ｽﾊﾟﾑﾒｰﾙ対策の導入 
□ 平成 19 年 3 月(2007 年) 人事給与ｼｽﾃﾑ及び共済ｼｽﾃﾑの導入 
□ 平成 19 年 3 月(2007 年) ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱｻｰﾊﾞ、Web ｻｰﾊﾞ及び CGI ｻｰﾊﾞを更新(同時にｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ ImpressionOffice のﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ) 
□ 平成 19 年 3 月(2007 年) 情報ｾﾝﾀｰﾒｲﾝｽｲｯﾁ、情報ｾﾝﾀｰﾌﾛｱｽｲｯﾁ及び専攻科棟ﾌﾛｱｽｲｯﾁ上位部分更新 
□ 平成 19 年 9 月(2007 年) 外部接続回線を，帯域保証型 10Mbps から帯域保証型 20Mbps とする 
□ 平成 19 年 12 月(2007 年) 一般・管理棟 1F，機械工学科棟 1F・2F，電気情報・物質工学科棟 1F，電子制御工学科棟 3F，建築学

科棟 1F のﾌﾛｱｽｲｯﾁを更新(Catalyst 2960G) 
□ 平成 20 年 3 月(2008 年) 一般・管理棟 2F，図書情報ｾﾝﾀｰ，電気情報・物質工学科棟 2F・3F・4F，電子制御工学科棟 1F，建築学

科棟 2F，物質工学科実験棟のﾌﾛｱｽｲｯﾁを更新(Catalyst 2960，Catalyst2960G) 
□ 平成 20 年 4 月(2008 年) ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱｼｽﾃﾑを更新(desknet’s) 
□ 平成 21 年 3 月(2009 年) 情報ｾﾝﾀｰ事務室内ﾌﾛｱｽｲｯﾁを更新 
□ 平成 21 年 12 月(2009 年) 一般・管理棟 3F，機械工学科棟 3F，建築学科棟 3F，講義棟 2F ﾌﾛｱｽｲｯﾁを更新(Catalyst 2960G) 
□ 平成 22 年 3 月(2010 年) 学内ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾊﾞ群用無停電電源装置更新 
□ 平成 22 年 12 月(2010 年) 専攻科棟フロアスイッチ 5台を更新(Catalyst 2960G)  
□ 平成 24 年 10 月(2012 年) 学内無線 LAN システム導入，グループウェアサーバ更新，学内向け DNS・DHCP サーバ更新 
□ 平成 25 年 6月(2013 年)  無線 LAN システム，学生向け本運用開始 
□ 平成 26 年 2月(2014 年)  地域連携共同開発センター無線 LAN 設置 
□ 平成 26 年 2月(2014 年)  地域連携共同開発センター有線 LAN，ネットワークスイッチ設置 
□ 平成 26 年 3月(2014 年)  建築学科棟改修工事による停止より，ネットワーク全復旧 

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料８-１-②-３：小山工業高等専門学校情報セキュリティポリシー 

 
（出典：総務課総務係資料）

 

資料８-１-②-４：小山工業高等専門学校情報科学教育研究センター規則 
 

制  定 平成１５年 ４月 １日
最終改正 平成２４年 10 月 17 日

 
 （設置） 
第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）における、情報処理教育・研究を推進するとともに、学外の諸機関との
連絡・調整及び情報ネットワークの管理運営を行うために、情報科学教育研究センター（以下「情報センター」という。）を置
く。 
 （業務） 
第２条 情報センターにおいては、次の各号に掲げる業務（以下「センター業務」という。）を行う。 
 一 情報センター内の施設・設備に関する管理運営及び保守に関すること。 
 二 情報ネットワークの管理運営及び保守に関すること。 
 三 情報処理及び関連技術に関する教育・研究及び助言を行うこと。 
 四 情報処理に関する外部機関との連絡・調整を行うこと。 
 五 情報処理に関連した公開講座の実施及び課外活動等の支援に関すること。 
 (センター長） 
第３条 情報科学教育研究センター長（以下「センター長」という。）を置き、本校の専任教員のうちから校長が任命する。 
２ センター長は、前条の業務を掌理する。 
３ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合は、前任者の残任期間とする。 
 （センター員） 
第４条 情報センターの業務を円滑に行うために、情報科学教育研究センター員(以下「センター員」という。）を置く。 
２ センター員は、センター長を補佐するとともに、センター業務の企画立案及びその業務の遂行にあたる。 
３ センター員は、本校の教職員のうちから校長が任命する。 
４ センター員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
 （センター職員） 
第５条 情報センター担当の技術職員（以下「センター職員」という。）を置く。 
２ センター職員は、センター長の指示を受けて、センター員とともにセンター業務の遂行及び援助を行う。 
 （運営委員会） 
第６条 情報センターの管理運営に関する事項を審議するため、情報科学教育研究センター運営委員会（以下「委員会」とい
う。）を置く。 
２ 委員会に関する必要な事項は別に定める。 
 （情報ネットワーク室） 
第７条 第２条第二号に規定する業務を円滑に行うため、情報ネットワーク室を置く。 
２ 情報ネットワーク室に室長及び主任を置き、センター員の中から校長が任命する。 
３ 情報ネットワーク室の運営について必要な事項は別に定める。 
 （事務） 
第８条 情報センターに関する事務は、技術室第２グループが行う。 
 （雑則） 
第９条 情報センター及び情報ネットワークの利用について、必要な事項は別に定める。 
   附 則 
１ この規則は、平成 15 年４月１日から施行する。 
２ 小山工業高等専門学校情報科学教育研究センター規程（平成９年４月１日制定）は、廃止する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料８-１-②-５：ホームページのアクセス件数（既出：資料１-２-②-２） 

Usage Statistics for www.oyama-ct.ac.jp 

 

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料８-１-②-６：ネットワークトラフィック 

 

平成２５年７月５日（金） 

 

平成２５年９月２７日（金） 

 

平成２５年９月３０日（月） 

 

（出典：情報科学教育研究センター資料）
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資料８-１-②-７：情報科学教育研究センターの利用について 

（出典：平成 25 年度学生便覧、pp165,166）
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資料８-２-①-１：蔵書構成表 

平成 26 年 3 月 31 日現在 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

総記 哲学 歴史 社会　科学 自然　科学 工学 産業 芸術 語学 文学

和書 2,725 2,511 5,505 5,896 15,329 21,093 832 3,507 3,434 10,599 71,431

洋書 141 14 30 45 898 1,053 5 52 972 236 3,446

小計 2866 2525 5535 5941 16227 22146 837 3559 4406 10835 74,877

和書 319 640 1,030 638 1,671 3,533 181 333 938 893 10,176

洋書 12 1 7 4 271 350 1 12 295 52 1,005

小計 331 641 1037 642 1942 3883 182 345 1233 945 11,181

和書 3044 3151 6535 6534 17000 24626 1013 3840 4372 11492 81,607

洋書 153 15 37 49 1169 1403 6 64 1267 288 4,451

小計 3197 3166 6572 6583 18169 26029 1019 3904 5639 11780 86,058

3.7% 3.7% 7.6% 7.6% 21.1% 30.2% 1.2% 4.5% 6.6% 13.7% 100%割合(％)

計

学生用

教員用

合計

 

 

（出典：図書館管理システム）

 

資料８-２-①-２：身分別貸出数一覧 

平成 26 年 3 月 31 日現在 

図書 雑誌  視聴覚資料 計 図書 雑誌  視聴覚資料 計 図書 雑誌 視聴覚資料 計

１年 1,073 9 9 1,091 1,298 25 23 1,346 580 16 18 614

２年 656 25 2 683 691 53 2 746 662 22 5 689

３年 1,376 84 32 1,492 1,485 31 15 1,531 1385 85 0 1,470

４年 1,509 93 2 1,604 1,917 78 8 2,003 1534 45 4 1,583

５年 2,331 151 1 2,483 1,454 48 2 1,504 1835 44 0 1,879
専攻１年 486 13 3 502 658 44 2 704 240 5 0 245
専攻２年 293 10 303 382 2 384 635 82 0 717

教職員 700 144 844 852 133 7 992 605 132 10 747

一般 212 28 240 181 27 208 232 43 275
名誉教授・他 89 3 92 88 9 7 104 102 2 7 111

計 8,725 560 49 9,334 9,006 450 66 9,522 7810 476 44 8,330

　平成23年度 平成24年度 平成25年度

 

 

（出典：図書館管理システム）
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資料８-２-①-３：分類別貸出数一覧  

平成 26 年 3 月 31 日現在 

分類別貸出数 

分類  平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

0 404 364 425  

1 91 99 99  

2 233 244 179  

3 252 231 302

4 1,950 2,281 2,099  

5 2,875 2,515 2,464  

6 36 36 33  

7 91 146 161  

8 356 538 507  

9 1,121 1,280 1,265  

文庫他 1365 1,338 320  

雑誌 560 450 476  

計 9,334 9,522 8,330

 

（出典：図書館管理システム）

 

資料８-２-①-４：ブックハンティング 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料８-２-①-５：電子ジャーナル・データベース 

名  称  
（アルファベット順） 

内   容 提供元 *EJ or DB

ジャパンナレッジ 百科事典・辞書・ニュース・学術サイト

URL などを集積した知識データベース 

株式会社 

ネットアドバンス 
DB 

ACS Publications ACS が発行するコアジャーナル 24 誌と

New タイトル 2 誌フルテキスト 
American Chemical 
Society 

EJ 

CiNii  

（論文情報ナビゲータ） 

学協会で発行された学術雑誌と大学等で

発行された研究紀要のデータベース 
ＮＩＩ 
(国立情報学研究所）   

DB 

JdreamⅢ   
(科学技術文献速報 Web 版) 

科学技術全分野（1975 年～Current）、

医学関連分野のデータベース 
株式会社ジー・サーチ   DB 

Science 米科学誌サイエンスの電子版 
アメリカ科学振興協会
(AAAS) 

EJ 

MathSciNet 米国数学会が提供する世界の数学文献を

収録したデータベース（1940 年～） 
American Mathematical 
Society 

DB 

Science Direct Elsevier グループ発行の全雑誌のフル

テキスト （1995 年～）  
Elsevier EJ 

＊ EJ=電子ジャーナル（主に論文のフルテキストまで利用可） 

DB=文献検索データベース（主に書誌情報=論文の情報および抄録まで利用可） 

新聞のデータベース 

日経テレコン 21 日経 4 誌・毎日新聞等、10 アクセス 日経メディアマーケティング 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料８-２-①-６：電子ジャーナル講習会 イーブック 

 

 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

 

 

 

 

資料８-２-①-７：ホームページ目次 
  

図書情報センターの紹介 
利用案内 

（一般開放のご案内） 
開館予定 

蔵書構成 蔵書検索 定期購読雑誌一覧 

図書情報センターだより 
小山高専研究紀要目次 

(平成 15 年度第 36 号より本文も掲載） 
図書情報センター規程 

よくある質問 リンク集  

 

学内ページ目次 

電子ジャーナル 
データベース 

イーブック 
マルチメディアルーム 

グループ学習室の利用法 

交流ラウンジの利用法 文献複写の申込み 学生希望図書の申込み 

予約図書の確認   

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料８-２-①-８ ：展示 （平成 25 年度） 

４月 青春小説 

５月 人生訓 

７月 夏の教員推薦図書 

１０月 読書週間 

１１月 英語多読 

２月 3.11 震災を振り返る 

（出典：図書情報センター資料）

 

資料８-２-①-９ ：新入生向けパンフレット 

 

（出典：図書情報センター資料）
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資料９-１-①-１：教育改善推進室規程 
小山工業高等専門学校教育改善推進室規程 

制  定 平成１６年１１月１日

最終制定 平成２２年  ４月１日

（設置の目的） 

第１条 教育の改善活動に対して組織的・継続的に支援し、教授方法の改善・向上を促進する 

ことを目的として、小山工業高等専門学校教育改善推進室(以下「推進室」という。）を置く。 

（組織） 

第２ 推進室は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事補 

二 教務委員若干名 

三 その他校長が必要と認めた者 

２ 室員は、校長が任命する。 

３ 第１項各号の室員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 推進室に室長を置き、教務主事補をもって充てる。 

（任務） 

第３条 推進室は、次に掲げる業務を行う。 

一 教育方法の評価と改善に関すること。 

二 教育技術の向上に関すること。 

三 研修に関すること。 

四 教育貢献評価方法の調査研究に関すること。 

五 カリキュラム改革に関すること。 

六 その他教育改善の推進に関すること。 

（事務） 

第４条 推進室に関する事務は、学生課において処理する。 

（雑則） 

第５条 この規程に定めるもののほか、推進室の運営に関し必要な事項は、推進室が別に定める。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料９-１-①-２：小山高専におけるＦＤ活動 

 

小山高専におけるＦＤ活動 

 

１．ＦＤの目的 

ＦＤ（Faculty Development）とは、広い意味では、教員の資質・能力の向上を目指すこと全般 

を示し、狭い意味では、特に教育能力の向上と開発を示します。また、個々の自己研鑽によるも 

のから、組織としての取り組みまで、様々な形態があります。 

高等専門学校における教員は科学技術者であり研究者である一方で教育者です。従って当然の 

ことながら教育能力の向上と開発を目指す必要があります。その際に、自己研鑽による個人的な 

活動は勿論のこと、学校という組織としてのＦＤにより、その効果を高める必要があります。 

 

２．組織的な取り組み 

①学生による評価「授業評価アンケート」    

Plan   授業内容、教材、方法、シラバス決定  

Do    授業実施                

Check  授業評価アンケートの実施         

Action 授業改善案              

②教員どうしによる評価と研修「公開授業」 

Plan   授業内容、教材、方法、シラバス決定 

Do     公開授業の見学 

Check  参観者アンケートの実施 

Action 授業改善案 

③教育力改善のための研修「教育改善研修会」 

教育改善に関わる様々なテーマについて議論。テーマによっては学内外から講師を招き講演。 

 

３．教員から見た流れ 

 （提出書類等）         （提出時期） 

新任者研修 新任者のみ 

授業計画(Plan)    教育目標決定・シラバス作成 

授業改善案実施計画等 

シラバス                    ２月 

教科書・教材選定            １月 

授業実施(Do)      シラバス配布及び説明 

授業実施(改善案実施を含む)等 

授業実施記録                ３月 

答案コピー等裏付け資料      ３月 

授業評価(Check)   採点・成績評価（教員の自己評価） 

授業アンケート（学生による評価） 

公開授業アンケート（同僚による評価） 

成績定期試験後 

学生による授業評価      ７・２月 

公開授業の評価          ６・10月 

授業改善(Action)  教育改善案・教育改善研修会 

研究発表・学外研修会・自己研鑽等 

ＦＤアクションレポート      ３月 

授業評価に対するコメント    ４月 

 

４．ＦＤ関連の年間スケジュール 

 

４月  前年度授業評価アンケート結果に対するコメント記入（授業改善案等） 

      授業開始・シラバス配布 

６月  中間試験・教育改善研修会(1回目)・授業公開週間(1回目) 

7～8月 前期授業評価アンケート・ 

８月  前期末試験・学外における、各種教員研究集会 

10月  教育改善研修会(2回目)・授業公開週間(2回目) 

11月  前期授業評価アンケート結果に対するコメント記入・中間試験 

１月  教科書等選定 

２月  学年末試験・次年度シラバス作成・後期授業評価アンケート 

３月  授業実施記録・ＦＤアクションレポート・裏付け資料提出・次年度シラバスWeb公開 

 

（出典：教務関係資料）
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資料９-１-①-３：点検・評価項目に対するエビデンスの作成・収集等に関する実施方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：小山高専規程集）
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資料９-１-①-４：教務委員会議事録（抜粋） 

 

（出典：教務委員会議事録）

 

資料９-１-①-５：小山高専内での学内会議の階層性（抜粋） 

 

（出典：教職員会議資料）

 

 

 

平成２５年度１月教務委員会議事要旨 
 
日 時：平成２６年１月８日（水）１５：００～１６：１０ 
場 所：管理棟３Ｆ３０１ゼミ室 
出席者：教務委員 
議 題 
 
［報告事項］  
（省略） 
［審議事項］ 
（省略） 
［依頼事項］ 
（省略） 
＜入学者対策室報告＞ 
（省略） 
 
＜教育改善推進室報告＞ 
１．後期授業アンケートについて 
  柴田主事補から、次のとおり報告及び依頼があった。 
 ○学生による授業アンケート（後期分・４・５年および専攻科）を実施いたします。 
○実施時期は、授業終了日の２月４日までとします。 
○１～３年の授業でアンケート実施ご希望の先生方には、早めに教務係まで申し出て 
いただけるよう、ご案内ください。 
 
（以下省略） 
 
以上 

 
（省略） 

以上 
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資料９-１-①-６：小山高専における教育点検システム 

 

 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料９-１-②-１：授業評価アンケート用紙 

 

（出典：平成25年度授業評価アンケート用紙）
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資料９-１-②-２：学生による授業評価アンケート報告書 

 

 

報告書関係 

（表紙のみH24年度） 

 

（出典：平成25年度学生による授業評価アンケート報告書）
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資料９-１-②-３：学習達成度調査結果、施設満足度調査等 

（出典：平成25年度教育に関するアンケート（学生版））

 

資料９-１-②-４：教育に関する意見の収集が自己点検・評価に適切に反映されている資料 

 

 自己点検評価報告書の中で複数の章に反映されているが、その一例を示す。 

 

（出典：平成25年度自己点検評価報告書第６章、p. 275）

 

在校生・卒業生・教職員が行う学習達成度評価に関するアンケート調査結果からは、いずれの

項目においても５段階評価で概ね３以上を得ている。「英語の学力」と「国際感覚」については

やや劣ると評価されている点に関しては改善を要する。一方、「専門知識」に関する評価が高い

点については、教育の効果や成果が上がっている。 
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資料９-１-②-５：授業公開実施について 

 

 

 

（出典：教育改善推進室資料）
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資料９-１-②-６：授業見学アンケートについて 

 

 

 

（出典：教育改善推進室資料）
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資料９-１-②-７：学外関係者に対する意見聴取結果（準学士-企業） 

 

（出典：平成25年度教育に関するアンケート（企業版））

 

資料９-１-②-８：学外関係者に対する意見聴取結果（準学士-大学） 

 

（出典：平成25年度教育に関するアンケート（大学版））
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資料９-１-②-９：学外関係者に対する意見聴取結果の自己点検・評価 

 

（出典：平成25年度自己点検評価報告書第６章、p.275）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業・大学・大学院が行う資質・能力評価に関するアンケート調査結果からは、いずれの項目

においても５段階評価で概ね３以上を得ているが、「英語の学力」と「国際感覚」についてはや

や低く評価されている点に関しては今後改善の必要がある。一方、「専門知識」「コミュニケー

ション能力」に関する評価は高く、教育目標に対する学力や資質・能力はある程度高い評価を得

ていると理解でき、養成しようとしている人材像に対しての教育の効果や成果が上がっている。 
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資料９-１-②-10：自己点検・評価に対する学内で策定されている規準 

 

（中略） 

 

（出典：自己点検評価専門委員会規程）
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資料９-１-③-１：教務委員会規程 
 

小山工業高等専門学校教務委員会規程 

 

                    制 定 昭和４２年４月１日

                           最終改正 平成２５年４月１日

（設置） 

第１条 小山工業高等専門学校に、小山工業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 副校長（教務主事） 

二 教務主事補 

三 各学科から１名（電気電子創造工学科は、２名） 

四 学生課長 

五 その他校長が必要と認めた者 

２ 委員会に委員長を置き、副校長（教務主事）をもって充てる。 

（審議事項） 

第３条 委員会は、校長の諮問に応じ次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 教育課程の編成及び改廃に関すること。 

二 授業時間割の編成に関すること。 

三 学校の行事に関すること。 

四 入学者の選抜に関すること。 

五 学生の試験に関すること。 

六 教育改善に関すること。 

七 その他教務に関すること。 

（会議） 

第４条 委員会は、副校長（教務主事）が招集し、その議長となる。 

第５条 委員会は、必要に応じ委員以外の者を出席させることができる。 

（学科間連携教育専門部会） 

第６条 委員会に一般科と専門学科間の連携教育を効果的に実施するため、および専門学科間の連携教育を実施するために、学科

間連携教育専門部会を置く。 

２ 学科間連携教育専門部会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事または教務主事補から１名 

二 各学科及び一般科から各１名 

三 その他校長が必要と認めた者 

３ 前項の構成員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 学科間連携教育専門部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

（時間割編成専門部会） 

第７条 委員会に授業時間割の編成作業等を実施するため時間割編成専門部会を置く。 

２ 時間割編成専門部会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事補から１名 

二 各学科から各１名及び一般科から２名 

３ 前項の構成員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 時間割編成専門部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

（ｅ-learning専門部会） 

第８条 教務委員会にｅ-learningの活用と推進を図るため、ｅ-learning専門部会を置く。 

＜以下略＞ 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料９-１-③-２：教務委員会での教育評価に関する議事録 

 

 

 

（出典：平成25年度教務委員会議事録）

 

資料９-１-③-３：運営会議での教育評価に関する議事録 

 

（出典：平成25年度運営会議議事録）

 

 

 

 

平成２５年度６月教務委員会 

日 時： 平成２５年６月５日（水）  １５：００～１５：４５ 

場 所： 管理棟３Ｆ３０１ゼミ室 

出席者： 教務委員 

議 題 

  （中略） 

＜教育改善推進室報告＞ 

１．平成２４年度学生による授業評価アンケート（後期）について 

 柴田主事補より、次の事柄について説明があった。 

○平成２４年度後期に実施したアンケートの集計表ができました。中間

試験が終了した頃に，各担当教員あてに一旦配布します。コメント欄

にご記入いただいき，６月末日までに教務係へお返しください。 

  （後略） 

第９回 運営会議議事要旨 

           

日 時  平成２６年１月１５日（火） １５：００～１６：４５   

場 所  中会議室 

出席者  運営会議委員全員   

議 題 

【審議事項】 

 （中略） 

4)学生による後期授業アンケートについて             

 副校長（教務主事）から、資料 16 に基づき、4,5 年生及び専攻科生を対

象に実施（1～3 年生は希望者）することへの協力依頼があった。 

 （後略） 
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資料９-１-③-４：授業評価アンケートの結果に対するコメント提出の依頼 

 

（出典：学生課教務係資料）

 

 

資料９-１-③-５：学科会議における授業評価や教育課程に関する議論についての資料 

 

（出典：電子制御工学科学科会議議事録）
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資料９-１-③-６：専攻科委員会規則 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料９-１-③-７：インテンシブ・イングリッシュの開講資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成25年度電気電子創造工学科資料）
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資料９-１-③-８：香港VTCとの交流資料 

 

 

（出典：国際交流推進室資料）
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資料９-１-④-１：ＦＤアクションレポートの提出について 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料９-１-④-２：ＦＤアクションレポートの記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料９-１-④-３：ＦＤアクションレポート例 

 

（出典：平成25年度FDアクションレポート）

 

資料９-１-④-４：ＦＤアクションレポートの集計結果 

 

（出典：教務委員会資料）

 



小山工業高等専門学校 基準９ 

- 422 - 

資料９-１-④-５：授業アンケートの結果による教育改善のコメント例 

 

 

 

（出典：平成２４年度授業アンケート教員コメント）

 

資料９-１-④-６：授業アンケート、FDアクションレポート等に報告された教育改善の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成24年度授業アンケートコメント、平成25年度FDアクションレポート等資料）

 

 

 

3A 構造力学Ⅱ(H25,H26) 4A 応用物理Ⅱ（H24,H25） 4A 鋼構造(H23,H24,H25,H26) 
意図：自学自習の習慣をつけさせる。学生を板書に頼る授業態度からの脱却させる 
具体的方法：事前に講義内容の要項、演習問題と解答例を入手させ、授業時に持参させる。
要項には、既習専門科目の復習・発展内容を入れ込む。演習問題には単なる計算問ではな
く、語句説明も多出する。 
効果：最初は学生は板書を希望したが、伝えたいことは板所では間に合わず、自学自習が必
要であることを多くの学生に納得してもらえた。演習問題を通じて、教員が伝えたい内容が
何かを多くの学生に確実に伝えられるようになった。勿論やらない学生はいるが。 

1A 創造演習Ⅰ H25,H26 前期 
意図：理解度の確認と授業に対する学生の本音を聞く 
具体的方法：各回の演習問題のレポートに授業に対する感想・意見を書かせる。 
効果：レポートの状態を見て理解度がチェックでき、次回のレポート返却時に補足説明がで
きる。実験を交えて実施していることに対しては、実際に学んだことが確認できると好評で
ある。 
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資料９-１-④-７：非常勤講師の授業アンケートの結果による教育改善例 

 

（出典：平成26年度非常勤講師からの資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子制御工学科非常勤講師 
◆ 5D 電子工学Ⅱ  
・備え付きのプロジェクタがなく、LCD ディスプレイで講義を行ったこと
があります。しかし、前列の左端と右端の学生が見えないとの指摘があ
り、それ以降は自宅からプロジェクタを持っていきそれで空いている席か
ら投射し見せました。  
・アンケートを実施した結果、要点がわかりにくいとの指摘があり、要点
を重点的に説明し、こまごまとした式の誘導等についてはプリントを配布
するようにしました。  
◆ 3D 電子回路Ⅱ 
・演習問題で解答が省略してある問題、難しい問題については  
 プリントを配布し分かりやすく説明しています。 
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資料９-１-⑤-１：教員の研究活動と卒業研究、特別研究のテーマ 

 

学生による卒業研究及び特別研究関連の学外発表一覧 

（電子制御工学科、電子制御工学コースの一部） 

 

学生による学外発表の件数（平成21～25年度） 

 

（出典：各学科、専攻科学生の学外発表に関する調査資料）
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資料９− １− ⑤− ２：学会発表（含：ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ）に関する調査（既出：資料６-１-②-７） 

 

（出典：各学科の学会発表に関する調査資料）
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資料９-１-⑤-３：教育改善についての論文（１） 

 

（出典：「高専教育」 第36号 2013．３）

 

資料９-１-⑤-４：教育改善についての論文（２） 

 

（出典：「日本科学教育学会」 2012．２）

 

資料９-１-⑤-５：教育改善についての論文（３） 

 

（出典：「高専教育」 第37号 2014．３）
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資料９-２-①-１：教育改善研修会案内 

 

（出典：教育改善推進室資料）
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資料９-２-①-２：学外のＦＤ研修会への参加状況 

 

 

 

（出典：教務委員会資料）

 

 

資料９-２-①-３：授業公開実施状況 

（出典：教務委員会資料）
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資料９-２-①-３：授業公開実施状況  続き 

 

（出典：教務委員会資料）
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資料９-２-①-４：教育改善研修会で教育改善に関する提案の例 

 

（出典：平成25年度小山高専教育改善研修会）
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資料９-２-②-１：事務職員の関連規則について 

 

 

     （省略） 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料９-２-②-２：事務職員の学外研修会参加状況について 

平成２４年度研修関係一覧

平成24年度著作権セミナー 文化庁、群馬県 25.2.6 1 評価・地域連携係員

平成24年度国立高等専門学校機構初任職員研修会 国立高等専門学校機構 24.4.25～24.4.27 1 学生係員

平成24年度栃木県養護教諭研修会 栃木県教育委員会外 24.5.1 1 看護師

平成24年度図書館等著作権実務講習会 文化庁 24.8.8 1 図書情報係員

平成24年度新任部課長研修会（課長の部） 国立高等専門学校機構 24.6.22 1 総務課長

公文書管理法制セミナー 財団法人行政管理研究センター 24.6.25 1 総務係長

人事事務担当者説明会 国立高等専門学校機構 24.8.6～24.8.7 1 人事係長

平成24年度独立行政法人国立高等専門学校機構新任課長補佐・係長研修 国立高等専門学校機構 24.7.19～24.7.20 1 財務係長

国立大学法人等の法人経営に貢献するためのセミナー NPO法人よろず相談21世紀法人像研究会 24.7.4 1 総務課長補佐（財務担当）

国における人事制度等に関する説明会 文部科学省大臣官房人事課 24.9.24 1 総務課長

平成24年度簿記研修（初級） 国立高等専門学校機構 24.7.30～24.8.3 1 財務係員

第５０回政府関係法人会計事務職員研修 財務省 24.10.2～24.11.16 1 財務係員

平成24年度栃木県学校保健放射線対策研修会 栃木県教育委員会 24.10.18 1 看護師

第7回栃木県健康教育研究大会 栃木県教育委員会 24.12.20 1 看護師

平成24年度関東・甲信越地区及び東京地区実践セミナー（産学連携の部）
㈳国立大学協会関東・甲信越地区支部及び東

京地区支部
24.11.30 1 評価・地域連携係員

平成２４年度学務関係職員研修会 国立高等専門学校機構 24.12.4～24.12.5 1 教務係員

平成２４年度関東甲信越地区国立大学法人等安全管理協議会
㈳国立大学協会関東・甲信越地区支部及び東

京地区支部
24.12.11 1 総務課長

平成２４年度関東・甲信越地区及び東京地区実践セミナー（人事・労務の部）
㈳国立大学協会関東・甲信越地区支部及び東

京地区支部
24.12.7 1 人事係長

平成２４年度障害学生修学支援ブロック別地域連携シンポジウム【関東地区】 日本学生支援機構 24.12.14 1 看護師

平成２４年度大学等における男女共同参画推進セミナー 国立女性教育会館 24.11.29～24.11.30 1 学生課長

平成２４年度国立高等専門学校機構情報担当者研修会 国立高等専門学校機構 25.1.9～25.1.11 2
用度係長
用度係員

14事務系職員のための英会話講座「オフィス・イングリッシュ」 小山高専
24.10.16
24.12.11

事務職員

参加者研修名称 主催者 参加者数実施日程

 

 

 

（出典：総務課人事係資料）
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資料９-２-②-３：技術職員の組織について 

 

  

 

（出典：平成24年度技術室年報）
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資料９-２-②-４：技術職員の各グループの役割について 

 

 

 

 

 

（出典：平成24年度技術室年報）
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資料９-２-②-５：技術職員の関連規則 

 

 

     （省略） 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料９-２-②-６： 技術職員の学外研修会参加について 

 

 

 

（出典：技術室資料、平成24年度技術室年報）
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資料９-２-②-７： 技術職員の学内研修会参加について 

 

 

 

（出典：平成25年度技術室発表会・研修会配布資料）
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資料９-２-②-８： 技術職員の校長裁量経費、科研費等申請採択状況 

 

 

 

 

（出典：平成25年度技術室資料）
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資料10-１-①-１：資産の保有状況（施設の概要）（既出８-１-①-１：施設の概要） 

 

（出典：学校要覧2013、p38,39）
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資料10-１-①-２：資産の保有状況 

本 校 資 産 保 有 状 況 一 覧（例） 

（出典：総務課財務係資料）
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資料10-１-①-３：平成25年度貸借対照表（平成26年3月31日現在） 

資産科目 資産金額 負債・資本科目 負債・資本金額
  ［資産の部］ 3,258,185,467   ［負債の部］ 1,013,459,196
    流動資産 24,845,994     流動負債 514,015,266
      現金及び預金 1,930,253       運営費交付金債務 0
        現金 0       授業料債務 0
        当座預金 0       承継剰余金債務 0
        普通預金 1,930,253       預り施設費 0
        定期預金 0       預り補助金等 0
        その他預金 0       預り寄附金 8,004,767
      有価証券 0       前受受託研究費等 29,717,284
      受取手形 0       前受受託事業費等 0
      未収学生納付金収入 507,600       短期借入金 0
        未収学生納付金収入（授業料） 0       １年以内返済予定長期借入金 0
        未収学生納付金収入（入学金） 507,600       未払金 459,875,127
      棚卸資産 21,021,087       未払消費税等 0
        未成研究支出金 21,021,087       未払費用 13,188,169
      未収入金 1,372,500       前受金 102,900
      前渡金 0       預り金　 3,127,019
      前払費用 14,554         科学研究費 1,021,519
        前払費用 14,554         社会保険料 0
          法定福利費 0         労働保険料 0
          未経過賃借料 0         源泉所得税 0
          未経過保険料 14,554         住民税 0
          未経過支払利息 0         職員宿舎貸付料 0
        その他の前払費用 0         補助金等返還 0
      未収収益 0         その他預り金 2,105,500
      短期貸付金 0       前受収益 0
      その他の流動資産 0       引当金 0
        仮払金 0       その他の流動負債 0
        立替金 0         仮受金 0
        その他流動資産 0         その他の流動負債 0
      徴収不能引当金 0     固定負債 499,443,930
      貸倒引当金 0       資産見返負債 479,718,117
    固定資産 3,233,339,473         資産見返運営費交付金等 313,159,411
      有形固定資産 3,232,875,514         資産見返補助金等 156,250,661
        建物 2,940,486,538         資産見返寄附金 9,258,333
          建物 1,725,234,955         資産見返物品受贈額 632,933
          建物附属設備 1,215,251,583         建設仮勘定見返運営費交付金等 0
        建物減価償却累計額 △ 1,595,308,958         建設仮勘定見返施設費 0
        建物減損損失累計額 0         建設仮勘定見返補助金等 0
        構築物 500,678,979         建設仮勘定見返寄附金 0
        構築物減価償却累計額 △ 285,324,521         特許権仮勘定見返運営費交付金等 416,779
        構築物減損損失累計額 0         特許権仮勘定見返補助金等 0
        機械装置 0         特許権仮勘定見返寄附金 0
        機械装置減価償却累計額 0       長期預り補助金等 0
        機械装置減損損失累計額 0       長期預り寄附金 9,038,738
        船舶 0       長期前受受託研究費等 0
        船舶減価償却累計額 0       長期前受受託事業費等 0
        船舶減損損失累計額 0       長期借入金 0
        車両運搬具 4,897,573       長期未払金 10,687,075
        車両運搬具減価償却累計額 △ 4,897,570       引当金 0
        車両運搬具減損損失累計額 0       資産除去債務 0
        工具器具備品 1,122,970,592       その他の固定負債 0
        工具器具備品減価償却累計額 △ 365,447,119   ［純資産の部］ 2,700,848,120
        工具器具備品減損損失累計額 0     資本金 3,557,761,534
        土地 914,320,000       政府出資金 3,557,761,534
        土地減損損失累計額 0       その他出資金 0
        建設仮勘定 0     資本剰余金 △ 851,783,214
        その他の有形固定資産 500,000       資本剰余金 1,065,898,402
        その他の有形固定資産減価償却累計額 0         資本剰余金施設費 608,084,310
        その他の有形固定資産減損損失累計額 0         資本剰余金運営費交付金 0
      無形固定資産 428,779         資本剰余金授業料 0
        特許権 0         資本剰余金補助金等 457,258,092
        借地権 0         資本剰余金寄附金 0
        商標権 0         資本剰余金目的積立金 0
        実用新案権 0         資本剰余金譲与 556,000
        意匠権 0         その他の資本剰余金 0
        ソフトウェア 0       損益外減価償却累計額 △ 1,896,696,871
        電話加入権 12,000       損益外減損損失累計額 △ 44,000
        その他の無形固定資産 0       損益外固定資産除売却差額 △ 20,940,745
        著作権 0       損益外利息費用累計額 0
        特許権仮勘定 416,779       減資差益 0
      投資その他の資産 35,180     利益剰余金 0
        投資有価証券 0       前中期目標期間繰越積立金 0
        長期貸付金 0       目的積立金 0
        長期前払費用 0       積立金 0
        未収財源措置予定額 0       国庫納付金 0
        長期性預金 0       当期未処分利益 △ 5,130,200
        敷金・保証金 0     繰越欠損金 0
        長期未収入金 0       当期未処理損失 0
     　   破産債権、再生債権、更正債権その他これらに順ずる債権 0     その他の有価証券評価差額金 0
        その他の投資その他の資産 35,180 合　　計 3,714,307,316
      貸倒引当金 0
  [本支店勘定] 456,121,849
    [本支店]機構本部（統括） 7,835,425
    [本支店]機構本部　管理課 448,286,424

合　　計 3,714,307,316  

（出典：総務課財務係資料）
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資料 10-１-②：収入確保の状況 

(単位:円)

項目

科目

授業料収入 237,063,700 249,770,250 246,774,650 241,313,250 245,108,700

　　※奨学交付金(授業料) 10,791,600 5,937,750 7,637,050 7,458,150 5,086,200

入学料収入 21,208,600 19,956,300 19,896,800 19,423,600 20,150,600

　　※奨学交付金(入学金) 84,600 84,600 253,800 169,200 169,200

検定料収入 6,466,200 7,060,200 6,042,100 7,121,300 6,603,100

　　※奨学交付金(検定料) 0 0 528,000 99,000 132,000

雑収入 4,417,509 4,970,906 4,768,580 5,786,739 5,105,667

　　講習料収入 192,200 228,600 37,400 0 0

　　職員宿舎収入 1,970,840 1,975,330 2,200,429 1,951,299 1,627,615

　　寄宿料収入 1,461,600 1,428,000 1,463,400 1,297,800 1,193,100

　　その他の貸付料収入 770,439 1,208,219 1,066,186 1,027,290 934,114

　　その他の利用料収入 0 0 0 0 0

　　助成金等収入 0 0 0 1,510,000 1,350,000

　　その他の収入 22,430 130,757 1,165 350 838

学校財産処分収入 0 0 0 0 0

運営費交付金 1,311,467,118 1,044,371,134 129,167,809 100,263,006 418,891,791

施設費 0 1,077,000 16,059,057 70,636,480 689,348,290

寄附金収入 18,990,946 6,978,880 10,116,000 10,335,000 7,312,600

産学連携等研究収入 15,710,700 10,663,250 7,712,063 19,495,490 35,870,110

その他補助金 94,636,912 37,375,247 0 2,824,399 162,312,000

計 1,720,837,885 1,388,245,517 448,955,909 484,925,614 1,596,090,258

(内、奨学交付金) 10,876,200 6,022,350 8,418,850 7,726,350 5,387,400

平　成　21　年　度　～　平　成　25　年　度　収　入　額

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

 

（出典：総務課財務係資料）
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資料 10-１-③-１：外部資金獲得状況 

科学研究費補助金採択状況 単位：千円 奨学寄附金受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
6 7,410 12 9,095 14 18,550 16 10,116 21 10,335 12 7,312

民間等との共同研究受入状況 単位：千円 助成金受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
12 4,490 12 5,404 12 4,843 0 0 3 1,510 2 1,350

受託研究受入状況 単位：千円 補助金受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
1 116 4 10,992 11 26,542 0 0 2 2,824 1 1,518

受託事業受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
1 497 2 1,000 2 526

23年度 25年度24年度

23年度 25年度24年度

23年度 25年度24年度

23年度 25年度

24年度

24年度

24年度

24年度

23年度 25年度

23年度 25年度

23年度 25年度

 

（出典：総務課財務係資料）
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資料 10-１-③-２：平成 26 年度科学研究費助成事業 学内応募説明会 

 

 

（出典：総務課評価・地域連携係資料）
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資料 10-２-①-１：校内予算配分方針 
 

平成 25 年度当初予算配分方針等について 
 １．予算編成 

(1) 独立行政法人会計基準等に沿って、予算は収入予算と支出予算に区分し、収入予算は運営費交付金及び自己収入（授業
料、入学検定料等）とし、支出予算は物件費とする。平成 23 年度より、常勤教職員人件費（超過勤務手当、法定福利
費、退職手当を含む）、短時間再雇用教職員人件費及び有期雇用職員・非常勤教職員の法定福利費については、本部事
務局において一括管理となっている。 

(2) 物件費については、教育研究費、教育研究支援経費及び一般管理費に区分した予算編成を行い、物件費、旅費、謝金と
いった科目は設けない。 

(3) 学校の中期計画との関連を見据えつつ、全学的視点からの戦略的な施策等を実施するため、校長裁量経費を設ける。 
(4) 予見し難い事情やその他やむを得ない事由に備えるため、学校全体の予備費を確保する。 
 

 ２．予算配分の基本方針 
(1) 教育研究経費及び教育研究支援経費は、平成２５年度の事業計画、予算積算上の基礎額及び前年度実績等を勘案し配分

する。 
(2) 一般管理費は、学校共通的経費及び事務部に係わるものとし、平成２５年度の学校運営に支障をきたすことのないよう

事業計画及び前年度実績を勘案し必要な経費を積算の上配分する。 
 

 ３．予算の審議 
(1) 予算（校長裁量経費を除く。）は、校長の諮問により予算委員会で審議した後、校長へ答申し校長が決定し配分する。 
(2) 校長裁量経費は、教育研究の一層の充実発展を図るため、校長の判断により執行できる経費とし後日配分する。 
(3) 予備費は、予見し難い事情やその他やむを得ない事由に備える経費とし、残額については改めて配分する。 

                                         以 上

（出典：予算委員会資料）
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資料 10-２-①-２：予算委員会議事要旨 
平成２５年度第１回予算委員会議事要旨 

日   時  平成２５年６月２１日(金) １６：４５～１７：３０ 

場   所  管理棟２階会議室 

出 席 者  糸井委員長(副校長・総務主事)、須甲委員(一般科長、鈴木委員(機械工学科長) 

  土田委員(電気情報工学科長)、南斉委員(電子制御工学科長)、武委員(物質工学科長)、 

  尾立委員(建築学科長)、事務部長、総務課長 

陪 席 者  金田総務課長補佐(財務担当)、柏渕総務課長補佐(施設担当)、本多財務係長  

議   事 

【審議事項】 

１．平成２５年度予算について・・・【資料１～５】 

本委員会委員は，資料１「小山工業専門学校予算委員会規程」に基づき，資料２「平成２５年度予算委員会委員名簿」の

とおりであるとの説明があった。 

資料３「平成２５年度当初予算配分方針等について」において、今年度の校長裁量経費については、学生に関わることに

使いたい旨の説明があった。 

審議の結果了承した。 

資料４「平成２５年度学内配分予算審議スケジュール（案）」について説明があり，第２回予算委員会を６月２６日

（水）１７：００頃～開催し（管理棟 2F 会議室），「平成２４年度決算」及び「平成２５年度学内配分予算（案）」を審議

することを決定した。 

   資料５「機構当初配分表」について説明があった。 

 ２．施設整備費概算要求について・・・【資料６・７】 

資料６「平成２６年度施設整備費概算要求事項（案）」の説明が柏渕総務課長補佐(施設担当)からあり、委員から、「学

生支援総合センター改修」について質問があった。 

Ｑ１ 北寮が、学生支援総合センターという名称になったのか？ 

Ａ１ 北寮棟の有効活用を図るため学寮関係施設と合わせ、国際交流やキャリア教育支援、課外活動支援を取り込んだ複

合施設化とする計画である。 

・文科省の施設実態報告区分としては北寮棟(学生寄宿舎)としている。 

・事業内容としては、昨年度は、トイレ改修を含め国際交流支援センターとして要求したが、事業費が過大(概算要

求規模)になり採択されなかったが、A 評価であったため、方向性としては良いものと判断されるので、今年度は更

に事業を分割し、トイレ改修を優先して予算を獲得し、香港 VTC 等国際相互交流の基盤整備を図るものとしたい。 

審議の結果了承した。 

資料７「平成２５年度施設整備費概算要求事項」の説明があった。  

３．追加資料「平成２５年度第 1 回予算委員会資料」（文責：糸井委員長）について 

糸井委員長より次のとおり説明があった。 

■平成２５年度高専教育充実設備費(一般設備費)について 

平成２５年度については，平成２４年度補正予算設備整備費補足分並びに建築学科棟及び地域連携共同開発センター棟改

修に係る移転費の補足分に充当する旨説明があった。（機構に臨時経費の要求済みであるが、配分については不透明である

ため当面学内で用意する）また、残額を生じた場合は、別途協議したい旨説明があった。 

審議の結果了承した。 

■平成２５年度重点配分経費について 

平成 21 年度に校長より「学内の教育研究経費等」の配分改善が提示され，さらに「平成 19 年度機関別認証評価」及び

「平成 22 年度外部評価」においても，学内の競争的資金の拡大等の必要性が指摘された。そのため，学科配分経費につい

て、平成 22 年度はその 10％分（約 500 万円）、平成 23 年度は 20％分（約 1,000 万円）、平成 24 年度は 30％分（約 1,400

万円）をプールして学内の競争的資金である「重点配分経費」の財源に充てたが，本年度についても，その 30％分（約

1,489 万円）を財源として同経費及び教員表彰への教育研究経費（100 万円）に充てることとする旨の説明があった。 

審議の結果了承した。 

  ■予備費について 

   予備費について、自己収入予定額減額分、光熱水料費不足分、移転費不足分、下九世情報システム更新分及びそのた予期し

ない事態に対応する経費として確保する旨説明があった。 

審議の結果了承した。 

  ■間接経費の一部拠出について 

   既に周知していたが、今年度から間接経費の 10%相当分の額を機構本部に拠出することになったが、平成 18 年 9 月 13 日校

長裁定｢小山高専における競争的資金及び受託研究費に係る間接経費の取扱について｣を一部改正し、配分率を変更し、一般管

理費から拠出する旨説明があった。 

委員より質問があった。 

Ｑ１ 機構は高専全体の吸上げ額と、使用目的及び使用額を公表するのか？ 

Ａ１ いまのところその説明はないが、当然必要である。 

審議の結果了承した。 

（出典：予算委員会議議事要旨）
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資料 10-２-①-３：学科等配分表 

 

 

（出典：予算委員会資料）
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資料 10-２-①-４：平成 25 年度予算配分表 

 

（出典：予算委員会資料）

 



小山工業高等専門学校 基準10 

- 453 - 

資料 10-２-①-５：運営会議議事要旨（抜粋） 

第４回 運営会議議事要旨 

日 時  平成２５年 ７月１０日（水） １５：００～１６：３０ 

場 所  中会議室 

議 題    

【報告事項】 

3 運営関係    

5) 平成 24 年度決算及び平成 25 年度予算配分について           課長補佐(財) 資料１１ 

課長補佐(財)から、資料 11 に基づき、６月 25 日(火)の予算委員会において、平成 24 年度決算が承認され、また、平成 25 年度

予算配分が決定された。 

平成 25 年度も運営効率化として、教員研究費等から１％減、一般管理費から３％が減額された。当初配分金額は、前年度より約

298 万円程度が減額された。 

   各学科配分経費の 30％を重点配分経費とし、予備費は、自己収入の減、移転料の不足、光熱水料の充当とし、高専機構へ

の間接経費の一部拠出 10％を一般管理費から拠出し、その配分割合を教員 45％、管理費 55％と変更を考えている旨の説明があっ

た。 

また、今年も、12 月末の未執行残額がある場合は、予算を吸い上げるため、速やかに予算を執行してほしい旨の依頼があっ

た。 

（出典：運営会議議事要旨）

 

資料10-２-①-６：財務状況の明示 
 

収入・支出額（平成25年度）
収入額 支出額

（単位：千円） （単位：千円）

区　　　　分 決算額 区　　　　分 決算額
運営費交付金 418,892 人件費 50,779
授業料、入学料及び検定料 272,032 物件費 656,871
雑収入 5,015 施設整備費補助金 689,348
施設整備費補助金 689,348 産学連携等研究経費 28,846
産学連携等研究収入 35,870 寄附金事業費 9,172
寄附金収入 7,313 その他補助金 162,312
その他補助金 162,312
合　　　　計 1,590,782 合　　　　計 1,597,328  

（出典：総務課財務係資料、平成26年度学校要覧掲載予定）
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資料10-２-②-１：高専機構会計規則抜粋（第17条・第18条） 
 
第２章 予算 

（予算実施計画の作成） 

第17条 理事長は、毎事業年度開始前に通則法第31条第１項に定める年度計画に基づいて、予算実施計画を作成し、これに基づ

いて収入及び支出を管理しなければならない。 

２ 理事長は、機構の効率的、効果的な運営に常に配慮するものとする。 

（予算実施計画の通知） 

第18条 理事長は、前条で作成した予算実施計画に基づく予算額を契約担当役及び出納命令役に通知するものとする。 

 

（出典：独立行政法人国立高等専門学校機構規則第34号）
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資料10-２-②-２：平成25年度損益計算書（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

費用の部 明細金額 収益の部 明細金額
［経常費用］ 855,715,859 ［経常収益］ 866,293,250
    業務費 624,913,566     ［経常収益］運営費交付金収益 310,574,277
        教育・研究経費 472,601,566     ［経常収益］授業料収益 230,344,206
            消耗品費 80,031,728         ［授業料収益］授業料収益 230,344,206
            備品費 69,329,127         ［授業料収益］講習料収益 0
            印刷製本費 5,748,894     ［経常収益］入学金収益 20,658,200
            水道光熱費 39,811,495     ［経常収益］検定料収益 6,735,100
            旅費交通費 16,228,272     ［経常収益］受託研究等収益 12,611,174
            通信運搬費 6,292,192         受託研究収益 10,210,601
            賃借料 1,626,669             国又は地方公共団体 1,000,000
            車両燃料費 1,795,657             その他 9,210,601
            福利厚生費 0         共同研究収益 2,400,573
            保守費 263,130             国又は地方公共団体 0
            修繕費 140,927,706             その他 2,400,573
            損害保険料 0     ［経常収益］受託事業等収益 525,550
            広告宣伝費 0         国又は地方公共団体 356,000
            行事費 634,513         その他 169,550
            諸会費 3,516,989     ［経常収益］補助金等収益 40,822,542
            会議費 106,722     ［経常収益］寄附金収益 11,586,472
            報酬・委託・手数料 11,795,820     ［経常収益］施設費収益 149,107,888
            奨学費 5,987,400     ［経常収益］資産見返負債戻入 74,055,074
            減価償却費 66,076,736         資産見返運営費交付金等戻入 44,783,650
            貸倒損失 0             資産見返運営費交付金戻入 31,657,767
            貸倒引当金繰入額 0             資産見返授業料戻入 13,125,883
            徴収不能引当金繰入額 0         資産見返補助金等戻入 25,956,503
            雑費 22,428,516         資産見返寄附金戻入 2,740,415
        教育研究支援経費 95,317,481         資産見返物品受贈額戻入 250,381
            消耗品費 13,333,902         特許権仮勘定見返運営費交付金等戻入 324,125
            備品費 4,260,130             特許権仮勘定見返運営費交付金戻入 90,200
            印刷製本費 834,551             特許権仮勘定見返授業料戻入 233,925
            水道光熱費 5,717,569         特許権仮勘定見返補助金等戻入 0
            旅費交通費 1,240,234         特許権仮勘定見返寄附金戻入 0
            通信運搬費 938,839     ［経常収益］財務収益 0
            賃借料 10,603,001         受取利息 0
            車両燃料費 108,958         有価証券利息 0
            福利厚生費 0         その他の財務収益 0
            保守費 1,339,404     ［経常収益］雑益 9,272,767
            修繕費 41,019,109         財産貸付料収入 3,754,829
            損害保険料 0             寄宿料収入 1,193,100
            広告宣伝費 0             職員宿舎貸付料収入 1,627,615
            行事費 0             学校財産貸付料収入 934,114
            諸会費 320,004         文献複写料 0
            会議費 37,177         物品受贈益 0
            報酬・委託・手数料 1,141,897         債権受贈益 0
            減価償却費 6,439,098         承継剰余金債務戻入 0
            貸倒損失 0         間接経費収入 3,857,100
            貸倒引当金繰入額 0             科学研究費補助金等間接経費収入 3,857,100
            徴収不能引当金繰入額 0             補助金等間接経費収入 0
            雑費 7,983,608         刊行物売払代 0
        受託研究費 3,714,546         不用物品売払代 0
        共同研究費 1,887,727         弁償及び違約金 238
        受託事業費 613,127         受取保険料 0
        教員人件費 30,691,550         版権及び特許権等収入 0
            常勤教員給与 0         助成金等収入 1,660,000
            非常勤教員給与 30,691,550         その他の雑益 600
        職員人件費 20,087,569 ［経常収益］合計 866,293,250
            役員報酬 0 経常利益 0
            常勤職員給与 0 ［臨時損失］ 34,220,971
            非常勤職員給与 20,087,569     ［臨時損失］固定資産除却損 16,084,871
    一般管理費 230,217,533         固定資産除却損（固定資産簿価） 4,899,979
        一般管理費 230,217,533         固定資産除却損（解体撤去費） 11,184,892
            消耗品費 11,819,078     ［臨時損失］固定資産売却損 0
            備品費 3,149,881     ［臨時損失］災害損失 0
            印刷製本費 4,146,596     ［臨時損失］減損損失 0
            水道光熱費 3,772,499     ［臨時損失］国庫納付金 0
            旅費交通費 3,263,272     ［臨時損失］その他の臨時損失 18,136,100
            通信運搬費 1,375,180 ［臨時損失］合計 34,220,971
            賃借料 291,668 ［臨時利益］ 18,513,380
            車両燃料費 233,768     [臨時利益]固定資産売却益 0
            福利厚生費 1,321,870     [臨時利益]貸倒引当金戻入 0
            保守費 6,829,933     [臨時利益]徴収不能引当金戻入 0
            修繕費 21,639,618     [臨時利益]退職給付引当金戻入 0
            損害保険料 24,950     ［臨時利益］資産見返負債戻入 377,280
            広告宣伝費 0         資産見返運営費交付金等戻入 377,280
            行事費 0             資産見返運営費交付金戻入 0
            諸会費 540,495             資産見返授業料戻入 377,280
            会議費 5,801         資産見返補助金等戻入 0
            報酬・委託・手数料 9,352,794         資産見返寄附金戻入 0
            租税公課 1,277,850         資産見返物品受贈額戻入 0
            減価償却費 4,529,316     [臨時利益]その他引当金戻入 0
            貸倒損失 0     [臨時利益]運営費交付金収益 0
            貸倒引当金繰入額 0     [臨時利益]授業料収益 0
            徴収不能引当金繰入額 0     [臨時利益]補助金等収益 0
            雑費 156,642,964     [臨時利益]施設費収益 0
    財務費用 584,760     [臨時利益]その他の臨時利益 18,136,100
        財務費用 584,760 ［臨時利益］合計 18,513,380
            支払利息 584,760 合　　計 850,585,659
            その他の財務費用 0
    雑損 0
［経常費用］合計 855,715,859
［当期純利益（純損失）］ △ 5,130,200

合　　計 850,585,659  

（出典：総務課財務係資料）
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資料10-２-③-１：予算委員会資料 
 

高専教育充実設備費について 

平成 23 年 5 月 10 日（水）：予算委員会 

 

■平成２３年度高専教育充実設備費について 

昨年度の予算委員会において本年度より「ローテーション」は廃止することが決定している。今後は， 

各学科・センター等からの要望を踏まえ，予算委員会で検討して配分先及び配分額を決定する。平成２４ 

年度分については，本年度中に各学科・センター等の要望を予め聞いておく必要がある。それらを基に， 

来年度の配分は，来年度予算委員会で審議することとし，本年度については，学科分は「ものづくりセン 

ター」及び「建築学科」各４００万円とし，センター分である配分額５００万については，サテライ 

ト・キャンパスの学内負担分に充てることの説明があった。 

また，サテライト・キャンパス事業経費については，来年度からは「高専教育充実設備費」から 

の支出はやめ，別途事項立てすることの説明があった。 

審議の結果了承した。 

（出典：予算委員会資料） 

 

資料10-２-③-２：校長裁量経費及び重点配分経費の計画 
 
【校長裁量経費】 

平成２５年７月４日 

 

   教 職 員 各 位 

 

                             校    長 

（公印省略） 

 

平成２５年度校長裁量経費について 

 

１．配分対象 

  教育・研究活動の活性化及び管理運営の円滑化など、今後の本校の一層の発展に資 

するための戦略的・重点的な課題。 

  なお、複数の教職員による共同申請とする。 

 

２．予算額  １１，９１０千円    

 

３．申請枠  代表者として一人１件 

 

４．申請期限  ７月１２日（金） 

 

５．審査方法 

申請課題の必要性について、校長がヒアリングの上、採否及び配分額を決定する。 

 

６．申請方法 

  平成２５年度校長裁量経費申請書「別紙１」により直接校長へ申請する。 

 

７．成果の報告及び公表 

採択された課題は、完了後速やかにその成果報告書 2 部を学校長に提出するものと 

する。学校は報告を冊子にまとめ、図書情報センターにおいて閲覧に供する。 

なお、平成２４年度校長裁量経費により採択された課題で、その成果報告書を提出 

していない場合は、速やかに提出すること。この成果報告書がない場合は、同一テ 

ーマによる平成２５年度校長裁量経費の申請は認めない。 

 

８．留意事項 

  より多くの教職員により多くの経費を配分したく、申請額は、課題遂行のために真に 

必要な経費を計上すること。備品類は現在所有するものを活用する、研究費でまかなう、 

等で考慮願います。また、旅費についても必要最小限に留めること。 
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【重点配分経費】 

平成２５年６月２７日

教職員 各位  

       校     長  

                                                   （公印省略） 

 

          平成２５年度重点配分経費について 

 

  こ の こ と に つ い て 、 下 記 の 内 容 で 実 施 す る こ と と し ま し た の で 、 希 望 す る 場 合 は 、 申 請 書 を ７ 月 １ １ 日

（木）までに提出願います。 

 

                                  記  

 配分総額  １，３８９万円 

 

Ⅰ  経費区分 

１．学校プロジェクト経費：50 万円以下／件  

①学科、センター、委員会及び室（複数を含む。）で企画したプロジェクト又は２名以上の共同研究、共

同教育プロジェクトで、中期計画､本校の将来計画に沿った企画又は競争的資金獲得への発展性のある企

画とする。申請件数は、共同研究を含め１件とする。  

②採択されたものについては実施報告書を作成し、成果発表会に出席し発表することを義務とする。 

 

２．基盤教育･研究経費：20 万円以下／件            

①教職員個人の教育･研究の活発化を図ることを目的とした企画とする。従って、申請は個人単位とする。また、申請件数

は一人１件とする。 

②申請条件は、前年度「科研費申請」および前年度「関連学会発表」があること。 

③申請書には、１年間の詳細で確実な研究計画を記載する。 

④採択された場合は、当該研究結果の実施報告書を作成し、提出することを義務とする。 

⑤採択された場合は、当該研究による「関連学会発表」を義務とし、翌年度までに発表すること。 

 

  ３．先進研究経費：100 万円以下／件  

①科研費等の外部資金獲得に向けた、先進的な、個人または複数の教職員による企画とする。申請件数は、共同研

究を含め１件とする。 

②申請条件は、前年度「科研費申請」及び過去３年間に「関連学会発表（原則:審査付き論文）」があること。（掲載許可が

決定している論文については同等と見なす） 

③複数の教職員による企画の場合、研究代表者は上記②を満たすこと。また、共同研究者全員について過

去３年度分の関連学会発表を記すこと。 

④研究代表者及び共同研究者は本校教職員であること。 

⑤申請書には１年又は複数年の詳細な研究計画を記載する。 

⑥採択された場合は、当該研究結果の実施報告書を作成し、成果発表会に出席し発表することを義務とする。 

⑦複数年にわたる申請の場合でも、審査結果によっては単年度のみの採択となる場合がある。 

⑧複数年にわたる研究費採択者も、採択期間１年毎に実施報告書を作成し、成果発表会に出席し発表することを義務とす

る。なお、複数年採択の場合も、次年度の新たな申請書を作成・提出し審査を受けるものとする。その審査結果によって

は、その後の配分予定補助金の減額ないしは取り消しもある。 

⑨採択された場合は、当該研究による「関連学会発表（原則:審査付き論文）」を義務とし翌年度までに発表することを原則

とする。 

評価項目  

 １．学校プロジェクト （評価項目・評点、10 点満点）  

①.プロジェクトの必要性・重要性（0～4 点） 

    ②.プロジェクトの計画性（0～3 点） 

   ③.期待される成果･効果（0～3 点） 

 ２．基盤教育・研究経費 （評価項目・評点、10 点満点） 

   ①.研究の必要性･重要性（0～3 点） 

②.研究の計画性･取組状況（研究業績を含む）（0～5 点） 

③.期待される成果（0～2 点） 

 

３．先進研究経費 （評価項目・評点、15 点満点） 

①.研究の重要性･独創性（0～5 点） 

②.研究の計画性･取組状況（研究業績を含む）（0～5 点） 

③.期待される成果（0～3 点） 

④.過去 5 年間の科研費等の外部資金獲得状況（0～2 点） 

 

Ⅲ  申請にあたっての留意事項 

① 重 点 配 分 経 費 申 請 件 数 は 、 次 の よ う に 制 限 す る 。  

・ 経 費 区 分 １ 「 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト 経 費 」 は 、 共 同 研 究 を 含 め １ 件 の み と す る 。  

・ 経 費 区 分 ２ 「 基盤教育・研究経費」 と ３ 「 先進研究経費」 に つ い て は 、 ど ち ら か １ 件 の み 申 請 で き る 。
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た だ し 、 「 基盤教育・研究経費」の申請者も、１件に限り「先進研究経費」の共 同 研 究 者 に な る こ と が で き

る 。 （ 経 費 区 分 １ の 申 請 状 況 と は 無 関 係 。 ）  

② 申 請 さ れ た 課 題 に つ い て は ヒ ア リ ン グ を 行 い 、 採 否 を 決 定 す る 。  

③ 先 進 研 究 経 費 の 研 究 課 題 に つ い て は 、 科 研 費 等 外 部 資 金 獲 得 に 努 力 す る 。  

④ 申 請 に あ た っ て は 、 詳 細 な 研 究 計 画 を 策 定 す る こ と 。  

⑤ 申 請 予 算 品 目 は 、 当 該 研 究 遂 行 の た め に 必 要 欠 く べ か ら ざ る も の の み と す る 。  

現 在 所 有 の 機 器 ･備 品 ･備 品 等 で 活 用 で き る も の 、 あ る い は 自 身 の 研 究 費 で ま か な え る も の は 含 め な

い こ と 。 （ パ ソ コ ン ･プ リ ン タ ー 及 び そ の 周 辺 機 器 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 資 格 取 得 等 に 係 る 経 費 は 申 請

経 費 に 含 め な い こ と 。 ま た 、 学 会 発 表 投 稿 料 お よ び そ の 旅 費 等 は 必 要 最 小 限 に す る こ と 。 ）  

⑥ 予 算 配 分 を 受 け た 企 画 に つ い て は 、 企 画 終 了 後 、 速 や か に 実 施 報 告 書 （ プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 、 内

容 、 実 施 経 過 等 の 概 要 （ 600 字 程 度 ） 、 得 ら れ た 成 果 、 成 果 の 今 後 に お け る 活 用 予 定 及 び 予 想 さ れ

る 効 果 、 成 果 の 外 部 発 表 等 、 実 際 に 要 し た 経 費 等 を 内 容 と す る ） を 、 平 成 26 年 3 月 31 日 (月 ） ま で

に 総務課財務係へ提 出 す る 。  

  な お 、 提 出 さ れ た 実 施 報 告 書 は 総 務 課 財 務 係 に お い て 保 管 し 、 必 要 に 応 じ 閲 覧 に 供 す る 。  

⑦ 重 点 配 分 経 費 を 申 請 し よ う と す る 者 は 、 前 年 度 の 重 点 配 分 経 費 成 果 発 表 会 を 聴 講 す る こ と 。  

  ⑧平成 24 年７月以降に採用になった新任教員に限り、経費区分２及び３の申請条件（前年度の科研費申請及

び研究業績）を満たさない場合でも申請できるものとする。 

 ⑨再雇用の教員は、研究代表者として申請できないが、共同研究者に加えることは可とする。 

 

Ⅳ  申請書の提出先 

   総務課財務係 

（出典：総務課財務係資料）

■ 平成 25 重点配分経費について 

【方針案】学科配分経費の３０％（１４,８９０千円）を，重点配分経費（学内競争的資金及び教員表彰経費）の予算に充てる。 

【経緯】 

＊平成 21 年度に，校長よりの「小山高専 今後の発展のための当面の検討事項」の一つに「学内の教育研究経費等」の配分改善が

提示され，これに応えて具体的には「校長裁量経費」「重点配分経費」等の充実が必要とされた。 

＊平成 22 年度第１回予算委員会で検討，審議し、「学科配分予定経費」の 10％（約 500 万円）を学内の競争的資金である「重点

配分経費」に回すことと決定し実施した。 

 平成 22 年度重点配分経費  申請３６件 １８,３８８,０００円 

採択３３件  １３,５００,０００円 

＊平成 23 年度第１回予算委員会で検討，審議し、「学科配分予定経費」の 20％（約 1,000 万円）を学内の競争的資金である「重

点配分経費」に回すことと決定し実施した。 

平成 23 年度重点配分経費  申請３８件 ２０,０５７,０００円 

採択３６件  １７,５００,０００円 

更なる競争的資金の拡大を図るため 

＊平成 24 年度 

第１回予算委員会で検討，審議し、「学科配分予定経費」の 30％（約 1,500 万円）を学内の競争的資金である「重点配分経

費」に回すことと決定し実施する。 

平成 24 年度重点配分経費  申請４２件 ２５,３２６,０００円 

採択４１件  １４,０００,０００円 

＊本校としての教員表彰について，平成 23 度より教育，研究，地域貢献等の５分野について表彰することとし、対象教員に対し教

育研究経費として各 20 万円（合計 100 万円）の予算配分を行うことと決定した。 

（出典：平成 25 年度第１回予算委員会資料）
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資料10-２-③-３：重点配分経費配分状況 
 

 

（出典：総務課財務係資料）
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資料10-２-③-４：校長裁量経費配分状況 

 

（出典：総務課財務係資料）
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資料 10-２-③-５：施設整備の状況 

 

（出典：総務課施設係資料）

 

資料10-２-③-６：設備整備の状況 

 

 

（出典：総務課財務係資料）
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資料10-３-①-１：高専機構会計規則抜粋（第44条） 
 
（年度末決算） 

第４４条 年度末決算に際しては、当該年度末における資産・負債の残高並びに当該期間における損益に関し真正な数値を把握す

るための各帳簿の締め切りを行い、資産の評価、債権・債務の整理、その他決算整理を的確に行って、所定の手続きに従って決

算数値を確定しなければならない。 

２ 理事長は、前項の整理を行った後、翌事業年度５月末日までに次の各号に掲げる書類を作成しなければならない。 

一 貸借対照表 

二 損益計算書 

三 キャッシユ・フロ-計算書 

四 利益の処分又は損失の処理に関する書類  

五 行政サ-ビス実施コスト計算書 

六 附属明細書 

３ 前項各号の書類の様式は、別に定めるものとする。 
 

（出典：独立行政法人国立高等専門学校機構規則第34号）

 

資料10-３-①-２：独立行政法人通則法抜粋（第38条） 
 

（財務諸表等） 

第三十八条 独立行政法人は、毎事業年度、貸借対照表、損益計算書、利益の処分又は損失の処理に関する書類その他主務省令で

定める書類及びこれらの附属明細書（以下「財務諸表」という。）を作成し、当該事業年度の終了後三月以内に主務大臣に提出

し、その承認を受けなければならない。  

２ 独立行政法人は、前項の規定により財務諸表を主務大臣に提出するときは、これに当該事業年度の事業報告書及び予算の区分

に従い作成した決算報告書を添え、並びに財務諸表及び決算報告書に関する監事の意見（次条の規定により会計監査人の監査を

受けなければならない独立行政法人にあっては、監事及び会計監査人の意見。以下同じ。）を付けなければならない。  

３ 主務大臣は、第一項の規定により財務諸表を承認しようとするときは、あらかじめ、評価委員会の意見を聴かなければならな

い。  

４ 独立行政法人は、第一項の規定による主務大臣の承認を受けたときは、遅滞なく、財務諸表を官報に公告し、かつ、財務諸表

並びに第二項の事業報告書、決算報告書及び監事の意見を記載した書面を、各事務所に備えて置き、主務省令で定める期間、一

般の閲覧に供しなければならない。 
 

（出典：独立行政法人通則法 平成11年法律第103号）

 

資料 10-３-①-３：国立高等専門学校機構財務諸表（ホ-ムペ-ジでの公表） 

 

（出典：独立行政法人国立高等専門学校機構ＨＰ）
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資料10-３-②-１：独立行政法人通則法抜粋（第39条～第43条） 
 
（会計監査人の監査）  
第三十九条  独立行政法人（その資本の額その他の経営の規模が政令で定める基準に達しない独立行政法人を除く。）は、財務

諸表、事業報告書（会計に関する部分に限る。）及び決算報告書について、監事の監査のほか、会計監査人の監査を受けなけ
ればならない。  

（会計監査人の選任） 
第四十条  会計監査人は、主務大臣が選任する。  
（会計監査人の資格）  
第四十一条  会計監査人は、公認会計士（公認会計士法 （昭和二十三年法律第百三号）第十六条の二第五項 に規定する外国公

認会計士を含む。）又は監査法人でなければならない。  
２ 公認会計士法 の規定により、財務諸表について監査をすることができない者は、会計監査人となることができない。  
（会計監査人の任期）  
第四十二条  会計監査人の任期は、その選任の日以後最初に終了する事業年度の財務諸表についての主務大臣の第三十八条第一

項の承認の時までとする。  
（会計監査人の解任）  
第四十三条  主務大臣は、会計監査人が次の各号の一に該当するときは、その会計監査人を解任することができる。  

一  職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。  
二  会計監査人たるにふさわしくない非行があったとき。  
三  心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 
  

（出典：独立行政法人通則法 平成11年法律第103号）

 

資料10-３-②-２：高専機構会計規則抜粋（第45条・第46条） 
 
（内部監査） 
第４５条 理事長は、予算の執行及び会計処理の適正を期するため、必要と認めるときは、特に命令した教職員に内部監査を行

わせるものとする。 
２ 内部監査について必要な事項は、別に定めるものとする。 
（会計機関の義務及び責任） 
第４６条 会計機関は、機構の財務及び会計に関し、適用又は準用される法令並びにこの規則に準拠し、かつ、予算で定めると

ころに従い善良な管理者の注意をもって、その職務を行わなければならない。 
２ 会計機関は、故意又は重大な過失により前項の規定に違反して、機構に損害を与えた場合は、その損害を弁償する責を負わ

なければならない。 

   （出典：独立行政法人国立高等専門学校機構規則第34号）

 

資料10-３-②-３：内部会計監査実施規程 
 

小山工業高等専門学校内部会計監査実施規程 
 

                                                   制    定  平成 16 年 4 月１日
最終改正 平成 18 年 4 月１日

  （目的） 
第１条  この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構会計規則（平成 16 年規則第 34 号）第 45 条の規定に基づく、本校に

おける会計事務処理の適正を期するため、内部会計監査（以下「監査」という。）について、必要な事項を定めることを目的
とする。 

  （監査事項） 
第２条  監査は、会計経理に関し次の各号に掲げる事項について実地に行うものとする。 
  一  会計経理に関する法令等の適用に関する事項 
  二  予算決算に関する事項 
  三  収入支出に関する事項 
  四  債権に関する事項 
  五  物品に関する事項 
  六  不動産に関する事項 
  七  契約に関する事項 
  八  旅費に関する事項 
  九  寄附金に関する事項 
  十  帳簿及び証拠書類に関する事項 
  十一  その他校長が必要と認める事項 
  （監査員） 
第３条  校長は、監査を実施するため総務課(財務担当）職員のうちから監査員を命ずるものとする。ただし、必要があると認

めたときは、総務課(財務担当)職員以外の職員に監査員を命ずることができる。 
  （監査の時期） 
第４条  定期監査は、毎会計年度１回実施するものとし、特に必要があるときは、臨時に監査を 

実施することができる。 
  （監査の実施） 
第５条  校長は、監査を実施しようとするときは、あらかじめ実施しようとする部局に対し、その期日及び監査を行う監査員そ

の他必要な事項を通知するものとする。 
  （監査員の責務） 
第６条  監査員は、公正かつ厳正に監査に当たらなければならない。 
２  監査員は、監査の実施に伴い、必要があるときは、関係者に説明を求め、かつ、調書等の提出を求めることができる。 
  （監査報告） 
第７条  監査員は、監査が終了したときは速やかに別紙様式による内部会計監査報告書を校長に提出しなければならない。 
  （是正改善の措置） 
第８条  校長は、監査の結果会計経理に関し、是正改善を必要とする事項があるときは、直ちにその措置をとるものとする。 
    附 則（略） 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料10-３-②-４：内部会計監査報告書 

 

科学研究費補助金 総務課財務係 

（出典：総務課財務係資料）
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資料10-３-②-５：高専相互会計内部監査報告書 

 

（出典：総務課財務係資料）
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資料 11-１-①-１：小山工業高等専門学校運営組織図 

 

（出典：学校要覧 2013、p.7、小山高専ＨＰ）
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資料 11-１-①-２：委員会等一覧（１／２） 

 

 

 

 

名 称 設置の目的・趣旨 審 議 事 項 委員長等 委  員 

総務会議 
学校の運営に関する協議を

行う 

・学校の運営に関する協議、連絡調整に

関すること 

・運営会議に付議する議題の整理に関す

ること 

校長 

(招集、主宰) 

・各副校長 

・専攻科長 

・事務部長 

・各課長 

運営会議 
学校の運営に関する審議を

行う 

・学校の運営組織の設置・廃止に関する

事項 

・他の運営組織の所管に属さない事項 

・校務運営上重要でかつ連絡・調整を要

する事項 

校長 

(招集、主宰) 

・各副校長 

・専攻科長 

・学科長 

・各センター長、教育研究技術支 

 援部長、国際交流推進室長 

・事務部長・各課長 

教職員会議 
学内運営に係る報告等を行

う 
・学内運営に関すること 

校長(招集) 

副校長（総務主

事）(議長) 

・教員 

・事務部長 

・各課長、技術長、各課長補佐・  

各係長、専門職員 

・技術室各グループ長 

教務委員会 
教務に関する事項を円滑に

処理する 

・教育課程の編成及び改廃に関すること 

・授業時間割の編成に関すること 

・学校の行事に関すること 

・その他教務に関すること 

副校長 

（教務主事） 

・教務主事補 

・各学科教員１名（電気電子創造 

工学科２名） 

・学生課長 

・校長が必要と認めた者 

学生委員会 
学生の厚生補導に関する事

項を円滑に処理する 

・学生の身上に関すること 

・学生会及び学生団体に関すること 

・その他学生の厚生補導に関する 

こと 

副校長 

（学生主事） 

・学生主事補 

・各学科教員１名 

・一般科教員２名 

・学生課長 

・校長が必要と認めた者 

寮務委員会 

学寮における学生の厚生補

導に関する事項を円滑に処

理する 

・入寮及び退寮に関すること 

・寮生の教育及び生活指導に関すること 

・その他学寮の管理運営に関する   

こと 

副校長 

（寮務主事） 

・寮務主事補 

・各学科教員１名 

・一般科教員２名 

・校長が必要と認めた者 

専攻科委員会 
専攻科に関する基本的な事

項の円滑な運営を図る 

・教育課程の編成及び実施に関すること 

・教育計画及び授業時間の編成に関する

こと 

・その他専攻科の運営に関すること 

専攻科長 

・コース主任 

・一般科教員１名 

・学生課長 

図書情報センタ

ー運営委員会 

図書情報センターの円滑な

管理運営及び著作権に関す

る諸問題を処理する 

・図書情報センターの管理運営に関する

こと 

・資料の選定に関すること 

・その他図書に関すること 

図書情報 

センター長 

・各学科教員１名 

・一般科教員２名 

・総務課長 

・校長が必要と認めた者 

情報科学教育研

究センター運営

委員会 

センターの管理運営に関す 

る事項を審議する 

・情報センター及び情報ネットワークの

管理運営に関わる基本方針及び長期計

画に関すること 

・その他情報センター及び情報ネットワ

ークについての重要事項に関すること 

情報科学教育研

究センター長 

・情報科学教育研究センター 

情報ネットワーク室長 

・各学科教員１名 

・学生課長・教育研究技術支援部 

長、技術室第２グループ長 

・校長が必要と認めた者 

地域連携共同開

発センター運営

委員会 

センターの運営に関する重 

要事項を審議する 

・センターの管理運営の基本方針に関す

ること 

・その他センター長が必要と認めること 

地域連携共同開

発センター長 

・各部門長、各学科教員１名、 

一般科教員１名 

・総務課長 

・教育研究技術支援部長、技術室 

第３グループ長 

・校長が必要と認めた者 

ものづくり教育

研究センター 

運営委員会 

センターの運営に関する重

要事項を審議する 

・センターの管理運営・利用計画に関す

ること 

・その他センターについての重要事項に

関すること 

ものづくり教育

研究センター長

・各学科教員１名 

・技術長 

・技術室第１グループ長 

・学生課長 

教育研究技術支

援部運営委員会 

教育･研究活動を支援し、

技術に関する専門的業務を

円滑かつ効率的に処理する 

・技術支援部の管理・運営、技術支援業

務に係る技術職員の配置に関すること 

・技術支援部が行う教育研究支援業務及

び地域連携支援業務に関すること 

・技術支援部に係わる規則、規程、細則

に関すること 

教育研究技術支

援部長 

・各学科及び一般科の教員各 1 名 

・情報科学教育研究、地域連携共

同開発及びものづくり教育研

究、各センターの運営委員会委

員各 1 名 

・技術長  

・技術室の各グループ長 
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資料 11-１-①-２：委員会等一覧（２／２） 

国際交流推進室運

営委員会 

国際交流に関する重要事項を

審議する 
・国際交流に関する重要事項 

国際交流推進

室長 

・副校長（教務、学生、寮務主

事） 

・各課長 

・校長が必要と認めた者 

環境整備委員会 
教育研究環境の保全と向上を

図る 

・長期的視野に立った環境の整備及び

施設の運営に関すること 

・施設の点検・評価及び有効活用に関

すること 

・その他環境整備に関すること 

副校長 

（総務主事） 

・副校長（学生主事） 

・各学科、一般科教員各１名 

・事務部長・各課長 

・校長が必要と認めた者 

安全衛生委員会 

安全及び衛生に関する重要事

項について、教職員の意見を

聴取し、災害及び健康障害の

防止対策に関する諸施策をよ

り効果的なものにする 

・労働災害防止対策に関すること 

・教職員の健康障害の防止及び健康保

持増進対策に関すること 

・その他災害防止上、特に必要な事項

 

総括安全衛生

管理者 

・安全衛生推進者 

・衛生管理者 

・産業医 

・総括安全衛生管理者が指名し

た者 

人事委員会 
教職員の採用及び配置計画等

を円滑に進める 

・教職員の採用に係る基本方針に関す

ること 

・人事評価の方針・基準に関すること

副校長 

（総務主事） 

・副校長（教務、学生、寮務主

事） 

・各学科長 

・事務部長・総務課長 

・校長が必要と認めた者 

ハラスメント防止

委員会 

ハラスメントのない健全な環

境をつくる上での諸問題を処

理する 

・ハラスメントの防止等を図るための

啓発活動及び研修等の企画･立案に

関すること 

・苦情相談の事実関係の調査、適切な

措置の策定等に関すること 

副校長 

（総務主事） 

・副校長（教務、学生、寮務主

事） 

・専攻科長 

・学生支援室長 

・事務部長 

・校長が必要と認めた者 

予算委員会 

業務の適性かつ効率的な実施

を図り、財政状態・運営状況

を明らかにする 

・予算実施計画に関すること 

・決算報告に関すること 

・その他財務に関すること 

副校長 

（総務主事） 

・副校長（教務主事） 

・各学科長 

・事務部長、総務課長 

・校長が必要と認めた者 

教育研究推進委員

会 

本校における教育研究活動の

一層の推進を図り、もって本

校の教育研究水準の向上に資

する 

・教育研究活動の基本的施策に関する

こと 

・地域社会等との共同研究の基本的施

策に関すること 

・その他本校における教育研究活動の

基本的施策に関すること 

副校長 

（総務主事） 

 

・副校長（教務主事） 

・校長が必要と認めた者 

発明委員会 

教育研究の成果を迅速に権利

化し、その果実を最大限活用

する 

・届け出のあった発明の権利の帰属に

関すること 

・取得した特許等の活用に関すること

・その他発明に関し必要となる事項 

地域連携共同

開発センター

長 

・教育研究技術支援部長 

・各学科、一般科から各１名 

・総務課長 

・校長が必要と認めた者 

広報委員会 広報・HP について審議する ・広報に関すること 
副校長 

（総務主事） 

・副校長（総務、教務主事） 

・地域連携共同開発センター長

・情報科学教育研究センター長

・事務部長 

・校長が必要と認めた職員 

点検評価委員会 
機関別認証評価及び JABEE の

審査等に対応する 

・自己点検評価及び外部評価の企画調

整に関すること 

・認証評価を受けるために必要となる

施策に関すること 

・JABEE 技術者教育プログラムの認定

を受けるために必要となる施策に関

すること 

副校長 

（総務主事） 

・副校長（教務、学生、寮務主

事） 

・専攻科長 

・事務部長 

・各課長 

・専門委員会の委員長 

・校長が必要と認めた教員 
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（出典：小山高専ＨＰ）

自己点検評価専門

委員会 

自己点検評価に関する事項に

ついて審議する 

・自己点検評価の基本方針並びに実施

基準等の策定に関すること 

・自己点検評価報告書の作成及び公表

に関すること 

校長が任命 

・校長が必要と認めた教員若干

名 

・校長が必要と認めた職員 

機関別認証評価専

門委員会 

認証評価を受けるために必要

となる施策に関する事項につ

いて審議する 

・認証評価に必要な資料作成及び申請

手続きに関すること 

・認証評価を継続して受けるための施

策に関すること 

・その他認証評価に関すること 

副校長 

（教務主事） 

・各学科長 

・校長が必要と認めた職員 

JABEE 専門委員会 

JABEE の技術者教育プログラ

ムの認定を受けるために必要

となる施策について審議する 

・プログラムの作成及びカリキュラム

に関すること 

・プログラムの認定に必要な資料作成

及び申請手続きに関すること 

・その他プログラムの認定に関するこ

と 

校長が任命 

・校長が必要と認めた教員若干

名 

・校長が必要と認めた職員 

情報安全管理等 

委員会 

本校における情報セキュリテ

ィポリシーを確立する 

・情報安全管理等の組織体制の整備に

関すること 

・情報安全管理等の運用及び管理に関

すること 

・その他情報安全管理等策定に必要な

事項に関すること 

校 長 

・情報科学教育研究センター長

・情報ネットワーク室長 

・情報ネットワーク室主任 

・支線管理者 

・各課長 
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資料 11-１-①-３：小山工業高等専門学校運営会議規程 

 

小山工業高等専門学校運営会議規程 
 

制    定  昭和５６年４月１日

最終改正  平成２４年５月 16 日
 

 （目的） 

第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校の管理運営等に関する事項につ

いて審議し、校務の円滑な運営を図るため、小山工業高等専門学校運営会議（以下「運営会議」と

いう。）を置く。 

  （審議事項） 

第２条  運営会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

  一  本校の運営組織の設置・廃止に関する事項 

  二  他の運営組織の所管に属さない事項 

  三  校務運営上重要でかつ連絡・調整を要する事項 

  （組織） 

第３条 運営会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 校長 

二 副校長（総務主事）、副校長（教務主事）、副校長（学生主事）及び副校長（寮務主事） 

三 専攻科長 

四 学科長 

五 図書情報センター長 

六 情報科学教育研究センター長 

七 地域連携共同開発センター長 

八 ものづくり教育研究センター長 

九 教育研究技術支援部長 

十 国際交流推進室長 

十一 事務部長 

十二 総務課長及び学生課長 

    （会議） 

第４条  運営会議は、校長が招集し、主宰する。 

２  運営会議は、原則として毎月１回開催するものとする。ただし、必要に応じて臨時に開催する

ことができる。 

３  校長が必要と認めたときは、構成員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができる。 

  （事務） 

第５条  運営会議に関する事務は、総務課総務係が処理する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料 11-１-①-４：小山高専学内会議の改善について 

 

（出典：平成 18 年度運営会議資料）
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11-１-①-５ 組織再編図 

（出典：総務課資料）
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11-１-①-６ 平成 25 年度小山高専校務分掌一覧表 
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（出典：総務課人事係資料）
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11-１-①-７ 平成 26 年度小山高専校務分掌一覧表 
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（出典：総務課人事係資料）
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資料 11-１-②-１：小山工業高等専門学校学内規程集（１／２） 

 
小山工業高等専門学校学内規程集 

 
第１章  学   則 

○小山工業高等専門学校学則 
第２章  組 織・運 営 

○副校長及び学科長に関する規程 
○小山工業高等専門学校事務組織規程 
○小山工業高等専門学校総務会議規程 
○小山工業高等専門学校運営会議規程 
○小山工業高等専門学校専攻科運営規則 
○小山工業高等専門学校判定会議規程 
○小山工業高等専門学校教職員会議規則 
○小山工業高等専門学校企画室規則 
○小山工業高等専門学校入学者対策室規程 
○小山工業高等専門学校教育改善推進室規程 
○小山工業高等専門学校進路支援室規程 
○小山工業高等専門学校学生支援室規則 
○小山工業高等専門学校キャンパス安全管理室規程 
○小山工業高等専門学校教育研究技術支援部規則 
○小山工業高等専門学校技術室規程 
○小山工業高等専門学校国際交流推進室規則 
○小山工業高等専門学校参与会規程 
○小山工業高等専門学校広報規程 
○小山工業高等専門学校サテライト・キャンパス運営委員会規程 
○小山工業高等専門学校の共催又は後援の名義使用の取扱いについて 
○小山工業高等専門学校サテライト・キャンパス使用要領 
○小山工業高等専門学校危機管理要領 

第３章  委 員 会 
○小山工業高等専門学校教務委員会規程 
○小山工業高等専門学校学生委員会規程 
○小山工業高等専門学校寮務委員会規程 
○小山工業高等専門学校専攻科委員会規則 
○小山工業高等専門学校図書情報センター運営委員会規程 
○小山工業高等専門学校情報科学教育研究センター運営委員会細則 
○小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター運営委員会細則 
○小山工業高等専門学校ものづくり教育研究センター運営委員会細則 
○小山工業高等専門学校教育研究技術支援部運営委員会細則 
○小山工業高等専門学校環境整備委員会規程 
○小山工業高等専門学校国際交流推進室運営委員会細則 
○小山工業高等専門学校安全衛生委員会規則 
○小山工業高等専門学校人事委員会規程 
○小山工業高等専門学校予算委員会規程 
○小山工業高等専門学校教育研究推進委員会規程 
○小山工業高等専門学校発明委員会規程 
○小山工業高等専門学校 JABEE 専門委員会規程 
○小山工業高等専門学校情報安全管理等委員会規程 
○小山工業高等専門学校情報公開委員会規程 
○小山工業高等専門学校外部評価委員会規程 
○小山工業高等専門学校点検評価委員会規程 
○小山工業高等専門学校自己点検評価専門委員会規程 
○小山工業高等専門学校機関別認証評価専門委員会規程 
○小山工業高等専門学校施設の有効活用に関する専門委員会規程 
○小山工業高等専門学校組換えＤＮＡ実験安全委員会規則 

第４章  総 務・人 事 
○小山工業高等専門学校文書取扱規程 
○小山工業高等専門学校法人文書管理規程 
○小山工業高等専門学校情報公開取扱要項 
○小山工業高等専門学校公印規則 
○小山工業高等専門学校教職員服務規程 
○小山工業高等専門学校に労働する教職員の休日及び労働時間の割振り等に関する規程 
○小山工業高等専門学校教員選考規則 
○小山工業高等専門学校安全衛生管理規程 
○小山工業高等専門学校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止に関する規則 
○小山工業高等専門学校教員選考委員会規程 
○小山工業高等専門学校名誉教授称号授与規程 
○小山工業高等専門学校点検評価規程 
○小山工業高等専門学校における民間等との共同研究取扱規程 
○小山工業高等専門学校受託研究取扱規程 
○小山工業高等専門学校受託試験取扱規程 
○小山工業高等専門学校発明規程 
○小山工業高等専門学校組換えＤＮＡ実験安全管理規程 
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資料 11-１-②-１：小山工業高等専門学校学内規程集（２／２） 
第５章  財 務 

○小山工業高等専門学校会計機関の補助者の指定に関する規程 
○小山工業高等専門学校契約事務処理基準 
○小山工業高等専門学校寄附金取扱規程 
○小山工業高等専門学校所属不動産管理規則 
○小山工業高等専門学校施設使用規則 
○小山工業高等専門学校防災管理規程 
○小山工業高等専門学校自衛消防隊組織要領 
○小山工業高等専門学校事務情報化推進要項 
○小山工業高等専門学校事務用電子計算機業務処理要項 
○小山工業高等専門学校エックス線障害防止管理規程 
○小山工業高等専門学校放射線障害予防に関する規程 
○小山工業高等専門学校毒物及び劇物取扱要項 
○小山工業高等専門学校施設の有効活用に関する要項 
○小山工業高等専門学校排水管理要項 
○小山工業高等専門学校科学研究費補助金経理事務取扱規程 

第６章  教 務・学 生 
○小山工業高等専門学校学生準則 
○小山工業高等専門学校外国人留学生規程 
○小山工業高等専門学校研究生規程 
○小山工業高等専門学校聴講生規程 
○小山工業高等専門学校特別聴講学生規程 
○小山工業高等専門学校科目等履修生規程 
○学業成績の評価並びに学年課程修了及び卒業の認定に関する規程 
○学業に関する取扱要項 
○小山工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程 
○資格取得に係わる単位認定に関する規程 
○小山工業高等専門学校インタ－ンシップに係わる単位認定に関する規程 
○小山工業高等専門学校実務研修要項 
○大学、他高専における履修に係わる単位認定に関する規程 
○小山工業高等専門学校留学規則 
○小山工業高等専門学校入学料の免除等に関する規程 
○小山工業高等専門学校授業料免除及び徴収猶予に関する規程 
○小山工業高等専門学校体育施設運営規則 
○小山工業高等専門学校体育施設使用手続要領 
○小山工業高等専門学校合宿研修施設使用規程 
○自動車による通学に関する規則 

第７章  学   寮 
○小山工業高等専門学校学寮規則 
○小山工業高等専門学校教員学寮宿日直規程 
○小山工業高等専門学校学寮宿日直教員勤務要領 
○学寮防災避難要領 
○小山工業高等専門学校寄宿料免除に関する規程 

第８章  図書情報センター 
○小山工業高等専門学校図書情報センター規程 
○小山工業高等専門学校図書情報センター一般開放実施要項 
○小山工業高等専門学校研究紀要投稿要項 

第９章  情報センター・ものづくりセンター・共同センター 
○小山工業高等専門学校情報科学教育研究センター規則 
○小山工業高等専門学校情報ネットワーク室運営細則 
○小山工業高等専門学校ものづくり教育研究センター運営規則 
○小山工業高等専門学校ものづくり教育研究センター利用規程 
○小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則 
○小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター利用規程 

第 10 章  学 友 会・寮 生 会 
○小山工業高等専門学校学生会規約 
○小山工業高等専門学校学生会本部室使用細則 
○小山工業高等専門学校寮生会規約 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料 11-１-②-２：小山高専学内規程集（Web ページ） 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料 11-１-②-３：小山工業高等専門学校事務組織規程（既出：３-３-①-１）（１／３） 
 

小山工業高等専門学校事務組織規程 
 

制    定  昭和４０年４月１日
最終改正  平成２３年４月１日

 
   第１章  総則 
第１条  独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成 15 年 10 月１日制定）第 12 条及び小山工業高等専門学校学則（昭和 40 年
４月１日制定）第 11 条の規定に基づく小山工業高等専門学校事務組織及び事務分掌は、この規定の定めるところによる。 
      第２章  事務組織   
第２条  事務部に総務課、学生課を置く。 
第３条  総務課に総務係、人事係、図書情報係、評価・地域連携係、財務係、用度係及び施設係を置く。 
第４条  学生課に教務係、学生係及び寮務係を置く。 
第５条  事務部に事務部長を置く。 
２  事務部長は、校長の命を受けて事務部の事務を処理する。 
第６条  総務課及び学生課に課長を置く。 
２  課長は、上司の命を受けその課の事務を処理する。 
第６条の２  総務課及び学生課に課長補佐を置く。 
２  課長補佐は、課長の命を受け課の事務を処理する。 
第６条の３  総務課及び学生課に専門職員を置くことができる。 
２  専門職員は、上司の命を受け高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理する。 
第７条  係に係長又は主任を置く。 
２  係長及び主任は、上司の命を受けその係の事務を処理する。 
      第３章  事務分掌 
第８条  総務課課長補佐（総務担当）は、次の事務をつかさどる。 
 一 総務関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 
  二  中期計画・年度計画及び組織整備に関すること。 
 三 その他総務関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関すること。 
２ 総務課課長補佐（財務担当）は、次の事務をつかさどる。 
  一  財務関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 
 二 収支予算計画に関すること。 
 三 基準額以上の監査、内部監査・外部監査に関すること。 
四  その他財務関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関すること。 
３ 総務課課長補佐（施設担当）は、次の事務をつかさどる。 
  一  施設関係事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 
 二 施設の計画及び整備の総括に関すること。 
 三  その他施設関係所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関すること。 
４  総務係においては、次の事務をつかさどる。 
 一  学則その他諸規程の制定改廃に関すること。 
  二  儀式及び他の係に属さない諸行事に関すること。 
  三  公印（財務関係及び学生課の公印を除く。）の管守に関すること。 
  四  会議に関すること。 
  五  公文書の収受、発送に関すること。 
  六  文書及び諸規則等の整理保存に関すること。 
  七  日誌及び沿革史等の記録に関すること。 
  八  秘書事務に関すること。 
  九 渉外に関すること。 
  十 電話交換その他電話の取扱いに関すること。 
  十一  情報公開に関すること。 
 十二 個人情報の保護に関すること。 
 十三 事務が保有する電子ファイルの管理及び運用に関すること。 
 十四 広報に関すること。 
  十五 教職員の海外渡航に関すること。 
  十六  校内の警備に関すること。 
  十七 遺伝子組み換えＤＮＡに関すること。 
  十八  総務担当職員及び教員の労働時間、休暇及び出張に関すること。 
  一九  国際交流推進室（学生課の所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 二十 内地研究員並びに在外研究員及び国際化推進プログラムに関すること。 
 二十一 公開講座に係る業務の支援及び連絡調整（評価・地域連携係の所掌に属するもの 
を除く。）に関すること。 
 二十二 情報安全管理等委員会に関すること。 
 二十三 所掌事務に係る調査統計とその他諸報告に関すること。 
  二十四 その他他の課の所掌に属さない事務を処理すること。 
５  人事係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  教職員の任免、分限、懲戒及び服務に関すること。 
  二  教職員の給与に関すること。 
  三  教職員の定員及び級別定数に関すること。 
  四  教職員の勤務評定に関すること。 
  五  教職員の栄典及び表彰に関すること。 
  六  教職員の団体に関すること。 
  七  教職員の研修に関すること。 
  八  教職員の退職手当に関すること。 
  九  教職員の共済組合に関すること。 
  十  教職員の災害補償に関すること。 
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十一  教職員の人事記録に関すること。 

  十二  非常勤教職員の任免、服務及び給与に関すること。 
  十三  教職員宿舎の居住者選考に関すること。 
  十四  財産形成貯蓄の事務に関すること。 
 十五  教職員の衛生管理に関すること。 
 十六  産業医に関すること。 
  十七  教職員就業規則及び非常勤職員就業規則に関すること。 
 十八 総務担当職員及び教員の労働時間の補助業務に関すること。 

十九 教職員の身分証明等に関すること。 
 二十 人事委員会に関すること。 
 二十一 安全衛生委員会に関すること。 
 二十二  所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  二十三  レクリエーション委員会及び教職員の福利厚生に関すること。 
  二十四  その他人事に関すること。 
６  図書情報係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  図書館資料（以下「図書」という。）の選択及び収集に関すること。 
  二  図書の契約及び支払決議に関すること。 
  三  図書の分類、目録作成・編成及び装備、配架並びに整理に関すること。 
  四  図書の受贈、交換及び除籍等に関すること。 
  五  図書の閲覧、貸出及び保管に関すること。 
 六 文献の相互利用、複写及び参考調査に関すること。 
 七 研究紀要に関すること。 
  八  著作権に関すること。 
  九  図書情報センター運営委員会に関すること。 
  十 所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  十一 その他図書情報に関すること。 
７ 評価・地域連携係においては、次の事務をつかさどる。 
 一 点検評価委員会、各種評価及び審査に関すること。 
 二 科学研究費補助金及び各種法人等の補助金に関すること。 
 三  民間等との共同開発、技術相談、共同研究、受託研究、受託試験の受入及び技術発表会等の産学連携事業に関すること。
 四  発明及び知的財産に関すること。 
 五  地域連携に係る業務の支援及び連絡調整に関すること。 
 六  公開講座及び生涯学習に関する企画及び立案（総務係の所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 七 生涯学習に関する企画、立案及び連絡調整に関すること。 
 八 教育研究推進委員会に関すること。 
  九 所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  十 その他評価・地域連携に関すること。 
８  財務係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  予算管理及び決算に関すること。 
 二 財務関係規程等に関すること。 
 三 監査に関すること。 
  四  安全管理に関すること。 
  五  防災に関すること。 
  六  自動車の維持管理及び運行に関すること。 
  七  寄附金に関すること。 
  八  財務担当職員の労働時間、休暇及び出張に関すること。 
 九 予算委員会に関すること。 
 十 財務会計システムに関すること。 
  十一  債権の管理に関すること。 
 十二 収入及び支出に関すること。 
  十三  給与、旅費及び謝金の支払決議に関すること。 
  十四  所得税及び住民税等の徴収に関すること 
  十五  寄附金、民間等との共同研究費、受託研究費、受託事業費、科学研究費補助金及び各種法人等の補助金の収支に関する
こと。 
  十六  日本スポーツ振興センターの収支に関すること。 
 十七 事務情報に関する調査・計画及び啓発に関すること。 
  十八 所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  十九 その他他の係の所掌に属さない財務関係事務に関すること。 
９  用度係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  物品管理の総括調整に関すること。 
  二  物件（図書及び営繕関係を除く。）の契約及び支払決議に関すること。 
  三  物品の調達、出納、保管及び処分に関すること。 
  四  物品の修理に関すること。 
  五  電気、水道、ガス及び電話の料金に関すること。 
  六  構内及び建物等の清掃に関すること。 
  七  所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  八 その他用度に関すること 
１０ 施設係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  不動産の管理及び処分に関すること。 
 二 営繕工事の企画、立案に関すること。 
  三  営繕工事の予算資料作成に関すること。 
  四  施設の計画及び整備に関すること。 
  五  営繕工事の設計及び工事費の積算に関すること。  
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  六  営繕関係の契約及び支払決議に関すること。 
  七  工事等に係る入札参加者選定に関すること。 
  八  営繕工事の施工監督に関すること。 
  九  土地、建物及び附帯施設の維持保存に関すること。 
  十  教職員宿舎に関すること。 
  十一  暖房用ボイラーの業務に関すること。 
 十二 省資源、省エネルギーに関すること。 
  十三  環境整備委員会に関すること。 
  十四  所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  十五  その他施設に関すること。     
第９条 学生課課長補佐は、次の事務をつかさどる。 
  一  学生課事務の総括、連絡調整及び業務改善に関すること。 
  二  専攻科の教育課程に関すること。 
三 専攻科生の入学、休学、復学、転学、退学及び修了に関すること。 
四 専攻科の授業及び試験に関すること。 
五 専攻科教育の実施状況等の審査に関すること。 
六 専攻科委員会に関すること。 
七 後援会に関すること。 
八 その他学生課所掌事務のうち、上司の命を受けた事項についての企画、調査及び連絡調整に関すること。 
２  教務係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  本科の教育課程に関すること。 
  二  本科生の入学、休学、復学、転学、退学及び卒業に関すること。 
  三  本科の授業及び試験に関すること。 
  四  指導要録に関すること。 
  五  在学成績及び卒業等の証明に関すること。 
  六  教科書及び教材に関すること。 
  七  学生の校外研修及び専門研修に関すること。 
  八  インターンシップに関すること。 
  九  外国人留学生の受入及び教育に関すること。 
  十  研究生及び聴講生に関すること。 
 十一 外部からの学生支援に関すること。 
 十二 教育改革の支援プログラムに関すること。 
 十三 ＪＡＢＥＥの審査に関すること。 
  十四 学生課職員及び非常勤講師の労働時間、休暇及び出張に関すること。 
  十五  教務委員会に関すること。 
  十六  所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  十七  その他他の係の所掌に属さない事務に関すること。 
３  学生係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  学生の厚生補導（寮務係の所掌に属するものを除く。）に関すること。 
  二  外国人留学生の厚生補導（寮務係の所掌に属するものを除く。）に関すること。 
  三  学生の旅客運賃割引証及び通学証明書の発行に関すること。 
  四  学生の諸願届に関すること。 
  五  学生の集会、行事及び掲示に関すること。 
  六  学生の奨学資金に関すること。 
  七  入学料、授業料及び寄宿料の減免並びに徴収猶予に関すること。 
  八  学生の健康管理及び安全保持に関すること。 
  九  日本スポーツ振興センターに関すること。 
  十  学生の団体活動、オリエンテーション、課外活動及び諸行事に関すること。 
  十一  学生の進路に関すること。 
  十二  学生食堂の管理運営に関すること。 
  十三  学生の賞罰に関すること。 
 十四 カウンセラーの労働時間に関すること。 
 十五 教員の労働時間の補助業務に関すること。 
  十六  学生委員会に関すること。 
  十七  所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  十八  その他学生の厚生補導に関すること。 
４  寮務係においては、次の事務をつかさどる。 
  一  寄宿舎の管理運営に関すること。 
  二  寄宿舎の諸経費に係る経理に関すること。 
  三  入寮及び退寮に関すること。 
  四  学寮における学生の厚生補導に関すること。 
  五  学寮における外国人留学生の厚生補導に関すること。 
  六  寮生の栄養指導及び衛生に関すること。 
  七  教員の宿日直に関すること。 
  八  寮務委員会に関すること。 
  九  所掌事務に係る調査統計その他諸報告に関すること。 
  十  その他寄宿舎に関すること。 
附則 
この規程は、平成 23 年４月１日から施行する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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事務職員・技術職員の人事交流状況 

年度 転出者数 受入者数 

平成 19 年度 宇都宮大学  1 名 宇都宮大学  3 名 

平成 20 年度 
宇都宮大学  4 名 

群馬大学   1 名 

宇都宮大学  3 名 

筑波大学   1 名 

平成 21 年度 
宇都宮大学  1 名 

東京農工大学 1 名 
宇都宮大学  1 名 

平成 22 年度 宇都宮大学  3 名 宇都宮大学  3 名 

平成 23 年度 
宇都宮大学  2 名 

筑波大学   1 名 
筑波大学   1 名 

平成 24 年度 宇都宮大学  1 名 宇都宮大学  1 名 

平成 25 年度 
宇都宮大学  2 名 

筑波大学   1 名 

宇都宮大学  2 名 

筑波大学   1 名 

（出典：総務課人事係資料）
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小山高等専門学校危機管理要領 
（目的） 
第 1 条 この要領は、小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）において発生する様々な事象に伴う危機

に迅速かつ的確に対処するため、本校における危機管理体制、対処方法等を定めることにより、本校の学生、
教職員（非常勤教職員を含む。以下同じ）、保護者及び地域（以下「学生等」という。）の安全確保を図ると
ともに、本校の社会的な責任を果たすことを目的とする。 

（危機管理の対象） 
第 2 条 前条の目的を達成するため、この要領に定める危機管理の対象とする事象（以下「危機事象」とい

う。）とは、本校として組織的・集中的に対処することが必要な次の各号の一に該当するものとする。 
 一 学生等の安全に係わる重大な事態 
 二 教育研究活動等の遂行に支障となる重大な事態 
 三 本校に対する社会的信頼を損なう事態 
 四 施設管理上の重大な事態 
 五 その他前各号に類する重大な事態 
（危機管理のための校長等の責務） 
第 3 条 校長は、本校における危機管理を統括する責任者であり、全学的な危機管理を推進するとともに、必要

な措置を講じなければならない。 
２ 副校長及び事務部長は、校長を補佐し、全学的な危機管理の推進に努めなければならない。 
３ 一般科長、各学科長、専攻科長、各センター長は、当該一般科、各学科、専攻科、各センター（以下「学科

等」という。）における危機管理責任者であり、当該学科等の危機管理を推進するとともに、必要な措置を講
じなければならない。 

４ 教職員は、常に危機管理意識をもって、その職務の遂行に当たるものとする。 
（リスク管理室の設置） 
第 4 条 校長の下にリスク管理室を設置する。 
２ リスク管理室は、本校の危機管理に関して総括し、危機管理体制の充実に努め、校長の指揮の下に、対処に

必要な危機管理に当たるものとする。 
３ リスク管理室の構成は、次のとおりとする。 
 一 校長 
 二 副校長（総務主事、教務主事、学生主事、寮務主事）及び専攻科長 
 三 事務部長 
 四 総務課長及び学生課長 
 五 その他校長が指名する者 
４ 前項第二号から第五号に掲げる者をリスク管理員とする。 
５ リスク管理室に室長を置き、校長をもって充てる。 
６ リスク管理室に室長を補佐するために副室長を置き、副校長（総務主事）をもって充てる。 
７ リスク管理室の事務は、総務課総務係が処理する。 
（リスク管理室の業務等） 
第 5 条 リスク管理室は、次に掲げる業務を行うものとする。 
 一 想定される危機事象に関する情報（校内外の動向等を含む。）の収集及び分析 
 二 想定される危機事象の具体的な検討、対応策の立案 
 三 対策本部の組織体制及び活動内容等の策定 
 四 危機管理ガイドライン及びマニュアル等の策定・見直し及び周知 
 五 緊急時における情報伝達体制の整備及び周知 
 六 学生等に対する適切な情報提供 
 七 教職員及び学生への教育・研修・訓練等に係る企画・立案・実施 
 八 危機管理に関する高専機構リスク管理本部との相互連携 
 九 その他危機管理に係る必要な事項の実施 
２ リスク管理室は、法令及び関係する本校規則等に従い、学生等が本校及び本校以外に起因する危機により災

害を被ることがないよう常に配慮しなければならない。 
（リスク管理室員以外の出席） 
第 6 条 リスク管理室長が必要と認めたときは、リスク管理室以外の者を審議に出席させ、当該事項について意

見を述べさせることができる。 
（危機事象に関する通報等） 
第 7 条 教職員は、緊急に対処すべき危機事象が発生又は発生する危険性を察知した場合は、直ちにリスク管理

室員に通報しなければならない。 
２ リスク管理室員は、前項の通報を受け、又は自ら危機事象を察知した場合は、直ちに室長に連絡するととも

に、当該危機事象の状況を確認し、室長と対処方針を審議しなければならない。 
第 8 条 校長は、危機事象の対処のために必要と判断する場合は、直ちに当該事象に係る対策本部を設置するも

のとする。 
２ 対策本部の構成は、次のとおりとする。 
 一  本部長は、校長をもって充て、対策本部の業務を統括する。 
 二 副本部長は、副校長（総務主事）をもって充て、本部長を補佐する。 
  三 本部員は、リスク管理員及び本部長が指名する者をもって充てる。 
３ 対策本部の事務は、総務課が主管し、学生課から事務部長が指名する者が参画する。 
４ 対策本部は、原則として危機事象の終了をもって解散する。 
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（対策本部の権限等） 
第 9 条 対策本部は、本部長の指揮の下に、迅速に危機事象に対処しなければならない。 
２ 教職員及び学生は、対策本部の指示に従わなければならない。 
３ 対策本部は、危機事象への対処に際し、緊急を要する場合には本校の学内規定等により必要とされる手続の
省略を行うことができる。 
４ 前項の場合、対策本部は危機事象への対処終了後、対処内容及び結果等を運営会議に報告するものとする。 
（高専機構リスク管理本部等との連携） 
第 10 条 対策本部は、危機管理を総合的かつ有機的に実施するため、高専機構リスク管理本部と相互連携を図る
ものとする。必要に応じて関係行政機関及び保護者等と連携して対応するものとする。 
（本部長又は副本部長が不在の場合の措置） 
第 11 条  本部長が出張等により不在の場合は，  副本部長が危機管理に対処するものとして，
副本部長も出張等により不在の場合は、副校長（教務主事）が危機管理に対処するものとする。 
２ 前項の規定により難い場合は、第４条第３項のリスク管理員記載順に基づく副校長（学生主事）以降の者が
危機管理に対処するものとする。 
（秘密保持の義務） 
第 12 条 本校のリスク管理又は危機対策に関する業務に従事する教職員は、その業務に関して知ることができた
秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 
（雑則） 
第 13 条 この要領に定めるもののほか、危機管理に関し必要な事項は、別に定める。 
 附則 
この要領は、平成２３年５月１８日から施行する。 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
 

 

資料 11-１-②-６：災害及び事件事故発生時の情報連絡体制 

（出典：総務課総務係資料）
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資料 11-１-②-７：小山工業高等専門学校情報セキュリティーポリシー 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料 11-１-②-８：小山工業高等専門学校情報セキュリティー管理規程 

 

（出典：総務課総務係資料）

 

 



小山工業高等専門学校 基準11 

- 492 - 

  



小山工業高等専門学校 基準11 

- 493 - 

資料 11-２-①-１：小山工業高等専門学校点検評価規程 

 

小山工業高等専門学校点検評価規程 

制    定 平成 20 年４月１日

最終改正 平成 22 年４月１日

（趣旨） 

第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）が、本校の教育研究水準の向上を図り、

かつ、本校の目的及び社会的使命を達成するため、学校教育法に基づく点検及び評価並びに認証

評価、外部からの点検及び評価並びに日本技術者教育認定機構による技術者教育プログラムの審

査等（以下「点検及び評価等」という。）の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（委員会） 

第２条 本校の点検及び評価等を円滑に実施するために、点検評価委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 

２ 委員会に関して必要な事項は別に定める。 

（点検及び評価事項等） 

第３条 点検及び評価等の事項及び実施については、委員会が別に定める。 

（点検評価結果の対応） 

第４条 校長は、点検及び評価等の結果について委員会に検証させるとともに、教育研究等の改善

にこれを反映させるものとする。 

２ 校長は、前項の検証結果に基づき、特に改善が必要と認められるものについては、関連する委

員会等にその改善策の検討を付託する。 

（雑則） 

第５条 この規程に定めるもののほか、点検及び評価等に関し必要な事項は、委員会が別に定め

る。 

附 則 

この規程は、平成 22 年４月１日から施行する。 

（出典：小山高専規程集）
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資料 11-２-①-２：小山工業高等専門学校自己点検評価専門委員会規程 

 
制  定  平成２０年４月１日
最終改定 平成２２年４月１日

（目的） 
第１条 この規程は、小山工業高等専門学校点検評価委員会規程第６条第２項の規定に基づき、小
山工業高等専門学校自己点検評価専門委員会（以下「専門委員会」という。）に関して必要な事項
を定めるものとする。 
（任務） 
第２条 専門委員会は、次に掲げる事項を審議し、執行する。 
一 自己点検評価の基本方針並びに実施基準等の策定に関すること。 
二 自己点検評価の実施に関すること。 
三 自己点検評価に関する取りまとめ並びに報告書の作成及び公表に関すること。 
四 外部評価実施の際に必要な資料の作成に関すること。 
五 その他外部評価を実施するにあたり必要となる事項 
六 その他専門委員会が必要と認める事項 
 （組織） 
第３条  専門委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
 一  校長が必要と認めた教員若干名 
 二 その他校長が必要と認めた職員 
２ 委員は、校長が任命する。 
３ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 
 （委員長） 
第４条 専門委員会に委員長を置く。 
２ 委員長は、校長が任命する。 
３  委員長は、専門委員会を招集し、その議長となる。 
４  委員長に事故あるときは、委員長の指名した委員がその職務を代行する。 
（点検評価事項等） 
第５条  専門委員会は、次の各号に掲げる事項について自己点検評価を行う。 
  一 本校の教育理念及び目的に関すること。 
  二 教育組織に関すること。 
  三 教員及び教育支援者に関すること。 
  四 学生の受入に関すること。 
  五 教育内容及び方法に関すること。 
  六 教育の成果に関すること。 
  七 学生支援に関すること。 
  八 施設・設備に関すること。 
 九 教育の質の向上及び改善のためのシステムに関すること。 
 十 財務に関すること。 
十一 管理運営に関すること。 
十二 研究活動に関すること。 
十三 正規課程の学生以外に対する教育サービスに関すること。 
２ 前項各号に掲げる具体的な点検項目は、別表のとおりとする。 
（点検評価の実施及び報告書等の公表） 
第６条  前条第２項により実施する自己点検評価は、３年毎に実施し、報告書等として公表するも
のとする。 
（事務） 
第７条 専門委員会に関する事務は、総務課において処理する。 
（雑則） 
第８条 この規程に定めるもののほか、専門委員会に必要な事項は、点検評価委員会が別に定め
る。 
附 則 
この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 
   附 則 
この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

（出典：小山高専規程集）
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資料 11-２-①-３：小山工業高等専門学校自己点検評価報告書（平成 22 年度～平成 24 年度） 

 

表紙 

 

目次 

（出典：自己点検評価専門委員会資料）

資料 11-２-①-４：自己点検評価報告書のホームページにおける公開 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料 11-２-②-１：小山工業高等専門学校外部評価委員会規程 
 

小山工業高等専門学校外部評価委員会規程 
 

制  定 平成１６年１２月１日
                         最終改正 平成１８年 ４月１日

 
 （目的） 
第１条 この規程は、小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育研究活動及び学校運営全般
の改善に資することを目的として学外有識者による評価を実施するため、小山工業高等専門学校外部評価
委員会（以下「委員会」という。）を置き、必要な事項を定めるものとする。 
 （組織） 
第２条 委員会は、委員若干名を以て組織する。 
２ 委員会の委員は、本校の教職員以外の者で高等専門学校に関し広くかつ高い識見を有する者のうちか
ら、校長が委嘱する。 
３ 委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。 
４ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 
 ただし、欠員が生じた場合の後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 （評価事項） 
第３条 委員会は、次に掲げる事項を評価する。 
 一 本校の教育理念及び目標等に関すること。 
 二 カリキュラムの編成、教育指導及び教授方法のあり方、その他の教育活動に関すること。 
 三 学生生活及び学校行事のあり方に関すること。 
 四 学寮生活に関すること。 
 五 研究活動に関すること。 
 六 施設設備に関すること。 
 七 国際交流に関すること。 
 八 生涯学習及び社会連携に関すること。 
 九 学校運営に関すること。 
 十 自己点検・評価体制に関すること。 
 十一 その他委員会が必要と認める事項 
 （評価及び報告） 
第４条 委員会は、資料による調査のほか、ヒアリング、実地調査等により評価を行う。 
２ 委員会は、評価報告書を作成し公表する。 
 （事務） 
第５条 委員会に関する事務は、総務課が行う。 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料 11-２-②-２：平成 25 年度小山高専外部評価委員会開催要領および外部評価委員名簿 

  

（出典：平成 25 年度外部評価委員会資料）

資料 11-２-②-３：小山高専平成 25 年度外部評価報告書 表紙 

 

（出典：平成 25 年度外部評価報告書表紙）
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資料 11-２-②-４：外部評価報告書のホームページにおける公開 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料 11-２-③-１：外部評価結果のフィードバックの状況 

 

（出典：点検評価委員会資料）
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資料 11-２-③-２：教育点検システム及び改善システムの流れ 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料 11-３-①-１：機関別認証評価 評価結果（抜粋）およびその改善を示す資料 

認証評価における評価結果 

 

上記に対する改善 

高専教育充実設備費について 

平成 23 年 5 月 10 日（水）：予算委員会 

 

■平成２３年度高専教育充実設備費について 

昨年度の予算委員会において本年度より「ローテーション」は廃止することが決定している。今後は， 

各学科・センター等からの要望を踏まえ，予算委員会で検討して配分先及び配分額を決定する。平成２４ 

年度分については，本年度中に各学科・センター等の要望を予め聞いておく必要がある。それらを基に， 

来年度の配分は，来年度予算委員会で審議することとし，本年度については，学科分は「ものづくりセン 

ター」及び「建築学科」各４００万円とし，センター分である配分額５００万については，サテライ 

ト・キャンパスの学内負担分に充てることの説明があった。 

また，サテライト・キャンパス事業経費については，来年度からは「高専教育充実設備費」から 

の支出はやめ，別途事項立てすることの説明があった。 

審議の結果了承した。 

（出典：機関別認証評価 評価報告書、p.32 および予算委員会資料）
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資料 11-３-②-１：長岡技術科学大学と高専が協働する戦略的技術者育成アドバンストコース 

  

 （出典：同アドバンストコースパンフ）
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資料11-３-②-２：宇都宮大学との教育研究上の交流・連携に関する協定書 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料 11-３-②-３：大学コンソーシアムとちぎ組織図および実施事業 

 

  

（出典：大学コンソーシアムとちぎ）
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資料11-３-②-４：小山高専技術者育成道場 

 

（出典：小山高専先進的キャリア教育推進室）
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資料11-３-②-５：小山高専技術者育成道場講演会 

  

 （出典：小山高専先進的キャリア教育推進室）
 

 

資料11-３-②-６：小山高専卒業生による講演会 

  

 （出典：小山高専先進的キャリア教育推進室）
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資料 11-３-②-７：後援会小山支部 「秋の懇談会・懇親会」特別企画 特別セミナー 

 

（出典：学生課資料）
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資料 11-３-②-８：小山高専地域連携協力会会則（抜粋） 

 

（出典：小山高専地域連携協力会資料）
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資料11-３-②-９：小山高専出前授業 

 
（出典：地域連携共同開発センター資料）
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資料11-４-①-１：小山工業高等専門学校研究紀要第46号 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料11-４-①-２：研究成果公表状況（教員）  

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

合計

論文・著書等の件数

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

合計

特許の件数

登録 出願 登録 出願 登録 出願 登録 出願 登録 出願 登録 出願 登録 出願

平成２２年 1 1 0

平成２３年 4 1 1 4

平成２４年 2 1 3 0

平成２５年 1 1 2 2 1 1 6 4

合計 3 0 0 1 1 0 3 4 2 1 2 0 11 8

口頭発表（国際会議と国内学会）の件数

計
電気情報工学科 電子制御工学科

一般科 機械工学科
電気電子創造工学科

物質工学科 建築学科

106

130 51 59 49 70 35 394

32 12 23 12 13 10

98

24 10 12 5 20 11 82

34 17 12 10 15 10

合計

35 13 12 22 22 4 108

一般科 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 物質工学科 建築学科

201

123 83 196 120 244 64 830

18 18 40 51 47 13

219

35 18 55 33 53 19 213

26 24 52 27 68 22

建築学科 合計

42 22 49 9 65 10 197

一般科 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 物質工学科

（出典：総務課人事係資料）
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資料11-４-①-３：小山高専研究シーズ集 

 

a ）冊子版 

 

b ）ｗｅｂ版 

（出典：総務課評価・地域連携係資料、小山高専ＨＰ）
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資料11-４-①-４：平成25年度小山高専産学交流会開催要項 

 

（出典：総務課評価・地域連携係資料）

 

 



小山工業高等専門学校 基準11 

- 517 - 

資料11-４-①-５：キャリア支援室 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 基準11 

- 518 - 

資料11-４-①-６：先進的キャリア教育推進室の活動成果 

 （出典：小山高専ＨＰ）
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